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凡  例 
 

 

 

  数値の単位未満、平均値、指数などの算出方法は四捨五入 

 を原則としたため、合計数値とその内訳の計とが一致しない 

 場合があります。 
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新スリムシティさっぽろ計画について 
 

 

１ 計画の策定の背景 

札幌市では、「環境低負荷型資源循環社会（都市）の実現」を目標に掲げ、平成 20 年度から平成 29年

度までの 10 年間を計画期間とする一般廃棄物処理基本計画「スリムシティさっぽろ計画」を、平成 20

年３月に策定しました。 

同計画では、家庭ごみの有料化や「雑がみ」「枝・ 葉・ 草」の分別収集を始めとする「新ごみルール」

の導入など、様々な施策を実施し、市民の協力によって、大幅にごみの減量・ リサイクルが進み、清掃

工場１か所の廃止や埋立地の延命化を進めることができました。 

そのような中、札幌市は平成 25 年３月に策定した新たなまちづくりの指針である「札幌市まちづく

り戦略ビジョン」において、「循環型社会の構築」を目指し、市民・ 事業者・ 行政の連携による取組を

一層推進することを掲げています。 

それらを踏まえ、平成 26 年３月には、更なるごみの減量・ リサイクルに向けて「スリムシティさっ

ぽろ計画」を改定し、紙類・ 容器包装プラスチックの適正排出や生ごみの減量・ リサイクルについて重

点的に取組を進め、高いレベルでごみ減量・ リサイクルを維持しています。 

この間、国連では「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」が採択され、環境や資源・ 廃棄物問題を含む取

組の新たな目標が示されました。また、国においては「第三次循環型社会形成推進基本計画」が策定さ

れ、３Ｒ（リデュース・ リユース・ リサイクル）のうち、リサイクルよりも優先的に行うべき２Ｒ（リ

デュース・ リユース）の取組をより一層進めることが示されました。更に、平成 28 年１月に改定され

た「廃棄物処理基本方針」では、災害廃棄物対策の必要性についても新たに示されたところです。 

一方、今後の社会を見据えると、人口減少と急速に進行する高齢化への対応が課題となっています。

次の世代により良い環境を引き継ぐためには、世界や国が目指す方向性を踏まえつつ、市民のニーズや

生活スタイルなどの変化に対応しながら、ごみ減量・ リサイクルの取組を進めていく必要があります。 

このような背景から、札幌市は、平成 27 年 12 月に、第８期札幌市廃棄物減量等推進審議会に対し、

札幌市や国の動向、今後の社会情勢を見据えた新計画の方向性について諮問しました。 

同審議会では、今後のごみ減量・ リサイクルに取り組むべき方向性として、改めて３Ｒの取組推進の

重要性を認識し「３Ｒの更なる推進」や「超高齢社会への対応」、「事業ごみの減量に向けた取組推進」

等の提言を盛り込んだ「次期札幌市一般廃棄物処理基本計画の方向性について（答申）」を平成 29年７

月にとりまとめました。 

この答申に盛り込まれた提言の趣旨や、世界や国の動向、札幌市の総合計画である「札幌市まちづく

り戦略ビジョン」などを踏まえ、「環境首都・ 札幌」を目指して更なるごみの減量・ リサイクルに取り

組んでいくため、新たな一般廃棄物処理基本計画を策定しました。 
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２ 新スリムシティさっぽろ計画の目標と体系 

(1) 基本目標 

新計画では、札幌市のごみ排出量（資源物も含めた家庭ごみ・ 事業ごみ全ての量）を１人１日当

たり 100ｇ減量し、ごみ排出量の少なさで政令市トップになることを目標としています（平成 27 年

度において４位）。 

基本目標は、これまでの計画の考え方である３Ｒの推進を継承するとともに、ごみ排出量で政令

市トップを目指すことを市民・ 事業者に分かりやすく示すため、「ＳＡＰＰ‿ＲＯいちばん！ 減

らそう１００ｇ ～ごみのいちばん少ないまちへ みんなで３Ｒ～」としました。 

 

【基本目標】 

ＳＡＰＰ ‿ ＲＯいちばん！ 減らそう１００ｇ 

～ごみのいちばん少ないまちへ みんなで３Ｒ～ 
 

 

(2) 基本方針 

  基本目標の達成に向けては、環境負荷をできるだけ少なくする「環境」の側面だけでなく、市民・

事業者・ 行政が共通の理解を持ち、ともに協力する仕組みをつくりあげる「協働」や、将来にわた

り誰もが安心してごみ出しできる体制を構築するための「安心」、さらにコストの最適化を図る「効

率」といった側面にも配慮する必要があります。 

  そこで、新計画では「環境」・「協働」・「安心」・「効率」の４つの基本方針を掲げ、これらのバラ

ンスを取りながら各施策に取り組んでいきます。 

 

【基本方針１：環境】 

－２Ｒの取組と資源化推進によって、環境負荷が可能な限り少ない社会を目指す― 

 

【基本方針２：協働】 

－市民・ 事業者・ 行政の連携による、ごみ減量・ リサイクルの取組推進を目指す― 

 

【基本方針３：安心】 

－だれもが安心してごみ出しできる体制を目指す― 

 

【基本方針４：効率】 

－費用対効果を考慮し、コストの最適化を目指す― 
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「目指せいちばん！スリム目標」と達成状況 
 

世界的な資源制約を背景に、天然資源の消費を抑制するためには、資源物を含めたごみ排出量の減 

量が必要であることや、資源物を含めた家庭ごみ量は、政令市の中でも決して少なくないことなどか 

ら、本計画では、資源物を含めた家庭ごみ・ 事業ごみ全体について２Ｒの取組を優先的に進めるもの 

とし、これを評価するための目標として、「ごみ排出量」を新たに設定し、目標値は、政令市トップ 

となることができる数値としています。 

また、前計画の管理目標であった「廃棄ごみ量全体」「家庭から出る廃棄ごみ量（１人１日当たり）」

「家庭から出る生ごみ量」「埋立処分量」を引き続き目標に掲げ、目標値は「ごみ排出量」の目標値

として設定した水準に合わせて設定しています。 

 

１ 「目指せいちばん！スリム目標」 

 ⑴ ごみ排出量の減量目標  

政令市の中で最少のごみ排出量を目指すため、資源物を含めた家庭ごみ・ 事業ごみの

排出量を、2016 年度（平成 28 年度）の 59.1 万ｔから 6.8 万ｔ（市民１人１日あたり 100

ｇ）以上減量し、 

 2027 年度（令和９年度）までに 52.3 万ｔ以下  にすることを目指します。 

  令和５年度の結果 

    令和５年度のごみ排出量は 554,845ｔとなり、基準年度である平成 28 年度に比べて 36,617t

減少し、ごみ排出量の減量は概ね順調に推移しています。 

最終目標達成に向けては、計画で掲げた集団資源回収の更なる促進等の施策に加え、令和４年

度の中間点検を踏まえた、ごみ減量実践事業等の施策で効果を上げていく必要があります。 
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 ⑵ 廃棄ごみ量の減量目標  

札幌市が処理する廃棄ごみ量を、2016 年度（平成 28 年度）の 47.4 万ｔから 6.0 万ｔ

以上減量し、 

 2027 年度（令和９年度）までに 41.4 万ｔ以下  にすることを目指します。 

令和５年度の結果 

    令和５年度の廃棄ごみ量は 443,153ｔとなり、平成 28 年度に比べて 30,513t 減少し、廃棄ご

み量の減量は基準年度である平成 28 年度以降過去最少となり、概ね順調に推移しています。 

⑶ 家庭から出る廃棄ごみ量の減量目標 

家庭から出る廃棄ごみ量を、2016 年度（平成 28年度）の市民１人１日当たり 386ｇか

ら 46ｇ以上減量し、 

 2027 年度（令和９年度）までに 340ｇ以下  にすることを目指します。 

令和５年度の結果 

    令和５年度の家庭から出る１人１日当たり廃棄ごみ量は 367ｇとなり、平成 28 年度に比べて

19ｇ減少し、過去最少となりました。 
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⑷ 家庭から出る生ごみ量の減量目標 

家庭から出る生ごみ量を、2016 年度（平成 28 年度）の 9.6 万ｔから 1.0 万ｔ以上減量

し、 

 2027 年度（令和９年度）までに 8.6 万ｔ以下  にすることを目指します。 

令和５年度の結果 

    令和５年度の家庭から出る生ごみ量は89,232ｔとなり、平成28年度に比べて6,525ｔ減少し、

過去最少の水準となっています 

 ⑸ 埋立処分量の減量目標 

埋立処分量を、2016 年度（平成 28 年度）の 8.7 万ｔから 2.2 万ｔ以上減量し、 

 2027 年度（令和９年度）までに 6.5 万ｔ以下  にすることを目指します。 

令和５年度の結果 

    令和５年度の埋立処分量は 66,481ｔとなり、平成 28 年度に比べて 20,669ｔ減少し、過去最少

となりました。 
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モニター指標の推移について 
 

  「目指せいちばん！スリム目標」を達成するうえで特に重要と考えられる数値をモニター指標とし

て設定し、その状況を把握することによって、目標を達成するための課題の把握、施策の見直しや改

善の際の参考とするための指標としています。 

１ 「モニター指標」 

 ⑴ 家庭から出る食品ロス量 

家庭から出る生ごみには、未開封品や食べ残しなどの食品ロスが多く含まれています。

２Ｒの取組を進めるに当たり、まずは食品ロスを削減することが効果的なため、家庭から

出る食品ロス量の推移を把握します。 

 

基準年度である平成２８年度以降おおむね横ばいで推移していますが、令和５年度の食品ロス量は

1.6 万ｔと基準年度以降最少となりました。 

今後は、さらなる食品ロスの削減に向け、より一層周知・ 啓発などの取り組みを行っていく必要が

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.6
2.3

1.9 2.0 2.0 1.9 2.0 2.2
1.9

1.6

23.3% 22.8%

20.3%
19.2%

20.3%
18.6% 18.6%

23.0%
21.4%

17.5%

0%

10%

20%

30%

0

2

4

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

食品ロス 生ごみに占める割合

【万t】 【％】

家庭ごみの食品ロスの量（推計値）

999



 

 

⑵ 燃やせるごみに含まれる紙類と容器包装プラスチックの量 

燃やせるごみの中には、分別すればリサイクル可能な紙類や容器包装プラスチックが多

く含まれています。リサイクルを今まで以上に推進するためには、適切な分別が必要なた

め、燃やせるごみに含まれる紙類と容器包装プラスチックの量の推移を把握します。 

 

基準年度である平成２８年度以降、燃やせるごみに含まれる紙類の量は減少傾向であり、容器包装

プラスチックの量はおおむね横ばいの状況です。 

依然として、多くの資源物が燃やせるごみとして処理されている状況から、今後より一層分別への

協力を求める周知・ 啓発を行う必要があります。 
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⑶ リサイクル率 

容器包装プラスチックや雑がみなどを分別収集してリサイクルしたり、焼却灰をセメン

ト原料としてリサイクルするなど、ごみを資源として活用することにより、天然資源の使

用を抑え、環境負荷を低減することができます。このような資源の有効利用に関する取組

状況を把握するため、リサイクル率の推移を把握します。 

 

  令和５年度のリサイクル率は 24.7％となりました。 

分別協力率※を見ると、びん・ 缶・ ペットボトルは 97％（Ｒ４は 94％）と、100％近くで推移して

おり、それ以外の資源物は、「容器包装プラスチック」は 56％（Ｒ４は 59％）、「雑がみ」は 57％（Ｒ

４は 58％）、「枝・ 葉・ 草」は 82％（Ｒ４は 87％）となっています。 

今後ともリサイクル率の上昇に向けて「容器包装プラスチック」・「雑がみ」分別の周知・ 啓発を行

うとともに、集団資源回収のさらなる促進にも取り組んでいく必要があります。 

※ 分別協力率：ごみステーションに出されたある資源物の総量のうち、正しい収集日に正しく分別され出された量 
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令和５年度のごみ量 
 

１ ごみ排出量 

本市におけるごみ排出量は、554,845ｔとなりました。このうち、家庭ごみは 366,896ｔで、前年度よ

り 14,320ｔ（3.8％）減少となり、事業ごみは 187,949ｔで、前年度より 1,291ｔ(0.7%)の減少となりま

した。 

 

（注）上記のごみ処理量は、廃棄ごみ（資源化できず、焼却処理や埋立処分しなければならないごみ）のほか、市の資源化施設で受

け入れた以下の資源物を含みます。 

家庭ごみ：「びん・ 缶・ ペットボトル」「容器包装プラスチック」「雑がみ」「枝・ 葉・ 草」 

事業ごみ：ごみ資源化工場に搬入された資源物 
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２ 家庭ごみ量                                 

家庭ごみを焼却や埋立処分する「廃棄ごみ」と資源化する「資源物」とに区分すると、市民１人１日

当たりの廃棄ごみは 367g と前年度に比べ 15g（3.9%）の減少となり、資源物は 143g と前年度に比べ４

g（2.7％）の減少となりました。 

なお、１人１日当たりの家庭から排出されるごみ排出量（「廃棄ごみ」＋「資源物」）は、509g と前年

度に比べ 20g（3.8％）の減少となりました。 

 

３ 事業ごみ量  

本市の施設で処理した事業ごみは 187,949t で、前年度に比べ 1,291t（0.7％）の減少となりました。

また、資源物（ごみ資源化工場への搬入量）は 9,207t で、前年度に比べ 49t（0.5％）の増加となり

ました。 
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４ ごみ処理フロー  

 

※１ 地域清掃ごみ：町内清掃などで発生するごみ 

※２ 許可業者搬入：（一財）札幌市環境事業公社が収集して搬入する事業ごみ 

※３ 自己搬入  ：（一財）札幌市環境事業公社以外の事業者などが搬入するごみ 

※４ 埋立前処理 ：燃やせないごみを減容化するために行う破砕処理 

※５ 処理残渣  ：焼却灰及び資源化処理、焼却・ 破砕処理、埋立前処理により生じた不燃残渣 
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令和５年度までに実施した事業 
 

 

 

  

151515



  

２
Ｒ

を
推

進
す

る
た

め
の

し
く

み
づ

く
り

 
 

１
 

ご
み

発
生

・
排

出
抑

制
の

た
め

の
行

動
の

実
践

 
 

【
施

策
概

要
】
 

 
３

R
（

リ
デ

ュ
ー

ス
＝

ご
み

を
出

さ
な

い
、

リ
ユ

ー
ス

＝
繰

り
返

し
使

う
、

リ
サ

イ
ク

ル
＝

再
生

利
用

）
の

う
ち

、

天
然

資
源

の
節

約
に

効
果

的
な

２
Ｒ

（
リ

デ
ュ

ー
ス

、
リ

ユ
ー

ス
）

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
、

市
民

・
事

業
者

・
関

係

団
体

と
協

力
し

て
進

め
て

い
き

ま
す

。
 

 
令

和
５

年
度

ま
で

に
実

施
し

た
こ

と
 

⑴
 
発

生
・

排
出

抑
制

行
動

の
習

慣
化
の

促
進

 

H
2
4
～
R
4
 

  R
5
～
 

 
市
民
に
よ

る
ご
み
減
量
の
取
組
を
進

め
る
た
め
、
「
ご
み
減
量
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、
ポ

ス
タ
ー
掲
出
、
Ｃ
Ｍ
放
映

、
啓

発
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
等
に
よ
り
、
市

民
へ
の
集
中
的

な
啓
発
を

行
い

ま
し
た
。

<<
関
連
：

1-
2-
⑴
・
⑵
、

2-
1-
⑵
、
4
-
3
-
⑴

・
⑷

>>
 

 
ご
み
の
減

量
・
資
源
化
を
進
め
る
た

め
、
２
Ｒ
に
重

点
を
置
き

、
事
業
者
や
若

者
と
行
政

が
一
体

と
な
っ
て
ご
み

減
量
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
実
践
的
な
事
業
と

し
て
、「

ご
み
減

量
実
践
事

業
」

を
実
施
し
ま
し

た
。
令
和
５
年
度
は
大
手

リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
と
の

連
携
に
よ
る
リ

ユ
ー
ス
イ

ベ
ン

ト
の
開
催
、
食
品
ロ
ス

ZE
RO

セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
・
解
説

動
画
の
公
開
、
専
門
学
生

考
案
の
ご

み
減

量
レ
シ
ピ
公
開

等
の
取
組
を
行
い
ま
し
た

。
 

<<
関
連
：

1-
2-
⑴

・
⑵
、

1-
3-
⑴
・

⑵
、

2-
1-
⑵
、
4
-
3
-
⑴
・
⑷

>>
 

⑵
 
事

業
者

と
連

携
し

た
簡

易
包

装
等
の

推
進

 

 H
2
0
～
 

      H
2
1
～
 

   

１
 
レ
ジ

袋
削
減
 

 
簡
易
包
装

、
レ
ジ
袋
や
ト
レ
イ
の
削
減

な
ど
家
庭
ご
み
の
減
量
に

つ
な
が
る
取
組

を
実
践
す
る

店

舗
や
事
業
者
に

対
し
て
、
「
さ
っ
ぽ
ろ
エ
コ

メ
ン
バ
ー
登
録
制
度
」
で

認
定
を
行
い
ま

し
た
。

 
<<

関
連
：

4-
3-
⑴

>>
 

  
「
さ
っ
ぽ

ろ
ス
リ
ム
ネ
ッ
ト
オ
リ
ジ

ナ
ル
マ
イ
バ
ッ

グ
」
を
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を

と
ら
え
て

活

用
し
、
マ
イ

バ
ッ
グ
の
持
参
及
び
容
器

包
装
の
減
量
に

つ
い
て
、

普
及
啓
発
を
行

い
ま
し
た
。

 
 
平
成

2
0
年
６
月
か
ら
「
レ
ジ
袋
削
減

に
向
け
た
取
組
み
に
関
す

る
協
定
」
を
締

結
し
た
ス
ー

パ

ー
な
ど
で
レ
ジ

袋
の
有
料
化
を
開
始
し
ま

し
た
。

 
 
「
レ
ジ
袋

削
減
に
向
け
た
取
組
み
に
関

す
る
協
定
」
に
基
づ
く
取
組
結

果
の
年
次
報
告
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、

取
組
結
果
の
二
酸
化
炭
素

量
へ
の
換
算
を
導
入
し
ま

し
た
。

 
【
Ｒ
５
参

加
者
団
体
：
1
0
事
業

者
、
７
市
民
団

体
】

 
【
Ｒ
５
協

定
参
加
店
舗
数

：
22
0
店
舗
】

 
 H
2
3
～
 

 

２
 
容
器

包
装
の
簡
素
化

 
 
「
北
海
道
容
器

包
装
の
簡
素
化
を
進
め
る

連
絡
会
」
に
参
加

し
、
関

係
機
関
と
協
働
で
市
民
、
事

業
者
、
メ
ー

カ
ー
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
実
施
や
パ
ネ
ル
展
の
開

催
な
ど
、
容
器
包
装
簡

素
化
へ

の
取
組
を
行
い
ま

し
た
。

 
  

「
北
海
道
容

器
包
装
の
簡
素
化
を
進
め

る
連
絡
会
」
に
参
加
し
、
ご

み
減
量
に
繋
が
る
容
器
包

装
の
簡
素
化
な

ど
で
優
れ
た
取
組
を
行
っ

て
い
る
事
業
者
に
つ
い
て

は
、
「
容
器
包

装
簡
素
化
大

賞
」
と
し
て
表

彰
し
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
受

賞
品
を
展
示
す
る
等
、
市

民
に
積
極
的
に

紹
介
し
ま
し

た
。
 

 H
2
3
～
 

 

３
 
さ
っ

ぽ
ろ
エ
コ
メ
ン

バ
ー
登
録

制
度

 
  

家
庭

ご
み

の
減

量
に
つ

な
が

る
取

組
の

拡
大

を
図
る

た
め

、
「

さ
っ

ぽ
ろ

エ
コ

メ
ン

バ
ー

登
録

制

度
」
の
取
組
項
目
「
環
境
配
慮
型
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

販
売
・
提
供

」
の
中
に
、
詰
め
替
え
・
量
り

売
り
の
推
進
を

加
え
ま
し
た
。
 

⑶
 
市

民
・

事
業

者
・

関
係

団
体

と
の
協

働
に

よ
る

ご
み

発
生

・
排

出
抑

制
の

推
進

 

H
1
7
～
 

 

 
ご
み

減
量
に
つ
な
が

る
具
体
的

な
行
動
を
展
開

す
る
こ
と
を

目
的
に
、
市
民
・
事
業
者
・
札
幌

市

の
協

働
で

設
立

し
た

「
札

幌
ご
み

減
量

実
践

活
動
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」
（
通

称
：
さ

っ
ぽ

ろ
ス

リ
ム

ネ

施
策

１
 

  

    
 

ッ
ト
）
の
一
員
と
し
て

、
ご
み

減
量
に
向
け
た

市
民
・
事
業
者
の
主

体
的
か
つ
具
体

的
な
実
践

活
動

の
促
進
を

支
援
す
る
た

め
、
次

に
掲
げ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て

、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業

を
展
開
す

る
と
と
も

に
、
広
く
市

民
・
事

業
者
に
参
加
を

呼
び
か
け
、
ご
み
減

量
実
践
者
の
輪

の
拡
大
に

努
め

ま
し
た
。

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

【
Ｒ
５

札
幌
市
負
担

金
決
算
額
：
3
6
0
万
円
】

 
 H
1
9
～
 

   H
2
2
～
 

   H
2
4
～
H
2
7
 

１
 
資
源
物
回
収

促
進
事
業

 
  

家
庭
で

作
成
し
た
生

ご
み
堆
肥

を
、
清
掃
事
務

所
な
ど
で
受
け
入
れ
、
回
収
後
に
二
次
処
理

を
行

い
ま
し
た

。
ま
た

、
二

次
処
理
後

の
堆
肥
は
、
年
度
に

よ
り
利
用

方
法
を
検
討
し

、
市
民
へ
の
無
料

配
布
や
大

通
公
園
及
び

市
内
の
農

地
な
ど
で
活

用
し
ま
し
た
。

 
【
Ｒ
５

受
入
量
：
1
1
5
0
.
3
k
g】

 
  

生
ご
み

の
減
量
・
堆

肥
化
方
法

を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

貸
し
出
し
を
行
い
、
ホ

ー

ム
ペ
ー
ジ

で
の
動
画
配

信
等
を
行

い
ま
し
た
。

 
  

ダ
ン
ボ

ー
ル
の
資
源

化
の
促
進

及
び
市
民
の

利
便
性
の
向
上
の
た
め

、
ス
ー
パ
ー

と
共
同
で

ダ
ン

ボ
ー
ル
の

回
収
ボ
ッ
ク

ス
を
設
置

し
ま
し
た
。

<<
関

連
：

2-
2-
⑵

>>
 

  
市
民
が

色
々
な
資
源

物
を
持
ち

込
め
る
臨
時

拠
点
を
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の

駐
車
場
等

に
実

験
的
に
設

置
し
ま
し
た

。
 

 H
1
6
～
 

 H
1
7
～
 

 H
1
8
～
 

   H
2
4
 

  H
2
5
～
H
2
7
 

 H
2
8
～
 

  H
3
0
～
 

 R
1
 

２
 
普
及
啓
発
活

動
 

  
環
境
広

場
さ
っ
ぽ
ろ

な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
に
参

加
し
、
パ
ネ
ル
展
示
、
ク
イ
ズ
な
ど

を
実
施
し

、
ご

み
減
量
の

普
及
啓
発
を

行
い
ま
し

た
。

<<
関
連
：

4-
3-
⑷

>>
 

  
ご

み
減

量
・

リ
サ

イ
ク

ル
に

関
す
る

市
民

議
論

の
活

性
化

を
図
る

た
め
、
「
さ

っ
ぽ

ろ
ス

リ
ム
ネ

ッ
ト
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を

開
催
し
、

ご
み
減
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
に
関
わ
る

情
報
提
供
を
行
い
ま
し

た
。

 
   

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
に
よ
り
、
資
源
物
回
収

拠
点
な
ど
の
ご
み
発

生
・
排
出
抑
制

の
た
め
の

情
報

提
供
を
行

い
ま
し
た
。

 
   

子
ど
も
た
ち
が

ゲ
ー
ム
を
楽
し

み
な
が
ら
ご

み
の
減
量
を
学
ぶ
「
買
い

物
ゲ
ー
ム
」
等
の
出

張
講

座
を
開
催

し
ま
し
た
。

 
 
 
 

 
 
 
 
 

【
Ｒ
５
実
施

回
数
：
1
0
回
、
参
加

者
数
：

3
0
0
人

】
 

  
子
ど
も

た
ち
が
楽
し

み
な
が
ら

、
ご
み
の
減
量

を
中
心
に
、
環
境
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る

オ
リ
ジ
ナ

ル
の
「

環
境
か
る
た
」
を
作
製
し
、
市
内
の
全
児
童

会
館
・
ミ
ニ
児

童
会
館
に
寄
贈

し
ま

し
た
。

 
  

札
幌
市

内
の

小
学

４
～

６
年

生
を
対

象
に

、
「

も
っ

た
い

な
い

」
を
テ

ー
マ
と

し
た

ご
み

減
量
の

紙
芝
居
を

募
集
し
、
入

賞
作
品
を

決
定
し
ま
し

た
。

 
  

札
幌
市

内
の
小
学
年

生
を
対
象

に
、
ご
み

の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル

を
テ
ー
マ
と
し

た
ポ
ス
タ

ー
を

募
集
し
、
令
和
５

年
度
は

3
42

点
の
応
募

作
品
の
中
か

ら
、
最
優
秀
賞
１

点
、
優

秀
賞
２

点
、
奨

励

賞
1
2
点

の
計

1
5
点
の

入
賞
作
品

を
決
定
し
ま

し
た
。

 
 

家
庭
の

食
品
ロ
ス
を
削

減
す
る

た
め
、
市
民
を

対
象
と
し
た
料
理
教
室

等
を
開
催
す

る
こ
と
で

、
 

生
ご
み
の
減
量

の
普
及
啓
発
を
行
い
ま

し
た
。

<<
関
連
：

1-
2-
⑴

>>
 

 
海
洋
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
問
題

に
つ
い
て
、
啓
発
パ
ネ
ル
の
作
成
・
展
示
や

啓
発
デ
ザ
イ
ン
を
作

 
成
し
ま
し
た
。

 
⑷

 
環

境
配
慮

型
製

品
購

入
な

ど
の
促

進
に

向
け

た
取

組
 

H
1
3
～
 

 H
1
4
～
 

   

 
札
幌
市
の
環

境
方
針
に
「
環
境
負
荷
の

少
な
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
」
を
掲

げ
、
率
先
し

て

環
境
配
慮

型
の
製
品
の

購
入
（
グ

リ
ー
ン
購
入

）
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。

 
 

グ
リ
ー
ン
購

入
の
対
象
と
な
る
品
目

と
そ
の
判
断
基

準
（
ど
の
よ
う

な
物
品
な
ど

を
優
先
的

に
調

達
す
る
か

の
基
準
）
を

定
め
た
「

札
幌
市
グ
リ

ー
ン
購
入
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
発
行
し
、
毎
年

度
、

内
容
の
見

直
し
を
行
っ

て
き
ま
し

た
。

 
【
Ｒ
５

ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
：
2
0
分
野
、
2
5
7
品
目

指
定
】

 
 

 問
い

合
わ

せ
先

 

⑴
 
⑵

 
⑶

  
 
環

境
事

業
部

 
循

環
型

社
会

推
進

課
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
電

話
2
1
1
-2

9
2
8 

⑵
 

 
 

 
 

環
境

都
市

推
進

部
 
環

境
政

策
課

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

電
話

2
1
1-

2
8
7
7 

⑷
 

 
 

 
 

環
境

都
市

推
進

部
 
環

境
エ

ネ
ル

ギ
ー

課
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

電
話

2
1
1-

2
8
7
2 
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 備
考

 

⑶
 
リ

サ
イ
ク

ル
推

進
基
金

 

ア
ル
ミ
缶
な

ど
の
売
却
益
の
一
部
を
原

資
と
す
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
基

金
」
の
運
用
益

等
を
「
ご
み
減
量
推

進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

」
、「

さ
っ
ぽ
ろ

ス
リ
ム
ネ
ッ
ト

へ
の
支
援
」
、「

資
源
回
収
ボ
ッ
ク

ス
設
置
助

成
金
」
等
の
事
業
に

充

当
し
て
い
ま
す

。
 

 
平

成
2
2
年

度
 

平
成

2
3
年

度
 

平
成

24
年

度
 

平
成

2
5
年

度
 

平
成

26
年

度
 

平
成

2
7
年

度
 

平
成

2
8
年

度
 

基
金

造
成

額
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

運
用

益
 

1
2
,3
5
5
,6
41
 

1
0
,9
85
,
0
00
 

1
0
,
3
97
,0
0
0 

1
0
,0
1
4
,7
43
 

9
,
91
2,
6
1
1 

9
,
9
7
6,
79
4
 

9
,
02
8
,
32
1 

決
算

余
剰

 
4
1
6,
84
1
 

0
 

7
4
,6
2
0 

3
2
4,
94
4
 

0
 

0
 

0
 

一
般

会
計

繰
入

額
 

5
7
,3
5
5
,6
41
 

3
6
,9
85
,
0
00
 

1
0
,
3
97
,0
0
0 

1
0
,0
1
4
,7
43
 

9
,
91
2,
6
1
1 

9
,
9
7
6,
79
4
 

9
,
02
8
,
32
1 

年
度

末
残

高
 

7
3
8,
7
3
7,
94
3
 

7
1
2,
73
7
,
94
3 

7
1
2
,
81
2,
5
6
3 

7
1
3,
1
3
7,
50
7
 

7
1
3
,
13
7,
5
0
7 

7
1
3,
1
3
7,
50
7
 

7
1
3,
13
7
,
50
7 

 
平

成
2
9
年

度
 

平
成

3
0
年

度
 

令
和
元

年
度

 
令

和
２

年
度

 
令

和
３

年
度

 
令

和
４

年
度

 
令

和
５

年
度

 

基
金

造
成

額
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

運
用

益
 

8
,
0
0
1,
40
3
 

6
,
43
6
,
46
2 

6
,
26
4,
5
6
2 

6
,
1
7
5,
77
1
 

5
,
99
7,
4
8
6 

5
,
8
8
3,
38
4
 

5
,
95
4
,
69
8 

決
算

余
剰

 
0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

一
般

会
計

繰
入

額
 

8
,
0
0
1,
40
3
 

6
,
43
6
,
46
2 

6
,
26
4,
5
6
2 

6
,
1
7
5,
77
1
 

5
,
99
7,
4
8
6 

5
,
8
8
3,
38
4
 

5
,
95
4
,
69
8 

年
度

末
残

高
 

7
1
3,
1
3
7,
50
7
 

7
1
3,
13
7
,
50
7 

7
1
3
,
13
7,
5
0
7 

7
1
3,
1
3
7,
50
7
 

7
1
3
,
13
7,
5
0
7 

7
1
3,
1
3
7,
50
7
 

7
1
3,
13
7
,
50
7 

※
 

市
の
財
政
状
況

が
ひ
っ
迫

し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
平
成

2
1
年
度

か
ら
同
基
金
へ

の
造
成
（
積
立

て
）
を
凍
結
し
て

い
ま
す
。
 

  

２
Ｒ

を
推

進
す

る
た

め
の

し
く

み
づ

く
り

 
 

２
 

生
ご

み
減

量
の

促
進

に
向

け
た

取
組

 
 

【
施

策
概

要
】
 

 
家

庭
か

ら
出

る
食

品
ロ

ス
の

削
減

の
促

進
や

、
水

切
り

の
推

進
な

ど
、

生
ご

み
の

減
量

に
向

け
た

取
組

を
進

め
て

い
き

ま
す

。
 

 
令

和
５

年
度

ま
で

に
実

施
し

た
こ

と
 

⑴
 
家

庭
に

お
け

る
食

品
ロ

ス
削

減
の
促

進
 

H
2
4
 

H
2
6
 

    H
2
7
 

      H
2
7
～
 

    H2
8～

H3
0 

R
5
 

 H
3
0
～
 

 R
1
～
 

 
市
民
か
ら
生
ご

み
減
量
レ
シ

ピ
を
募
集
し
、

レ
シ
ピ
集
を
作
成
、
配
布

し
ま
し
た
。
 

 
生
ご
み
減
量
普

及
啓
発
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
作
成
し
、
市

内
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
に
配
布
し
ま
し

た
。 

 
生
ご
み
を
な
る

べ
く
出
さ
な

い
よ
う
な
調
理

方
法
を
伝
え
る
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。
 

<<
関
連
：
4
-
3
-
⑷

>>
 

 
ス
ー
パ
ー
に
お

け
る
啓
発
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示

及
び
店
内
放
送
を
実
施
し

ま
し
た
。
 

<<
関
連
：
4
-
3
-
⑴

>>
 

 
食
品
ロ
ス
削
減

ス
ロ
ー
ガ
ン

募
集
を
実
施
し

ま
し
た
。
 

【
Ｈ
2
7
 
応
募
件

数
：
5
0
5
件
】

 

 
食
品
ロ
ス
削
減

を
テ
ー
マ
に

し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

【
Ｈ
2
7
 
参
加
者

数
：
2
6
9
人
】

 

 
食

品
ロ

ス
を

削
減

で
き

る
レ

シ
ピ

を
伝

え
る

料
理

教
室

と
冷

蔵
庫

整
理

術
講

座
を

実
施

し
ま

し

た
。

<<
関
連
：

4
-
3
-
⑷

>>
 

【
Ｈ
2
7
 
参
加
者

数
：
2
7
5
人
】

 

 
食
品
ロ
ス
の
削

減
を
呼
び
か

け
る
ポ
ス
タ
ー

を
作
成
し
、
公
共
施
設
や

公
共
交
通
機
関
、
ス
ー
パ

ー

等
に
掲
示

し
ま
し
た
。
ま
た

、
Ｃ
Ｍ
を
作

成
し
、
街
頭
ビ
ジ
ョ
ン
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
放
映
し
ま

し

た
。

<<
関
連
：

4
-
3
-
⑴

>>
 

 
食
品
ロ
ス
の
削

減
等
を
呼
び

か
け
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
制
作
し
、
公

共
施
設
等
で
配
布
し
ま
し

た
。 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

【
Ｒ
５
啓
発
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
配
布

1
1,
7
0
0
部

】
 

 
商
業
施
設
等
で

食
品
ロ
ス
削

減
を
啓
発
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
 

 
食
品
ロ
ス
を
削

減
す
る
冷
蔵

庫
整
理
術
セ
ミ

ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
、
動
画

作
成
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

<<
関
連
：
1
-
1
-
⑴
、
4
-
3
-
⑷

>>
 

 
家
庭
の
食
品
ロ

ス
を
削
減
す

る
た
め
、
市
民

を
対
象
と
し
た
料
理
教
室

等
を
開
催
す
る
こ
と
で
、

 

 
生

ご
み
の
減
量
の

普
及
啓
発

を
行
い
ま
し
た

。
<
<
関
連
：

1
-
1
-
⑶
、
4
-
3
-
⑷
>
> 

 
食
品
ロ
ス
の
削

減
等
を
呼
び

か
け
る
テ
レ
ビ

番
組
の
制
作
・
放
送
を
し

ま
し
た
。
 

⑵
 
生

ご
み

水
切

り
促

進
 

H
2
5
～
 

 
札
幌
市
立
大
学

、
生
活

用
品
メ
ー

カ
ー
、
札
幌
市
に
よ
る
産
学
官
共
同

研
究
に
よ
り
“
札

幌
発
”
生

ご
み
水
切
り

器
を
開
発
し
、
市

民
に
配
布
し
ま

し
た
。
な
お
、
現
在
は

全
国
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 
ご
み
減
量
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
、
Ｃ
Ｍ
放

映
、
ポ
ス
タ
ー

掲
出
、
啓
発
イ
ベ
ン

ト
等
に
よ
り

市

民
に
生
ご

み
の
水
切
り
を

呼
び
か
け

ま
し
た
。

<<
関
連
：
4
-
3
-
⑴
・

⑷
>>

 

 
 

 
問

い
合

わ
せ

先
 

⑴
 
⑵

 
環

境
事

業
部

 
循
環

型
社

会
推

進
課
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

電
話

2
11

-
2
9
28
 

 
 

 

施
策

１
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２
Ｒ

を
推

進
す

る
た

め
の

し
く

み
づ

く
り

 
 

３
 

リ
ユ

ー
ス

機
会

の
提

供
 

 
【
施

策
概

要
】
 

 
不

要
に

な
っ

た
も

の
を

繰
り

返
し

使
う

「
リ

ユ
ー

ス
」

の
機

会
が

増
え

る
よ

う
、

積
極

的
に

情
報

提
供

等
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

 

 
令

和
５

年
度

ま
で

に
実

施
し

た
こ

と
 

⑴
 
リ

ユ
ー

ス
の

促
進

に
向

け
た

取
組

 

H
1
2
～
 

      H
1
6
～
 

       H
2
5
～
 

 R
5
～
 

 
平
成

1
2
年
８
月

、
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ

ー
に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

宮
の
沢
を
開
設
し
ま
し
た
。
 

 
リ

サ
イ

ク
ル

プ
ラ

ザ
で

は
、

リ
ユ

ー
ス

家
具

等
の

展
示

提
供

、
各

種
教

室
講

座
や

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
、
情

報
紙
の
発
行
な

ど
に
よ
り

、
ご
み
減
量
に

つ
い
て
の

情
報
提
供
を
行

い
ま
し
た
。

 

<
<
関
連
：
4
-
3
-
⑶
>
> 

 
 
 
【
Ｒ
５

開
館
日
数
：
30
9
日
、
来

場
者
数
：
7
4
,7
1
6
人
、
リ
ユ
ー
ス
家
具

提
供
個
数
：
8
5
3
個
 

 
 
 

 
 
教
室
・
講

座
・
イ
ベ

ン
ト
参
加
者
数

：
1
8
,
4
05

人
、
情

報
紙
発
行
部
数

：
39
,
7
0
0
部
】
 

  
平
成

1
6
年
度
か

ら
白
石
清
掃
事
務
所
跡
地

を
利
用
し
て
「
リ

ユ
ー
ス
広
場
」
を
開

催
し
て
き
ま

し

た
が
、

こ
の
事
業
を
拡

大
し
、
2
1
年
４
月

に
厚
別
清
掃
工
場
跡
地
に

リ
ユ
ー
ス
プ
ラ

ザ
を
開
設

し
ま

し
た
。

 

 
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ

ザ
で
は
、
リ
ユ

ー
ス
家
具
等
の

展
示
提
供
、
ご

み
減
量
講
座
な
ど

の
開
催
、
各
種

イ

ベ
ン
ト
の
実

施
等
に
よ
り
、
ご
み
減
量

に
つ
い
て
の
情

報
提
供
を

行
い
ま
し
た
。
 

<
<
関
連
：
2
-
2
-
⑵
、
4
-
3
-
⑶

>>
 

【
Ｒ
５
開
館
日
数

：
3
0
9
日
、
来
場

者
数
：
4
9
,
2
5
4
人
、
リ
ユ
ー
ス
家

具
提
供
個
数
：

2,
5
6
7
個
、
 

講
座
受
講
者
数
：

7
7
9
人

、
イ
ベ
ン

ト
参
加
者
数
：

1
,
7
42

人
】
 

 
ご

み
分

け
ガ

イ
ド

及
び

札
幌

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

リ
タ

ー
ナ

ブ
ル

び
ん

回
収

協
力

店
を

掲
載

し
ま

し
た
。
<
<
関
連
：
2
-
2
-
⑴

>
> 

 
「
株
式

会
社
ジ
モ
テ
ィ

ー
」
及
び
「
マ
ー
ケ
ッ
ト

エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
株
式
会

社
」
と
連
携
協
定

を

締
結
し
、
リ

ユ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
「

ジ
モ
テ
ィ
ー
」「

お
い
く
ら

」
の

利
用
案
内
を
公
式

H
P
に

掲
載
し
ま

し
た
。
 

⑵
 
古

着
回

収
の

推
進

 

H
2
6
～
 

 H
2
7
～
 

    

  
古
着
の
リ

ユ
ー
ス
促
進
の
た
め
、
平

成
2
6
年

1
0
月
か
ら
地
区
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
で
古
着

の

回
収
を
開
始

し
ま
し
た
。
 

  
古
着
の
リ

ユ
ー
ス
促
進
と
市
民
の
利

便
性
の
向
上
の

た
め
、
平
成

2
7
年
５
月

に
「

札
幌
ク
リ
ー

ニ

ン
グ
協

同
組

合
」

と
協

定
を
締

結
し

、
同

年
６

月
か

ら
組

合
加

盟
の

協
力

店
で

、
古
着
の

無
料

回
収

を
開
始
し
ま

し
た
。
ま
た
、
同
年
８
月
に

は
、
清
掃
事
務
所
（
中
央
清
掃

事
務
所
除
く
）
と
処
理
場
管

理
事
務
所
を

回
収
拠
点
に
追
加
し
ま
し

た
。
 

【
Ｒ
５
清
掃
事
務

所
等
：
６
か
所
 
 

地
区
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
：
４
か
所

、
回
収
量
：
8
3
ｔ
】
 

 
 

 
問

い
合

わ
せ

先
 

⑴
 
⑵

 
環

境
事

業
部

 
循
環

型
社

会
推

進
課
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

電
話

2
11

-2
9
2
8 

 
 

 

施
策

１
 

  

 備
考

 

⑴
 
リ

サ
イ
ク

ル
プ

ラ
ザ
・

リ
ユ

ー
ス

プ
ラ

ザ
 

リ
ユ
ー
ス
家
具
・
自
転
車
の
展
示
提
供
の
ほ

か
、
ご
み
減
量
に
関
す
る
教

室
・
講
座
を
開
催
す
る
普
及

啓
発
拠
点

で
す
。
 

 

〇
 
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

宮
の
沢

 
 
 
生
涯

学
習
総
合
セ
ン

タ
ー
「

ち
え
り
あ
」
内
に

 
 
あ
り
、
地
下
鉄
東
西

線
「
宮
の
沢
駅
」
地
下
直
結
 
 
 
 

 
通
路
で

約
５
分
で
す
。

 
 
 
（
平

成
1
2
年
８
月

2
5
日
オ
ー
プ

ン
）

 
 

 

 
・
所
在

地
：
札
幌
市
西

区
宮
の
沢
１

条
１
丁
目
 

 
 
１
-
1
0
 
ち
え
り
あ
１

階
 

 
・
開
館

時
間
：
1
0
時
～
1
8
時
 

 
・
休
館

日
：
年
末
年

始
、
月
曜
日
（

月
曜
日
が
祝
 
 
 

 
 
日
の

場
合
は
そ
の
翌

平
日
）

 

 

 

〇
 
リ
ユ

ー
ス
プ
ラ
ザ

 
 
 
資
源

物
の
持
ち
込
み

が
可
能
な
「
厚

別
地
区
リ
サ
イ
ク
 

 

 
ル
セ
ン

タ
ー
」
を
併
設

し
て
い
ま
す

。
 

 
 
（
平

成
2
1
年
４
月

1
9
日
オ
ー
プ

ン
）
 

 

 

 
・
所
在

地
：
札
幌
市
厚

別
区
厚
別
東

３
条
１
丁
目
１

-
1
0 

 
・
開
館

時
間
：
1
0
時
～
1
6
時
 

 
・
休
館
日
：
年
末
年
始
、
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝

日
の
場
 

 
 

 
 
合
は

そ
の
翌
平
日
）
 

  
 

マ
ッ
ク

ス
バ

リ
ュ

 
宮

の
沢

店
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２
Ｒ

を
推

進
す

る
た

め
の

し
く

み
づ

く
り

 
 

４
 

国
や

製
造

・
販

売
業

界
へ

の
働

き
か

け
 

 
【
施

策
概

要
】
 

 
国

や
製

造
・

販
売

業
界

に
対

し
て

、
生

産
・

流
通

・
販

売
段

階
に

お
け

る
発

生
抑

制
の

し
く

み
を

つ
く

る
と

と
も

に
、

回
収

・
リ

サ
イ

ク
ル

シ
ス

テ
ム

を
整

備
す

る
こ

と
を

強
く

働
き

か
け

ま
す

。
 

 
令

和
５

年
度

ま
で

に
実

施
し

た
こ

と
 

⑴
 
拡

大
生

産
者

責
任

（
Ｅ

Ｐ
Ｒ

）
の
徹

底
 

H
2
7
～

 
 

容
器

包
装

リ
サ
イ

ク
ル

法
に

基
づ

く
分

別
収

集
や

選
別

に
か

か
る

費
用

は
自

治
体

が
負

担
し

て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ

れ
ら
の
費

用
を
事
業
者
負

担
と
し
、
拡
大
生

産
者
責
任
を
推

進
す
る
よ

う
、
大

都
市
清
掃
事

業
協
議
会
や

(公
社

)全
国
都

市
清
掃
会
議
を

通
じ
て
国
に

要
望
し
て
き
ま

し
た
。

 
⑵

 
排

出
禁

止
物

へ
の

対
応

 

H
2
8
～
 

 
 

農
薬
や
廃
油
、
ピ
ア
ノ

な
ど
、
札
幌
市
で

の
収
集
・
処
理
が

困
難
な
も
の
に

つ
い
て
は
「
市
が
収

集

し
な
い

ご
み
」
と
し
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
排
出
を
禁

止
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
拡
大
生

産
者

責
任

の
観

点
か

ら
、

製
造

メ
ー

カ
ー

に
よ

り
安

全
に
収

集
・
処

理
さ

れ
る

仕
組

み
を

つ
く
る

よ

う
、
大

都
市
清
掃
事
業

協
議
会
や

(公
社

)全
国
都
市

清
掃
会
議
を
通

じ
て
国
に
要
望

し
て
き
ま
し

た
。

 
 

 
 
問

い
合

わ
せ

先
 

⑴
 
⑵

 
環

境
事

業
部

 
循
環

型
社

会
推

進
課
 

  
  

 
  

  
 
  

  
 
  

  
 
  

  
 
  

電
話

2
1
1-

2
91

2
 

 
 
備

考
 

⑴
 
拡

大
生

産
者

責
任

（
Ｅ

Ｐ
Ｒ

：
Ex

t
en

d
e
d
 P

ro
d
u
ce

r
 R

e
s
p
on

si
b
i
l
it

y
）

と
は

？
 

拡
大
生
産
者
責

任
と
は
、
生
産
者

が
自
ら
生
産
す

る
製
品
に

つ
い
て
、
生
産
･
使
用
段

階
だ
け
で

な
く
、
そ
の
生

産
し
た
製
品
が

使
用
さ
れ
、
廃
棄
さ
れ
た

後
に
お
い
て
も
、
当
該

製
品
の
適
正
な

リ
サ
イ
ク

ル
や
処
分
に
つ

い
て
一

定
の
責
任
を
負

う
と
い
う
考
え
方
で
す
。

 
 
【

拡
大
生
産
者
責

任
(
Ｅ
Ｐ
Ｒ

)
の
範
囲
】
 

生
産

・
流

通
段

階
 

消
費

段
階

 
廃

棄
物

処
理

段
階

 

●
 
労
働

者
の
安
全
性
 

●
 
生

産
工

程
か

ら
環

境
へ

の
汚

染

排
出
の
防
止

と
管
理
 

●
 
産

業
廃

棄
物

の
十

分
な

管
理

に

対
す
る
資
金

的
・
法
律
的

な
責
任
 

●
 
危

険
な

製
品

に
関

す
る

民
事

的

な
責
任

 

 

●
 
消

費
後

の
製
品

の
管

理
に

関
す

る
資
金
的
・
物
理

的
責
任
 

 

←
 

従
来

の
生

産
・

流
通

業
者

の
責

任
範

囲
 

→
 
←

従
来

の
行

政
の

責
任

範
囲

→
 

←
 

拡
大

さ
れ

た
生

産
者

責
任

(
Ｅ

Ｐ
Ｒ

)
の

範
囲

 
→

 

 

施
策

１
 

  

分
別

・
リ

サ
イ

ク
ル

の
取

組
促

進
 

 

１
 

分
別

・
排

出
ル

ー
ル

の
周

知
・

徹
底

 
 【

施
策

概
要

】
 

 
市

民
に

よ
る

ご
み

の
適

正
な

分
別

及
び

排
出

を
推

進
す

る
た

め
、

効
果

的
に

周
知

を
行

う
よ

う
努

め
ま

す
。

 

 
令

和
５

年
度

ま
で

に
実

施
し

た
こ

と
 

⑴
 
市

民
の

分
別

意
識

を
高

め
る

た
め
の

普
及

啓
発

 

H
2
0
 

     H
2
1
 

  H
2
2
 

 H
2
2
～
 

 H
2
3
 

   H
2
4
 

  H
2
5
～
 

  H
2
6
 

 H
2
6
～
 

         H
2
8
～
H
2
9
 

   R
3
 

 
新
ご

み
ル
ー
ル
の
十

分
な
周
知

を
図
る
た
め
、

平
成

2
0
年

1
1
月
か
ら

2
1
年
６
月
末
ま

で
、
市

内
各
地
域

で
、
地
域
住
民

や
各
種
団

体
な
ど
を
対
象

に
新
ご
み
ル

ー
ル
の
説
明
会

を
2
,
6
9
2
回
開

催
し
ま
し

た
。
ま
た
、
７

月
以
降
は

、
出
前
講
座
を

活
用
し
て
市

民
へ
の
周
知
を

図
り
ま
し

た
。

<<
関
連
：
4
-
1
-
⑶
・
⑷

>>
 

【
Ｈ
2
0
 
説

明
会
参
加
人
数

：
延
べ

1
3
0
,
2
6
0
人
（
2
0
年

11
月
～
）
】

 

【
Ｈ
2
0
 
出
前
講

座
開
催
回
数
：
5
4
回
、
参
加
人
数

：
3
,
3
02

人
】

 

 
新
ご
み
ル

ー
ル
の
導

入
に

伴
う
新
た

な
ご
み
分
別

・
排

出
ル
ー

ル
の
周
知
を
図

る
た
め

、
「
家
庭

ご
み
収
集

日
カ
レ
ン
ダ
ー

」
と
と
も
に

、「
ご
み
分
け
ガ
イ
ド
」
と
「
お
試
し

袋
」
を
市
内
全
世
帯
に

配
布
し
ま

し
た
。
 

  
ご
み
の
分
別
・
排

出
ル
ー
ル
の
周

知
を
図
る
た
め

、「
広
報
さ
っ
ぽ
ろ

」
と
と

も
に
、「

家
庭

ご
み

収
集
日
カ

レ
ン
ダ
ー
」
と
「
資
源
と
ご
み

の
分
け
方
・
出

し
方
」
を
市

内
全
世
帯
に
配

布
し
ま
し

た
。 

 
３

月
に

市
内

各
大
学

や
専
門

学
校
に

依
頼

し
、
「

ご
み

排
出

ル
ー
ル

の
リ

ー
フ
レ

ッ
ト
」

を
新

入

生
に
配
布

し
ま
し
た
。
 

 
平
成

2
3
年
４
月
か
ら
の
新
聞
・
雑
誌

・
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
排
出
ル

ー
ル
の
変
更
に

つ
い
て
広
く

周

知
す
る
た

め
、
市
有
施
設
や
大
学
等
へ
の

ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
、
広
報
さ
っ
ぽ
ろ

、
町
内

会
回
覧
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
全
世

帯
配
布
な
ど
様

々
な
媒
体

を
活
用
し
て
、
ル
ー
ル
の
浸
透
に
努
め

ま
し
た
。

 

 
知

的
障

が
い

の
あ

る
方

や
字

を
読

む
こ

と
が

つ
ら

く
な

っ
た

高
齢

者
な

ど
を

対
象

と
し

た
ご

み

の
分
別
支

援
策
と
し
て
、
イ
ラ

ス
ト
を
主
体
と

し
、
文
字
を
大
き
く

し
た
「
わ
か
り
や
す
い

ご
み
分

け
ガ
イ
ド

」
を
作
成
し
ま

し
た
。
 

 
ご
み

の
分
別
・
排
出
ル

ー
ル
の
よ
り
一

層
の
周
知
を
図
る
た
め
、
年
々

普
及
率
の
高
ま
っ
て
い
る

ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末

で
利
用
で
き
る

無
料
ア
プ

リ
「
札
幌
市
ご

み
分
別
ア

プ
リ
」

を
配
信
し

ま
し
た
。
 

 
ご
み

の
減
量
・
リ

サ
イ
ク
ル

の
推
進
を
目
的

と
し
て
、「

ご
み
分
け
ガ

イ
ド
」
の
内

容
を
リ
ニ
ュ

ー

ア
ル
し
た

上
で
、
新
ご
み

ル
ー
ル
開

始
以
来
と
な
る

、
全
戸
配
布

を
行
い
ま
し
た

。
 

 
ク
リ

ー
ン
さ
っ
ぽ
ろ

衛
生
推
進

協
議
会
と
の
共

同
事
業
と
し

て
、
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル

の

推
進
を
目

的
と
し
た
出
前

講
座
「
さ

っ
ぽ
ろ
ク
リ
ー

ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
を
実
施

し
ま
し
た

。
 

【
Ｒ
５
出
前
講
座

開
催
回
数
：
2
0
0
回

、
参
加
人
数
：

1
1
,7
3
8
人
】

 

 
環
境

問
題
や
清
掃
行

政
に
つ
い

て
、
よ

り
一
層
の
関
心
を
持
つ
き

っ
か
け
と
な
る

よ
う
、
ご
み
収

集
車

の
荷

箱
内

部
の

様
子

や
ご

み
を

巻
き

込
む

機
械

の
仕
組

み
が

見
え

る
ス

ケ
ル

ト
ン

型
ご

み
収

集
車
を
製

作
し
、
各
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
等
に
参

加
し
ま
し
た

。
ま
た
、
よ
り
市
民
に

と
っ
て
身

近
な

車
両
と
な

る
よ
う
愛
称
を

募
集
し
、
ス
ケ

ル
ト
ン
型
ご
み

収
集
車
の

愛
称
を
「
Ｇ
Ｏ
！
ミ

エ
ー
ル
号
」

と
し
ま
し

た
。
 

【
Ｒ
５
延
べ

展
示
日
数
：
1
2
5
日

（
札
幌
市
イ
ベ

ン
ト
：
５

日
、
 

小
学

校
出
前
教
室
：

1
0
7
日
、
そ
の
他
：

1
3
日

）
】
 

 
ス
ケ

ル
ト
ン
型
ご
み

収
集
車
を

１
台
増
車
し
て

、
２
台
体
制

と
し
ま
し
た
。
 

 
ス
プ

レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の

排
出
方
法
が
変

更
に
伴
う

、
ご

み
分
別
・
排
出
ル
ー
ル
の

周

知
を

図
る
た

め
、
「

ご
み

分
け
ガ

イ
ド

」
、
「
わ

か
り
や

す
い
ご

み
分

け
ガ

イ
ド
」

の
内

容
を

リ
ニ

ュ

ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
 

 
加
熱

式
た
ば
こ
・
電
子
た
ば
こ
、
筒
型
乾
電
池
の

排
出
方
法

の
変
更
に
伴
い

、
ご
み
の
分
別
・
排

出
ル

ー
ル
の

周
知

を
図
る

た
め

、
変

更
の

お
知

ら
せ
に

あ
わ

せ
て

、
「

資
源

と
ご

み
の

分
け

方
・

出

施
策

２
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し
方
」
と
「
電
池
の

出
し
方
ま

る
わ
か
り
ガ
イ

ド
」
を
掲
載
し
た
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を

全
戸
配
布

し
ま

し
た
。
 

⑵
 
紙

類
と

容
器

包
装

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク
の

適
正

排
出

の
促

進
 

H
2
7
 

  
紙

類
・

容
器

包
装

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
適
正

排
出

に
つ

い
て

周
知

・
促
進

さ
せ

る
こ

と
を

目
的

と

し
、
「
ご
み

減
量
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
ポ

ス
タ
ー
掲
出
や

Ｃ
Ｍ
放
映
、
商
業
施
設

等
で
の
啓
発
イ
ベ

ン
ト
に
お
け
る
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
や
雑
が
み
・
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
分
別
の

コ

ツ
が
印
刷
さ
れ
た

ご
み
袋
の
配
布
等
に
よ
り

、
市
民
へ
の
普
及
啓
発
を

行
い
ま
し
た
。
 

<<
関
連
：
4
-
3
-
⑴
・
⑷

>>
 

 
 

 
問

い
合

わ
せ

先
 

⑴
 
⑵

 
環

境
事

業
部

 
循
環

型
社

会
推

進
課
 

  
  

 
  

  
 
  

  
 
  

  
 

 
 

 
電

話
21

1
-
2
92

8 

⑴
 

 
 
環

境
事

業
部

 
業
務

課
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
電

話
2
1
1
-
29

16
 

 
   

 

  

分
別

・
リ

サ
イ

ク
ル

の
取

組
促

進
 

 
２

 
資
源

回
収

の
促

進
に

向
け

た
取

組
 

 【
施

策
概

要
】
 

 
市

民
に

よ
る

自
主

的
な

資
源

化
を

促
進

す
る

た
め

、
集

団
資

源
回

収
の

利
用

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
を

進
め

る
と

と
も

に
、

回
収

拠
点

の
利

便
性

を
高

め
ま

す
。

 

 
⑴

 
集

団
資

源
回

収
の

更
な

る
促

進
 

H
3
～
 

 H
1
4
～
 

H
2
1
～
 

 H
2
2
～
 

       H
2
3
～
 

 H
2
6
 

   H
2
7
 

  H
3
0
～

 

  
集
団
資
源
回
収

は
市
民
が
身
近
に
取
り
組

め
る
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

取
組

の
促
進
を
図
る
た

め
、
実
施
団
体
に
奨
励
金

を
交
付
し
ま
し
た
。

 
  

回
収
業
者
に
対

し
て
、
奨
励
金
を
交
付
し

ま
し
た
。

 
 
集
団

資
源
回
収
の
促

進
を
図
る

た
め
、
平
成

21
年
７
月
か
ら
実

施
団
体
へ
の
奨

励
金
の
単
価

を

２
円
/
k
g
か
ら
３
円
/
k
g
に
引
き
上
げ
ま
し
た

。
 

 
回
収

業
者
へ
の
奨
励

金
に
つ
い

て
、
平

成
2
2
年
７
月
か
ら
ダ

ン
ボ
ー
ル
・
布

類
の
単
価
を
１

円
/

㎏
か

ら
４

円
/
㎏
に

増
額

し
、

集
団
資

源
回

収
へ

の
誘

導
を
強

化
す

る
一

方
、
回

収
が

定
着

し
て
い

る
新
聞
紙
の
単
価

を
０
円
/
㎏
と
し
ま
し
た

。
 

 
回
収

業
者
と
連
携
し

て
、
集
団
資
源
回

収
未
登
録
の
町
内
会
に
対

し
、
古
紙
類
の
回
収
手
段
を
調

査
し
、
資
源

回
収
を
行
っ
て
い
な
い
町
内

会
に
集
団
資
源
回
収
へ
の

参
加
を
呼
び
か

け
る
な
ど

、
未

実
施
地
区
の
解
消

に
向
け
た
取
組
を
推
進
し

ま
し
た
。

 
 
集
団

資
源
回
収
の
回

収
日
や
回

収
場
所
に
つ
い

て
の
調
査
デ

ー
タ
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で

公
開
し
、

集
団
資
源
回
収
の

実
施
状
況
を
調
べ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。

 
 
電
話

申
込
に
よ
り
個

人
宅
へ
の
古

紙
回
収
を
実
施

す
る
家
庭

系
古
紙
引
取
案

内
に
つ
い

て
、
広

報

誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
利
用
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

 
 

町
内

会
な

ど
の

団
体

や
回

収
業

者
に

布
類

・
リ

タ
ー

ナ
ブ

ル
び

ん
等

の
回

収
を

呼
び

か
け

ま
し

た
。
<
<
関
連

：
1
-
3
-
⑴
>
>
 

【
Ｒ
５
回
収
量

：
3
4
,
4
1
9
ｔ
、
奨
励
金
交

付
団
体
数
：
4
,
31
6
団
体
、
 

奨
励

金
決
算
見
込
み

額
：
1
億

6
,
8
0
5
万

円
 

 
実
施

団
体
へ
の
奨
励

金
に
つ
い

て
、
平

成
2
7
年
回
収
分
か
ら

平
成

2
6
年
分

と
比
較
し
、
全
体

回

収
量
合

計
の

増
加

部
分

に
対
し

３
円

/
㎏

、
さ

ら
に

び
ん

、
金

属
、

布
の

回
収

量
合
計

の
増

加
部

分

に
対
し
７

円
/
㎏
の
加
算
金

を
交
付
す

る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
 

 
集
団

資
源
回
収
を
利

用
し
て
い

な
い
共
同
住
宅

入
居
者
の
新

規
参
加
を
促
す

た
め
、
清
掃
事
務

所

が
町
内
会

に
よ
る
参
加
呼

び
か
け
を

支
援
し
ま
し
た

。
 

 
【
Ｒ
５
集
団

資
源
回
収
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
実
施
団
体
数
：
４

団
体
】

 

集
団
資

源
回
収
の
促
進

を
図
る
た
め

、
令

和
５
年
４
月
か
ら
実
施
団

体
へ
の
奨
励
金

の
単
価
を
３

円

/
k
g
か
ら
４
円
/
k
g
に
引
き

上
げ
ま
し

た
。
 

⑵
 
回

収
拠

点
の

利
便

性
の

向
上

 

 H
1
6
～
 

   H
1
8
～
 

      

１
 
回
収

拠
点
の
利
便
性

の
向
上
 

  
平
成

1
6
年

1
0
月
か
ら
家
電
販
売
店
や
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を

得
て
、
店
頭

で
の
廃
蛍

光
管

の
拠
点
回
収
を
開

始
し
、
以
降
、
蛍

光
管
回
収
協
力

店
の
募
集

や
資
源
物
と
し

て
の
持
ち
込

み
に
つ

い
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い

ま
し
た
。
 

【
Ｒ
５
協
力
店

2
1
2
店
舗
、
回
収
量
：
1
0
6
ｔ
】

 

  
古
紙
回
収
ボ
ッ

ク
ス
や
地
区
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
で
実

施
し

て
い
る
拠
点
回
収

な
ど
の
情
報
を
、
新
ご

み
ル
ー
ル
の
説
明
会
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
積
極
的

に

提
供
し
ま
し
た
。
 【
Ｒ
５
古
紙
回

収
ボ
ッ
ク
ス
：
1
9
か
所
、
地
区
リ

サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
４
か
所

 
 

古
紙
回
収

協
力
店
：
1
1
4
店
、

セ
イ
コ
ー
マ
ー

ト
（
市
内
全
店
）
】
 

  
新
ご
み
ル
ー
ル

の
説
明
会
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
、
資
源
回
収
ボ

ッ
ク
ス
「
ｅ
ｃ
ｏ
（
エ
コ

）

ボ
ッ
ク
ス
」
の
設

置
を
積
極
的
に
呼
び
か
け

ま
し
た
。
 

施
策

２
 

202020



  

 H
2
2
～
 

 H
2
3
～
 

 H
2
4
～

 

【
Ｒ
５

エ
コ
ボ
ッ
ク

ス
：
3
9
か
所
】

 

  
収
集
頻

度
が
限
ら
れ

る
集
団
資

源
回
収
を
補

完
し
、
古
紙
回
収
の

推
進
を
図
る

た
め
、
地
区
セ
ン

タ
ー
等
に

古
紙
回
収
ボ

ッ
ク
ス
を

設
置
し
ま
し

た
。
 

  
ダ
ン
ボ

ー
ル
の
資
源

化
の
促
進

及
び
市
民
の

利
便
性
の
向
上
の
た
め

、
ス
ー
パ
ー

と
共
同

で
ダ
ン

ボ
ー
ル
の

回
収
ボ
ッ
ク

ス
を
設
置

し
ま
し
た
。

<
<
関
連
：
1
-
1
-
⑶
>
>
 

  
区
役
所

や
区
民
セ
ン

タ
ー
に
設

置
さ
れ
た
古

紙
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
休

日
利
用
を
開
始
し
ま
し

た
。

 
 H
2
0
 

 H
2
2
 

  H
2
4
 

 H
2
5
 

 H
2
6
 

 H
2
9
 

 H
3
0
 

 

２
 
「
地
区
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
の

設
置
 

  
中
央
清

掃
事
務
所
及

び
リ
ユ
ー

ス
プ
ラ
ザ
に

設
置
さ
れ
た
「
地
区

リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー

」
の
運

営
管
理
を

行
い
、
1
6
品
目
の
資
源
物
を

回
収
し
ま
し

た
。
<<
関

連
：
1
-
3
-
⑴
>
> 

  
平
成

2
2
年
９

月
か
ら
、
使

用
済
み
イ
ン

ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
新

た
に
収
集
品
目

に
追
加
し

、
1
7

品
目
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
平

成
2
3
年
３
月
に
「

西
地
区
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
」
を
リ

サ
イ

ク
ル
プ
ラ

ザ
二
十
四
軒

サ
テ
ラ
イ

ト
内
に
開
設

し
ま
し
た
。
 

  
利

用
者

の
利

便
性

向
上

の
た

め
、
「

西
地

区
リ

サ
イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー
」

の
受
入

時
間

を
変

更
し
ま

し
た
。
 

  
平
成

2
5
年

1
0
月
か
ら
小
型
家
電
、
1
2
月
か
ら
ス
プ
レ
ー
缶
・

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
を
新
た

に
収

集
品
目
に

追
加
し
、
1
9
品
目
と
な
り
ま

し
た
。
 

  
平
成

2
6
年

1
0
月
か
ら
、
古
着
を
新
た

に
収
集
品
目

に
追
加
し

、
2
0
品
目
と
な

り
ま
し

た
。
ま

た
、
同
月

に
「
北
地
区

リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー

」
を
開
設
し
ま
し
た
。

 

  
平
成

2
9
年
４

月
か
ら
、
水

銀
体
温
計
・

水
銀
血
圧
計
・
水
銀
温
度

計
を
新
た
に

収
集
品
目

に
追

加
し
、
2
1
品
目

と
な
り
ま
し
た
。
 

  
平
成

3
0
年
８
月
か

ら
、
ラ
イ

タ
ー
を
新
た

に
収
集
品
目
に
追
加
し
、

2
2
品

目
と
な
り
ま
し
た
。
 

【
Ｒ
５

回
収
量
：
1
,
0
8
2
ｔ
】

 

 H
1
8
～
 

３
 
廃
食
油
の
回

収
と
資
源
化
 

  
家
庭
か

ら
出
さ
れ
る

使
用
済
み

食
用
油
を
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た

め
、

レ
ス
ト
ラ

ン
や
ス
ー
パ

ー
の
ほ
か

、
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

市
有
施
設
を

拠
点
と
し

て
、
廃

食
油
資
源

化
企
業
と
協

働
で
回
収

を
行
い
ま
し

た
。
<
<
関
連
：
1
-
1
-
⑶

>
> 

【
Ｒ
５

回
収
拠
点
数

：
4
0
6
か
所
、
回

収
量
：
1
9
2
,
8
7
9
Ｌ
】

 

⑶
 

小
型

家
電

リ
サ

イ
ク

ル
の

更
な
る

推
進

 
H
2
5
～

 
  

平
成

2
5
年

1
0
月
か

ら
、
区
役
所
等

の
市
有
施
設

や
認
定
事

業
者
と
連
携
し

、
回

収
ボ
ッ
ク

ス
を

設
置
す
る

な
ど
、
市
内
で
小
型
家
電
の

無
料
回
収
を

開
始
し
、
そ
の
後

市
内
商
業
施

設
な
ど
に

も
回

収
拠
点
を

拡
大
し
て
お

り
ま
し
た

。
 

し
か
し
、
近
年
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

に
起
因
す
る
火

災
事
故

が
全
国
的
に
問

題
と
な
っ

た
こ

と
か
ら
、
火
災

事
故
防
止
と
再
資
源
化

事
業
者
へ
の

適
切
な
分

別
引
渡
の
た

め
、
令
和

4
年

1
0
月

よ
り
、
回
収
拠

点
を
職
員
に
よ
る
対
面

回
収
が
可
能

な
市
有
施

設
6
カ
所
に

集
約
し
ま
し
た
。
 

【
Ｒ
５
ボ

ッ
ク
ス
回
収

（
無
料
）
：
6
か

所
、
回
収
量
：

6
2ｔ

】
 

  
出
前
講

座
「
ク

リ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

」
や
、
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー

な
ど
を
活
用

し
、
多
く
の
市

民
に
回
収

ボ
ッ
ク
ス
の

利
用
を
呼

び
か
け
ま
し

た
。
ま
た
、
事
業
者

の
取
組
も
あ
わ

せ
て
周

知
す
る

こ
と
で
、

市
民
の
利
便

性
向
上
と

市
内
の
小
型

家
電
の
回
収
量
増
加
に

努
め
ま
し
た
。

 
⑷

 
資

源
回
収

に
関

す
る

積
極

的
な
情

報
発

信
 

H
1
8
～
 

 
  

回
収
拠

点
の
場
所
や

回
収
品
目

に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

わ
か
り
や
す
く

広
報
す
る

と
と

も
に
、
公
共
施
設
、
ス
ー
パ
ー

、
ご
み
減
量

イ
ベ
ン
ト
等
で
ポ
ス
タ

ー
の
掲
示
や
チ

ラ
シ
を
配

布
す

る
な
ど
積

極
的
な
情
報

提
供
を
行

い
ま
し
た
。

 
 

 
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
が

自
主
的
に
実
施
す
る
資

源
回
収
に
関
す

る
情
報

を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
な
ど

、
市
民
が
幅
広

い
選
択
肢
の
中
で
資
源

物
を
排
出
で
き

る
よ
う

に
情
報

提
供
を
行
い
ま

し
た
。

 
⑸

 
民

間
の
回

収
拠

点
に

お
け

る
回
収

量
の

把
握

 
H
2
0
～
 

 
  

民
間
の
回
収

拠
点
に
お
け
る
回
収
量

に
つ
い
て
把
握

に
努
め

ま
し
た
。

 

 

  

 
備

考
 

⑴
  

集
団

資
源
回

収
量

・
登
録

団
体

数
 
 

 

 

 
 ⑵

 
地

区
リ
サ

イ
ク

ル
セ
ン

タ
ー

  
地
区
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
に
は
、
古
紙

や
廃
食
油
、
蛍
光
管
、
古
着
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
物
を
一

度
に
ま
と

め
て
持
ち
込
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
土
日
も
開

設
し
て
い

ま
す
の
で
、
休
日
に
「

ま
と
め
出
し
」
が

で
き
る

便
利
な
回
収
拠

点
で
す
。

  
○
 
中
央

地
区
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ

ー
 

○
 
厚
別
地
区
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
 

・
所
在
地
：
札
幌
市
南
区
南

3
0
条

西
８
丁
目
７

－
１

（
中

央
清
掃
事
務
所

敷
地
内
）
 

・
所
在
地
：
札
幌
市
厚
別
区

厚
別
東
３

条
１
丁
目
１
－

1
0

（
リ
ユ
ー
ス

プ
ラ
ザ
内
）
 

 
 

・
受
入

時
間
：
1
0
時
～
1
5
時
 

・
受
入
時
間
：

1
0
時
～

1
6
時
 

・
休
館

日
：
年
末
年
始
 

・
休
館
日
：
年
末
年
始

、
月
曜
日
（
月

曜
日
が
祝
日
の

場

合
は
そ
の
翌

平
日
）
 

昭
和
6
3

平
成
元

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

11

1
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6
0

1
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4
7
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0
5
8
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0
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4
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2
,5
7
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2
,7
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,9
1
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3
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8
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2
20
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,3
2
0

紙
1
1
,3
2
7

1
2
,4
9
0

1
5,
0
00

1
4
,0
7
2

29
,7
6
1

3
2,
3
0
9

3
5
,0
5
0

37
,9
55

4
0
,1
3
4

4
2
,1
8
6

4
1,
5
39

4
3
,6
9
0

び
ん

1
,7
1
6

1
,6
7
4

1,
3
5
5

1
,3
8
1

3
,0
4
3

2,
7
4
8

2
,6
9
7

2
,6
18

2
,2
5
4

2
,2
5
5

1,
7
76

1
,0
3
4

金
属

7
2

10
4

67
1
4
5

30
4

4
0
1

3
9
1

3
86

3
8
5

37
7

3
40

2
5

布
2
3

1
8

18
2
7

9
6

9
9

7
3

68
6
2

5
9

35
3
5

(t
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計
1
3
,1
3
9

1
4
,2
8
5

1
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4
40

1
5
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3
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5
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3
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0
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3
,6
97

3
,8
5
0

3
,9
0
2

4,
0
48

4
,1
9
2

紙
4
5
,6
1
5

4
7
,4
2
4

5
0,
1
06
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1
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8
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○
 
西
地

区
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
 

○
 
北
地
区
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
 

・
所

在
地

：
札
幌

市
西

区
二
十

四
軒
４

条
１

丁
目

５

（
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

二
十
四
軒
サ

テ
ラ
イ
ト
内
）
 

・
所
在
地
：
札
幌
市
北
区
あ

い
の
里
２

条
６
丁
目
１
－

1
0 

（
廃
棄
物
空
気

輸
送
セ
ン
タ
ー
内
）
 

 
 

・
受
入

時
間
：
1
0
時
～
1
6
時
 

・
休

館
日
：
年
末
年
始
、
月
曜
日
（
月

曜
日
が
祝
日
の

場
合

は
そ
の
翌
平
日

）
 

・
受
入
時
間
：

1
0
時
～

1
6
時
 

・
休
館
日
：
年
末
年

始
、
月
曜
日
（
月

曜
日
が
祝
日
の

場

合
は
そ
の
翌

平
日
）
 

 

 
 
問

い
合

わ
せ

先
 

⑴
 
⑵
 
⑶

 ⑷
 
⑸

 
環

境
事

業
部

 
循
環

型
社

会
推
進

課
 

 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  

電
話

2
1
1-

29
2
8
 

 
 

  

分
別

・
リ

サ
イ

ク
ル

の
取

組
促

進
 

 ３
 

生
ご

み
資

源
化
の

促
進

に
向

け
た

支
援

 
 

【
施

策
概

要
】
 

 
生

ご
み

を
資

源
と

し
て

活
用

す
る

た
め

、
生

ご
み

の
堆

肥
化

を
促

進
し

ま
す

。
 

 
令

和
５

年
度

ま
で

に
実

施
し

た
こ

と
 

⑴
 
家

庭
に

お
け

る
自

主
的

な
生

ご
み
資

源
化

の
支

援
 

H
1
7
～
 

       H
1
9
～
 

H
2
3
～
H
2
9
     

H
2
3
～
 

 

  
電
動
生

ご
み
処
理
機
の

購
入
助
成

を
行
い
ま
し
た

。
(本

体
価

格
の
1
/
2
以
内

、
限
度

額
1.

5万
円

) 
【
Ｒ
５
助
成
台

数
：
3
2
6
台
】

 
  

コ
ン

ポ
ス
タ

ー
や

密
閉

式
容

器
堆

肥
化
セ

ッ
ト

な
ど

の
堆

肥
化

器
材
に

つ
い

て
、

助
成

を
行

い

ま
し
た
。

 
【
Ｒ
５
助
成
台

数
：
5
0
2
個
】

 
  

生
ご
み

堆
肥
化
を
テ
ー

マ
と
す
る

地
域
の
学
習
会

な
ど
へ
講

師
の
派
遣
を
行

い
ま
し
た

。
 

【
Ｒ
５
派
遣
回
数

：
1
2
回

、
参
加
者

数
：
2
3
2
人
】

 
  

生
ご
み

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
作
成
し

、
配
布
し
ま
し

た
。

 
  

家
庭
で

取
り
組
ん
だ
生

ご
み
堆
肥

を
回
収
し
ま
し

た
。

 
  

南
・
豊
平
区
内

の
一
部
の
大
規
模
集
合
住

宅
等
を
対
象
と
し
て
、
定
山
渓
地
域

に
あ
る
民

間
の
生

ご
み
処
理
施
設
を

活
用
し
、
生
ご
み
分
別
収

集
・
資
源

化
の
実
証
実
験

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の

検
証
結
果
を
踏
ま

え
、
2
8
 
年
度

か
ら
は
「
分
別
生

ご
み
資
源

化
事
業
」
（
モ
デ
ル

事
業
）
と
し
て

継

続
し
、
生
ご
み
の

減
量
・
資
源
化
の
推
進
を

図
り
ま
し
た
（
事
業
終
了

）
。
 

【
Ｈ
2
9
 
対
象
世
帯
数
：

3
,
4
41
 
世
帯

、
実
施
期
間
：

通
年
、
資

源
化
量
：
1
5
8
.
0
ｔ
】

 

  
生
ご
み

堆
肥
化
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催

し
、
参
加
者
に

堆
肥
化
器

材
を
配
布
し
ま

し
た
。

 
【
Ｒ
５
セ
ミ
ナ

ー
開
催
回
数
：
 
3
3
回
、
参
加
人

数
：
7
2
9
人
】

 

 
 

 
問

い
合

わ
せ

先
 

⑴
 
  

環
境

事
業

部
 
循

環
型

社
会

推
進

課
  

 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 

 
 

 
 

 
 

電
話

21
1
-2

9
2
8 

 
 

 

施
策

２
 

222222



  

事
業

ご
み

の
減

量
・
リ

サ
イ

ク
ル

の
取

組
促

進
 

 
１

 
事
業

者
に

よ
る

自
主

的
な

取
組

の
促

進
 

【
施

策
概

要
】
 

 
民

間
リ

サ
イ

ク
ル

ル
ー

ト
等

を
活

用
し

た
自

主
的

な
資

源
化

を
促

し
て

い
き

ま
す

。
 

 
令

和
元

令
和

５
年
度

ま
で

に
実

施
し

た
こ

と
 

⑴
 
民

間
の

リ
サ

イ
ク

ル
ル

ー
ト

の
把
握

・
活

用
 

H
1
7
～
 

    H
2
0
～
 

  H
2
3
～

 

  
古
紙
リ
サ
イ
ク

ル
、
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー

、
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス

な
ど
の
各
団
体

の
関
係
者
で

構
成
さ

れ
た
「
事
業
系
古

紙
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
検
討

会
」
に
お
け
る
意
見
を
踏

ま
え
、
平
成

18
年

３
月
か

ら
回
収
協
力
店
に

よ
る
拠
点
回
収
を
行
っ
て

い
ま
す
。

 
  河

川
工
事

に
お
け

る
伐

採
物

な
ど

の
リ
サ

イ
ク

ル
に

つ
い
て

近
郊

市
町

村
と
協

議
を

行
い

、
市

外

民
間
事
業
者
に
よ

る
資
源
化
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

 
  事

業
ご
み

の
剪
定

枝
の

リ
サ

イ
ク

ル
は
、

こ
れ

ま
で

㈱
リ
サ

イ
ク

ル
公

社
が
チ

ッ
プ

化
す

る
こ

と

に
よ
り
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
平
成

2
0
年
９
月
に
同
公
社
は
解
散
し

、
同
年

1
0
月

か
ら
は
、
一

般
財
団
法
人
札
幌

市
環
境
事
業
公
社
が
同
事

業
を
担
っ
て
い
ま
す
。

 
  平

成
2
3
年

４
月
、
定
山
渓

地
域
に
剪
定
枝

・
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
施

設
が
稼
働
し
た
こ
と
か
ら
、

排
出
事
業
者
へ
施

設
の
周
知
・
誘
導
を
行
い

ま
し
た
。

 
⑵

 
事

業
者

に
よ

る
自

主
的

な
ご

み
減
量

・
リ

サ
イ

ク
ル

の
促

進
 

 H
2
1
～
 

      H
2
5
 

  H
2
7
～
 

１
 
大
規

模
事
業
者
関
係
 

 
平
成

2
1
年
度
に
「
札

幌
市
廃
棄

物
の
減
量
及
び

処
理
に
関
す

る
条
例
」
に
基

づ
く
、
「

処
理
実
 

績
報
告

・
減
量
計
画
書

」
の
提
出
義

務
（
平
成
５
年

度
～
）
が

あ
る
大
規
模
事

業
者
の
対

象
建
築

物
の
範

囲
を
、
延
べ
床

面
積
3,
0
0
0
㎡
以
上
か
ら
1
,
0
0
0
㎡
以
上

と
し
、
対
象
事

業
所
を
約
1
,
0
0
0
か

ら
約
4
,
6
0
0
に
拡
大
し
ま

し
た
。
 

対
象

事
業
者
に
は
、

事
業
ご
み

指
導
員
が
直
接

立
ち
入
り
、

計
画
書
の
提
出

指
導
の
ほ
か
、
分

別
・
リ

サ
イ
ク
ル
の
促

進
に
向
け
た

普
及
啓
発
を
行

い
、
計
画

書
の
提
出
率
は

、
平
成
2
1
年
度
以

降
、
概

ね
９
割
以
上
で

推
移
し
て

い
ま
す
。
 

 
新
た

に
作
成
し
た
「

オ
フ
ィ
ス

・
店
舗
向
け
事

業
ご
み
分
別

・
処
理
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」

を
全
て

の
大
規
模

事
業
所
に
配
布

し
、
事
業

ご
み
指
導
員
の

立
ち
入
り
指

導
等
と
併
せ
て

、
効
果
的

な
ご

み
の
減
量

方
法
や
リ
サ
イ

ク
ル
の
徹

底
を
促
進
し
ま

し
た
。
 

  
「
見
え

る
化
シ
ス
テ
ム

」
を
構
築

し
、
個
々
の
大

規
模
建
築

物
に
つ
い
て
、

「
処
理
実

績
報

告
・
減

量
計
画
書
」
や

立
入
開
封

調
査
に
よ
る
デ

ー
タ
か
ら

、
廃
棄
物
の
排

出
状
況
や
リ

サ
イ
ク
ル

余
地
等

を
解
析
（
診
断

）
し
、
処

理
費
用
削
減
効

果
等
と
合

わ
せ
て
事
業
者

に
提
示
す
る

こ
と
に
よ

り
、
事

業
者
の
具
体
的

な
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
の
促

進
に
向
け

た
支
援
を
開
始

し
ま
し
た
。

 

 H
2
0
～
 

 H
2
2
～
 

       H
2
3
～
 

    

２
 
小
規
模
事

業
者
関
係
 

 平
成

2
0
年
度
か
ら
、
小

規
模
事
業
所
か

ら
事
業
所
用
プ

リ
ペ
イ
ド

袋
で
出
さ
れ
た

「
燃
や
せ

な
い

ご
み
」

と
「
資
源
物
」

を
分
別
し

て
収
集
し
、
「
資

源
物
」
を

リ
サ
イ
ク
ル
し

て
い
ま
す
。
 

  
平
成

2
2
年

1
2
月
に
札

幌
薄
野
ビ

ル
ヂ
ン
グ
協
会

と
「
す
す
き
の
ス

リ
ム
タ
ウ
ン
協
定
」
を
締
結

し
、
協

会
と
協
働
し
て

、
ご
み
の
分

別
・
資
源
化
、
環

境
美
化
を

事
業
者
に
呼
び

か
け
る
と

と
も
に
、

「
す
す

き
の
方
式
」
と

呼
ば
れ
る
ビ
ル

単
位
で
の
生
ご

み
の
資
源
化
（

飼
料
化
）
を
推

進
し
て
い
ま

す
（
1
3
か
所
で

実
施
）
。
 

 
平
成

2
4
年

に
は
協
会
の
自
主
事
業
と

し
て
、
ご
み
の

減
量
・
分

別
・
リ
サ
イ
ク

ル
を
積
極

的
に

取
り
組
ん
だ
テ
ナ

ン
ト
や
ビ
ル
所
有
者
を
表

彰
す
る
「
す
す
き
の
環
境

賞
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

 

令
和
元
年

1
0
月
に
は
協
会
に
対
し
、
長

年
に
わ
た
る
活

動
を
称
え
、
今
後
の
更
な

る
ご
み
分
別
・

減
量
化
を
期
待
し

、
「
令
和
さ
っ
ぽ
ろ
循
環

賞
」
を
授
与
い
た
し
ま
し
た

。
 

  
事
業
ご

み
指
導
員
の
啓

発
等
に
よ

り
、
札
幌
狸
小

路
・
三
番

街
商
店
街
振
興

組
合
及
び

北
2
4
条

商
店
街

振
興
組
合
に
お

い
て
、
店
舗
か

ら
排
出
さ
れ
る

ダ
ン
ボ
ー
ル
な

ど
の
古
紙
を
、

商
店
街
な
ど

の
地
域

団
体
と
連
携
し

て
リ
サ
イ

ク
ル
回
収
す
る
「

商
店
街
古
紙

回
収
事
業
」
を
開

始
、
平
成

2
6
年

度
に
は

全
区
に
拡
大
し

ま
し
た
。

令
和
５
年
度
末

時
点
で
は

８
商
店
街
で
実

施
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

施
策

３
 

  

H
2
4
～
 

      H
2
6
～
 

  H
2
9
～
 

 

  
平
成

2
4
年
度

か
ら
令
和
元

年
度
ま
で
事

業
系
資
源
ご
み
回
収
ボ
ッ

ク
ス
設
置
費

の
補
助
事

業
を

行
い
、
そ
の
間

に
累
計

7
0
基
に
補
助

し
ま
し
た
。
 

  
平
成

2
4
年
１

月
、
狸
小
路

商
店
街
振
興

組
合
・
札
幌
大
通
ま
ち
づ

く
り
会
社
と

「
狸
小

路
ス
リ

ム
タ
ウ
ン
協
定

｣
を
締
結
し
、
こ
の
協
定

に
基
づ
く
協

同
に
よ
り

、
古

紙
分
別
回
収
事
業
の

普
及
啓
発

活
動
等
を
行
い

ま
し
た
。
平
成

2
7
年
度

か
ら
は
、
商
店

街
古
紙
回

収
事
業
を
実

施
す
る
商

店
街
と
連

携
し
、
合
同
巡

回
や
チ
ラ
シ

の
配
布
、
看

板
の
設
置
等
の

啓
発
活
動
の

ほ
か
、
商
店

街
同
士
の
意
見

交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
 

  
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
内
の
事
業
者
同
士
が

集
団
資
源
ご
み

回
収
を

行
う
「
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
商
店
街
化
」

を
開
始
し
、
事

業
系
資
源
ご

み
回
収
ボ
ッ

ク
ス
設
置
費
の

補
助
対
象
を

オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
内
の
共
同
設

置
な
ど
に
も
拡

大
し
ま
し
た
。
 

  
平
成

2
9
年
度

か
ら
令
和
元

年
度
ま
で
「

商
店
街
古
紙
回
収
事
業

」
の
取
組
等
を

伝
え
る

ニ
ュ
ー

ス
レ
タ
ー
「
シ

ョ
リ
ク
マ
通

信
」
を
発
行

し
、
商
店
街
・

地
域
団
体
に

ご
み
減
量
を

呼
び
か
け
ま
し

た
。
 

⑶
 

飲
食

店
等

と
連

携
し

た
食

品
ロ
ス

削
減

の
推

進
 

H
2
7
 

 H
2
8
～
 

    H
3
0
～
 

 R
1
～

 

 

  
定
山
渓
地

区
及
び
市
内

中
心
部
の

ホ
テ
ル
に
対

し
、
事
業
系
食
品

ロ
ス
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー

ト
調

査
を
実
施

し
ま
し
た
。
 

  
外
食
時
の

食
べ
残
し
を

減
ら
す
取

組
「
2
5
1
0（

ニ
コ
ッ
と

）
ス
マ
イ
ル

宴
（
う
た

げ
）
」
に
つ

い
て
、

市
民
向
け

の
普
及
啓
発
活

動
を
開

始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
み
減
量
や
資
源

の
有
効
活
用
な
ど
、
環
境

配
慮
活
動

を
し
て
い
る
飲

食
店
を
「
も
っ
た

い
な
い
運
動
参
加
店
」（

平
成

2
0
年

度
～
）
と
し
て

登
録

し
、
広
報
す
る

こ
と
で
、
そ
の

活
動
を
広
め
よ

う
と
す
る
事
業
を
保
健

所
と
連
携
し

て
行
っ
て

お
り
、

令
和
５
年
度

末
時
点
の
登

録
店
数
は

1
6
4
店
舗
と

な
っ
て
い

ま
す
。
 

  
市
民
及
び

事
業
者
へ
の

啓
発
用
Ｐ

Ｒ
動
画
を
作

成
し
、
市
内
４
カ

所
の
大
型
街
頭

ビ
ジ
ョ

ン
で
放

映
い
た
し

ま
し
た
。

 
  

市
内
の
飲

食
関
連
事
業

者
に
対
し

食
品
ロ
ス
削
減

に
関
す

る
取
組
状
況
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
７

割
以

上
の

事
業

者
が

保
管

方
法

や
発

注
量

、
調
理

方
法
の

見
直
し

な
ど

の
取
組

を
し

て
い

る
こ

と
が

分
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
手
法
や

事
例
の
周
知

が
食
品
ロ
ス
削
減
の
推

進
に
有
効
と
考

え
ら
れ

た
こ
と

か
ら
、
令

和
３
年
度
に
は

食
品
ロ

ス
削
減
策
の
事

例
集
を
公

表
し
ま
し
た

。
 

  
令
和
元
年

度
に
市
内
ホ

テ
ル
の
協

力
を
得
て
、
食
べ
残
し
の
持
ち

帰
り
に
使
用
す

る
ド
ギ
ー

バ
ッ

グ
の

試
行

導
入

を
行

い
ま

し
た

。
市

民
意

識
の
更

な
る
醸

成
や
飲

食
店

側
の
食

中
毒

発
生

時
の

責
任

の
所
在
な

ど
の
課
題
が
あ

る
一
方

、
運
動
に
好
意

的
な
意
見
も
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
令
和

２
年
度
以

降
は
市
内

飲
食
店
に
試
行

配
布
を
行

っ
て
い
ま
す

。
令
和
５
年

度
に
は
、
ド
ギ
ー

バ
ッ
グ
を

3
7
店
舗

に
2
,
7
0
5
個

配
布
し
、
食

品
ロ
ス
削

減
の
機
運
醸

成
を
図
り

ま
し
た
。

 
⑷

 
市

で
受
け

入
れ

て
い

る
産

業
廃
棄

物
の

リ
サ

イ
ク

ル
の

更
な
る

推
進

 

H
1
7
～
 

 R
3
～

 

  
市

の
処

理
施

設
に

お
け

る
搬

入
監
視

体
制

の
強

化
に

よ
る

受
入

状
況
の

変
化

や
、

民
間

処
理

の

状
況
等
を
勘
案

し
、
産
業
廃

棄
物
受
入
品

目
か
ら
が
れ
き

類
（
コ
ン
ク

リ
ー
ト
類
）

を
削
除
し
ま
し

た
。

 
  

市
内
で
の
リ

サ
イ
ク
ル
が
可
能
に
な

っ
た
た
め
、
令
和
３
年
４
月
よ

り
、
廃

石
膏
ボ
ー

ド
に
つ
い

て
は
札
幌
市
山

口
処
理
場
で
の
受
入
を

停
止
し
ま
し

た
。

 
⑸

 
定

山
渓
地

区
に

お
け

る
地

域
内
循

環
の

取
組

促
進

 

H
1
8
～
 

 H
1
9
～
 

  H
2
4
～

 
 

   
定

山
渓
の
ホ
テ

ル
や
旅
館
な
ど

の
事
業
者
が

分
別
排
出
し
た
生
ご
み

を
堆
肥
化
し
、
農
地
で

利
用

す
る
取
組

を
行
い
ま
し

た
。
 

  
堆
肥
化

施
設
を
定
山

渓
地
域
に

整
備
し
地
域

内
循
環
の
確
立
を
目
指

す
「
札
幌
市

定
山
渓
地

域
バ

イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想

」
を
策

定
す
る
と
と

も
に
、
民

設
民
営
に

よ
る
堆
肥
化

施
設
の
整

備
支
援
を

行
い
ま
し

た
。
堆
肥
化

施
設
は
、

平
成

2
3
年
度

に
運
用
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
 

 
バ
イ
オ
マ
ス

の
地
域
内
循
環
推
進
の

一
環
と
し
て

、
定
山
渓
地

域
の
堆
肥
化

施
設
か
ら

、
定
山
渓

の
ホ
テ

ル
や
旅
館
な

ど
か
ら
排

出
さ
れ
た
生
ご

み
を
堆
肥
化
し
た
堆
肥

の
提
供
を
受

け
、
定
山

渓
地

域
の
花

植
え
事
業
の

堆
肥
と
し

て
散
布
す
る
取

組
を
行
い
ま
し
た
。

 
 

 問
い

合
わ

せ
先

 

⑴
 
⑵

 
⑶

 ⑷
 
環

境
事

業
部

 
事

業
廃

棄
物

課
 

 
 

 
  

  
 

 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 電

話
2
11

-2
9
2
7 

⑸
 

 
 

 
 

環
境

事
業

部
 
循

環
型

社
会

推
進

課
 

 
  

 
 
  

 
 
  
 
 
 
  
 
 
 

電
話

2
11

-2
9
2
8 
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事
業

者
に

よ
る

自
主

的
な

資
源

化
の

促
進

 
 

２
 

適
正

排
出

指
導

の
徹

底
 

 
【
施

策
概

要
】
 

 
事

業
者

に
対

し
て

「
処

理
実

績
報

告
・

減
量

計
画

書
」

の
提

出
と

実
行

を
求

め
る

と
と

も
に

、
事

業
所

に
対

す
る

適
正

な
分

別
・

資
源

化
の

指
導

を
拡

大
・

強
化

し
ま

す
。

 

 
令

和
５

年
度

ま
で
に

実
施

し
た

こ
と
 

⑴
 
排

出
事

業
者

へ
の

適
正

排
出

指
導
の

強
化

 

H
2
0
～
 

  H
2
1
～
 

     H
3
0
～
 

  
清
掃
工
場
な
ど

で
の
搬
入
規
制
を
踏
ま
え

た
事
業
者
向
け
の
「
ご
み
リ
サ
イ

ク
ル
ガ
イ

ド
」
に
よ

り
周
知
・
指
導
を

行
い
ま
し
た
。
平
成

2
1
年
度
か
ら
は

、
事
業
ご

み
指
導
員
に
よ

る
立
入
指
導

な

ど
に
よ
り
、
搬
入

規
制
の
周
知
と
分
別
・
リ

サ
イ
ク
ル
に
係
る
指
導
を

強
化
し
ま
し
た
。

 
  

事
業
ご
み
指
導

員
と
さ
っ
ぽ
ろ
ご
み
パ
ト

隊
等
が
連
携
し
て
、
小

規
模
事
業
者
に

対
す
る
適

正
排

出
や
ご
み
減
量
・

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
促

進
に
向
け
た
指
導
及
び
普

及
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

 
  

「
処

理
実
績
報
告
・
減
量
計
画

書
」
の

提
出
義
務
が
あ
る
大

規
模
事
業
者
に

対
し
て
は

、
ご
み

分

別
の
資
料
等
を
配

布
す
る
と
と
も
に
、
提

出
さ
れ
た
計
画

書
に
基
づ

く
事
業
ご
み
指

導
員
に
よ
る

立

入
指
導
等
を
行
い

、
適
正
排
出

指
導
、
制
度
の
周

知
や
分
別
・
リ
サ

イ
ク
ル
の
促

進
に
向
け

た
普
及

啓
発
を
行
っ
て
い

ま
す
。

 
  

事
業
ご
み
指
導

員
と
さ
っ
ぽ
ろ
ご
み
パ
ト

隊
の
連
携
に
つ
い
て
、
報
告
様
式
等
を

見
直
す
こ

と
な

ど
に
よ
り
、
事
業

者
に
対
す
る
適
正
排
出
指

導
に
関
し
て
の
連
携
体
制

を
強
化
し
ま
し
た
。

 
 

 
 
問

い
合

わ
せ

先
 

⑴
 
 
 
環

境
事

業
部

 
事

業
廃

棄
物

課
 

 
 

 
 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 電

話
2
1
1
-2

9
27

 

 

                

施
策

３
 

  

 
備

考
 

⑴
 
事

業
所
用

プ
リ

ペ
イ
ド

袋
収

集
 

○
 
事
業
所
用

プ
リ
ペ
イ
ド
袋
収
集
と
は

？
 

ご
み
処
理

料
金
の
振
り
込

み
な
ど
の

手
間
を
省
く
た

め
、
１
日

の
ご
み
排
出
量

が
4
0
リ
ッ

ト
ル
以
下
の
小

規

模
事
業
所
か

ら
排
出
さ
れ
る
事
業
ご
み

を
、
袋
代
に
処

理
手
数
料
が

含
ま
れ
た
事
業

所
用
プ
リ

ペ
イ
ド
袋
を
用

い

て
収
集
す
る

も
の
で
、
一
般
財
団
法
人

札
幌
市
環
境
事

業
公
社
が

実
施
し
て
い
ま

す
。

 
事
業
所
用

プ
リ
ペ
イ

ド
袋
に

は
「
燃
や

せ
る

ご
み

」
用
の

白
色
の
袋

と
、
「

資
源
物
・

燃
や
せ
な
い

ご
み
」
用

の
黄
色
の
袋

と
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
事
業
所
用
プ
リ

ペ
イ
ド
袋
に

よ
り
排
出
さ
れ

た
ご
み
は

個
別
に
回
収
し

ま

す
の
で
、
本
制
度

の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
申

し
込
み
が

必
要
で
す
（
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ

ン
に
排
出
す
る

こ

と
は
で
き
ま

せ
ん
）
。

 
○
 
「
資
源
物

」
と
「
燃
や
せ
な
い
ご
み

」
の
分
別
に
つ
い
て

 
「
資
源
物

・
燃
や
せ

な
い
ご

み
」
（
黄

色
の
事

業
所
用
プ

リ
ペ
イ
ド
袋

）
は
一
台

の
車
両

で
収
集
し

、
リ
サ
イ

ク
ル
の
た
め

手
選
別
施
設
に
搬
入
し
ま

す
が
、
手
選
別
作
業
の
負
担
軽
減

及
び
効
率
化
を
図
る
た
め

、「
資

源
物
」

と
「
燃
や
せ

な
い
ご
み
」
を
そ
れ
ぞ
れ

別
々
の
袋
に
分

別
し
て
排

出
す
る
よ
う
お

願
い
し
て
い

ま
す
。

 
さ
ら
に
、
「
資

源
物

」
の
う

ち
「
容
器
包

装
プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

」
に
つ
い

て
は
、

小
さ

な
袋

な
ど
に
ま

と
め
て
か

ら
事
業
所
用

プ
リ
ペ
イ
ド
袋
に
入
れ
て

排
出
す
る
よ
う

お
願
い
し

て
い
ま
す
。
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事
業

者
に

よ
る

自
主

的
な

資
源

化
の

促
進

 
 

３
 

市
に

よ
る

率
先

し
た

ご
み

減
量

・
リ

サ
イ

ク
ル

行
動

 
 

【
施

策
概

要
】
 

 
札

幌
市

役
所

も
一

つ
の

事
業

者
と

し
て

、
率

先
し

て
ご

み
の

減
量

・
リ

サ
イ

ク
ル

に
取

り
組

み
ま

す
。

 

 
⑴

 
市

庁
舎

等
に

お
け

る
ご

み
減

量
化
運

動
の

推
進

 

R
1
～

 
  

市
役
所

本
庁
舎
か
ら
出

る
ご
み
量

を
公
式

H
P
に

て
公
開
し
ま

し
た
。

 
 

 
 
問

い
合

わ
せ

先
 

⑴
 

環
境

事
業

部
 
循

環
型

社
会

推
進

課
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 電

話
2
1
1
-2

9
12

 

 

 
備

考
 

⑴
  

市
役

所
（
本

庁
舎

）
か
ら

出
る

ご
み

量
 

 

 

ご
み

の
種

類
R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

一
般

ご
み

（
生

ご
み

な
ど

）
※

6
5

4
5

6

資
源

ご
み

（
デ

ス
ク

横
ご

み
箱

、
シ

ュ
レ

ッ
ダ

ー
）

※
2
9
6

2
4
1

2
4
2

2
4
2

2
3
9

び
ん

・
缶

・
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
※

2
8

2
9

2
6

2
8

2
8

新
聞

紙
2
4

1
9

1
8

2
8

1
6

ダ
ン

ボ
ー

ル
1
8

1
4

1
4

1
5

1
5

そ
の

他
の

紙
（

コ
ピ

ー
用

紙
な

ど
）

7
7

6
8

7
2

6
4

6
9

産
業

廃
棄

物
1
3

9
1
8

1
1

1
2

合
計

4
6
3

3
8
5

3
9
4

3
9
3

3
8
5

（
※

の
項

目
は

、
体

積
に

一
定

の
比

重
を

か
け

て
重

量
を

換
算

し
て

い
ま

す
。

）

単
位

：
ｔ

施
策

３
 

  

市
民

に
対

す
る

支
援

と
普

及
啓

発
 

 

１
 

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

問
題

の
改

善
 

【
施

策
概

要
】
 

 
市

民
の

関
心

が
高

く
、

身
近

な
問

題
と

な
っ

て
い

る
ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
し

て
、

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

パ
ト

ロ
ー

ル
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
地

域
環

境
美

化
の

推
進

を
図

り
ま

す
。

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
令

和
５

年
度

ま
で

に
実

施
し

た
こ

と
 

⑴
 
ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

管
理

支
援

 

 H
2
0
～
 

１
「
さ
っ

ぽ
ろ
ご
み
パ
ト

隊
」
に
よ

る
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
管

理
支
援
 

  
平
成

2
0
年

1
0
月
か
ら

、
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
不
適
正
排

出
者
へ
の

個
別
指

導
な

ど
の

業
務

を
行

う
、
「
さ

っ
ぽ

ろ
ご
み

パ
ト

隊
」

を
各
清

掃
事

務
所

に
配
置

し
て

、
ご

み
ス

テ

ー
シ
ョ
ン
管
理
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 【
Ｒ
５
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
件
数

：
1
,
3
5
5
件
】

 

  
「
さ
っ
ぽ
ろ
ご

み
パ
ト
隊
」
は
、
平
成

2
0
年

1
0
月

に
1
4
名
で

先
行
配
置
さ
れ

、
2
1
年
４
月

か

ら
全
市
で

5
9
名

、
新
ご
み
ル
ー
ル
を

開
始
し
た
７
月

に
は

1
1
0
名
、
2
2
年
４
月
か
ら
は

90
名
、
2
5

年
４
月
か
ら
は
、

再
び

1
1
0
名
、
2
7
年
４
月
か
ら
は

1
1
8
名
の

体
制
と
し
て
い

ま
す
。
 

 H
2
0
～
 

   H
2
1
～
 

   H
2
4
～
 

 H
2
8
～
 

  R
4
～
 

          R
5
～
 

２
 
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

管
理
器
材

等
の
助
成
 

  
カ

ラ
ス

等
に

よ
る

ご
み

散
乱

防
止

の
対
策

と
し

て
、

ご
み

ネ
ッ

ト
及
び

カ
ラ

ス
よ

け
サ

ー
ク

ル

を
対
象
と
し
た
助

成
を
行
い
ま
し
た
。
 

○
 
ネ
ッ
ト
…
購

入
価
格
の

2
分
の

1
（
限
度

5
,
0
0
0
円
）
を
助

成
 

 
○

 
サ
ー
ク
ル
…

購
入
価
格

の
2
分
の

1
（
限
度

7
,
0
00

円
）
を

助
成
 

  
カ

ラ
ス

等
に

よ
る

ご
み

散
乱

防
止

の
対
策

と
し

て
、

敷
地

内
に

設
置
す

る
箱

型
ご

み
ス

テ
ー

シ

ョ
ン
の
設
置
助
成

を
行
い
ま
し
た
。
 

○
 
箱

型
・
物
置
型
…

本
体
価
格
の

2
分
の

1
（
限
度

1
2
,0
0
0
円
）
を

助
成
 

○
 
一

部
開
放
型
…
本

体
価
格
の

2
分
の

1
（
限
度

7
,
0
00

円
）
を

助
成

 

 
さ
っ
ぽ
ろ
ご
み

パ
ト
隊
の
活

動
内
容
や
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
事

例
を
掲
載
し
た
活
動
紹
介

冊
子
を
作

成
し
ま
し
た
。
 

  
カ

ラ
ス

等
に

よ
る

ご
み

散
乱

防
止

の
対
策

と
し

て
、

折
り

た
た

み
式
箱

型
器

材
を

対
象

と
し

た

助
成
を
行
い
ま
し

た
。
 

○
 
折

り
た
た
み
式
箱

型
器
材
…
購

入
価
格
の

2
分

の
1
（
限
度

1
2
,
0
0
0
円
）
を
助
成
 

  
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
管

理
器
材
等

に
つ
い
て
、
よ

り
良
い
管

理
器
材
の
開
発

等
に
よ
り

販
売
価

格
が
上
昇
し
て
い

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
助
成

金
の
限
度
額
を
引
き
上
げ

ま
し
た
。
 

○
 
ネ
ッ
ト
…

購
入
価
格
の

2
分
の

1
（
限
度

1
1
,
0
0
0
円
）

を
助
成
 

○
 
サ
ー
ク
ル

…
購
入
価
格
の

2
分
の

1
（
限
度

1
6
,
0
0
0
円

）
を
助
成
 

【
Ｒ
５

助
成
数
：
ネ
ッ

ト
6
6
8
枚

、
サ
ー
ク
ル

1
5
0
基
】

 

○
 
折
り
た
た

み
式
箱
型
器
材
…
購
入
価

格
の

2
分
の

1（
限

度
3
0
,
0
0
0
円

）
を
助
成
 

【
Ｒ
５

助
成
数
：
折
り

た
た
み
式
箱

型
器
材

1
,
1
8
2
基
】

 

○
 

箱
型
・
物
置
型

…
本
体
価

格
の

2
分
の

1
（
限
度

5
0
,
0
0
0
円

）
を
助
成
 

○
 
一

部
開
放
型
…
本

体
価
格
の

2
分
の

1
（
限
度

1
6
,
0
00

円
）
を

助
成

 

【
Ｒ
５
助

成
数
：
箱
型
・

物
置
型
、

一
部
開
放
型

3
0
5
基
】

 

  
町
内
会

が
民
有
地
に
共

用
の
箱
型

及
び
物
置
型
の

ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
器
材

を
設
置
す

る
場
合

の
助
成
金
の
限
度

額
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。
 

○
 
箱

型
・
物
置
型
…

本
体
価
格

の
4
分
の

3
（
限
度

7
5
,0
0
0
円
）

を
助
成
 

 
 
 

 
 
 
 
 
【

Ｒ
５
当
該

制
度
適
用
助
成

数
：
箱
型

・
物
置
型
、
一

部
開
放
型

8
3
基
】
 

⑵
  

町
内

会
な
ど

に
よ

る
地

域
環

境
美

化
の

推
進

 

H
1
0
～
 

  

  
ク

リ
ー

ン
さ

っ
ぽ

ろ
衛

生
推

進
協

議
会
に

対
し

、
自

主
的

な
活

動
を
支

援
す

る
た

め
補

助
金

を

交
付
し
た
ほ
か
、

以
下
の
事
業
を
共
催
に
よ

り
実
施
し
ま
し
た
。
 

【
Ｒ
５
推
進
員

数
：
2
,
6
0
1
人
、

補
助
金
決
算
額

：
5
5
8
万
円
】

 

施
策

４
 

252525



  

         H
2
0
～
2
2
 

 H
2
1
 

   H
2
4
 

  H
2
6
～
 

○
 
ご
み
ゼ
ロ

の
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

ク
リ
ー
ン

さ
っ
ぽ
ろ
衛

生
推
進
協

議
会
と
の
共

催
で
、
ご
み
ゼ
ロ
の
日

（
５
月

3
0
日
）
に
ポ

イ
捨
て
防
止

・
環
境
美
化

を
呼
び
か

け
る
街
頭
啓

発
や
ご
み

拾
い
を
実
施

し
ま
し
た
。
 

※
令
和
２
年

～
令
和
４
年

は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症

の
影
響
を
受

け
未
実
施
。
 

○
 
市
長
表
彰
 

「
ク
リ
ー

ン
さ
っ
ぽ
ろ

」
の
実
現
に
向
け
た

地
域
活
動
の
功
績
を
称

え
、
町
内

会
や
個
人
な
ど

の
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。
 

○
 
「
札
幌
市

ポ
イ
捨
て
等

防
止

条
例
」
「
エ

コ
ラ
イ
フ

市
民
運
動
」

の
普
及
啓
発

及
び

実
践
に
向

け
た
取
り
組

み
を
行
い
ま

し
た
。
 

  
町
内
会
や
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
な

ど
を
対
象
に
環

境
美
化

用
品
（
ほ
う
き

、
ち
り
と
り
な
ど
）

の
提
供
を

行
い
ま
し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【
Ｈ
2
0
～
2
2
 
延
べ
提

供
数
：
4
,
6
0
8
団
体
】

 

  
新
ご
み
ル
ー

ル
開
始
時
の
対
策
と
し

て
、
７
月
１
日

か
ら

1
0
日
ま
で
の
間

、
市
職
員
、
町

内
会

及
び
ク
リ

ー
ン
さ
っ
ぽ

ろ
衛
生
推

進
員
に
よ
る

早
朝
啓
発
を
実
施
し
ま

し
た
。

 

な
お
、
早
朝

啓
発
は
、
共

同
住
宅
の

オ
ー
ナ
ー
、
管
理
組
合
、
管
理

会
社
に
も
協

力
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

 

  
希

望
の

あ
っ

た
町

内
会

及
び

ク
リ

ー
ン

さ
っ

ぽ
ろ

衛
生

推
進

協
議

会
を

「
札

幌
市

ご
み

排
出

マ

ナ
ー
啓
発

団
体
」
と
し

て
委
嘱
し

、
札
幌
市
の

名
称
が
入
っ
た
腕
章
の

提
供
を
行
い
ま
し
た
。

 

【
Ｈ
2
4
 
提
供
数
：
5
,
0
8
5
枚
】

 

  
ク
リ
ー
ン
さ

っ
ぽ
ろ
衛
生
推
進
協
議

会
と
の
共
同
事

業
と
し

て
、
ご

み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
の

推
進
を
目

的
と
し
た
出

前
講
座
「

さ
っ
ぽ
ろ
ク

リ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

」
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

【
Ｒ
５

出
前
講
座
開
催

回
数
：

2
0
0
回

、
参
加
人
数
：

 
1
1,
7
3
8
人
】

 

⑶
 

共
同

住
宅

の
ご

み
排

出
マ

ナ
ー
の

改
善

 

H
2
0
～
 

          H
2
8
～
 

  
共

同
住

宅
の

オ
ー

ナ
ー

や
管

理
会

社
な

ど
に

よ
る

居
住

者
へ

の
ご

み
排

出
マ

ナ
ー

の
周

知
や

ご

み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
管

理
な
ど
を

規
定
し
た
「
札
幌
市
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置

及
び
清
潔

保
持

等
に
関
す

る
要
綱
」
を

平
成

2
0
年
４
月
か
ら
施

行
し
ま
し
た
。
 

施
行
後
は
、
建
築
・
設
計
・
不
動
産
関
係
の

団
体
・
企
業
に
対
す
る

説
明
会
や
、
地
域
住

民
説
明

会
で
周
知
す
る

な
ど
、
制
度
の
普
及
・

浸
透
に
努
め

ま
し
た
。

<<
関

連
：

2-
1-
⑴

>>
 

  
平
成

2
1
年
２

月
に
、
札
幌

市
と
不
動
産

関
連
団
体
や
管
理
会
社
を

構
成
メ
ン
バ

ー
と
し
て

「
札

幌
市
共
同

住
宅
ご
み
排

出
マ
ナ
ー

改
善
対
策
連

絡
協
議
会
」
を
設
立

し
、
ご
み

排
出
マ
ナ
ー
改

善
に

向
け
た
具

体
策
を
協
議

し
ま
し
た

。
ま
た
、
平
成

2
1
年

1
2
月
か
ら

協
議
会
の
趣
旨

に
賛
同

す
る
賛

助
会
員
の

募
集
を
開
始

し
ま
し
た

。
 

  
共
同
住
宅
の

ご
み
排
出
マ
ナ
ー
改
善

の
た
め
、
共
同

住
宅
の

排
出
指
導
台
帳

を
作
成
し
、
「
さ
っ

ぽ
ろ
ご
み

パ
ト
隊
」
な
ど
が

、
共
同
住
宅
ご
と

の
日
常
的
な
排
出
状
況

な
ど
の
調
査

を
行
い
ま

し
た
。 

  
平
成

2
8
年

1
0
月
か
ら
平
成

2
9
年
３

月
ま
で
協
議

会
会
員
の

共
同
住
宅
管

理
会
社
と
「
共
同
住

宅
ご
み
排

出
マ
ナ
ー
改

善
重
点
指

導
実
施
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施

し
、
会
員

傘
下
の
団
体
に

向
け

て
ポ
ス
タ

ー
を
作
成
し

ま
し
た
。

 

⑷
 

共
同

住
宅

の
専

用
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

設
置

の
促

進
 

H
2
0
～
 

  
平
成

2
0
年
４

月
に
「
札
幌

市
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
設
置
及
び
清

潔
保
持
等
に

関
す
る
要

綱
」

を
施
行
し

、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
敷
地
内

に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
共
同
住

宅
の
対
象

を
拡

大
し
ま
し

た
。
 

ま
た
、
同
要
綱
の
施

行
後
は
、
建
築
・
設
計
・
不

動
産
関

係
の
団
体
・
企
業

に
対
す
る
説
明

会
や

地
域
住
民

説
明
会
な
ど

に
よ
り
、

制
度
の
普
及

・
浸
透
に
努
め
ま
し
た

。
<
<
関
連
：
2
-
1-
⑴
>
>
 

【
Ｒ
５
既
存

共
同
住
宅
の
専
用
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
設
置

数
：
14
5
件
】

 

⑸
 

「
ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

小
規
模

化
」

の
推

進
 

H
2
4
～
 

 
平
成

2
6
年

1
0
月
に
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
ま
で
の

距
離
が
遠

い
、
利

用
世
帯
が
多

く
ご
み
ス

テ
ー

シ
ョ
ン
が

ご
み
で
あ
ふ

れ
て
置
き

場
が
な
い
な

ど
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ

ン
１

か
所
当
た

り
の
利
用
世

帯
数
を
、

原
則
と
な
る

基
準
の
半
分
で
あ
る

1
0
～
1
5
世
帯
に
で
き
る

よ
う

基
準
を
緩

和
し
ま
し
た

。
【
Ｒ
５
札

幌
市
内
の
ご

み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
設
置

数
：
5
8
,
3
7
0
か

所
】

 

 

 
問

い
合

わ
せ

先
 

⑴
  

⑵
 ⑶

 
⑷
 
⑸

 
環

境
事

業
部

 
業

務
課

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

電
話

2
11

-
29

16
 

 

  

 
備

考
 

⑴
 
さ

っ
ぽ
ろ

ご
み

パ
ト
隊

と
は

？
 

「
さ
っ
ぽ
ろ

ご
み
パ
ト
隊
」
と
は
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
パ

ト
ロ
ー
ル
、
ご
み
排

出
の
立
ち

会
い
指
導
や
不

適

正
排
出
ご
み
を

開
封
し
、
排
出
者
が
特
定
さ

れ
た
場
合
に
個
別
指
導
を

行
う
な
ど
の
清
掃
指
導
を

行
う
指
導
員
の

こ

と
で
す
。
 

な
お
、
「

さ
っ
ぽ

ろ
ご

み
パ

ト
隊
」
は
、
条

例
に
基

づ
き

市
長

か
ら
任
命

さ
れ
、

公
務

員
と

し
て
個
人

情
報
な
ど

に
つ
い
て
の
守

秘
義
務
を
負
っ
て
い
ま
す

。
 

 

⑶
 
「

札
幌
市

ご
み

ス
テ
ー

シ
ョ

ン
の

設
置
及

び
清

潔
保

持
等

に
関

す
る

要
綱

」
に

つ
い

て
 

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
利

用
や

共
同

住
宅

に
お

け
る

ご
み

保
管

場
所

の
設

置
な

ど
を
定

め
て

い
る

規
定

の
全
面

的
な
見
直
し
を

図
り
、
平
成

2
0
年
４

月
か
ら
「
札
幌

市
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の

設
置
及
び

清
潔
保
持
等
に

関
す
る

要
綱
」
を
施
行
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
や

共
同
住
宅
の
所

有
者
な
ど

に
次
の
こ
と
に

つ
い
て
、
ご
協

力
い
た
だ
く
こ

と

と
な
り
ま
し
た

。
 

 
 
  

○
 
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
清
潔
保
持
 

・
ネ
ッ
ト
や

カ
ラ
ス
よ
け
サ
ー
ク
ル
な

ど
の
管
理
器
材

を
有
効
活

用
し
て
清
潔
を

保
持
す
る
こ

と
。
 

・
管

理
器
材
の
整
理

や
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
清
掃
・
除
雪
は
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の

利
用
者
全
員
で

行
う
こ

と
。
 

・
ご
み
は
自

ら
管
理
に
携
わ
る
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に

排
出
す
る

こ
と
。
 

  
 

 

○
 
共
同
住
宅

所
有
者
な
ど
か
ら
の
居
住

者
に
対
す
る
ご
み
排
出
ル

ー
ル
の
周
知
徹

底
 

・
共
同
住
宅
の
所

有
者
、
管
理
組

合
、
管

理
会
社
は
、
居
住
者

に
対
し
分
別
指

導
を
行
い

、
ま
た

、
居
住

者
と
と

も
に
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
清
潔
保

持
に
努
め
る
こ

と
。
 

・
共
同
住

宅
の
賃
貸
に
関

す
る
斡
旋
・
仲
介
業

者
は
、
入
居
時
に
ご

み
の
分
別
方
法

、
排

出
日
時
な
ど
を

周
知
す

る
こ
と
。

 

○
 
共

同
住
宅
の
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
な
ど
 

・
住
戸
を
６

戸
以
上
有
す
る
新
築
の
共

同
住
宅
は
、
敷

地
内
に
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
設
置
す

る
こ
と
。
 

・
既

存
の
共
同
住
宅

で
あ
っ
て
も
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
共
用

に
当
た
り
、
近
隣
住
民

と
良
好
な
関
係

が
保
持

で
き
な
い

場
合
は
、
敷
地

内
に
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
設
置
す

る
こ
と
。
 

  
 

市
民

の
皆

さ
ん

 

共
同

住
宅

の
所

有
者

な
ど

 

262626



  

市
民

に
対

す
る

支
援

と
普

及
啓

発
 

 

２
 

高
齢

者
等

へ
の

対
応

 
 

【
施

策
概

要
】
 

 
高

齢
者

等
に

対
し

て
、

わ
か

り
や

す
く

効
果

的
な

方
法

で
普

及
啓

発
を

進
め

る
と

と
も

に
、

ご
み

排
出

に
係

る
支

援
を

行
い

ま
す

。
 

 

 
令

和
５

年
度

ま
で
に

実
施

し
た

こ
と
 

⑴
 
高

齢
者

に
対

す
る

効
果

的
な

普
及
啓

発
 

H
2
6
～
 

 H
2
9
 

 R
3
 

  
市
の
職
員
が

対
面
で
家
庭
ご
み
の
分
け

方
・
出
し
方
・
減
ら
し
方
を
説
明

す
る
出
前
講
座
「
さ
っ

ぽ

ろ
ク
リ

ー
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
を

実
施
し
ま
し
た

。
 

  
ご
み
分
別
を

簡
潔
な
表
に
し
た
「
資

源
と
ご
み
の
分

け
方
・
出
し
方
一
覧
」
を
全
世
帯
に
配
布
し

ま

し
た
。

 

  
加
熱
式
た
ば

こ
・
電
子
た

ば
こ
、
筒
型
乾
電

池
の
排
出
方
法
の
変
更
に

伴
い
、
ご
み
の
分
別
・
排

出

ル
ー
ル

の
周
知
を
図
る

た
め
、
変

更
の
お
知
ら
せ

に
あ
わ
せ

て
、
「
資
源
と
ご

み
の
分
け
方
・
出
し
方
」

と
「
電
池
の
出
し

方
ま
る
わ
か

り
ガ
イ
ド
」
を
掲
載
し
た
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
全
世
帯

に
配
布
し

ま
し
た
。
 

⑵
 
要

介
護

者
等

に
対

す
る

ご
み

排
出
支

援
の

実
施

 

H
2
1
～
 

  
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
要
介
護
者
や

障
が
い
者
に
対
し
、「

玄
関
先
か

ら
の
ご
み
の
収
集
」
や
「

大

型
ご
み

の
家
屋
内
か
ら

の
運

び
出
し
」
を
支

援
す
る
「
さ

わ
や
か

収
集
」
を
地
域

福
祉

活
動
と
連
携

を

図
り
な

が
ら
行
い
ま
し

た
。
平
成

2
4
年

1
0
月
か
ら
対

象
要
件
等
を
緩

和
し
て
、
西
区
で
モ
デ
ル
事

業

を
実
施

し
、
2
6
年
４
月
か
ら
要
件
緩
和

を
全
市
に
拡
大

し
ま
し
た

。
ま
た
、
平

成
2
9
年
度
か
ら
、
介

護

保
険
の

事
業
対
象
者
を

要
件
に
追

加
し
、
対
象
要

件
を
拡
大
し

ま
し
た
。
 

【
Ｒ
５
玄
関

先
か
ら
の
収
集
対
象
：
5
,
0
6
0
世
帯

】

【
Ｒ
５
大

型
ご
み
の
家
屋

内
か
ら
の

運
び
出
し
：
7
1
8
世
帯

1
,
3
9
5
品
目

】

⑶
 
大

量
に

排
出

さ
れ

る
ご

み
へ

の
対
応

 

H
3
0
～
 

 

  
遺
品
整
理
の

実
態
に
つ
い
て
、
情
報
収

集
を
行
う
と
と
も
に
、
周

知
方
法
の
あ
り

方
に
つ
い

て
検
討

し
ま
し

た
。
 

 

 

 問
い

合
わ

せ
先

 

⑴
 
⑵
 
 

 
環

境
事

業
部
 
業

務
課

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
  

 
 

 
 

 
 

 
電

話
2
11

-2
9
1
6 

⑶
 
 

 
 
 

環
境

事
業

部
 
循

環
型

社
会

推
進

課
 

 
 

 
 

 
電

話
2
11

-2
9
1
2 

 

         

施
策

４
 

  

 
備

考
 

⑵
 

さ
わ

や
か

収
集

 

○
 
支
援
内
容
 

・
燃
や
せ
る

ご
み
な
ど
の
「
生
活
ご
み

」
は
、
週
１
回

、
玄
関
先

等
か
ら
収
集
 

・
「
大
型
ご

み
」
は
、
家
の

中
か
ら
運
び

出
し
て
収
集
（

一
度
に
三

点
ま
で
）
 

・
希
望
者
に

は
、
安
否
確

認
と
し
て

、
ご
み
の
収
集
時

に
毎
回
声
掛

け
を
行
う
（
平

成
26

年
４
月
か
ら
の

支
援
）
 

○
 
対
象
（
※

平
成

2
9
年
４
月
か
ら
対

象
要
件
を
拡
大

）
 

家
庭
か
ら

出
る
ご
み
や
大

型
ご
み
を

自
ら
運
ぶ
こ
と

が
困
難
で

、
親
族
や
近
隣

住
民
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等

に
よ
る
支
援

が
受
け
ら
れ
ず
、
以
下
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
。
な
お
、
２
人
以

上
の
世
帯

の
場
合
は
、
満

1
5

歳
に
到
達
し

た
日
以
後
最
初
の
３
月

3
1
日
ま
で
の

者
及
び
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る

1
8
歳

未
満
の
者
を

除
く
世
帯
員
全
員
が
要
件

に
該
当
す
る
こ

と
が
必
要

で
す
。
 

・
介
護
保

険
の
要
介
護
２

以
上
ま
た

は
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス

の
障
害
支
援
区

分
３
以
上
 

・
介
護

保
険
の
事
業
対

象
者
、
介
護
保
険
の

要
支
援
１
・
２
ま
た

は
要
介
護
１
か

、
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の

障
害
支

援
区
分
１
・
２
で
、
本

人
ま
た
は
世
帯

内
の
１
人
以
上
が
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い

る
こ
と

 

 
※
事
業

対
象
者
と
は
、

平
成

2
9
年
４
月
か
ら

開
始
し
て
い
る

札
幌
市
介
護
予

防
・
日
常

生
活
支
援
総
合

事

業
の
対

象
者
の
こ
と
。
 

・
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
同
行
援

護
を
利
用
し
て

い
る
こ
と
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市
民

に
対

す
る

支
援

と
普

及
啓

発
 

 

３
 

具
体

的
な

行
動

に
つ

な
げ

る
普

及
啓

発
の

実
施

 
 

【
施

策
概

要
】
 

 
ご

み
減

量
・

リ
サ

イ
ク

ル
行

動
の

実
践

を
促

す
た

め
、

新
聞

や
広

報
誌

な
ど

の
さ

ま
ざ

ま
な

媒
体

を
活

用
す

る
な

ど
、

ご
み

減
量

・
リ

サ
イ

ク
ル

に
関

す
る

確
実

な
情

報
提

供
に

努
め

ま
す

。
 

 
令

和
５

年
度

ま
で

に
実

施
し

た
こ

と
 

⑴
 
様

々
な

媒
体

を
活

用
し

た
普

及
啓
発

 

H
3
～
H
2
5
 

  H
5
～
 

    H
1
1
～
 

 H
1
9
～
H
2
8
 

 H
2
0
～
 

     H
2
1
 

   H
2
1
～

H
3
0 

    H
2
4
～
R
4
 

   H
2
6
～
 

   R
5
 

 

  
札
幌
市

の
ご
み

問
題

や
ご

み
減
量
・

リ
サ

イ
ク
ル

の
方

法
な

ど
の

情
報

を
提
供

す
る

た
め
、
「
さ

っ
ぽ
ろ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ

マ
ガ
ジ
ン
」
を
広
く
市

民
に
配
布
す
る
と
と
も
に

、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
掲

載
し
ま

し
た
。
<
<
関
連
：

1
-
1
-
⑴
>
>
 

  
環
境
プ

ラ
ザ
に
お
い
て

、
環
境
に

関
す
る
情
報
の

発
信
や
、

学
校
の
「
総
合

的
な
学
習

の
時
間
」

の
授
業
や
市
民
グ

ル
ー
プ
が
主
催
す
る
学
習

会
な
ど
に
、「

環
境
保

全
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
」（

平
成
５
年

度
～
）
及
び
「
環

境
教
育
リ
ー
ダ
ー
」
（
平

成
1
4
年
度
～
）
の
派
遣
を

行
い
ま
し
た
。
 

【
Ｒ
５
環
境
保

全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
：

2
7
件

、
参
加
者

1
,
2
0
4
人
】

 

【
Ｒ
５

環
境
教
育
リ
ー

ダ
ー
派
遣
：

5
9
件

、
参
加
者

1
,
4
24

人
】

 

  
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設

し
、
事
業

内
容
や
イ
ベ
ン

ト
、
計
画
の

進
捗
状
況
、
ご

み
減
量
・
リ
サ

イ

ク
ル
に
関
す
る
情

報
な
ど
、
本
市
の
清
掃
事

業
に
関
す
る
情
報
の
提
供

に
努
め
ま
し
た
。
 

  
リ
サ
イ

ク
ル
の
流
れ
を

分
か
り
や

す
く
紹
介
し
た

リ
ー
フ
レ

ッ
ト
で
あ
る
「
札

幌
市
の
リ

サ
イ
ク

ル
」
を
、
出
前
講

座
や
新
ご
み
ル
ー
ル
説
明

会
な
ど
の
機
会
を
通
じ
て

市
民
に
配
布
し
ま
し
た
。
 

  
環
境
に

配
慮
し
た
取
組

を
行
っ
て

い
る
事
業
者
を
「
さ
っ
ぽ
ろ
エ
コ
メ

ン
バ
ー
」
と

し
て
登
録

し
、

そ
の
取
組
を
公
表

す
る
「
さ
っ
ぽ
ろ
エ
コ
メ

ン
バ
ー
登
録
制
度
」
に
よ

り
、
事
業
者

の
自
主
的
な

環

境
配
慮
の
取
組
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
 

ま
た
、
北
海
道
グ
リ

ー
ン
ビ
ズ
認

定
制
度
と
連
携

し
た
ほ
か

、
金

融
機
関
が
低
利

融
資
の
対
象

と

す
る
等
、
「
さ
っ

ぽ
ろ
エ
コ
メ
ン
バ
ー
」
登

録
の
促
進
を
図
り
ま
し
た
。

<
<
関
連
：
1
-
1
-⑵

>
>
 

【
Ｒ
５

さ
っ
ぽ
ろ
エ
コ

メ
ン
バ
ー

登
録
事
業
所
数

：
2
,
0
19

件
】

 

  
新
ご
み

ル
ー
ル

の
周

知
を

図
る
た
め

、
５

月
下
旬

か
ら

６
月

中
旬

に
か

け
て
、
「
ご
み

分
け
ガ

イ

ド
」
な
ど
を
市

内
全
世
帯
に
配
布
し
ま
し

た
。
さ
ら
に

、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
公
共

交
通
機

関
広
告
、
ポ

ス
タ
ー
、
広

報
誌
な
ど
の
各

種
媒
体
に
よ
る
集
中
的
な

Ｐ
Ｒ
を
７
月
中

旬
ま
で
行
い

ま

し
た
。
 

  
主
に
札

幌
市
内
で
活
動

し
、
環
境
保
全

に
貢
献
す
る
優
れ
た
取
組
を

行
っ
て
い
る
個
人
・
企
業
・

団
体
を
表
彰
す
る
「
さ
っ
ぽ
ろ
環
境
賞
」
を
平
成

2
1
年
２
月
に
創
設

し
ま
し
た
。
第

1
0
回
と
な

る

平
成

3
0
年
度
に

は
「
市
民
・
団
体

部
門
」「

企
業
部
門
」
の
各
部
門

別
で
表
彰
を
実

施
し
、
合
計
９

件
の
自
薦
・
他
薦
の
中
か
ら

、
選
考
委
員

会
の
選
考
を
経
て
５
件
の

受
賞
者
を
決
定

し
、
２
月

に
表

彰
式
を
行
い
ま
し

た
。
 

  
市
民
に

よ
る
ご
み
減
量

の
取
組
を

進
め
る
た
め
、
「
ご
み
減
量
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
ま
し

た
。
ポ
ス

タ
ー
掲
出
、
Ｃ
Ｍ
放
映
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
フ

リ
ー
ペ
ー

パ
ー
を
活
用
し

た
広
報
、
商
業
施
設

に

お
け
る
啓
発
イ
ベ

ン
ト
等
の
実
施
に
よ
り
、

市
民
へ
の
普
及
啓
発
を
行

い
ま
し
た
。
 

<
<
関
連
：
1
-
2
-
⑴

・
⑵
、
2
-
1
-
⑵
>
>
 
 

  
ご
み
減

量
啓
発
用
Ｄ

Ｖ
Ｄ
「
今
す
ぐ
で

き
る
！
生
ご
み
ダ
イ
エ
ッ

ト
」
を
活
用
し
た
、
ご

み
の
減

量
や
リ
サ
イ
ク
ル

の
取
組
に
関
す
る
普
及
啓

発
を
行
い
ま
し
た
。
<
<
関

連
：
1
-
2
-
⑴
>
>
 

 直
接
ご
み

に
関
連
す
る
貴

重
な
媒
体

で
あ
る
指
定
ご

み
袋
の
外

袋
に
、
資
源
物
の

適
正
排
出

や
生
ご

み
減
量
の
ポ
イ
ン

ト
を
掲
載
し
ま
し
た
。
 

  
ご
み
の

減
量
・
資
源
化
を
進
め
る
た
め

、
２

Ｒ
に
重
点
を
置
き
、
事
業
者
や
若

者
と
行
政

が
一
体

と
な
っ
て
ご
み
減

量
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
実
践
的
な
事
業
と
し

て
、「

ご
み
減
量
実
践
事

業
」

を
実
施
し
、
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
等
を

通
し
て
、
リ
ユ
ー
ス

や
食
品
ロ
ス
削

減
等
に
関
す

る
取
組

を
促
進
し
ま
し
た

。
 
 
 
<
<
関
連
：
1
-
2
-
⑴
・
⑵
、
1
-
3
-
⑴
・
⑵
、

2
-
1
-
⑵
、
4
-
3
-
⑴
・
⑷
>
>
 

施
策

４
 

  

  
⑵

 
市

外
か
ら

の
転

入
者

に
対

す
る
普

及
啓

発
 

H
2
2
～
 

    H
2
5
～
 

 

  
３
月
末
か
ら

４
月
初
め
の
転
入
者
の

多
い
時
期
に
、
各
区
役
所

に
お
い
て
転

入
者
向
け

に
ご
み
に

関
す
る
Ｐ

Ｒ
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て

ご
み
の
分
別

な
ど
の
普
及
啓
発
を
行

い
ま
し
た
。
 

※
令
和
２

年
～
令
和
５

年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
未
実
施
。
 

  
市
外
転

入
者

の
転
入

手
続

き
時
に
、

各
区

戸
籍
住

民
課

か
ら

、
「

ご
み

分
け
ガ

イ
ド
」

と
「

家
庭

ご
み
収
集

日
カ
レ
ン
ダ

ー
」
を
配

布
し
ま
し
た

。
 

  
市
外
転
入
者

に
札
幌
市
の
ご
み
ル
ー

ル
を
知
っ
て
も

ら
う
た

め
、
各
区
役
所

戸
籍
住
民

課
の
モ
ニ

タ
ー
で
「

ご
み
分
別
ル

ー
ル
啓
発

動
画
」
を
放

映
し
ま
し
た
。
 

⑶
 

普
及

啓
発

施
設

等
を

活
用

し
た
情

報
発

信
 

H
1
2
～
 

         H
2
1
～
 

       H
2
2
～
 

  H
2
4
～
H
2
7
 

  
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
宮
の
沢
に
お
い

て
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を

行
い
、
市
民
の
学

習
機
会

の
拡
大

や
自
主
的

な
活
動
及
び

交
流
の
支

援
を
行
う
と

と
も
に
、
分
別
ル
ー
ル

の
周
知
な
ど
、
ご
み
減

量
・

リ
サ
イ
ク

ル
に
関
す
る

最
新
情
報

を
積
極
的
に

発
信
し
ま
し
た
。

<<
関
連
：

1
-
3
-
⑴
、
2
-
1
-
⑴

>>
 

〇
 
各
種

教
室
講
座
の

開
催
や
、
リ
ユ

ー
ス
品
の
展

示
、
ご
み
減

量
 
に
つ
い

て
学
べ
る

情
報
コ
ー
 

ナ
ー
の

設
置
な
ど
 

 
 
 
 

 
 
 
 

【
Ｒ

５
教
室
・

講
座
な
ど
の

開
催
回
数

：
1
9
2
回
、
参
加
者

数
：
18
,
4
0
5
人

】
 

 
〇

 
プ
ラ
ザ
事

業
ニ
ュ
ー
ス
（
毎
月
）
、
ご
み
ニ

ュ
ケ
ー
シ

ョ
ン
さ
っ
ぽ

ろ
（

年
２
回
）
な

ど
の
冊
子
 

 
 

の
発
行
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

 

【
Ｒ
５
情
報

紙
発
行
部
数

：
39
,
7
0
0
部
】

 

 
〇

 
清
掃
工
場

や
資
源
物
の
選
別
施
設

な
ど
を
見
学
す
る
「
ご

み
処
理
施
設
見

学
会
」

を
開
催
 

  
リ
ユ
ー
ス
プ

ラ
ザ
に
お
い
て
、
次
に
掲

げ
る
事
業
を
行
い
、
市
民

の
学
習
機
会
の

拡
大
や

自
主
的

な
活
動
及

び
交
流
の
支

援
を
行
う

と
と
も
に
、
分
別
ル
ー
ル
の
周
知
な

ど
、
ご
み
減

量
・
リ
サ
イ
ク

ル
に
関
す

る
情
報
を
発

信
し
ま
し

た
。

<<
関
連
：
1
-
3
⑴
、
2
-
1
-
⑴

>>
 

○
 
各
種
教
室

講
座
の
開
催
 

【
Ｒ
５
教
室
・

講
座
な
ど
の
開
催
回
数

：
3
2
回

、
参
加
者
数
：
7
7
9
人
】

 

○
 
市
民
団
体

と
の
協
働
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

【
Ｒ

５
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
数

：
1
,
7
4
2
人
】

 

○
 
地
区
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
資
源
物
等

の
回
収

 

雑
が
み
を
選
別
す

る
施
設
や
選
別
さ
れ
た

雑
が
み
を
原

料
と
し
て

使
用
し
て
い

る
製
紙
工

場
に

行
き
、
雑
が
み

が
再
資
源
化
さ
れ
る
工

程
を
見
学
す
る

「
雑
が

み
再
資
源
化
工

程
見
学
会
」
を
札

幌
市
製
紙
原
料

事
業
協
同
組
合
と
の
共

同
で
行
い
ま

し
た
。
 

  
札
幌
市
内
の

小
学
生
及
び
そ
の
親
を

対
象
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の

見
学
を
主
と

し
た
親
子

施
設

見
学
会
を

実
施
し
、
ご

み
の
減
量

・
リ
サ
イ
ク

ル
に
関
す
る
普
及
啓
発

を
行
い
ま
し
た
。
 

⑷
 

イ
ベ

ン
ト

に
お

け
る

ご
み

減
量
・

リ
サ

イ
ク

ル
の

推
進

 

H
1
5
～
 

    H
1
6
～
 

  H
2
4
～
 

  
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
宮
の
沢
と
連
携

し
、
移
動
食
器
洗
浄
車
「
ア
ラ
エ

ー
ル
号
」
や
リ

ユ
ー
ス
食

器
を
町
内

会
等
の
団
体

に
貸
し
出

し
し
ま
し
た

。
ま
た
、
貸
し
出
し

に
関
す
る
情
報

を
イ
ベ
ン

ト
主

催
団
体
へ

積
極
的
に
提

供
し
、
リ
ユ
ー
ス

食
器
の
利
用

促
進
を
図

り
ま
し
た
。
な
お
、
「
ア
ラ

エ
ー

ル
号
」
に
つ
い
て
は
、
車
両
の

老
朽
化
に
伴
い

、
平
成

2
7
年
度
で
貸

し
出
し
終
了

と
し
て
い

ま
す
。 

【
Ｒ
５
リ

ユ
ー
ス
食
器

貸
し
出
し

件
数
：
4
件
】

 

  
環
境
広
場
さ

っ
ぽ
ろ
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
、

パ
ネ
ル

展
示
や
ク
イ
ズ

を
実
施
す
る
な
ど
、

ご
み
減
量

・
リ
サ
イ
ク

ル
に
関
す

る
普
及
啓
発

を
行
い
ま
し
た
。

<<
関
連
：

1
-
1
-
⑶

>>
 

【
Ｒ

５
イ
ベ
ン
ト

来
場
者
数
：
2
,
4
8
7
人
】
 

  
市
民
に

よ
る

ご
み
減

量
の

取
組
を
進

め
る

た
め
、
「
ご
み

減
量
キ
ャ

ン
ペ

ー
ン
」

や
「

ご
み

減
量

実
践
事
業

」
に
お
い

て
、
食
品

ロ
ス
を
削
減

す
る
冷
蔵
庫
整
理
術
セ

ミ
ナ
ー
や
料
理

教
室
等
を

開
催

し
ま
し
た

。
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

<<
関
連
：
1
-
2
-
⑴
・
⑵
、
2
-
1
-
⑵

>>
 

⑸
 

外
国

人
に

対
す

る
普

及
啓

発
 

H
2
1
～
 

    H
2
5
～
 

 

 
ご
み
収
集
日

カ
レ
ン
ダ
ー
（
中
国

語
、
韓

国
語
、
ロ

シ
ア
語
を
併
記

）
を
ホ

ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
掲
載

し
ま

し
た
。
 

 
ご
み
収
集
日

カ
レ
ン
ダ
ー
（
英
語
、

中
国
語
、
韓
国

語
）
を

配
布
し
ま
し
た

。
 
 

 
新
ご
み
ル
ー

ル
の
導
入
に
伴
う
新
た

な
ご
み
分
別
・
排
出

ル
ー
ル
の
周

知
を
図
る
た
め
、
外

国
語
 

 
版

ご
み
分
け
ガ

イ
ド
（
英
語
、
中
国
語

、
韓
国
語
）
を
作
成
し

ま
し
た
。
 

 
無
料
ア
プ
リ
「
札
幌
市

ご
み
分
別

ア
プ
リ
」（

日
本
語
の
ほ
か
、
英
語
、
中

国
語
、
韓
国
語
に

対
応
）

の
配

信
を
開
始
し

ま
し
た
。
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R
1
 

 
外
国

語
版
ご
み
分
け

ガ
イ
ド
の

ベ
ト
ナ
ム
語
版

を
作
成
し
ま

し
た
。
 

 
 

 

 問
い

合
わ

せ
先

 
 ⑴

 
 

 
 

環
境

都
市

推
進

部
 
環

境
政

策
課

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

電
話

21
1
-2

8
7
7 

⑴
 
⑶
 
⑷

 
環

境
事

業
部
 
循

環
型

社
会

推
進

課
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

電
話

21
1
-2

9
2
8 

⑵
 
⑸

 
 
 

環
境

事
業

部
 
業

務
課

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

電
話

21
1
-2

9
1
6 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
市

民
に

対
す

る
支

援
と

普
及

啓
発

 
 

４
 

ご
み

に
つ

い
て

関
心

を
高

め
る

環
境

教
育

の
充

実
 

 

【
施

策
概

要
】
 

 
ご

み
減

量
・

リ
サ

イ
ク

ル
へ

の
理

解
と

関
心

を
高

め
、

積
極

的
な

参
加

を
促

す
た

め
、

リ
サ

イ
ク

ル
プ

ラ
ザ

・
環

境
プ

ラ
ザ

・
清

掃
工

場
な

ど
の

施
設

を
活

用
し

た
学

習
の

場
を

増
や

す
な

ど
、

あ
ら

ゆ
る

機
会

を
通

じ
た

環
境

教
育

を
効

果
的

に
進

め
ま

す
。

 

令
和

５
年

度
ま

で
に

実
施

し
た

こ
と
 

⑴
 
継

続
し

た
環

境
教

育
の

実
施

 

H
1
9
～
 

   H
1
9
～
 

   H
2
0
～
 

 
小
中

学
校
を
対
象
に

、
資
源
物
の
選

別
施
設
や
清
掃

工
場
を
は
じ

め
と
す
る
環
境

関
連
施
設

の
見

学
や
自
然

体
験
な
ど
、
環
境
教
育
に
関
す

る
校
外
学
習
を
実
施
す
る

際
に
、
バ
ス
の
貸
出
事
業
を

行
い
ま
し

た
。
 

【
Ｒ
５

バ
ス
貸
出
数
：

７
校
】

 

 
小
中

学
生
を
対
象
に
「
エ
コ
ラ
イ
フ
レ
ポ

ー
ト
」
を
配
布
し

、
夏
休

み
や
冬
休
み
中
に
エ
コ
行
動

を
実
践
し

、
ま
た
、
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
児
童
・
生
徒
一
人
一
人
の
環
境
に

対
す
る
関

心
を
高
め
る
た

め
の
啓
発

活
動
を
行
い
ま

し
た
。
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

【
Ｒ
５

に
取
り
組
ん
だ

児
童
・
生

徒
の
割
合
：
夏

休
み

8
4.
7
％
、
冬

休
み

8
5
.
7
％
】

 

 
ご
み
・
水
・
雪
な
ど
の
環
境
に
関
す
る

各
部
門
を
統
合

し
た
小
学

生
向
け
総
合
的

環
境
副
教

材
を
、

市
立
小
学

校
の
新
１
、
３
、
５
年
生
の
全

児
童
に
配
付
し
ま
し
た
。
ま
た

、
令
和
５
年
度
の
配
付

に
向
け
改

訂
を
行
い
ま
し

た
。
 

 
札
幌

市
内
の
小
学
生

を
対
象
に

、「
小
学
生

向
け
出
前
講
座
：
ご
み
の
分
け

方
・
出
し

方
」
を

実
施

し
ま
し
た

。
 

【
Ｒ

５
実
施
校
：
1
2
5
校
、
受
講
児
童

数
：
9
,
4
6
9
人
】

 

⑵
 
フ

ー
ド

リ
サ

イ
ク

ル
を

通
じ

た
環
境

教
育

 

H
1
8
～
 

   H
2
7
～
 

 
教
育
委
員

会
が
主
体

と
し

て
取
組
を

進
め
て
い
る

「
学

校
給
食

フ
ー
ド
リ
サ
イ

ク
ル
事

業
」
に
つ

い
て
、

一
般
廃
棄
物
許

可
業

者
や
リ
サ
イ
ク

ル
施
設
の
関

係
者
と

も
連
携
し
て
円

滑
な

事
業
の
実
施

を
支
援

し
て
い
き
ま
す

。
学
校
給

食
残
渣
回
収
校

は
、
市
内

の
市
立
小
中
学

校
等

2
9
5
校

と
な
り
ま

し
た
。

フ
ー
ド
リ
サ
イ

ク
ル
で
作

ら
れ
た
堆
肥
は

、
2
0
3
校
で
環
境
教

育
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

 

 
フ
ー
ド
リ

サ
イ
ク
ル

を
題

材
と
し
た

指
導
教
材
（

Ｄ
Ｖ

Ｄ
・
ポ

ス
タ
ー
・
プ
ラ

カ
ー
ド

）
を
全
市

立
小
中

学
校
及
び
特
別

支
援
学
校

に
配
付
し
ま
し

た
。
 

 

 
 

 
問

い
合

わ
せ

先
 

⑴
 

環
境

事
業

部
 
業

務
課

 
 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
電

話
2
1
1
-2

9
16

 

⑴
 

環
境

都
市

推
進

部
 環

境
政

策
課
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
電

話
2
1
1
-2

8
77

 

⑵
 

環
境

事
業

部
 
事

業
廃

棄
物

課
 

 
 
  
 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
電

話
2
1
1
-2

9
27

 

⑵
 

環
境

事
業

部
 
循

環
型

社
会

推
進

課
 

 
 

 
 

 
  
 
 
 
  
 
 
 
  

 
 
 

 
電

話
2
1
1
-2

9
28

 

 

施
策

４
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持
続

可
能

な
収

集
・
処

理
体

制
の

確
立

 
 

１
 

資
源

循
環

処
理

体
制

の
確

立
 

 
【
施

策
概

要
】
 

 
ご

み
焼

却
時

の
熱

利
用

や
焼

却
灰

リ
サ

イ
ク

ル
等

、
廃

棄
物

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

を
積

極
的

に
進

め
る

た
め

の
体

制
を

整
備

し
ま

す
。

 

 
令

和
５

年
度

ま
で

に
実

施
し

た
こ

と
 

⑴
 
廃

棄
物

処
理

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

有
効
利

用
 

S
6
1
～
 

 

 
ご
み
の
焼
却
時

に
発
生
す
る

熱
を
利
用
し
て

、
外
部
へ
の
熱
供
給
と
発

電
を
行
っ
て
い
ま
す
。
発

電

し
た

電
気
は
工
場
の

運
転
に
使

用
す
る
と
と
も

に
、
余

剰
電
力
を
電

力
会
社
に
売
却

し
て
い
ま

す
。 

 
今

後
の

ご
み

処
理

体
制

の
構

築
に

あ
た

り
、

ご
み

焼
却

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

よ
り

効
率

的
な

回
収

や
有

効
利

用
が
可
能
と
な

る
よ
う
調

査
・
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

 
⑵

 
焼

却
灰

リ
サ

イ
ク

ル
の

推
進

 

H
2
0
～
 

 埋
立
処
分
量
の
減

量
、
資
源
の

有
効
利
用
を
図

る
た
め
、
清
掃
工
場
の
焼

却
灰
を
セ
メ
ン
ト
原
料

 
と

し
て
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
試
験
を
実
施
し
、
輸
送
・
セ
メ
ン
ト
製
造
に

問
題
の
な
い
こ

と
を
確
認
し

ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
平
成

2
5
年
度
か

ら
本
格
事
業
化

し
、
リ
サ
イ
ク
ル

量
を
順
次
拡
大
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

 
【
Ｒ
５
焼
却

灰
リ
サ
イ
ク
ル
量
：
1
7
,
5
2
5
ｔ
】
 

⑶
 
計

画
的

な
処

理
施

設
の

整
備

等
の
検

討
 

 H
2
1
～
 

  H
2
2
～
 

１
 

清
掃
工
場
 

  
新

ご
み

ル
ー
ル

開
始
以

降
、
焼
却
ご

み
が

大
幅
に
減

量
し
た
こ
と

に
伴
い

、
篠

路
清

掃
工

場
以
外

の
３
か
所
の
工
場

で
焼
却
処
理
が
可
能
で
あ

る
と
判
断
し
、
平
成

2
3
年
３
月
末

を
も
っ
て
篠

路

清
掃
工
場
を
廃
止

し
ま
し
た
。
 

  
市

内
３

か
所
の

清
掃
工

場
に
よ
る
焼

却
ご

み
の
安
定

的
な
処
理
の

た
め
、

長
期

的
な

計
画

に
よ
り

設
備
の
整
備
等
を

実
施
し
、
延
命
化
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
 

  
ま
た
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
有
効
利
用
の
た
め

、
白
石

清
掃
工
場

の
発
電
能
力
を

維
持
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、

平
成

2
7
年
度
か

ら
の
４
か

年
で
整
備
を
行

い
ま
し
た

。
 

 H
2
1
～
 

 R
4
～
 

２
 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

選
別
セ
ン
タ

ー
 

 
「
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
」
の
安
定
的

な
処
理
、
選
別
能
力

向
上
等
を
目
的

に
、
機
械
設
備
の

更

新
、
整
備
を

実
施
し
ま
し
た
。
 

 
施
設
の
老
朽
化

状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
中
長
期
的
視
点
で
維
持
管
理

計
画
を
見
直
し
、
施
設
整

備

を
進
め
て
い

ま
す
。
 

⑷
 
駒

岡
清

掃
工

場
の

更
新

計
画

 

H
2
5
～
 

  H
2
6
～
 

H
2
7
～
 

  H
2
8
～
 

    H
2
9
～
 

  
駒
岡
清
掃

工
場
の
更
新
に

つ
い
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
拠

点
と
し
て
の
役

割
を
強
化
す
る

た
め
、

よ
り

効
率

的
な

エ
ネ
ル

ギ
ー

回
収

を
目
指

し
、

高
効

率
発

電
や

熱
利

用
等

を
推

進
す

る
こ

と
を

基
本
と
し
た
更
新

計
画
及
び
環
境
影
響
評
価

手
続
き
等
を
開
始
し
ま
し
た

。
 

  
駒

岡
清
掃
工
場
の

更
新
に
つ

い
て
、
地
域
に

向
け
た
説
明
会
を
２
回
実

施
し
ま
し
た
。
 

  
基

本
構
想
の
策
定

に
向
け
、

検
討
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
 

  
環

境
影

響
評
価

手
続
き

と
し
て
、
計

画
段

階
環
境
配

慮
書
を
縦
覧

し
、
札

幌
市

環
境

影
響

評
価
審

議
会
の
答
申
及
び

市
長
意
見
を
受
け
、
配
慮

書
手
続
き
を
完
了
し
ま
し
た

。
 

  
基

本
構
想
を
策
定

し
ま
し
た

。
 

  
環

境
影

響
評
価

方
法
書

を
縦
覧
し
、

札
幌
市

環
境
影

響
評
価
審
議

会
の
答

申
及

び
市

長
意

見
を
受

け
、
方
法

書
手
続
き
を
完

了
し
ま
し

た
。
ま
た
、
準
備
書
の
作
成

に
向
け
て
、
現
地
調
査
（
秋

冬
）

を
実
施
し
ま
し
た

。
 

  
Ｐ

Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ

導
入
可
能

性
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
 

  
基

本
計
画
（
案
）

を
取
り
ま

と
め
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
 

施
策

５
 

  

  H
3
0
～
 

    R
1
～
 

    R
2
～
 

  R
3
～
 

R
4
～
 

  
環

境
影
響
評
価
準

備
書
の
作

成
に
向
け
て
、

現
地
調
査
（
春
夏
）
を
実

施
し
ま
し
た
。
 

  
建

設
予
定
地
の
地

質
調
査
及

び
敷
地
造
成
基

本
設
計
を
実
施
し
ま
し
た

。
 

  
基

本
計
画
を
策
定

し
ま
し
た

。
 

  
実

施
方
針
を
公
表

し
ま
し
た

。
 

  
環

境
影

響
評
価

準
備
書

を
縦
覧
し
、

札
幌

市
環
境
影

響
評
価
審
議

会
の
答

申
及

び
市

長
意

見
を
受

け
、
準
備
書
手
続

き
を
完
了
し
ま
し
た
。
ま

た
、
評
価
書
の
作
成
を
実
施

し
ま
し
た
。
 

  
建

設
予
定
地
の
敷

地
造
成
工

事
実
施
設
計
を

実
施
し
ま
し
た
。
 

  
特

定
事
業
の
選
定

を
実
施
し

ま
し
た
（
Ｄ
Ｂ

Ｏ
方
式
に
て
実
施
）
。
 

  
入

札
公
告
及
び
入

札
説
明
書

の
公
表
を
実
施

し
ま
し
た
（
総
合
評
価
一

般
競
争
入
札
方
式
）
。
 

  
落

札
者
の
決
定
及

び
公
表
を

実
施
し
ま
し
た

。
 

  
審

査
講
評
の
公
表

を
実
施
し

ま
し
た
。
 

  
建

設
予
定
地
の
敷

地
造
成
工

事
（
樹
木
伐
採

、
雨
水
調
整
池
の
整
備
）

を
実
施
し
ま
し
た
。
 

  
引

き
続
き
敷
地
造

成
工
事
（

整
地
、
法
面
の

整
備
）
を
実
施
し
ま
し
た

（
敷
地
造
成
完
了
）
。
 

  
特

定
事
業
契
約
を

締
結
し
ま

し
た
。
 

  
環

境
影
響
評
価
事

後
調
査
（

工
事
中
）
を
実

施
し
ま
し
た
。
 

  
建

設
工
事
（
建
築

土
木
工
事

）
が
着
工
し
ま

し
た
。
 

  
建

設
工
事
（
プ
ラ

ン
ト
工
事

）
が
着
工
し
ま

し
た
。
 

 
 

 
問

い
合

わ
せ

先
 

⑴
 
⑵
 
⑶

 ⑷
 
 
環

境
事

業
部

 
施

設
管

理
課

 
 

  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 電

話
2
1
1
-2

9
22

 

 
 

 

303030



  

持
続

可
能

な
収

集
・
処

理
体

制
の

確
立

 
 

２
 

埋
立

地
の

容
量

確
保

 
 

【
施

策
概

要
】
 

 
長

期
的

に
安

定
し

た
ご

み
処

理
体

制
を

維
持

す
る

た
め

、
埋

め
立

て
処

分
量

を
可

能
な

限
り

削
減

す
る

と
と

も
に

、

計
画

的
な

用
地

取
得

や
造

成
な

ど
に

よ
り

、
埋

立
容

量
を

確
保

し
ま

す
。

 

 
令

和
５

年
度

ま
で

に
実

施
し

た
こ

と
 

⑴
 
埋

立
地

の
容

量
確

保
 

S
5
9
～
 

 

  
平
成

2
7
年
度
に
山
本
東

地
区
Ｅ
ブ
ロ
ッ

ク
の
貯
留
施
設
造
成
が
終

了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東

米
里

西
地
区
の
造

成
に
向
け
た
基
盤
整
備
（
載

荷
盛
土
）
を
平
成

2
4
年

度
か
ら
継
続
し

て
進
め
て
い

ま

す
。
 

【
Ｒ
５
決
算
額
：

7
,
1
9
7
万
円
】

 

  
既
存
の
埋
立

区
画
に
つ
い
て
は
、
ご
み
埋

立
の
進
ち
ょ
く
に
合
わ
せ

た
え
ん
堤
の
か
さ
上
げ
や
適

正

な
維
持
管
理

を
行
う
た
め
の
排
水
処
理

施
設
の
整
備
な

ど
を
実
施
し

ま
し
た
。
 

【
Ｒ
５
決
算
額
：

6
,
8
1
5
万
円
】

 

  
将
来
に
わ
た

り
廃
棄
物
の
適
正
処
理
を

維
持
し
て
い
く
た
め
、
埋
立

用
地
の
確
保
に
向
け
た
検
討

を

進
め
て
き
ま

し
た
。
 

 

 
 
問

い
合

わ
せ

先
 

⑴
 

環
境

事
業

部
 
施

設
管

理
課

 
 

 
 

  
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
電

話
2
1
1
-2

9
22

 

 
 

 
備

考
 

⑴
 
札

幌
市
の

ご
み

埋
立
地

の
構

造
 

 

     
 

Ｐ

土
え
ん
堤

 

シ
ー
ト
下
部
湧
水
排
水
管

 

ガ
ス
抜
き

 

侵
入
防
止
柵

 
浸
出
水
処
理
施
設
へ

 

地
下
水
観
測
井
戸

 
保
護
砂

 ご
み

 

覆
土

 

遮
水
工
（
２
重
）

 

飛
散
防
止
柵

 

施
策

５
 

  

持
続

可
能

な
収

集
・
処

理
体

制
の

確
立

 
 

３
 

未
利

用
資

源
の

活
用

の
検

討
 

 【
施

策
概

要
】
 

 
今

ま
で

ご
み

と
し

て
扱

っ
て

い
た

も
の

を
資

源
と

し
て

活
用

で
き

な
い

か
、

検
討

を
行

い
ま

す
。

 

 

 
令

和
５

年
度

ま
で
に

実
施

し
た

こ
と
 

⑴
 
廃

棄
物

の
資

源
化

等
に

向
け

た
調
査

・
研

究
 

H
2
9
～
 

 

 
従

来
リ

サ
イ

ク
ル

が
難

し
か

っ
た

廃
棄

物
の

再
資

源
化

等
の

技
術
開

発
に

つ
い

て
、

情
報

収
集

を

行
っ
て

い
ま
す
。
 

⑵
 
廃

棄
物

系
バ

イ
オ

マ
ス

な
ど

の
再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

し
て

の
活

用
の

検
討

 

H
2
5
～
2
9
 

H
2
9
～
 

 
民
間
企
業
や
大

学
と
連
携
し

て
バ
イ
オ
コ
ー

ク
ス
の
試
験
製
造
を
実
施

し
ま
し
た
。
 

 
バ

イ
オ

マ
ス

由
来

材
料

を
利

用
し

た
鋳

鉄
製

造
に

お
い

て
、

バ
イ
オ

マ
ス

由
来

材
料

の
添

加
量

や

添
加
条
件
を

研
究
し
、
実
際
に
利
用
す

る
際
の
課
題
、

対
策
の
検

討
等
を
行
い
ま

し
た
。
 

⑶
 
民

間
リ

サ
イ

ク
ル

ル
ー

ト
等

の
更
な

る
活

用
に

向
け

た
調

査
研

究
 

H
2
9
～
 

 

 
廃

棄
物

系
バ
イ

オ
マ

ス
を
暖

房
エ

ネ
ル
ギ

ー
等

と
し

て
の

活
用

に
関

す
る

技
術

開
発
に

つ
い

て
、

情
報
収

集
を
行
っ
て
い

ま
す
。

 
 

 
 
問

い
合

わ
せ

先
 

⑴
 
⑵
 
⑶

 
 
環

境
事

業
部

 
循

環
型

社
会

推
進

課
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
電

話
21

1-
2
9
12

 

 
 

 

施
策

５
 

313131



  

持
続

可
能

な
収

集
・
処

理
体

制
の

確
立

 
 
 

 ４
 

収
集

・
処

理
に

お
け

る
環

境
へ

の
配

慮
 

 
【
施

策
概

要
】
 

 
ご

み
収

集
車

両
か

ら
の

排
出

ガ
ス

の
削

減
や

、
ご

み
焼

却
時

に
発

生
す

る
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
の

抑
制

な
ど

、
環

境
に

配
慮

し
た

収
集

・
処

理
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

 

 
令

和
５

年
度

ま
で

に
実

施
し

た
こ

と
 

⑴
 
ご

み
収

集
作

業
に

お
け

る
環

境
負
荷

の
低

減
 

H
1
2
～
2
0
 

  H
1
9
～
3
0
 

    H
2
4
～
 

 ご
み
収

集
車
に
、
低
公

害
車
で
あ

る
天
然
ガ
ス
車

の
導
入
を

順
次
進
め
て
き

ま
し
た
。
 

Ｒ
１
天
然
ガ
ス
ご

み
収
集
車
：

１
台
 
 

※
Ｒ
１
年
度
末

で
使
用
を
廃
止
 
 

 
デ
ィ
ー
ゼ

ル
エ
ン
ジ
ン
を

搭
載
し
た
ご

み
収
集
車
な
ど

の
車
両
に

つ
い
て
は
、
環

境
負
荷
の

少
な

い
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ

）
の
使
用
を
進

め
て
き
ま

し
た
。
 

【
Ｈ
3
0
 
Ｂ
Ｄ
Ｆ
使
用
ご

み
収
集
車

:
８
台
（
全
て
市

有
車
、
ス

ケ
ル
ト
ン
展
示

車
両
２
台
含
む
）
】
 

 
 
 
 
 
※
Ｈ

3
0
年
度

末
で
使
用

を
廃
止
 

 

 
ご
み
収
集

車
な
ど
の
車
両

に
は
、
燃
費

も
良
く
、
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量

の
少
な
い
「
ク

リ
ー
ン
デ

ィ
ー

ゼ
ル
車
」

等
の
「
次
世
代

自
動
車
」
を

導
入
す
る
こ
と

に
努
め
て

い
ま
す
。
 

【
Ｒ
５
次
世
代

自
動
車
（
ご
み
収
集
車
等

）
：
7
3
台

 
 

Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
（
美
化

パ
ト
ロ
ー
ル

車
等
）
：
 
６

台
】
 

⑵
 
排

ガ
ス

等
の

排
出

基
準

の
順

守
 

H
1
1
～
 

 
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
対
策
特
別

措
置
法
な
ど
に

基
づ
き
、
清
掃

工
場
の
排
ガ
ス
・
焼

却
灰
・
排
出
水

中

の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
測
定
を
行
い
ま
し
た

。
 

 
ま
た
、
そ
の
他
大
気

汚
染
防
止

法
や
下
水
道
法

な
ど
の
関

係
法
令
に
基
づ

き
、
定
め
ら
れ
た
物

質
の

測
定
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

測
定
結
果
に
つ

い
て
、
環
境
白
書
や

清
掃
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

公

表
を
行
い
ま

し
た
。
 

 
施

設
の

機
能

維
持

を
図

る
た

め
の

定
期

整
備

や
改

修
工

事
の

際
は

、
作

業
員

の
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

ば
く
露
防
止

対
策
に
沿
っ
て
適
切
に
対

策
を
行
い
ま
し

た
。
 

⑶
 
埋

立
地

に
お

け
る

環
境

保
全

対
策

 

S
5
9
～
 

 

 
環
境
負
荷
低
減

の
た
め
、
埋
立
地
か
ら
の

浸
出
水
管
理
を
徹
底
す
る
と

と
も
に
、
周
縁
地
下
水
な

ど

の
観
測
を
行

い
、
適
正
な
維
持
管
理
を

行
っ
て
き
ま
し

た
。
 

 
 

 
問

い
合

わ
せ

先
 

⑴
 
 

 
環

境
事

業
部

 
業
務

課
 

 
 

 
 
 

 
 
  

 
 

 
 
  

  
 

 
 

 
 

 
電

話
2
1
1
-2

9
16

 

⑵
 
⑶

 
環

境
事

業
部

 
施
設

管
理

課
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
電

話
2
1
1
-2

9
22

 

 
 

 

施
策

５
 

  

持
続

可
能

な
収

集
・
処

理
体

制
の

確
立

 
 

５
 

不
法

投
棄

対
策

の
強

化
 

 
【
施

策
概

要
】
 

 
監

視
体

制
の

強
化

や
違

反
者

に
対

す
る

厳
し

い
指

導
な

ど
に

よ
り

、
不

法
投

棄
の

未
然

防
止

に
努

め
ま

す
。

 

 
 

令
和

５
年

度
ま

で
に

実
施

し
た

こ
と

 

⑴
 
不

法
投

棄
の

監
視

 

H
6
～
 

    H
1
3
～
 

  H
1
4
～
 

  

 
北

海
道

廃
棄

物
不

法
処

理
対

策
戦

略
会

議
、

石
狩

地
域

廃
棄

物
不

法
処

理
対

策
戦

略
会

議
及

び
環

境
犯

罪
対
策
推
進
連

絡
会
議

に
参
加
し
、

北
海
道
・
警
察

・
周
辺
自
治
体
な

ど
の
関
係

機
関
と
連

携
を

図
っ
て
い
ま
す

。
 

 
悪
質
・
巧
妙
化

す
る
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

の
防
止
の
た
め
、
容
易
に

立
ち
入
り
が
で
き
な
い
場
所

を

中
心

と
し
た
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に

よ
る
上
空
か
ら

の
監
視
を
実

施
し
て
い
ま
す

。
 

 
不
法
投
棄
多
発

地
帯
に
は
、
監
視
体
制
の

強
化
や
不
法
投
棄
の
抑
止
を

狙
い
、
啓
発
用
の
ぼ
り
旗

等

に
加

え
、
監
視
カ
メ

ラ
の
設
置

を
行
っ
て
い
ま

す
。

 
【
Ｒ
５
監
視
カ
メ

ラ
設
置
台
数
：
1
8
台
】

 
 

専
任

指
導

員
に
よ

る
日

常
の

パ
ト

ロ
ー

ル
に

加
え

、
警

備
会

社
に

委
託

し
て

休
日

も
含

め
た

夜
間

の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
い

ま
す
。

 
【
Ｒ
５
不
法
投

棄
発
見
件
数
：
 
5
6
5
件
】

 
⑵

 
市

民
・

事
業

者
と

連
携

し
た

不
法
投

棄
対

策
 

H
1
7
～
 

  H
2
2
～
 

 
「
不
法

投
棄
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
監
視
員

制
度
」
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
、
市
民
と

協
働
し
て

、
不
法

投

棄
の
被
害
拡

大
の
防
止
及
び
不
法
投
棄

さ
れ
な
い
環
境

づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す

。
 

【
Ｒ
５
不
法

投
棄
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
監
視

員
：
3
1
2
人
】

 

 
不

法
投

棄
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
監

視
員

制
度

に
加

え
、

事
業

者
の

協
力

を
得

て
不

法
投

棄
を

監
視

す
る

協
定
の
締
結

を
行
い
、
不
法
投
棄
さ
れ

な
い
環
境
づ
く

り
を
強
化

し
て
い
ま
す
。
 

【
不

法
投
棄
監
視
協

定
締
結
事

業
者
数
：
８
事

業
者
】

 

 
 

 
問

い
合

わ
せ

先
 

⑴
 
⑵

 
環

境
事

業
部

 
事
業

廃
棄

物
課

 
 
 

 
  

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
電

話
2
1
1
-
29

27
 

 
        

 

施
策

５
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清
掃

事
業

の
最

適
化

と
安

全
・
安

心
な

体
制

の
構

築
 

 

１
 

収
集

・
処

理
業

務
の

最
適

化
 

 【
施

策
概

要
】
 

 
収

集
業

務
や

清
掃

工
場

・
埋

立
地

な
ど

の
処

理
業

務
の

民
間

委
託

拡
大

な
ど

に
よ

り
、

最
適

化
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

 

 

令
和

５
年

度
ま

で
に

実
施

し
た

こ
と

 

⑴
 
効

率
的

な
収

集
業

務
の

推
進

 

 H
2
3
～
2
4
 

H
2
4
 

 H
2
5
 

  H
2
6
～
2
9
 

H
3
0
 

１
 

清
掃
事
務
所
 

 
清
掃
事
務
所
の

業
務
執
行
体

制
を
見
直
し
、

職
員
数
の
削
減
を
行
い
ま

し
た
。
 

 
ご
み
収
集
車
の

整
備
業
務
を

民
間
へ
委
託
し

、
職
員
数
の
削
減
を
行
い

ま
し
た
。
 

 
公
用
車
運
転
業

務
を
見
直
し

、
職
員
数
の
削

減
を
行
い
ま
し
た
。
 

 
「
さ

わ
や
か
収
集
」
の
対

象
要
件
の

緩
和
に
よ
り
、
大
幅
な
利
用
者

数
の
増
加
が
見

込
ま
れ
た
こ

と

か
ら
、
清
掃
事
務
所
業

務
の
一
部

委
託
な
ど
を
行

い
、
こ
れ
ま
で
と
同

じ
人
員
で
業
務
の
増
大
に
対

応

す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
 

 
清
掃
事
務
所
の

業
務
執
行
体

制
を
見
直
し
、

職
員
数
の
削
減
を
行
い
ま

し
た
。
 

 
豊
平
清
掃
事
務

所
を
南
清
掃

事
務
所
と
統
合
（
豊

平
・
南
清
掃
事
務
所

）
し

、
職
員
数
の
削
減
を

行

い
ま
し
た
。

 

 H
2
4
 

H
2
5
～
2
6
 

 H
2
7
～
2
8
 

２
 

清
掃
工
場
 

 
清
掃
工
場
の
業

務
執
行
体
制

を
見
直
し
、
職

員
数
の
削
減
を
行
い
ま
し

た
。
 

 
ご
み
の
適
正
か

つ
安
定
的
な

処
理
体
制
を
維

持
し
な
が
ら
、
清
掃
工
場
・
埋
立
地
の

処
理
業
務
な

ど

を
効
率
化
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
検
討

を
行
い
ま
し
た

。
 

 
駒
岡
清
掃
工
場

運
転
業
務
を

民
間
へ
委
託
し

、
職
員
数
の
削
減
を
行
い

ま
し
た
。
 

⑵
 
民

間
活

力
を

活
用

し
た

施
設

整
備
手

法
の

検
討

 

H
2
2
～
 

  H
2
5
～
 

 H
2
6
～
 

 H
2
8
～
R
2
 

  R
3
～
R
5
 

 
効

率
的

に
民

間
の

能
力

を
活

用
す

る
た

め
、

従
来

単
年

度
契

約
と

し
て

い
た

、
大

型
ご

み
破

砕
施

設
・
資
源
物

選
別
施
設
な
ど
の
運
転
管

理
業
務
の
一
部

に
つ
い
て

、
2
2
年
度
よ
り
３

年
間
の
長

期
委

託
を
実
施
し

ま
し
た
。
 

 
ご

み
処

理
の

さ
ら

な
る

効
率

化
に

向
け

、
民

間
廃

棄
物

処
理

施
設

な
ど

を
活

用
し

た
ご

み
処

理
に

つ
い

て
、
情
報
収
集

等
を
行
い

ま
し
た
。
 

 
今
後
の
施
設
整

備
に
向
け
て

、
民

間
の
資
金
・
経
営
能
力
・
技
術
力
の
活
用

が
可
能
な
Ｐ

Ｆ
Ｉ
・
Ｐ

Ｐ
Ｐ
手
法
の

導
入
可
能
性
に
つ
い
て
検

討
を
開
始
し
ま

し
た
。
 

 
駒

岡
清

掃
工

場
更

新
事

業
に

お
け

る
Ｐ

Ｐ
Ｐ

／
Ｐ

Ｆ
Ｉ

の
導

入
可

能
性

に
つ

い
て

調
査

を
実

施

し
、
施
設
の

設
計
・
建
設
・
運
営
等
を
民
間

事
業
者
に
包
括
的
に
委
託

す
る
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方

式
を
導
入
す

る

方
針
を
決
定

し
ま
し
た
。
令
和
２
年
度

に
特
定
事
業
契

約
を
締
結

し
ま
し
た
。
 

 
白

石
破

砕
工

場
更

新
事

業
に

お
け

る
Ｐ

Ｐ
Ｐ

／
Ｐ

Ｆ
Ｉ

の
導

入
可

能
性

に
つ

い
て

調
査

を
実

施

し
、
施
設
の

設
計
・
建
設
・
運
営
等
を
民
間

事
業
者
に
包
括
的
に
委
託

す
る
Ｄ
Ｂ
О
方

式
を
導
入
す

る

方
針
を
決
定

し
ま
し
た
。
令
和
５
年
度

に
特
定
事
業
契

約
を
締
結

し
ま
し
た
。
 

 

 
問

い
合

わ
せ

先
 

⑴
 
 

環
境

事
業

部
 
総

務
課

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
電

話
21

1
-
2
90

6 

⑴
 

 
環

境
事

業
部
 
業

務
課

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
電

話
21

1
-
2
91

6 

⑵
 
 

環
境

事
業

部
 
循

環
型

社
会

推
進

課
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

電
話

2
11

-
2
9
12
 

⑵
 

 
環

境
事

業
部
 
施

設
管

理
課

 
 
 

 
 
  

 
 
  

 
  

  
 
  

  
 
  

  
 
  

  
 
電

話
21

1
-
2
92

2 

 

施
策

６
 

  

清
掃

事
業

の
最

適
化

と
安

全
・
安

心
な

体
制

の
構

築
 

 

２
 

ご
み

処
理

手
数

料
制

度
の

効
果

的
な

運
用

 
 

【
施

策
概

要
】
 

 
家

庭
ご

み
処

理
手

数
料

制
度

が
そ

の
目

的
を

果
た

し
て

い
る

か
引

き
続

き
検

証
す

る
と

と
も

に
、

他
市

町
村

の
状

況
等

に
つ

い
て

も
、

併
せ

て
調

査
研

究
し

て
い

き
ま

す
。

ま
た

、
事

業
ご

み
の

処
理

手
数

料
は

、
処

理
原

価
相

当
額

を
適

正
に

把
握

し
た

う
え

で
リ

サ
イ

ク
ル

へ
の

排
出

誘
導

の
観

点
も

考
慮

し
、

引
き

続
き

料
金

水
準

を
検

討
し

て
い

き
ま

す
。
 

令
和

５
年

度
ま

で
に

実
施

し
た

こ
と

 

⑴
 
家

庭
ご

み
処

理
手

数
料

 

 H
2
1
～
 

１
 

指
定
ご
み
袋
制

度
 

 
ご
み
量
な
ど
か

ら
、
家
庭
ご
み

処
理
手
数
料
制

度
が
目
的
を

果
た
し
て
い
る

か
、
ま
た
、
そ
の
効

果

に
つ
い
て
検
証
を

行
い
ま
し
た
。
 

  
本

市
の

家
庭

ご
み
処

理
手
数

料
の

徴
収

方
法
は

、
４

種
の

指
定

ご
み

袋
を

用
い

た
排
出

量
単

純
比

例
方
式
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
 

<
<
指
定
ご
み

袋
の
種
類
と
価
格
>
>
 

袋
の
大
き
さ

 
 
 
 
 
価

格
/
組
 

5
リ

ッ
ト
ル
袋
 

 
 
1
0
0
円
（
1
0
枚
１
組
）
 

1
0
リ

ッ
ト
ル
袋
 

 
 
2
0
0
円
（
1
0
枚
１
組
）
 

2
0
リ

ッ
ト
ル
袋
 

 
 
4
0
0
円
（
1
0
枚
１
組
）
 

4
0
リ

ッ
ト
ル
袋
 

 
 
4
0
0
円
（
 
5
枚
１
組
）
 

  
指
定
ご
み
袋
の

製
造
・
保
管

配
送
及
び
手
数

料
収
納
な
ど
、
制
度
の
円
滑

な
運
用
に
努
め
ま
し
た
。 

  
市
民
が
様
々
な

場
所
や
時
間

帯
で
指
定
ご
み

袋
を
購
入
で
き
る
よ
う
、

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

 
ン

ス
ス
ト

ア
な

ど
の

小
売

店
で

指
定
袋

を
扱

う
仕

組
み
を

維
持

す
る

と
と

も
に
、

十
分

な
取

扱
店
の

確
保
に
努
め
ま
し

た
。
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

【
Ｒ
５
店

舗
数
：
2
,
0
5
2
店
舗

】
 

 H
2
1
～
 

       H
2
4
～
 

２
 
減

免
制
度
 

  
子

育
て

支
援
や

介
護
支

援
な
ど
の
観

点
か

ら
、
次
の

世
帯
に
対
し

て
一
定

枚
数

の
指

定
ご

み
袋
を

無
償
交
付
し

ま
し
た
。
 

・
「
札

幌
市
在
宅
高
齢

者
等
・
重
度

障
が
い
者
（
児

）
紙
お
む

つ
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
の
受
給
者
 

・
２
歳

未
満
の
乳
幼
児

が
い
る
世

帯
 

・
生
活

保
護
世
帯
及
び

中
国
残
留

邦
人
等
支
援
給

付
世
帯
（

平
成

2
1
年
度
限

り
）
 

  
道
路
や
公

園
な
ど
公
共
の
場
所
を
、
市
民
が
自

発
的
に
清

掃
し
て
出
る
ご

み
に
つ
い
て
、
無
料

で
ご

み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
排
出
す
る
た
め
の

専
用
の
ご
み
袋
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
袋
）
を

清
掃
事
務
所

、
区
役

所
、
土
木
セ

ン
タ
ー
、
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
に
て
交

付
し
ま
し

た
。
 

  
２

歳
未
満
の
乳
幼

児
が
い
る

世
帯
に
無
償
交

付
す
る
指
定
ご
み
袋
に
つ

い
て
、
1
0
リ
ッ

ト
ル
と

2
0

リ
ッ
ト
ル
の

選
択
制
に
し
ま
し
た
。
 

 R
5
 

３
 
家

庭
ご
み
処
理
手

数
料
に
よ

る
施
策
の
展
開
 

  
令

和
５
年
度
の
手

数
料
収
入

は
、
以
下
の
事

業
に
充
当
し
ま
し
た
。
 

①
 
「
雑
が
み

」「
枝
・
葉
・
草
」
の
分
別
収

集
・
資

源
化
な
ど

、
家
庭

ご
み
有
料
化
に
併
せ
て
開
始

し

た
分
別
の
収

集
・
処
理
体
制
の
構
築
に

係
る
経
費
 

②
 
集

団
資
源
回
収
奨

励
金
や
電

動
生
ご
み
処
理

機
の
購
入
助

成
、
ご
み

減
量
実
践
事
業
の
実
施
な

ど
、

家
庭
ご
み
の

発
生
・
排
出
抑
制
や
資
源

化
促
進
に
係
る

経
費
等
 

③
 
家

庭
ご
み
の
分
別

が
進
む
こ

と
に
よ
り
増
加

す
る
「
容
器
包

装
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」
や
「
び
ん
・
缶
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
」
の
収
集
・
選
別
に
係

る
経
費
 

④
 
「
さ
っ
ぽ

ろ
ご
み
パ
ト
隊
」
に
よ
る
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ

ン
の
監
視
パ
ト

ロ
ー
ル
、
排
出
指

導
な
ど
、

ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
問
題
の
改
善
や
市

民
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
係
る

経
費
 

⑤
 
「

家
庭
ご
み
収
集

日
カ

レ
ン

ダ
ー
」
の
作
成

・
配

布
や
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
、

リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ

の
運
営
管
理

費
な
ど
、
普
及
啓
発
・
環

境
教
育
に
係
る

経
費
 

施
策

６
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⑥
 
指

定
袋
の
製
造
や

手
数
料
の

収
納
管
理
事
務

な
ど
、
家
庭

ご
み
有
料
化
制

度
に
係
る

経
費
 

⑵
 
事

業
ご

み
処

理
手

数
料

 

H
2
1
～
 

 
事

業
ご

み
は

、
排

出
事

業
者

が
自

ら
の

責
任

で
適

正
に

処
理

す
る

こ
と

が
義

務
付

け
ら

れ
て

い
る

こ
と
か
ら
、
本
市
の
ご
み
処
理
施
設
で

処
理
す
る
場
合

に
は
、
処
理
原
価
相

当
額
の
手
数
料
を
徴
収
し

て
い
ま
す
。
 

 
ご

み
処

理
に

か
か

る
経

費
や

景
気

の
動

向
な

ど
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
適

正
な

処
理

手
数

料
の

設
定

に
努
め
、
平
成

2
1
年
１
月
及
び
平
成

2
5
年

１
月
に
手
数
料
の
改
定
を

実
施
し
ま
し
た

。
 

 

 

 
問

い
合

わ
せ

先
 

⑴
 

⑵
 

環
境

事
業

部
 循

環
型

社
会

推
進

課
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
電

話
2
1
1
-2

9
12

 

 

  

 
備

考
 

⑴
 

ご
み

処
理

手
数

料
減
免

制
度

の
概

要
 

○
 
「
札
幌
市

在
宅
高
齢
者
等
・
重
度
障
が

い
者
（
児
）
紙
お
む
つ
サ

ー
ビ
ス
事
業
」

の
受
給
者

 

１
か
月
間

に
使
用

す
る
紙

お
む
つ
の
平

均
数
量

に
相

当
す

る
容

量
の

ご
み
袋

と
し
て

、
2
0
リ
ッ
ト

ル
用
指
定

ご
み
袋
１
組
（
1
0
枚
）
を
、
１
か

月
に
１
回
、
お
む
つ

サ
ー
ビ
ス
事

業
に
よ
り
紙
お

む
つ
を
配

達
す
る
際
に
あ

わ

せ
て
配
達
し

ま
す
。
 

○
 
２
歳
未
満

の
乳
幼
児
が
い
る
世
帯
 

乳
幼
児
の

月
齢
に
応
じ
て

、
２
歳
に

な
る
ま
で
の
間

に
使
用
す
る

紙
お
む
つ
の
平

均
数
量
に

相
当
す
る
枚
数

の

指
定
ご
み
袋

を
組
単
位
で
無
償
交
付
し

ま
す
。
ま
た
、

平
成

2
4
年
８
月
か
ら

無
償
交
付
す
る

指
定
ご
み
袋
の

種

類
を

1
0
リ

ッ
ト
ル
と

2
0
リ
ッ
ト
ル
の

ど
ち
ら
か
一
方

の
選
択
制

に
し
ま
し
た
。
 

乳
幼

児
の
月

齢
 

容
量

 

1
0
リ
ッ

ト
ル

 
20

リ
ッ

ト
ル

 

交
付

枚
数

 

生
後

０
か
月

 
～

 ３
か

月
未

満
 

20
0
枚

 
10
0
枚

 

生
後

３
か
月

 
～

 ６
か

月
未

満
 

18
0
枚

 
9
0
枚

 

生
後

６
か
月

 
～

 ９
か

月
未

満
 

16
0
枚

 
8
0
枚

 

生
後

９
か
月

 
～

 １
歳

未
満

 
14
0
枚

 
7
0
枚

 

生
後

１
歳
０

か
月

 ～
 １

歳
３

か
月

未
満

 
10
0
枚

 
5
0
枚

 

生
後

１
歳
３

か
月

 ～
 １

歳
６

か
月

未
満

 
80

枚
 

4
0
枚

 

生
後

１
歳
６

か
月

 ～
 １

歳
９

か
月

未
満

 
60

枚
 

3
0
枚

 

生
後

１
歳
９

か
月

 ～
 ２

歳
未

満
 

40
枚

 
2
0
枚

 

      

  

  

⑴
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

袋
 

○
 
種

類
 

1
0
リ
ッ
ト
ル
用
と

4
0
リ
ッ
ト
ル
用
の
２

種
類
（
燃
や

せ
る
ご
み

・
燃
や
せ
な
い

ご
み
共

用
）
 

○
 
対

象
と
な
る
ご
み
 

・
屋
外
の
公

共
の
用
に
供
す
る
場

所
及
び
空
き

地
（
管
理
者
な
ど
が

明
ら
か
な
も

の
を
除
く

）
を
ま
ち

美
化
を
目

的
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
清
掃
し
た
際

に
出
る
ご
み
 

・
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
散
乱
ご
み
 

・
公

園
や
道
路
の
街

路
樹
か
ら
私
有
地
に
飛

散
し
た
落
葉
な
ど
 

・
町
内
会

な
ど
街
区
公

園
管
理
業

務
委
託
で
収

集
し
た
ご
み
 

・
そ
の
他

市
長
が
認
め

る
も
の
 

○
 
交

付
対
象
 

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
う
個
人
、

町
内
会
な
ど

団
体
及
び

事
業
者
で
、

札
幌
市
内

に
住
所
が
あ

る
者
 

○
 
交

付
枚
数
 

１
回
の
申

し
込
み
で
交
付

す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
袋

の
枚
数
は

、
1
0
リ
ッ
ト
ル

用
と

4
0
リ
ッ
ト
ル
用

を
合
わ
せ

て
、
原
則
と

し
て
、
個
人

2
0
枚
ま
で

、
団
体

2
0
0
枚
ま
で
 

○
 
排

出
量
 

１
回
当
た

り
の
排
出
量
の

上
限
は

、
4
0
0
リ
ッ
ト
ル
が
目
安
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⑴
 令

和
５

年
度

決
算
 

家
庭

ご
み

処
理

手
数

料
 

約
3
3
億

円
の

使
い

み
ち
 

 

 ⑴
 令

和
５

年
度

指
定

ご
み

袋
取

扱
店

へ
の

納
品

枚
数

 

指
定
ご
み
袋

容
量
 

納
品
枚
数
 

4
0
リ
ッ

ト
ル
 

1
4
,
2
7
0
,
0
0
0
枚
 

2
0
リ
ッ

ト
ル
 

3
5
,
8
6
4
,
5
0
0
枚
 

1
0
リ
ッ

ト
ル
 

3
0
,
5
8
9
,
0
0
0
枚
 

 
5
リ
ッ

ト
ル
 

1
8
,
0
3
6
,
5
0
0
枚
 

●
新

た
な

分
別

収
集

の
開

始
と

市
民

の
取

組
の

支
援

・
「

雑
が

み
」

の
分

別
収

集
と

資
源

化

・
「

枝
・

葉
・

草
」

の
分

別
収

集
と

資
源

化

・
焼

却
灰

リ
サ

イ
ク

ル
の

実
施

・
小

型
家

電
リ

サ
イ

ク
ル

の
促

進

・
「

び
ん

・
缶

・
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
」

の
収

集
と

資
源

化
　

・
「

容
器

包
装

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

」
の

収
集

と
資

源
化

●
家

庭
ご

み
の

発
生

・
排

出
抑

制
や

資
源

化
促

進
の

た
め

の
経

費

食
品

ロ
ス

の
削

減
、

使
い

捨
て

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
使

用
削

減
等

の
促

進

●
ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
問

題
の

改
善

や
市

民
サ

ー
ビ

ス
向

上
の

た
め

の
経

費

さ
っ

ぽ
ろ

ご
み

パ
ト

隊
に

よ
る

監
視

パ
ト

ロ
ー

ル
、

排
出

指
導

の
実

施

●
普

及
啓

発
・

環
境

教
育

の
た

め
の

経
費

家
庭

ご
み

収
集

日
カ

レ
ン

ダ
ー

及
び

ご
み

分
け

ガ
イ

ド
の

作
成

・
配

布

各
種

啓
発

冊
子

の
配

布
、

啓
発

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
　

●
家

庭
ご

み
有

料
化

を
実

施
す

る
た

め
の

経
費

指
定

ご
み

袋
の

製
造

・
保

管
、

収
納

管
理

経
費

 
約

7
億

円

約
3
億

円

集
団

資
源

回
収

奨
励

金

電
動

生
ご

み
処

理
機

な
ど

の
購

入
費

助
成

地
区

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
の

運
営

管
理

蛍
光

管
拠

点
回

収
・

リ
サ

イ
ク

ル
の

促
進

約
1
億

円

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

管
理

器
材

購
入

費
・

箱
型

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

設
置

費
の

助
成

約
1
億

円
リ

サ
イ

ク
ル

プ
ラ

ザ
宮

の
沢

の
運

営
管

理

リ
ユ

ー
ス

プ
ラ

ザ
等

の
運

営
管

理

項
　

　
　

目

約
2
1
億

円

(
う

ち
約

1
6
.
7
億

円
)

新
た

な
収

集
・

処
理

体
制

を
構

築
す

る
た

め
の

経
費

(
う

ち
約

4
.
1
億

円
)

家
庭

ご
み

の
分

別
が

進
む

こ
と

に
よ

り
増

加
す

る
収

集
・

選
別

の
た

め
の

経
費

等

  

⑵
 処

理
原

価
の

算
定

 

 
 

ご
み
種
別

の
１
ト
ン
当
た
り
の
収
集

・
処
分
原
価
（
令
和
５
年

度
決
算
見
込
み

）
 

※
自

己
搬

入
は

、
清

掃
工

場
等

に
直

接
搬

入
さ

れ
る

ご
み

を
処

理
す

る
場

合
を

指
し

ま
す

。
 

 

⑶
ご

み
処

理
手

数
料

の
主
な

内
容

 

種
 
 
類
 

処
理
手

数
料
 

事
業
系
一
般

廃
棄
物
を
収
集
し
、
運

搬
し
、
及
び
処

分

す
る
と
き
。

 

2
0
リ

ッ
ト
ル
に
つ
き

1
3
0
円
。
た
だ
し
、
こ

れ
に
よ

る
こ

と
が

著
し

く
実

情
に
そ

ぐ
わ

な
い

も
の

で
規

則

で
定
め
る
も
の
は

、
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き

3
0
円
 

清
掃

工
場

に
搬

入
さ

れ
た

一
般

廃
棄

物
を

処
分

す
る

と
き
。
 

1
0
キ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
き

2
0
0
円
 

ご
み

資
源

化
工

場
に

搬
入

さ
れ

た
一

般
廃

棄
物

を
処

分
す
る
と
き

。
 

1
0
キ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
き

1
3
0
円
 

埋
立

処
理

場
に

搬
入

さ
れ

た
一

般
廃

棄
物

を
処

分
す

る
と
き
。
 

1
0
キ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
き

2
0
0
円
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清
掃

事
業

の
最

適
化

と
安

全
・
安

心
な

体
制

の
構

築
 

 

３
 

大
規

模
災

害
に

備
え

た
取

組
 

 

【
施

策
概

要
】
 

 
大

地
震

等
の

災
害

に
備

え
、

災
害

時
の

ご
み

処
理

体
制

や
震

災
が

れ
き

の
処

理
方

法
、

防
災

訓
練

等
に

つ
い

て
見

直
し

・
検

討
を

行
い

ま
す

。
 

 

令
和

５
年

度
ま

で
に

実
施

し
た

こ
と

 

⑴
 
災

害
廃

棄
物

処
理

計
画

の
策

定
 

H
2
4
 

 H
2
5
 

      H
2
7
 

H
3
0
 

   R
1
 

 
「

札
幌

市
で

大
規

模
な

震
災

が
発

生
し

た
場

合
に

備
え

る
震

災
廃

棄
物

等
処

理
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
業
務
」

を
行
い
、
被
災

時
の
が
れ
き

等
処
理
体
制
に

つ
い
て
検

討
し
ま
し
た
。
 

 
札
幌
市
及
び
周

辺
自
治
体
で
「
札

幌
圏
震
災
等
廃

棄
物
処
理

に
係
る
相
互
支

援
協
定
」
を
締
結

し
、

大
規
模
震

災
等
の
発
生
時

に
お
け
る
相

互
協
力
体
制
を

構
築
し
ま

し
た
。
 

 
公
益
社
団
法
人

北
海
道
産
業

廃
棄
物
協
会
（
現
：
公

益
社
団
法

人
北
海
道
産
業
資

源
循
環
協

会
）
と

「
震

災
等

廃
棄

物
処
理

の
支
援

に
関
す

る
協

定
」
を

締
結
し

、
大
規

模
災

害
時
に

市
内
外

の
民

間

産
業
廃
棄

物
処
理
業
者
の

協
力
を
得
る

体
制
を
構
築
し

ま
し
た
。

 

 
大
規
模
災
害
時

に
お
け
る
対

応
力
の
向
上

を
図
る
た
め
、
災
害
時
に

想
定
さ
れ
る
業
務
に
つ
い

て
、

優
先
度
に

応
じ
た
業
務
の

分
類
・
整
理

を
行
い
ま
し
た

。
 

 
具
体
的
な
災
害

を
想
定
し
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
 

 
災
害
廃
棄
物
を

適
正
か
つ
円

滑
・
迅
速
に
処
理

す
る
た
め
の

災
害
応
急
対
策

、
復

旧
・
復
興
対
策

等

対
応
等
に

必
要
な
事
項
を

取
り
ま
と
め

た
「
札
幌
市
災

害
廃
棄
物

処
理
計
画
」
を
策

定
し
ま
し

た
。 

 
災
害
廃
棄
物
の

出
し
方
や
、
日

頃
か
ら
の
備
え

な
ど
に
つ
い

て
、
分
か
り
や
す
く

ま
と
め
た
「
も

し

も
の
時
の

災
害
廃
棄
物
処

理
の
手
引
き

」
を
作
成
し
ま

し
た
。
 

 
家

庭
ご

み
収

集
を

委
託

し
て

い
る

８
社

及
び

札
幌

環
境

維
持

管
理

協
会

と
「

災
害

時
に

お
け

る
家

庭
系

一
般

廃
棄

物
等
の

収
集
運

搬
に
関

す
る

協
定
」

を
締
結

し
、
大

規
模

災
害
が

発
生
し

た
場

合

に
お
け
る

協
力
体
制
を
構

築
し
ま
し
た

。
 

 

 

 
問

い
合

わ
せ

先
 

⑴
 

環
境

事
業

部
 
循

環
型

社
会

推
進

課
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
電

話
2
1
1
-2

9
12

 

⑴
 

環
境

事
業

部
 
総

務
課

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
電

話
2
1
1
-2

9
06

 

⑴
 

環
境

事
業

部
 
事

業
廃

棄
物

課
 

 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 電

話
2
1
1
-2

9
27

 

⑴
 

環
境

事
業

部
 
業

務
課

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
電

話
2
1
1
-2

9
16

 

 

  
 

施
策

６
 

  

清
掃

事
業

の
最

適
化

と
安

全
・
安

心
な

体
制

の
構

築
 

 

４
 

広
域

処
理

の
検

討
 

 

【
施

策
概

要
】
 

 
ご

み
処

理
に

お
け

る
広

域
的

な
協

力
体

制
の

あ
り

方
に

つ
い

て
、

他
市

町
村

と
十

分
に

協
議

を
深

め
て

い
き

ま
す

。 

 

令
和

５
年

度
ま

で
に

実
施

し
た

こ
と

 

⑴
 
他

自
治

体
と

の
広

域
的

な
ご

み
処
理

に
関

す
る

検
討

 

H
2
5
～
 

 H
2
8
～
 

 
他

自
治

体
と

協
力

し
、

焼
却

灰
を

セ
メ

ン
ト

工
場

で
原

料
の

一
部

に
利

用
す

る
焼

却
灰

リ
サ

イ
ク

ル
を
開
始
し
ま
し

た
。
 

 
他
自
治
体
か
ら

の
し
尿
受
入

れ
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
、
平
成

2
8
年

1
0
月
よ

り
受
入
れ

を
開

始
し
ま
し
た
。
 

 
本

市
の

ご
み

処
理

の
状

況
や

社
会

情
勢

の
変

化
を

把
握

し
な

が
ら

、
関

係
市

町
村

等
と

情
報

交
換

を
行
っ
て
い
ま
す

。
 

 

 

 
問

い
合

わ
せ

先
 

⑴
 

環
境

事
業

部
 
循

環
型

社
会

推
進

課
 

 
 

 
 

 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
電

話
21

1
-
2
91

2 

 

                     

施
策

６
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取組指標 
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１
．

２
R

を
推

進
す

る
た

め
の

し
く

み
づ

く
り

 

 

施
策

項
目
 

取
組

指
標

 
単
位
 

H
3
0
 

R
1
 

R
2
 

R
3
 

R
4
 

R
5
 

１
－

１
－

⑵
 

マ
イ

バ
ッ

グ
等

持
参

率
 

％
 

8
5 

8
6 

8
7 

8
6 

85
 

8
4 

レ
ジ

袋
削

減
量

（
枚

数
）

 
万

枚
 

1
1
,
26

4 
1
1,

3
89
 

1
1
,
5
31
 

1
1
,
3
12
 

1
1
,2

19
 

10
,
6
12
 

１
－

１
－

⑶
 

ス
リ

ム
ネ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ラ

ム
参

加
者

数
 

人
 

2
0
0 

中
止

※
 

3
7
※

 
2
5
※

 
4
4
※

 
4
7 

１
－

２
－

⑴
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

配
布

数
（

食
ロ

ス
）

 
枚

 
5
8
,
76

8 
9
4,

7
40
 

1
5
9,
7
2
3 

1
9
,
4
38
 

1
5
,5

20
 

12
,
1
06
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

配
布

数
（

消
費

期
限

等
）

 
枚

 
4
5
,
63

2 
9
4,

7
40
 

1
5
9,

72
3 

1
6
,
9
72
 

1
4
,8

60
 

11
,
9
03
 

１
－

２
－

⑵
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

配
布

数
（

生
ご

み
水

切
り

）
 

枚
 

6
,
5
6
8 

6
0,

5
65
 

4
4
,
9
14
 

1
6
,
9
72
 

1
4
,8

60
 

11
,
9
03
 

１
－

３
－

⑴
 

来
館

者
数

（
リ

サ
イ

ク
ル

プ
ラ

ザ
）

 
人
 

6
1
,
44

0 
6
8,

5
17
 

3
5,

1
45

※
 

14
,3

47
※
 

7
5
,9

68
 

74
,
7
16
 

来
館

者
数

（
リ

ユ
ー

ス
プ

ラ
ザ

）
 

人
 

3
7
,
04

9 
3
7,

3
20
 

3
6,

0
31

※
 

29
,5

99
※
 

3
8
,9

21
 

49
,
2
54
 

家
具

・
自

転
車

の
提

供
個

数
（

リ
サ

イ
ク

ル
プ

ラ
ザ

）
 

点
 

8
2
7 

83
8 

73
7
※

 
4
3
7
※

 
8
48

 
8
5
3 

家
具

・
自

転
車

の
提

供
個

数
（

リ
ユ

ー
ス

プ
ラ

ザ
）

 
点

 
2
,
4
9
3 

2
,
49

5 
3
,
23
0
※
 

2
,
08
0
※
 

2
,
9
15

 
2
,5

6
7 

１
－

３
－

⑵
 

古
着

回
収

量
 

㌧
 

1
5
3
.5

8 
1
68

.
68
 

3
1
.4
5
※
 

1
8
.0
8
※
 

8
0
.
26

 
8
3.

4
4 

 
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
る

（
フ

ォ
ー

ラ
ム

開
催

回
数

の
減

、
リ

サ
イ

ク
ル

プ
ラ

ザ
等

の
長

期
閉

館
な

ど
）

 

2
．

分
別

・
リ

サ
イ

ク
ル

の
取

組
促

進
 

 

施
策

項
目
 

取
組

指
標

 
単
位

 
H
3
0
 

R
1
 

R
2
 

R
3
 

R
4
 

R
5
 

２
－

２
－

⑴
 

集
団

資
源

回
収

地
域

コ
ー

デ

ィ
ネ

ー
ト

声
か

け
数

 
件

 
7
7 

1
8
2 

 
 

23
5
 

2
57

 
2
6
7 

2
6
7 

集
団

資
源

回
収

地
域

コ
ー

デ

ィ
ネ

ー
ト

実
施

団
体

数
 

団
体

 
2
7 

9
 

 
 

1
7
 

12
 

1
 

1
 

２
－

２
－

⑶
 

小
型

家
電

回
収

量
（

民
間

回

収
分

含
む

）
 

㌧
 

1
,
1
1
2.

8 
1
3
0
4
.7
 

1
,4

5
6.

6 
1
3
71

.6
 

1
,
4
1
4.

0 
1
,2

4
6.

7 

２
－

３
－

⑴
 

電
動

生
ご

み
処

理
機

購
入

助

成
数

 
台

 
2
0
8 

3
1
1 

 
 

30
5
 

3
61

 
3
5
7 

3
2
3 

生
ご

み
堆

肥
化

器
材

購
入

助

成
数

 
個

 
2
9
1 

3
1
6 

 
48

2
 

4
61

 
5
2
3 

5
0
2 

生
ご

み
堆

肥
化

セ
ミ

ナ
ー

受

講
数

 
人

 
1
,
4
7
7 

1,
5
8
1 

 
78

2
※

 
4
9
1
※

 
7
2
4
※

 
7
2
9 

※
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ

る
（
セ
ミ
ナ
ー
開
催
回
数

の
減
、
参
加
者
の
人
数
抑
制

な
ど
）
 

３
．

事
業

ご
み

の
減

量
・

リ
サ

イ
ク

ル
の

推
進

 

施
策

項
目
 

取
組

指
標
 

単
位
 

H
3
0
 

R
1
 

R
2
 

R
3
 

R
4
 

R
5
 

３
－

１
－

⑴
 

３
－

１
－

⑵
 

３
－

２
－

⑴
 

減
量

計
画

書
・
処

理
実

績
報

告
書

 

提
出

率
 

％
 

9
9
.
6 

9
8
.
6 

 
9
8
.
4 

96
.
1 

9
8
.
5 

98
.
6 

３
－

１
－

⑵
 

回
収

ボ
ッ

ク
ス

１
基

あ
た

り
の

古
紙

リ
サ

イ
ク

ル
量

 
k
g 

2
,
3
0
2 

2
,
2
4
1 

1,
1
1
9 

1
,5

9
1 

1,
9
0
0 

1
,6

6
6 

３
－

１
－

⑶
 

 
 

 
 

啓
発

件
数

（
動

画
放

映
件

数
）

 
件

 
6
 

6
 

 
 

 
3
 

-
 

3
 

4
 

    

  

４
．

市
民

に
対

す
る

支
援

と
普

及
啓

発
 

 

施
策

項
目
 

取
組

指
標
 

単
位
 

H
3
0
 

R
1
 

R
2
 

R
3
 

R
4
 

R
5
 

４
－

１
－

⑴
 

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

パ
ト

ロ
ー

ル
数

 
千

件
 

2
,
6
1
8 

2
,
8
9
0 

 
3,

2
6
8 

3
,1

4
4 

2,
9
0
7 

2
,8

1
4 

個
別

指
導

件
数

 
件

 
4
,
7
4
0 

3
,
4
3
1 

 
2,

4
9
2 

2
,0

0
2 

2,
4
6
8 

2
,3

7
3 

早
朝

啓
発

件
数

 
件

 
4
5
2 

2
7
9 

 
3
5
※

 
22

※
 

4
4
※

 
65

※
 

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

管
理

器
材

等
助

成
件

数
 

件
 

5
.
0
4
1 

4
,
2
1
7 

5,
1
9
1 

3
,8

8
2 

3,
6
1
3 

2
,3

0
5 

４
－

１
－

⑷
 

専
用

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

設
置

数
 

件
 

2
7
,
9
50
 

2
9
,
0
72
 

3
0
,
0
71
 

30
,
8
07
 

3
1
,
5
28
 

32
,
1
10
 

４
－

１
－

⑸
 

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

設
置

数
 

件
 

5
3
,
0
18
 

5
4
,
3
56
 

5
5
,
7
37
 

56
,
7
67
 

5
7
,
6
74
 

58
,
3
70
 

４
－

２
－

⑴
 

ク
リ

ー
ン

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

開
催

回
数

 
件

 
2
4
8 

2
5
1 

 
8
0
※

 
85

※
 

13
4
※

 
2
0
0 

４
－

３
－

⑵
 

転
入

者
向

け
家

庭
ご

み
相

談
窓

口
で

の
相

談
件

数
（

例
年

３
月

末

実
施

）
 

件
 

6
9
3 

中
止

※
 

中
止

※
 

中
止

※
 

中
止

※
 

中
止

※
 

上
記

の
う

ち
、
転

入
者

の
相

談
件

数
 

件
 

2
9
5 

中
止

※
 

中
止

※
 

中
止

※
 

中
止

※
 

中
止

※
 

４
－

３
－

⑶
 

来
館

者
数

（
リ

サ
イ

ク
ル

プ
ラ

ザ
）

 
人

 
6
1
,
4
40
 

6
8
,
5
17
 

3
5
,1
45

※
 

1
4
,3
4
7
※
 

5,
3
6
8 

74
,
7
16

 

来
館

者
数

（
リ

ユ
ー

ス
プ

ラ
ザ

）
 

人
 

3
7
,
0
49
 

3
7
,
3
20
 

3
6
,0
31

※
 

2
9
,5
9
9
※
 

3
8
,
9
21

 
49

,
2
54

 

教
室
・
講

座
等

の
参

加
者

数
（

リ

サ
イ

ク
ル

プ
ラ

ザ
）

 
人

 
1
5
,
4
58
 

1
7
,
3
61
 

7
,1

3
1
※
 

4
,3

9
2
※
 

1
6
,
5
32
 

18
,
4
05

 

教
室
・
講

座
等

の
参

加
者

数
（

リ

ユ
ー

ス
プ

ラ
ザ

）
 

人
 

5
6
4 

5
7
3 

5
5
※

 
31

※
 

1,
6
3
8 

2
,6

3
7 

４
－

３
－

⑷
 

ク
リ

ー
ン

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

開
催

回
数

 
件

 
2
4
8 

2
5
1 

 
8
0
※

 
85

※
 

13
4
※

 
2
0
0 

ク
リ

ー
ン

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

参
加

人
数

 
人

 
1
8
,
1
45
 

2
0
,
5
84
 

4
,2

7
9
※
 

5
,5

5
6
※
 

7
,7

6
5
※
 

11
,
7
38
 

ご
み

減
量
・
リ

サ
イ

ク
ル

ブ
ー

ス

の
入

場
者

数
 

人
 

1
7
,
7
64
 

6
,
3
0
1 

24
6
※

 
4
99

※
 

↓
の

出
展
ブ

ー
ス

来
場
者

数
と
同

値
 

↓
の
出

展
ブ

ー
ス
来

場
者

数
と
同

値
 

上
記

の
う

ち
、
環

境
広

場
さ

っ
ぽ

ろ
出

展
ブ

ー
ス

来
場

者
数

 
人

 
1
,
6
4
0 

1
,
7
7
0 

24
6
※

 
4
99

※
 

1,
7
0
7 

2
,4

8
7 

４
－

３
－

⑸
 

外
国

語
版

ご
み

分
け

ガ
イ

ド
作

成
部

数
 

枚
 

6
,
0
0
0 

2
,
6
0
0 

 
1,

2
0
0 

6
,3

0
0 

0
 

3
,0

0
0 

外
国

語
版

ご
み

分
別

ア
プ

リ
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
数

（
年

度
末

時
点

）
 

件
 

4
,
3
8
4 

8
,
1
4
1 

1
5
,
5
56
 

16
,
1
00
 

3
0
,
6
99
 

37
,
7
07
 

４
－

４
－

⑴
 

小
学

生
向

け
出

前
講

座
（

出
前

教

室
）

開
催

回
数

 
回

 
8
9 

1
1
5 

 
5
6
※

 
77

※
 

9
2
※

 
1
2
5 

工
場

見
学

者
の

ク
リ

ー
ン

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

開
催

回
数

 
回

 
8
 

3
4 

 
 

0※
 

1
※

 
0
※

 
1
6 

大
学

や
専

門
学

校
の

新
入

生
向

け
啓

発
チ

ラ
シ

の
配

布
枚

数
 

枚
 

1
7
,
6
30
 

1
5
,
8
05
 

1
6
,
6
00
 

17
,
1
75
 

1
7
,
2
65
 

15
,
9
20
 

※
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ

る
（
教
室
・
講
座
・
イ
ベ

ン
ト
等
開
催
回
数
の
減
）

 

５
．

持
続

可
能

な
収

集
・

処
理

体
制

の
確

立
 

 

施
策

項
目
 

取
組

指
標
 

単
位
 

H
3
0
 

R
1
 

R
2
 

R
3
 

R
4
 

R
5
 

５
－

１
－

⑵
 

焼
却

灰
リ

サ
イ

ク
ル

量
 

㌧
 

1
4,

5
02
 

1
4
,
51

0 
18

,
5
05
 

1
7
,5

12
 

1
7
,
9
37
 

1
7
,5

25
 

５
－

４
－

⑴
 

次
世

代
自

動
車

の
導

入
台

数
 

（
ご

み
収

集
車

）
 

台
 

6
 

6
 

 
 

 
6
 

6
 

6
 

0 

次
世

代
自

動
車

の
導

入
台

数
 

（
そ

の
他

車
両

）
 

台
 

3
 

2
 

 
 

 
1
 

5
 

5
 

1 

383838



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業評価シート 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

393939



【各年度における具体的な取組内容とその実績】　数値で示せるものは数値も記載すること

Ｒ１

全 千円

内 千円

Ｒ２

全 千円

内 千円

Ｒ３

全 千円

内 千円

Ｒ４

全 千円

内 千円

※事業費　上段：小事業全体　　下段：実際の事業費　　小事業内に関係のない予算がある場合、違う数値となる

27,194

(22,741)

・啓発冊子配布：リユース促進85部、食品ロス削減啓発15,520部、期限表示情報提供・水
切り啓発14,860部、使い捨てプラスチック削減680部。
・イベント：商業施設にてフードロスミュージアムの開催。来場者数不明、アンケート回
答数192件。
・使用媒体：テレビ、インターネット広告、交通広告、地下歩行空間壁面広告、
Facebook等（20～30代世帯をメインターゲットに選定）

事業費

28,316

(22,956)

他の施策（番号のみ） 1-2-⑴、⑵　1-3-⑴、⑵　2-1-⑴、⑵　4-3-⑴

・啓発冊子配布：リユース促進80,349部、食品ロス削減啓発・期限表示情報提供94,740
部、水切り啓発60,565部。
・イベント：民間のイベントにブース出展し、整理収納アドバイザーによるステージトー
クショー等を実施。6,301人の来場。
・使用媒体：テレビ番組、新聞広告、交通広告、地下歩行空間壁面広告、Youtube、
Facebook等（広く市民へ周知することができる媒体を選定）

事業費

33,298

(28,366)

・啓発冊子配布：リユース促進80,349部、食品ロス削減啓発・期限表示情報提供94,740
部、水切り啓発60,565部。
・イベント：民間のイベントにブース出展し、整理収納アドバイザーによるステージトー
クショー等を実施。6,301人の来場。
・使用媒体：テレビ番組、新聞広告、交通広告、地下歩行空間壁面広告、Youtube、
Facebook（広く市民へ周知することができる媒体を選定）

事業費

28,423

(22,981)

・啓発冊子配布：リユース促進2,600部、食品ロス削減啓発19,438部、期限表示情報提
供・水切り啓発16,972部、使い捨てプラスチック削減2,466部。
・イベント（企画）：SNSハッシュタグキャンペーンの実施。48人の参加。
・使用媒体：テレビ、ラジオ、インターネット広告、交通広告、地下歩行空間壁面広告、
Facebook等（20～30代世帯をメインターゲットに選定）

事業費

２Rを推進するためのしくみづくり

　　　施策：中 １－１ ごみ発生・排出抑制のための行動の実践

　　　　施策：小 (1) 発生・排出抑制行動の習慣化の促進

所管課 循環型社会推進課 関係課 －

【新スリム計画との関わり】

対応するスリム目標 ごみ排出量の減量目標

（最大２つまで） 家庭から出る生ごみ量の減量目標

対応するモニター指標 家庭から出る食品ロス量

対応施策：大 施策１

事業内容
（取組内容）

ごみの減量を進める上で特に重要なリデュースとリユースの推進を行う。
・ごみ減量キャンペーンの実施

事業の目的・目標 ２Ｒに係る普及啓発事業を行うことにより、市民のごみ減量行動の促進を図る。

事業の
指標

指標１ 生ごみの減量・リサイクルに取り組んでいる世帯の割合 目標 95%

指標２ 家庭から出る生ごみ量　（H28年度比で） 目標 1万ｔ減量

１　事業評価シートの読み方

　　事業評価シートの読み方は次のとおり。

【事業の概要】

事業名 ２Ｒ推進費（ごみ減量普及啓発事業）

＜事業評価シートとは＞

新スリムシティさっぽろ計画の目標達成に向けた具体的な施策（計画本書P61～82に記載）に基づく各事業につい

て、計画前半期の取組内容やその結果、事業の評価や課題などを整理し、計画後半期の方針を記載したもの。

＜事業名＞
新スリム計画の施策に基づく各種事業は、市役所の予算を管理している「小事業」の中で実施されているた
め、事業名はその小事業名を記載しています。ただし、以下の例外があります。
例外１：小事業内で複数の事業があり、スペースの関係から記載しきれない場合は、事業名のあとにかっこ
書きを追記し、分割して記載しています。
例外２：計画に基づく一つの事業が複数の小事業に分かれていて、小事業ごとに分けて書くと分かりにくい
場合は、複数の小事業をまとめて記載します。その場合は「○○費、○○費」などと記載しています。

＜事業内容＞
事業の内容を記
載。
複数の事業がある
場合は、①、②な
ど番号で分けて記
載します。
なお、小事業の中
には、新スリム計
画に関係のない事
業もありますが、
その事業は記載し
ていません。

＜事業の指標＞
事業の進捗状況や
成果を測るために
有効な指標があれ
ば記載していま
す。
なお、目標を定め
られない、定めて
いない指標は、目
標欄は「-」が記載
されます。

＜対応するスリム
目標＞
事業が新スリム計
画のスリム目標に
関係がある場合
は、そのスリム目
標を記載します。
対応するスリム目
標がない場合は、
「-」が記載され
ます。

＜対応施策＞
事業について、新スリム計画のどの施策に
対応しているかを記載しています。
なお、事業によっては、複数の施策に対応
したものがあり、ここは一番関連の深い施
策を記載しています。

＜他の施策（番号のみ）＞
対応する施策が複数ある場合
は、その他の施策を施策にふ
られた番号で記載していま
す。

＜各年度における
具体的な取組内容
とその実績＞
各年度で実施した
取組内容やその実
績を記載していま
す。
実績については、
数値で示せるもの
は数値で記載して
います。

＜事業費＞
上段が「小事業」全体の事業費となり、下段がこのシー
トに記載した事業における事業費となります。

例：「小事業」全体の事業＝1,000千円　（上段）
　　　　そのうち、○○事業＝500千円　（下段）
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【自己評価】　※R1～R４を通して

達成状況 －

【懇話会の意見等】　懇話会で意見があった場合のみ記載する

意見・提案等

・　札幌市はびん・缶・ペットが多く、更なるマイボトルの普及啓発が必要。
・　京都市の祇園祭と同様、札幌市の大規模イベントでもリユース品を使えないか。
・　評価指標にリユースの指標も設定すべき。
・　若者に訴えるパンフレットなどは、若者にデザインや企画の段階から関わらせるべき。
・　キャンペーンの効果の定量的検証（ランダム化比較試験・ABテスト等）が必要。
・　行動経済学の観点から、ナッジを活用すべき。
・　年代・世帯構成によって生活様式が違うので、ターゲットを絞りアプローチを変えるべき。
・　区域別のごみ排出量の平均値を周知するなど、同調性を喚起するような手法も考えられる。
・　啓発には、学校教育を活用すべき。

事業の評価・課題

・コロナ前までは民間のイベントにブース出展し、セミナーやトークショーの開催等を
多く行っていたが、コロナ感染症拡大以降、ブース出展可能なイベントが減少。
・ごみ減量キャンペーンキャッチコピーの認知度はR1は25.8％、R2は29.2％、R3は
15.6％、R4は18.0％であり、啓発の際には手法の検討が必要。
・また、啓発効果が必ずしもごみ減量には繋がっておらず、効果測定の方法も確立して
いないため、より実践的でごみ減量効果の高い取組を把握していくための手法を検討す
る必要がある。

今後の事業方針
（課題への対応や事業目
標の設置）

・企画提案により、より実践的でごみ減量効果の高い取組を実施・把握し、今後のごみ
減量施策の検討につなげていく。
・その際には、懇話会で意見に挙がった「事業者・若年層を巻き込んだ取組」や「食品
ロス・使い捨てプラスチックの削減」についての内容を盛り込んだ企画を含めるように
する。

事業の実施結果
（目的・目標の達成
状況など）

（◎：達成　○：75％以上　▲：50％以上　×：50％未満　－：他

・R1は「食品ロス削減」と「リユースの促進」、R2～R4は「食品ロス削減」と「使い捨
てプラスチック削減」に重点を置いた啓発を行った。
・指標１は、R1は94.6％、R2は93.1％、R3は93.0％、R4は93.1％と高い割合を維持して
おり、指標２についても、本事業だけの目標ではないが、計画の基準年度であるH28の
95,756トンからR4で88,693トンと減少傾向にあり、本事業の効果は出ていると考える。
※指標１は「指標達成度調査業務（事業の効果に関する市民意識調査）報告書」より

スリム目標への貢献
度

家庭から出る食品ロス量が、計画期間中で
過去最少となり（R4：18,993 t）、生ごみ
の減量・リサイクルに取り組んでいる世帯
の割合も高い水準を維持していることか
ら、本事業がごみの排出量や生ごみの減量
に一定程度寄与していると考える。

定性的評価（数値なし）定量的評価（数値あり）

＜スリム目標への貢献度＞
スリム目標について、数値でその効果を示せる場合は、＜定量的評価＞に記載、数値で示せない場合は、＜定性的
評価＞に記載しています。
数値で示せるとは、例えば廃棄ごみ量6万トンの減量という目標に対し、ある事業で0.5万トンの減量の効果が出た
など具体的に示せる場合は、定量的評価に記載となります。

＜達成状況＞
当該事業の目
的や目標をど
れほど達成で
きたかを右の
選択肢から選
び記載してい
ます。選ぶこ
とが困難な場
合は「-」を記
載していま
す。

＜今後の事業
方針＞
事業の評価・
課題を受け
て、今後、ど
のように事業
を進めていく
かを記載して
います。

＜意見・提案
等＞
懇話会の中で
委員から意
見・提案が
あったものを
記載していま
す。
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～

R
5
を

通
し

て
N
o.
1

達
成

状
況

－

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

２
　

ご
み

減
量

に
向

け
て

計
画

後
半

に
重

点
的

に
取

り
組

む
事

業

意
見
・
提
案
等

・
　
札
幌
市
は
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
が
多
く
、
更
な
る
マ
イ
ボ
ト
ル
の
普
及
啓
発
が
必
要
。

・
　
京
都
市
の
祇
園
祭
と
同
様
、
札
幌
市
の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
で
も
リ
ユ
ー
ス
品
を
使
え
な
い
か
。

・
　
評
価
指
標
に
リ
ユ
ー
ス
の
指
標
も
設
定
す
べ
き
。

・
　
若
者
に
訴
え
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
は
、
若
者
に
デ
ザ
イ
ン
や
企
画
の
段
階
か
ら
関
わ
ら
せ
る
べ
き
。

・
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
効
果
の
定
量
的
検
証
（
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
・
A
B
テ
ス
ト
等
）
が
必
要
。

・
　
行
動
経
済
学
の
観
点
か
ら
、
ナ
ッ
ジ
を
活
用
す
べ
き
。

・
　
年
代
・
世
帯
構
成
に
よ
っ
て
生
活
様
式
が
違
う
の
で
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
ア
プ
ロ
ー
チ
を
変
え
る
べ
き
。

・
　
区
域
別
の
ご
み
排
出
量
の
平
均
値
を
周
知
す
る
な
ど
、
同
調
性
を
喚
起
す
る
よ
う
な
手
法
も
考
え
ら
れ
る
。

・
　
啓
発
に
は
、
学
校
教
育
を
活
用
す
べ
き
。

・
啓
発
冊
子
配
布
：
リ
ユ
ー
ス
促
進
1
0
0
部
、
食
品
ロ
ス
削
減
啓
発
1
2
,
1
0
6
部
、
期
限
表
示
情
報
提
供
・
水

切
り
啓
発
1
1
,
9
0
3
部
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
2
0
3
部
。

・
イ
ベ
ン
ト
：
チ
カ
ホ
に
て
、
衣
類
等
の
リ
ユ
ー
ス
・
小
型
家
電
回
収
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
。
来
場
者
数
7
2
1

名 ・
使
用
媒
体
：
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
、
交
通
広
告
、
雑
誌
・
広
報
誌
、
市
公
式
X
、
F
a
c
e
b
o
o
k

等
（
2
0
～
3
0
代
世
帯
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
選
定
）

事
業
費

1
5
,
8
8
6

(
1
1
,
6
5
6
)

(
2
2
,
7
4
1
)

・
啓
発
冊
子
配
布
：
リ
ユ
ー
ス
促
進
8
5
部
、
食
品
ロ
ス
削
減
啓
発
1
5
,
5
2
0
部
、
期
限
表
示
情
報
提
供
・
水
切

り
啓
発
1
4
,
8
6
0
部
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
6
8
0
部
。

・
イ
ベ
ン
ト
：
商
業
施
設
に
て
フ
ー
ド
ロ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
開
催
。
来
場
者
数
不
明
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

数
1
9
2
件
。

・
使
用
媒
体
：
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
、
交
通
広
告
、
地
下
歩
行
空
間
壁
面
広
告
、
　
F
a
c
e
b
o
o
k

等
（
2
0
～
3
0
代
世
帯
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
選
定
）

事
業
費

2
8
,
3
1
6

(
2
2
,
9
5
6
)

事
業
の
評
価
・
課
題

・
従

前
の

啓
発

中
心

の
事

業
で

は
、

事
業

の
効

果
が

必
ず

し
も

ご
み

減
量

に
は

繋
が

っ
て

お
ら

ず
、

効
果

測
定

の
方

法
も

確
立

さ
れ

て
い

な
い

と
い

う
課

題
が

あ
っ

た
た

め
、

実
践

的
な

取
組

を
市

民
に

示
し

、
行

動
変

容
を

促
す

こ
と

で
ご

み
減

量
に

繋
げ

る
事

業
に

転
換

し
た

。
・

チ
カ

ホ
で

の
衣

類
の

リ
ユ

ー
ス

及
び

小
型

家
電

回
収

イ
ベ

ン
ト

は
、

7
0
0
名

以
上

の
市

民
の

参
加

い
た

だ
き

、
そ

の
様

子
は

チ
カ

ホ
を

通
過

す
る

市
民

の
目

に
触

れ
る

と
と

も
に

、
テ

レ
ビ

や
新

聞
に

も
掲

載
さ

れ
、

多
く

の
市

民
に

ご
み

減
量

の
取

組
へ

の
意

識
付

け
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
・

食
品

ロ
ス

削
減

関
連

の
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
は

企
画

の
周

知
が

不
十

分
だ

っ
た

こ
と

か
ら

、
来

場
者

数
が

少
な

く
な

る
な

ど
、

効
果

が
満

足
に

発
揮

で
き

な
い

企
画

が
生

じ
た

。

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

・
令

和
５

年
度

の
結

果
や

課
題

を
踏

ま
え

、
仕

様
等

を
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
の

う
え

、
引

き
続

き
企

画
提

案
型

の
業

務
に

よ
り

、
実

践
的

で
ご

み
減

量
効

果
の

高
い

取
組

の
把

握
を

行
い

、
今

後
の

ご
み

減
量

施
策

の
検

討
に

つ
な

げ
て

い
く

。
・

そ
の

際
に

は
、

イ
ベ

ン
ト

施
設

等
、

人
流

の
多

い
会

場
で

多
数

の
市

民
が

参
加

で
き

る
企

画
を

含
む

こ
と

と
し

、
ま

た
、

実
施

や
企

画
の

効
果

が
十

分
に

発
揮

で
き

る
よ

う
な

広
報

手
段

を
用

意
す

る
旨

を
提

案
条

件
に

加
え

る
。

、

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

発
生
・
排
出
抑
制
行
動
の
習
慣
化
の
促
進

　
　
　
施
策
：
中

１
－
１

ご
み
発
生
・
排
出
抑
制
の
た
め
の
行
動
の
実
践

・
啓
発
冊
子
配
布
：
リ
ユ
ー
ス
促
進
2
,
6
0
0
部
、
食
品
ロ
ス
削
減
啓
発
1
9
,
4
3
8
部
、
期
限
表
示
情
報
提
供
・

水
切
り
啓
発
1
6
,
9
7
2
部
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
2
,
4
6
6
部
。

・
イ
ベ
ン
ト
（
企
画
）
：
S
N
S
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
。
4
8
人
の
参
加
。

・
使
用
媒
体
：
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
、
交
通
広
告
、
地
下
歩
行
空
間
壁
面
広
告
、

F
a
c
e
b
o
o
k
等
（
2
0
～
3
0
代
世
帯
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
選
定
）

事
業
費

2
7
,
1
9
4

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

1
-
2
-
⑴
、
⑵
　
1
-
3
-
⑴
、
⑵

　
2
-
1
-
⑴
、

⑵
　
4
-
3
-
⑴

・
啓
発
冊
子
配
布
：
リ
ユ
ー
ス
促
進
7
9
8
部
、
食
品
ロ
ス
削
減
啓
発
・
期
限
表
示
情
報
提
供
1
5
9
,
7
2
3
部
、
水

切
り
啓
発
4
4
,
9
1
4
部
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
1
1
4
,
8
0
9
部
。

・
イ
ベ
ン
ト
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
見
合
わ
せ
。

・
使
用
媒
体
：
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
、
交
通
広
告
、
新
聞
、
地
下
歩
行
空
間
壁
面
広

告
、
F
a
c
e
b
o
o
k
等
（
広
く
市
民
へ
周
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
媒
体
を
選
定
）

事
業
費

2
8
,
4
2
3

(
2
2
,
9
8
1
)

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）
定

性
的

評
価

（
数

値
な

し
）

家
庭

か
ら

出
る

食
品

ロ
ス

量
が

、
計

画
期

間
中

で
過

去
最

少
と

な
り

（
R
5
：

1
5
,
6
2
8
 
t
）

、
生

ご
み

の
減

量
・

リ
サ

イ
ク

ル
に

取
り

組
ん

で
い

る
世

帯
の

割
合

も
高

い
水

準
を

維
持

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
本

事
業

が
ご

み
の

排
出

量
や

生
ご

み
の

減
量

に
一

定
程

度
寄

与
し

て
い

る
と

考
え

る
。

事
業
名

２
Ｒ
推
進
費
（
ご
み
減
量
普
及
啓
発
事
業
）

ご
み
の
減
量
を
進
め
る
上
で
特
に
重
要
な
リ
デ
ュ
ー
ス
と
リ
ユ
ー
ス
の
推
進
を
行
う
。

・
ご
み
減
量
実
践
事
業
の
実
施

事
業
の
目
的
・
目
標

２
Ｒ
に
重
点
を
置
き
、
事
業
者
や
若
者
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
ご
み
減
量
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
実

践
的
な
事
業
を
行
い
、
市
民
の
ご
み
減
量
行
動
促
進
を
図
る
。

事
業
の
指

標

指
標
１

生
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い
る
世
帯
の
割
合

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
量
の
減
量
目
標

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5
％
以
上
　
▲
：
5
0
％
以
上
　
×
：
5
0
％
未
満
　
－
：
他

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

目
標

9
5
%

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量
（
平
成
2
8
年
度
比
）

関
係
課

－

・
啓

発
中

心
の

事
業

か
ら

、
市

民
に

よ
り

実
践

的
な

取
組

を
提

供
し

、
行

動
変

容
を

促
す

事
業

へ
と

転
換

し
た

。
・

指
標

１
は

、
R
2
は

9
3
.
1
％

、
R
3
は

9
3
.
0
％

、
R
4
は

9
3
.
1
％

、
R
5
は

9
4
.
8
％

と
高

い
割

合
を

維
持

し
て

お
り

、
指

標
２

に
つ

い
て

も
、

本
事

業
だ

け
の

目
標

で
は

な
い

が
、

計
画

の
基

準
年

度
で

あ
る

H
2
8
の

9
5
,
7
5
6

ト
ン

か
ら

R
5
で

8
9
,
2
3
1
ト

ン
と

減
少

傾
向

に
あ

り
、

本
事

業
の

効
果

は
出

て
い

る
と

考
え

る
。

※
指

標
１

は
「

指
標

達
成

度
調

査
業

務
（

事
業

の
効

果
に

関
す

る
市

民
意

識
調

査
）

報
告

書
」

よ
り

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

対
応
施
策
：
大

施
策
１

２
R
を
推
進
す
る
た
め
の
し
く
み
づ
く
り

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

家
庭
か
ら
出
る
食
品
ロ
ス
量

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

目
標

指
標
２

1
万
ｔ
以
上
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～

R
5
を

通
し

て
N
o.
2

達
成

状
況

－

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

意
見
・
提
案
等

・
　
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
型
の
コ
ン
ポ
ス
ト
は
見
た
目
も
よ
く
、
素
材
も
再
生
素
材
・
バ
イ
オ
マ
ス
原
料
で
で
き
て
い
る
の
で
、
採

用
し
て
は
ど
う
か
。

・
　
た
い
肥
化
器
材
は
、
事
務
所
や
大
学
の
ゼ
ミ
室
な
ど
人
が
集
ま
る
場
所
に
置
く
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
管
理

が
で
き
、
一
人
暮
ら
し
で
も
取
り
組
み
や
す
い
。

・
　
た
い
肥
を
有
効
活
用
す
る
た
め
に
、
企
業
や
団
体
単
位
で
農
家
と
つ
な
が
る
よ
う
に
で
き
る
と
良
い
。

・
　
生
ご
み
た
い
肥
化
の
回
収
拠
点
や
有
効
活
用
先
を
整
備
し
、
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
べ
き
。

・
　
た
い
肥
を
農
家
が
使
い
や
す
く
な
る
よ
う
な
札
幌
市
の
品
質
保
証
・
Ｐ
Ｒ
が
あ
る
と
取
組
が
進
む
の
で
は
。

・
　
た
い
肥
化
に
は
場
所
が
必
要
で
あ
り
、
集
合
住
宅
で
は
難
し
い
の
で
、
集
合
住
宅
向
け
の
何
か
が
あ
っ
て
も
い
い
。

①
「
生
ご
み
堆
肥
化
セ
ミ
ナ
ー
」
を
3
3
回
実
施
し
、
計
7
2
9
人
の
参
加
（
う
ち
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
６
回
）
。

ま
た
、
1
0
名
以
上
の
団
体
に
講
師
を
派
遣
す
る
「
生
ご
み
堆
肥
化
講
師
派
遣
」
は
1
2
団
体
、
計
2
3
2
名
か
ら

申
込
。

②
生
ご
み
堆
肥
化
相
談
窓
口
で
は
計
1
5
8
件
の
相
談
。

③
電
動
生
ご
み
処
理
機
は
3
2
6
個
、
④
生
ご
み
堆
肥
化
器
材
は
5
0
2
台
の
助
成
。

事
業
費

1
4
,
0
9
8

(
1
4
,
0
9
8
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

・
生

ご
み

堆
肥

化
セ

ミ
ナ

ー
：

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
の

開
催

や
若

い
世

代
に

も
ア

プ
ロ

ー
チ

で
き

る
広

報
媒

体
の

活
用

に
よ

り
、

5
0
代

以
下

を
中

心
に

新
規

参
加

者
増

加
を

図
る

。
・

電
動

生
ご

み
処

理
機

：
助

成
上

限
額

（
1
5
,
0
0
0
円

）
の

見
直

し
、

募
集

台
数

を
増

や
す

こ
と

を
検

討
す

る
ほ

か
、

助
成

が
出

る
た

め
購

入
し

た
も

の
の

、
イ

メ
ー

ジ
と

違
い

使
用

を
や

め
て

し
ま

う
申

請
者

を
減

ら
す

た
め

、
メ

リ
ッ

ト
や

デ
メ

リ
ッ

ト
を

し
っ

か
り

周
知

し
て

い
く

。
・

ダ
ン

ボ
ー

ル
箱

に
よ

る
堆

肥
化

や
堆

肥
の

回
収

事
業

な
ど

、
集

合
住

宅
で

も
取

り
組

め
る

事
業

を
案

内
し

て
い

く
。

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

家
庭
に
お
け
る
自
主
的
な
生
ご
み
資
源
化
の
支
援

①
「
生
ご
み
堆
肥
化
セ
ミ
ナ
ー
」
を
2
9
回
実
施
し
、
計
4
1
5
人
の
参
加
。
ま
た
、
1
0
名
以
上
の
団
体
に
講
師

を
派
遣
す
る
「
生
ご
み
堆
肥
化
講
師
派
遣
」
は
5
団
体
、
計
7
6
名
か
ら
申
込
。

②
生
ご
み
堆
肥
化
相
談
窓
口
で
は
計
2
3
7
件
の
相
談
。

③
電
動
生
ご
み
処
理
機
は
3
6
1
個
、
④
生
ご
み
堆
肥
化
器
材
は
4
6
1
台
の
助
成
。

事
業
費

1
4
,
4
2
9

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

(
1
4
,
4
2
9
)

①
「
生
ご
み
堆
肥
化
セ
ミ
ナ
ー
」
を
3
6
回
実
施
し
、
計
5
8
4
人
の
参
加
。
ま
た
、
1
0
名
以
上
の
団
体
に
講
師

を
派
遣
す
る
「
生
ご
み
堆
肥
化
講
師
派
遣
」
は
1
2
団
体
、
計
1
4
0
名
か
ら
申
込
。

②
生
ご
み
堆
肥
化
相
談
窓
口
で
は
計
3
0
2
件
の
相
談
。

③
電
動
生
ご
み
処
理
機
は
3
5
7
個
、
④
生
ご
み
堆
肥
化
器
材
は
5
2
3
台
の
助
成
。

(
1
5
,
8
7
3
)

(
1
4
,
6
5
4
)

事
業
費

1
5
,
8
7
3

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

・
指

標
１

は
、

R
2
は

9
3
.
1
％

、
R
3
は

9
3
.
0
％

、
R
4
は

9
3
.
1
％

、
R
5
は

9
4
.
8
％

と
高

い
割

合
を

維
持

し
て

お
り

、
指

標
２

に
つ

い
て

も
、

本
事

業
だ

け
の

目
標

で
は

な
い

が
、

計
画

の
基

準
年

度
で

あ
る

H
2
8
の

9
5
,
7
5
6
ト

ン
か

ら
R
5

で
8
9
,
2
3
1
ト

ン
と

減
少

傾
向

に
あ

り
、

本
事

業
の

効
果

は
出

て
い

る
と

考
え

る
。

・
生

ご
み

堆
肥

化
セ

ミ
ナ

ー
：

生
ご

み
堆

肥
化

の
作

り
方

と
作

っ
た

堆
肥

の
活

用
方

法
を

教
え

る
講

座
を

実
施

。
参

加
し

た
市

民
の

満
足

度
は

高
く

、
生

ご
み

の
減

量
に

貢
献

し
て

い
る

。
・

生
ご

み
堆

肥
化

相
談

窓
口

：
近

年
は

2
0
0
件

前
後

の
相

談
が

寄
せ

ら
れ

て
お

り
、

堆
肥

化
の

取
組

継
続

支
援

に
貢

献
し

て
い

る
。

・
電

動
生

ご
み

処
理

機
・

生
ご

み
堆

肥
化

器
材

購
入

助
成

：
予

算
額

の
９

割
程

度
の

助
成

金
を

交
付

で
き

て
お

り
、

生
ご

み
の

減
量

に
貢

献
し

て
い

る
。

※
指

標
１

は
「

指
標

達
成

度
調

査
業

務
（

事
業

の
効

果
に

関
す

る
市

民
意

識
調

査
）

報
告

書
」

よ
り

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

1
万
ｔ
以
上

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

　
　
　
施
策
：
中

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

家
庭
の
生
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
費

事
業
費

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

事
業
の
評
価
・
課
題

施
策
２

生
ご
み
資
源
化
の
促
進
に
向
け
た
支
援

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

－

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
減
量
の
た
め
の
取
組
を
行
う
。

①
生
ご
み
堆
肥
化
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
　
　
②
生
ご
み
堆
肥
化
相
談
窓
口
の
開
設

③
電
動
生
ご
み
処
理
機
購
入
助
成
　
　
　
④
生
ご
み
堆
肥
化
器
材
購
入
助
成

⑤
生
ご
み
減
量
・
資
源
化
に
関
す
る
関
心
度
・
実
践
度
等
調
査
の
実
施
（
隔
年
）

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

２
－
３

対
応
施
策
：
大

1
4
,
6
5
4

生
ご

み
の

減
量

・
リ

サ
イ

ク
ル

に
取

り
組

ん
で

い
る

世
帯

の
割

合
は

高
い

水
準

を
維

持
し

て
い

る
。

ま
た

、
生

ご
み

堆
肥

化
器

材
購

入
助

成
利

用
者

の
9
3
％

が
生

ご
み

堆
肥

化
を

継
続

し
て

お
り

、
市

民
の

生
ご

み
減

量
の

取
組

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
事
業
の
目
的
・
目
標

生
ご
み
の
減
量
に
効
果
的
で
あ
る
堆
肥
化
が
各
家
庭
で
定
着
を
図
る
こ
と
に
加
え
、
新
た
に
生
ご
み
堆
肥
化

に
取
り
組
む
世
帯
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
減
量
に
つ
な
げ
る
。

事
業
の
指

標

指
標
１

生
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い
る
世
帯
の
割
合

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5
％
以
上
　
▲
：
5
0
％
以
上
　
×
：
5
0
％
未
満
　
－
：
他

目
標

9
5
％

指
標
２

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量
（
平
成
2
8
年
度
比
）

目
標

・
生

ご
み

堆
肥

化
セ

ミ
ナ

ー
：

参
加

者
の

う
ち

、
約

7
割

が
6
0
代

以
上

で
あ

る
が

、
さ

ら
に

家
庭

で
の

堆
肥

化
を

進
め

て
い

く
た

め
に

は
、

幅
広

い
世

代
の

参
加

者
を

増
加

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
る

。
ま

た
、

堆
肥

化
の

取
組

を
行

う
つ

も
り

が
無

い
方

は
市

民
全

体
で

６
割

に
も

な
っ

て
い

る
（

R
4
年

「
堆

肥
化

の
取

組
」

状
況

）
た

め
、

更
な

る
浸

透
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

・
電

動
生

ご
み

処
理

機
：

助
成

申
込

件
数

は
増

加
傾

向
に

あ
り

、
令

和
元

年
以

降
は

募
集

台
数

を
上

回
る

申
込

が
続

い
て

い
る

こ
と

か
ら

、
助

成
台

数
の

見
直

し
が

必
要

と
考

え
る

。
ま

た
、

生
ご

み
堆

肥
化

器
材

に
比

べ
助

成
者

の
継

続
率

が
低

い
こ

と
も

課
題

と
考

え
る

。
・

集
合

住
宅

の
居

住
者

な
ど

、
堆

肥
化

が
難

し
い

世
帯

が
実

践
で

き
る

ご
み

減
量

の
取

組
が

十
分

に
紹

介
で

き
て

い
な

い
。

①
「
生
ご
み
堆
肥
化
セ
ミ
ナ
ー
」
を
全
4
0
回
実
施
し
、
計
6
5
4
人
の
参
加
。
ま
た
、
1
0
名
以
上
の
団
体
に
講

師
を
派
遣
す
る
「
生
ご
み
堆
肥
化
講
師
派
遣
」
は
9
団
体
、
計
1
2
8
名
か
ら
申
込
。

②
生
ご
み
堆
肥
化
相
談
窓
口
で
は
計
2
3
2
件
の
相
談
。

③
電
動
生
ご
み
処
理
機
は
3
0
5
個
、
④
生
ご
み
堆
肥
化
器
材
は
4
8
2
台
の
助
成
。

⑤
市
民
2
,
5
0
0
人
を
対
象
に
生
ご
み
減
量
・
資
源
化
に
関
す
る
関
心
度
・
実
践
度
等
調
査
実
施
。
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
N
o.
3

達
成

状
況

○

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　

懇
話

会
で

意
見

が
あ

っ
た

場
合

の
み

記
載

す
る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）
定

性
的

評
価

（
数

値
な

し
）

目
標

4
2
,
1
0
9
t

市
民
の
自
発
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
で
あ
る
集
団
資
源
回
収
の
実
施
団
体
及
び
回
収
業
者
に
対
し
奨
励
金
を

交
付
す
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

集
団

資
源

回
収

に
出

す
こ

と
で

、
ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
排

出
が

減
少

す
る

た
め

、
市

の
ご

み
排

出
量

減
に

つ
な

が
る

。
H
2
8
年

5
4
,
1
0
2
t
、

H
2
9
年

5
1
,
9
9
0
t
、

H
3
0
年

4
8
,
5
8
7
t
、

R
0
1
年

4
5
,
3
9
0
t
、

R
0
2
年

4
1
,
2
5
5
t
、

R
0
3
年

3
9
,
7
6
0
t
、

R
0
4
年

3
7
,
7
2
6
t
、

R
0
5
年

3
4
,
4
0
1
t

市
民
の
自
発
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
へ
奨
励
金
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
古
紙
を
中
心
と
し
た
ご
み
の
減
量
・

資
源
化
を
促
進
す
る

回
収
量

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

対
応
施
策
：
大

施
策
２

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

集
団
資
源
回
収
奨
励
費
（
回
収
関
係
）

指
標
２

支
給
団
体
数

目
標

4
,
3
3
8
団
体

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

事
業
の
目
的
・
目
標

事
業
の
指

標

指
標
１

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5
％
以
上
　
▲
：
5
0
％
以
上
　
×
：
5
0
％
未
満
　
－
：
他

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
紙
の
量

　
　
　
施
策
：
中

２
－
２

資
源
回
収
の
促
進
に
向
け
た
取
組

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

－

集
団

資
源

回
収

の
回

収
量

は
年

々
減

少
傾

向
に

あ
る

が
、

新
聞

の
発

行
部

数
減

等
を

要
因

と
す

る
古

紙
の

全
体

量
減

少
が

影
響

し
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
新

築
に

伴
う

新
規

登
録

が
あ

る
一

方
で

、
団

体
構

成
員

の
高

齢
化

等
の

理
由

に
よ

る
活

動
中

止
も

み
ら

れ
る

た
め

、
支

給
団

体
数

は
横

ば
い

で
あ

る
。

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

集
団

資
源

回
収

で
排

出
さ

れ
た

資
源

物
は

、
行

政
を

介
す

る
こ

と
な

く
、

民
間

市
場

の
中

で
リ

サ
イ

ク
ル

さ
れ

て
お

り
、

極
め

て
ご

み
減

量
に

効
果

的
な

取
組

と
言

え
、

行
政

収
集

と
比

較
し

経
費

も
低

廉
で

あ
る

。
一

方
、

燃
や

せ
る

ご
み

に
新

聞
・

雑
誌

・
ダ

ン
ボ

ー
ル

が
約

３
千

ト
ン

排
出

さ
れ

て
お

り
、

ま
た

、
“

令
和

３
年

度
「

ご
み

減
量

・
資

源
化

に
対

す
る

行
動

・
意

識
等

」
に

関
す

る
市

民
意

識
調

査
”

に
よ

る
と

、
チ

ラ
シ

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
及

び
紙

パ
ッ

ク
は

「
雑

が
み

」
の

日
に

出
す

人
が

最
も

多
く

な
っ

て
い

る
な

ど
、

更
な

る
掘

り
起

こ
し

の
余

地
が

あ
る

。
ま

た
、

回
収

量
の

減
少

に
伴

い
、

回
収

業
者

の
回

収
効

率
の

悪
化

や
、

経
営

状
況

の
悪

化
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

2
-
2
-
(
4
)

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
推
計
値
・
・
・
3
,
1
0
9
t

（
R
0
2
組
成
調
査
よ
り
）

回
収
量
・
・
・
・
・
4
1
,
2
5
5
t

支
給
団
体
数
・
・
・
4
,
2
8
1
団
体

事
業
費

1
7
0
,
5
7
3

(
1
7
0
,
5
7
3
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

集
団

資
源

回
収

の
認

知
度

向
上

や
利

用
促

進
の

た
め

、
市

民
へ

の
周

知
を

行
う

と
と

も
に

、
町

内
会

等
の

実
施

団
体

へ
の

情
報

発
信

を
引

き
続

き
行

っ
て

い
く

。
町

内
会

等
へ

の
実

施
団

体
に

対
し

て
は

、
回

収
量

が
多

い
団

体
の

要
因

分
析

を
行

っ
た

上
で

、
他

の
団

体
に

も
可

能
な

取
組

を
発

信
し

て
い

く
な

ど
、

回
収

増
に

つ
な

が
る

効
果

的
な

施
策

を
検

討
し

て
い

く
。

ま
た

、
古

紙
の

市
況

や
回

収
業

者
の

経
営

状
況

に
つ

い
て

引
き

続
き

情
報

収
集

に
努

め
、

そ
の

動
向

を
注

視
し

て
い

く
。

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

集
団
資
源
回
収
の
更
な
る
促
進

事
業
の
評
価
・
課
題

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
推
計
値
・
・
・
4
,
7
8
8
t

（
R
0
3
組
成
調
査
よ
り
）

回
収
量
・
・
・
・
・
3
9
,
7
6
0
t

支
給
団
体
数
・
・
・
4
,
3
0
3
団
体

事
業
費

1
7
2
,
8
9
2

(
1
7
2
,
8
9
2
)

(
1
5
8
,
5
8
9
)

意
見
・
提
案
等

・
　
集
団
資
源
回
収
量
を
増
や
す
た
め
に
は
、
紙
パ
ッ
ク
や
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
対
象
品
目
を
増
や
す
こ

　
と
も
一
つ
の
方
法
と
思
う
。

・
　
集
団
資
源
回
収
は
回
収
頻
度
が
低
く
利
用
し
に
く
い
た
め
、
回
収
拠
点
に
持
ち
込
む
人
が
い
る
。
回
収
拠

　
点
が
増
え
れ
ば
い
い
と
い
う
声
も
聞
こ
え
る
。
回
収
拠
点
の
広
報
に
も
っ
と
力
を
入
れ
て
い
い
と
思
う
。

・
　
奨
励
金
制
度
に
つ
い
て
、
以
前
と
は
新
聞
・
段
ボ
ー
ル
の
排
出
量
が
異
な
っ
て
お
り
、
回
収
業
者
が
経
営

　
的
に
厳
し
い
の
で
、
今
後
制
度
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
推
計
値
・
・
・
2
,
8
9
7
t

（
R
0
5
組
成
調
査
よ
り
）

回
収
量
・
・
・
・
・
3
4
,
4
0
1
t

支
給
団
体
数
・
・
・
4
,
3
1
6
団
体

事
業
費

1
7
3
,
6
7
4

(
1
7
3
,
6
7
4
)

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
推
計
値
・
・
・
4
,
8
5
2
t

（
R
0
4
組
成
調
査
よ
り
）

回
収
量
・
・
・
・
・
3
7
,
7
2
6
t

支
給
団
体
数
・
・
・
4
,
3
0
1
団
体

事
業
費

1
5
8
,
5
8
9

44



【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
N
o.
4

達
成

状
況

▲

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　

懇
話

会
で

意
見

が
あ

っ
た

場
合

の
み

記
載

す
る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

意
見
・
提
案
等

・
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
雑
が
み
の
分
別
は
特
に
難
し
い
が
、
繰
り
返
し
市
民
に
訴
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

・
　
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
雑
が
み
の
分
別
協
力
率
に
つ
い
て
、
毎
年
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
る
が
横
ば

　
い
と
な
っ
て
お
り
、
認
知
度
と
し
て
こ
れ
く
ら
い
が
限
界
な
の
で
は
。
1
0
0
％
を
目
指
す
の
は
コ
ス
パ
が
悪
い
。

・
　
紙
類
と
い
っ
て
も
、
機
密
保
持
な
ど
の
理
由
で
燃
や
せ
る
ご
み
に
入
れ
た
い
も
の
も
あ
る
と
思
う
し
、
分

　
別
は
わ
か
っ
て
い
て
も
面
倒
だ
と
い
う
人
も
い
る
と
思
う
。

・
　
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
雑
が
み
、
あ
と
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
停
滞
し
て
い
る
古
着
な
ど
も
含
め
る
と
、

　
燃
や
せ
る
ご
み
の
中
に
は
ま
だ
ま
だ
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
が
2
0
％
く
ら
い
あ
る
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と

　
市
民
に
認
識
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
雑
が
み
の
量
・
・
・
1
4
,
3
3
2
t
（
R
0
5
組
成
調
査
よ
り
）

分
別
協
力
率
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
5
7
％

雑
が
み
の
搬
出
量
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
中
沼
5
,
5
2
2
t
　
民
間
8
,
3
3
5
t

主
要
古
紙
の
搬
出
量
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
中
沼
2
4
8
t
　
　
民
間
1
,
2
5
6
t

事
業
費

2
0
8
,
3
4
4

(
2
0
8
,
3
4
4
)

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
雑
が
み
の
量
・
・
・
1
4
,
6
9
1
t
（
R
0
4
組
成
調
査
よ
り
）

分
別
協
力
率
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
5
8
％

雑
が
み
の
搬
出
量
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
中
沼
6
,
5
2
6
t
　
民
間
8
,
0
3
4
t

主
要
古
紙
の
搬
出
量
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
中
沼
2
6
8
t
　
民
間
1
,
0
9
1
t

事
業
費

1
9
6
,
8
7
6

(
1
9
6
,
8
7
6
)

雑
が

み
の

分
別

協
力

率
は

5
0
％

台
と

低
調

な
状

況
が

続
い

て
お

り
、

適
正

排
出

に
誘

導
す

る
こ

と
で

廃
棄

ご
み

量
の

削
減

が
可

能
と

な
る

こ
と

か
ら

、
更

な
る

周
知

啓
発

が
必

要
で

あ
る

。
一

方
、

2
0
2
0
年

末
の

中
国

の
古

紙
輸

入
禁

止
措

置
に

伴
い

、
雑

が
み

の
ご

み
化

が
懸

念
さ

れ
た

が
、

現
在

は
需

給
が

均
衡

し
、

安
定

的
に

リ
サ

イ
ク

ル
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

“
令

和
３

年
度

「
ご

み
減

量
・

資
源

化
に

対
す

る
行

動
・

意
識

等
」

に
関

す
る

市
民

意
識

調
査

”
に

よ
る

と
、

チ
ラ

シ
・

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

及
び

紙
パ

ッ
ク

は
「

雑
が

み
」

の
日

に
出

す
人

が
最

も
多

く
な

っ
て

い
る

が
、

こ
れ

ら
は

集
団

資
源

回
収

で
の

排
出

を
促

す
必

要
が

あ
る

。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
雑
が
み
の
量
・
・
・
1
7
,
1
2
3
t
（
R
0
2
組
成
調
査
よ
り
）

分
別
協
力
率
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
5
2
％

雑
が
み
の
搬
出
量
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
中
沼
7
,
2
6
4
t
　
民
間
7
,
9
5
5
t

主
要
古
紙
の
搬
出
量
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
中
沼
3
2
8
t
　
民
間
1
,
2
1
7
t

事
業
費

1
9
0
,
6
2
5

(
1
9
0
,
6
2
5
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

雑
が

み
リ

サ
イ

ク
ル

事
業

は
今

後
も

継
続

し
て

行
っ

て
い

く
。

雑
が

み
と

し
て

排
出

で
き

る
紙

類
を

分
か

り
や

す
く

周
知

す
る

た
め

、
市

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
ご

み
分

け
ガ

イ
ド

、
ご

み
分

別
ア

プ
リ

等
の

媒
体

を
活

用
し

、
市

民
へ

の
周

知
を

図
っ

て
い

く
。

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
雑
が
み
の
量
・
・
・
1
4
,
6
9
1
t
（
R
0
3
組
成
調
査
よ
り
）

分
別
協
力
率
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
5
6
％

雑
が
み
の
搬
出
量
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
中
沼
6
,
4
1
8
t
　
民
間
8
,
1
1
0
t

主
要
古
紙
の
搬
出
量
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
中
沼
2
7
0
t
　
民
間
1
,
0
8
7
t

事
業
費

1
9
5
,
2
7
3

(
1
9
5
,
2
7
3
)

　
　
　
　
施
策
：
小

(
2
)

紙
類
と
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
適
正
排
出
の
促
進

事
業
の
評
価
・
課
題

1
7
,
9
6
2
t

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
紙
の
量

　
　
　
施
策
：
中

２
－
１

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
収
集
し
た
雑
が
み
を
、
民
間
古
紙
選
別
施
設
と
中
沼
雑
が
み
選
別
セ
ン
タ
ー
で
選
別

し
、
製
紙
原
料
や
固
形
燃
料
に
再
資
源
化
す
る
。
再
資
源
化
し
た
製
紙
原
料
は
、
民
間
古
紙
選
別
施
設
分
は

古
紙
問
屋
組
合
を
通
じ
て
製
紙
工
場
へ
売
却
、
中
沼
雑
が
み
選
別
セ
ン
タ
ー
分
は
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
輸

出
業
者
へ
売
却
し
て
い
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

雑
が
み
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
費

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

事
業
の
目
的
・
目
標

資
源
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
し
、
廃
棄
ご
み
の
減
量
を
図
る
。

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5
％
以
上
　
▲
：
5
0
％
以
上
　
×
：
5
0
％
未
満
　
－
：
他

燃
や

せ
る

ご
み

に
含

ま
れ

る
雑

が
み

の
量

の
減

少
が

、
廃

棄
ご

み
量

の
減

量
と

な
る

。
H
2
8
 
9
,
1
3
6
t
・

3
.
7
%
 
 
H
2
9
 
1
0
,
0
4
7
t
・

4
.
1
%

H
3
0
 
1
6
,
6
5
6
t
・

6
.
7
%
 
 
R
0
1
 
1
6
,
6
3
4
t
・

6
.
6
%

R
0
2
 
1
7
,
1
2
3
t
・

6
.
6
%
 
 
R
0
3
 
1
4
,
6
9
1
t
・

5
.
8
%

R
0
4
 
1
4
,
6
9
1
t
・

5
.
9
%
　

R
0
5
 
1
4
,
3
3
2
t
・

6
.
0
%

事
業
の
指

標

指
標
１

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
雑
が
み
の
量

目
標

－

指
標
２

雑
が
み
・
主
要
古
紙
の
搬
出
量

目
標

市
民

が
資

源
物

と
し

て
排

出
し

た
雑

が
み

の
全

量
を

民
間

古
紙

選
別

施
設

及
び

中
沼

雑
が

み
選

別
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
選

別
処

分
・

売
却

し
、

再
資

源
化

し
て

い
る

。
民

間
古

紙
選

別
施

設
の

処
理

量
は

一
定

に
な

る
よ

う
調

整
を

し
て

い
る

た
め

雑
が

み
・

主
要

古
紙

の
搬

出
量

は
ほ

ぼ
横

ば
い

で
あ

る
。

分
別

協
力

率
は

約
6
0
％

で
他

の
資

源
物

と
比

べ
低

い
状

況
で

あ
り

、
排

出
機

会
が

２
週

間
に

１
度

と
少

な
い

こ
と

が
影

響
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

分
別
・
排
出
ル
ー
ル
の
周
知
・
徹
底

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

施
設
管
理
課

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

対
応
施
策
：
大

施
策
２
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～

R
5
を

通
し

て
N
o
.
5

達
成

状
況

○

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　

懇
話

会
で

意
見

が
あ

っ
た

場
合

の
み

記
載

す
る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

資
源
物
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
費

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

分
別
収
集
し
た
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
適
切
に
選
別
し
、
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
及
び
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
選
別
セ
ン
タ
ー
で
選
別
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
を
指
定
法
人
を
通
じ
て
再
商
品
化
事
業

者
に
、
缶
を
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
に
引
き
渡
し
再
資
源
化
す
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

燃
や

せ
る

ご
み

に
含

ま
れ

る
容

器
包

装
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

量
の

減
少

が
、

廃
棄

ご
み

量
の

減
量

と
な

っ
て

い
る

。
・

H
2
8
 
 
1
9
,
8
9
5
ｔ

（
8
.
1
％

）
・

R
2
　

 
1
7
,
3
6
6
ｔ

（
6
.
7
％

）
・

R
3
　

 
1
9
,
5
0
2
ｔ

（
7
.
7
％

）
・

R
4
　

 
1
8
,
7
0
9
ｔ

（
7
.
5
％

）
・

R
5
　

 
2
0
,
1
8
0
ｔ

（
8
.
4
％

）
事
業
の
目
的
・
目
標

資
源
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
し
、
廃
棄
ご
み
の
減
量
を
図
る
。

事
業
の

指
標

指
標
１

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
量

目
標

－

指
標
２

び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
製
容
器
包
装
再
商
品
化
量

　
　
　
　
施
策
：
小

施
策
２

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

分
別
・
排
出
ル
ー
ル
の
周
知
・
徹
底

目
標

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

所
管
課

施
設
管
理
課

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
紙
の
量

　
　
　
施
策
：
中

２
－
１

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

4
7
,
4
8
0
ｔ

対
応
施
策
：
大

市
民

が
資

源
物

と
し

て
排

出
し

た
び

ん
・

缶
・

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

の
全

量
を

選
別

処
理

し
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

選
別

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

選
別

し
た

容
プ

ラ
と

あ
わ

せ
て

、
再

資
源

化
可

能
な

事
業

者
に

引
渡

し
リ

サ
イ

ク
ル

し
て

い
る

。
指

標
１

に
つ

い
て

、
燃

や
せ

る
ご

み
に

含
ま

れ
る

容
器

包
装

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
量

は
、

年
に

よ
っ

て
増

減
が

あ
る

も
の

の
、

大
き

く
減

少
は

し
て

お
ら

ず
、

分
別

協
力

率
に

つ
い

て
も

横
ば

い
と

な
っ

て
い

る
。

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

(
2
)

紙
類
と
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
適
正
排
出
の
促
進

び
ん

・
缶

・
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に

つ
い

て
は

、
9
5
％

程
度

の
分

別
協

力
率

で
推

移
し

て
お

り
、

廃
棄

ご
み

の
減

量
と

リ
サ

イ
ク

ル
の

促
進

に
大

き
く

寄
与

し
て

い
る

と
言

え
る

。
ま

た
、

容
プ

ラ
は

資
源

物
と

し
て

排
出

さ
れ

た
も

の
は

適
切

に
リ

サ
イ

ク
ル

さ
れ

て
お

り
、

分
別

協
力

率
も

本
計

画
基

準
年

（
H
2
8
）

の
5
3
％

よ
り

上
昇

し
て

い
る

も
の

の
、

R
5
は

6
0
％

未
満

に
と

ど
ま

り
適

正
排

出
が

大
き

く
進

ん
で

い
な

い
こ

と
か

ら
、

よ
り

効
果

的
な

啓
発

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
な

お
、

容
プ

ラ
に

、
モ

バ
イ

ル
バ

ッ
テ

リ
ー

や
加

熱
式

た
ば

こ
な

ど
選

別
施

設
や

リ
サ

イ
ク

ル
工

場
で

の
火

災
事

故
の

原
因

と
な

る
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

電
池

等
の

小
型

充
電

式
電

池
を

内
蔵

す
る

製
品

の
混

入
が

増
加

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ら

の
適

正
な

排
出

を
促

す
た

め
の

取
組

み
も

必
要

で
あ

る
。

使
用

済
み

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

を
原

料
に

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

を
製

造
す

る
水

平
リ

サ
イ

ク
ル

に
取

り
組

む
事

業
者

や
自

治
体

が
全

国
的

に
増

え
て

お
り

、
本

市
と

し
て

も
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

事
業
の
評
価
・
課
題

・
燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
量
　
1
9
,
5
0
2
ｔ
（
推
計
）

・
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
分
別
協
力
率
　
9
6
％

・
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
協
力
率
　
5
7
％

・
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
再
商
品
化
量
　
4
7
,
1
7
1
ｔ

事
業
費

8
9
3
,
4
7
9

(
8
9
3
,
4
7
9
)

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

・
燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
量
　
1
7
,
3
6
6
ｔ
（
推
計
）

・
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
分
別
協
力
率
　
9
7
％

・
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
協
力
率
　
5
9
％

・
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
再
商
品
化
量
　
4
7
,
5
6
1
ｔ

事
業
費

9
0
8
,
5
0
4

(
8
8
8
,
7
4
7
)

9
0
3
,
5
7
0

(
9
0
3
,
5
7
0
)

意
見
・
提
案
等

・
　

札
幌

市
の

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

の
排

出
量

が
多

い
理

由
に

つ
い

て
、

さ
ら

に
深

堀
す

べ
き

・
　

汚
れ

た
容

器
包

装
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
を

分
別

す
る

際
に

、
汚

れ
を

す
す

ぐ
理

由
を

訴
え

て
い

く
必

要
が

あ
る

・
　

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

と
雑

が
み

の
分

別
は

特
に

難
し

い
が

、
繰

り
返

し
市

民
に

訴
え

て
い

く
必

要
が

あ
る

・
　

容
器

包
装

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

と
雑

が
み

の
分

別
協

力
率

に
つ

い
て

、
毎

年
普

及
啓

発
を

行
っ

て
い

る
が

横
ば

　
い

と
な

っ
て

お
り

、
認

知
度

と
し

て
こ

れ
く

ら
い

が
限

界
な

の
で

は
。

1
0
0
％

を
目

指
す

の
は

コ
ス

パ
が

悪
い

。
・

　
札

幌
市

は
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
が

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

以
外

の
用

途
に

リ
サ

イ
ク

ル
さ

れ
て

い
る

が
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
　

ル
と

し
て

再
利

用
す

る
方

法
が

確
立

さ
れ

て
い

ま
す

の
で

、
そ

の
方

法
も

検
討

し
て

み
て

は
。

・
燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
量
　
2
0
,
1
8
0
ｔ
（
推
計
）

・
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
分
別
協
力
率
　
9
7
％

・
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
協
力
率
　
5
6
％

・
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
再
商
品
化
量
　
4
6
,
0
1
8
ｔ

事
業
費

8
9
1
,
9
3
5

(
8
9
1
,
9
3
5
)

・
燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
量
　
1
8
,
7
0
9
ｔ
（
推
計
）

・
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
分
別
協
力
率
　
9
4
％

・
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
協
力
率
　
5
9
％

・
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
再
商
品
化
量
　
4
7
,
3
3
3
ｔ

事
業
費

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

引
き

続
き

、
市

民
が

資
源

物
と

し
て

排
出

し
た

び
ん

・
缶

・
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
、

容
プ

ラ
の

リ
サ

イ
ク

ル
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
容

プ
ラ

の
分

別
協

力
率

の
向

上
を

図
る

た
め

、
市

民
へ

の
啓

発
を

進
め

て
い

く
。

ま
た

、
こ

れ
ま

で
に

も
市

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
ポ

ス
タ

ー
な

ど
で

リ
チ

ウ
ム

イ
オ

ン
電

池
混

入
防

止
の

啓
発

を
実

施
し

て
き

た
が

、
引

き
続

き
効

果
的

な
啓

発
方

法
を

検
討

し
て

い
く

。
水

平
リ

サ
イ

ク
ル

が
全

国
的

に
拡

大
し

て
い

る
こ

と
を

受
け

、
回

収
し

た
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の

一
部

を
対

象
に

、
令

和
６

年
1
0
月

か
ら

令
和

７
年

９
月

の
間

、
水

平
リ

サ
イ

ク
ル

の
試

行
事

業
を

実
施

し
、

環
境

負
荷

や
リ

サ
イ

ク
ル

効
率

な
ど

の
観

点
か

ら
検

証
を

行
う

。
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～

R
5
を

通
し

て
N
o
.
6

達
成

状
況

－

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

意
見
・
提
案
等

・
　
テ
ナ
ン
ト
に
入
っ
て
い
る
事
業
者
に
対
し
て
は
、
よ
り
啓
発
・
指
導
を
強
化
す
べ
き
。
テ
ナ
ン
ト
が
代
わ
り
に
ご
み

　
処
理
を
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
分
別
が
雑
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
。

・
　
紙
ご
み
に
つ
い
て
自
己
搬
入
を
禁
止
す
る
な
ど
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

・
　
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ご
み
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
周
知
啓
発
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
特
に
都
心
部
の
事
務
所
の
入
っ
て
い

　
る
ビ
ル
か
ら
出
る
紙
の
ご
み
に
つ
い
て
、
少
し
は
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
量
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

・
　
資
料
の
電
子
化
・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
り
事
業
所
で
の
紙
の
使
用
量
を
減
ら
せ
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

・
　
紙
の
使
用
量
削
減
を
事
業
所
に
示
す
に
あ
た
り
、
市
役
所
自
ら
が
率
先
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

・
事
業
系
廃
棄
物
減
量
計
画
書
・
処
理
実
績
報
告
書
　
提
出
件
数
：
4
,
2
4
2
件
（
提
出
割
合
：
9
2
.
4
％
）

・
大
規
模
事
業
所
へ
の
見
え
る
化
支
援
　
対
象
・
件
数
：
事
務
所
他
　
0
件

・
古
紙
分
別
回
収
ル
ー
ト
の
整
備
　
参
加
事
業
者
・
団
体
：
1
2
3
店
舗

事
業
費

2
7
,
9
8
9

(
0
)

・
事
業
系
廃
棄
物
減
量
計
画
書
・
処
理
実
績
報
告
書
　
提
出
件
数
：
4
,
2
9
5
件
（
提
出
割
合
：
9
3
.
1
％
）

・
大
規
模
事
業
所
へ
の
見
え
る
化
支
援
　
対
象
・
件
数
：
事
務
所
他
　
0
件

・
古
紙
分
別
回
収
ル
ー
ト
の
整
備
　
参
加
事
業
者
・
団
体
：
1
3
1
店
舗

事
業
費

2
9
,
1
3
7

(
0
)

・
大

規
模

事
業

者
に

お
け

る
紙

ご
み

を
中

心
と

す
る

ご
み

の
分

別
、

リ
サ

イ
ク

ル
の

取
組

は
概

ね
定

着
が

見
ら

れ
る

。
・

中
小

規
模

事
業

所
の

古
紙

分
別

回
収

で
は

、
商

店
街

等
で

の
回

収
体

制
が

概
ね

構
築

さ
れ

た
も

の
の

、
近

年
で

は
古

紙
買

取
価

格
の

低
迷

や
分

別
の

手
間

な
ど

の
理

由
に

よ
り

、
参

加
店

舗
数

は
減

少
傾

向
に

あ
る

。
（

令
和

5
年

度
は

、
5
地

区
8
商

店
街

で
実

施
し

1
2
3
店

舗
が

参
加

。
）

・
更

な
る

取
組

を
推

進
す

る
に

は
、

古
紙

買
取

価
格

の
低

迷
や

従
業

員
の

リ
サ

イ
ク

ル
へ

の
意

識
の

低
さ

、
分

別
の

手
間

な
ど

の
課

題
が

あ
り

、
啓

発
対

象
の

拡
大

や
手

法
の

見
直

し
な

ど
、

現
在

の
事

業
手

法
を

再
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

3
-
1
-
(
2
)
 
3
-
2
-
(
1
)

・
事
業
系
廃
棄
物
減
量
計
画
書
・
処
理
実
績
報
告
書
　
提
出
件
数
：
4
,
0
7
5
件
（
提
出
割
合
：
8
8
.
1
％
）

・
大
規
模
事
業
所
へ
の
見
え
る
化
支
援
　
対
象
・
件
数
：
事
務
所
他
（
主
に
中
央
区
）
　
1
3
6
件

・
古
紙
分
別
回
収
ル
ー
ト
の
整
備
　
参
加
事
業
者
・
団
体
：
3
9
9
店
舗

事
業
費

1
9
,
2
9
3

(
0
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

・
よ

り
多

く
の

事
業

所
に

対
し

て
ご

み
減

量
を

働
き

か
け

ら
れ

る
、

よ
り

効
率

的
で

効
果

的
な

ご
み

減
量

リ
サ

イ
ク

ル
の

推
進

方
法

を
模

索
す

る
。

・
大

規
模

事
業

所
に

は
、

全
事

業
所

を
対

象
に

分
別

・
リ

サ
イ

ク
ル

を
更

に
進

め
て

も
ら

え
る

よ
う

、
書

面
で

の
啓

発
等

を
行

う
。

・
中

小
事

業
所

に
は

、
大

規
模

事
業

所
で

の
経

験
を

ベ
ー

ス
に

、
具

体
的

な
ご

み
減

量
方

法
と

そ
の

効
果

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
周

知
す

る
。

事
業
の
評
価
・
課
題

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

民
間
の
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
の
把
握
・
活
用

・
事
業
系
廃
棄
物
減
量
計
画
書
・
処
理
実
績
報
告
書
　
提
出
件
数
：
4
,
2
9
4
件
（
提
出
割
合
：
9
2
.
3
％
）

・
大
規
模
事
業
所
へ
の
見
え
る
化
支
援
　
対
象
・
件
数
：
事
務
所
他
　
0
件

・
古
紙
分
別
回
収
ル
ー
ト
の
整
備
　
参
加
事
業
者
・
団
体
：
1
3
6
店
舗

事
業
費

2
4
,
9
4
5

(
0
)

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

延
床
面
積
1
,
0
0
0
㎡
以
上
の
大
規
模
事
業
所
に
対
し
、
ご
み
排
出
量
の
年
間
実
績
と
予
定
量
の
報
告
を
義
務

付
け
し
、
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
の
余
地
と
経
済
的
効
果
を
解
析
・
見
え
る
化
し
て
事
業
者
に
示
す
こ
と
、
古
紙

排
出
量
の
少
な
い
中
小
規
模
事
業
者
に
対
し
、
古
紙
分
別
回
収
が
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
し
て
い
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

目
標

－

　
　
　
施
策
：
中

３
－
１

事
業
者
に
よ
る
自
主
的
な
取
組
の
促
進

（
最
大
２
つ
ま
で
）

関
係
課

廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

リ
サ
イ
ク
ル
率

対
応
施
策
：
大

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

数
値

で
は

一
概

に
は

示
せ

な
い

が
、

本
事

業
に

よ
り

、
事

業
者

が
古

紙
を

一
般

ご
み

で
は

な
く

古
紙

回
収

に
排

出
す

る
こ

と
で

、
ご

み
排

出
量

・
廃

棄
ご

み
量

の
減

量
に

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
と

考
え

て
い

る
。

事
業
の
目
的
・
目
標

事
業
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
、
そ
の
３
割
を
占
め
る
紙
ご
み
を
中
心
に
、
分
別
回
収

し
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
量
を
増
や
す
。

事
業
の
指

標

指
標
１

大
規
模
事
業
所
に
お
け
る
一
般
廃
棄
物
に
占
め
る
焼
却
ご
み
量
の
割
合

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5
％
以
上
　
▲
：
5
0
％
以
上
　
×
：
5
0
％
未
満
　
－
：
他

所
管
課

事
業
廃
棄
物
課

報
告

書
の

提
出

率
は

9
0
％

以
上

と
高

く
、

ご
み

の
分

別
・

リ
サ

イ
ク

ル
へ

の
意

識
が

概
ね

浸
透

・
定

着
し

た
と

思
わ

れ
る

。
事

業
系

古
紙

の
リ

サ
イ

ク
ル

率
（

ご
み

の
排

出
量

に
占

め
る

古
紙

量
の

割
合

）
に

つ
い

て
も

、
平

成
2
8
年

度
に

は
3
9
%
で

あ
っ

た
が

、
こ

う
し

た
取

組
み

に
よ

っ
て

分
別

が
進

み
向

上
し

た
。

焼
却

ご
み

の
排

出
割

合
に

つ
い

て
は

、
ほ

ぼ
横

ば
い

と
な

っ
て

い
る

。
な

お
、

「
見

え
る

化
」

支
援

に
つ

い
て

は
、

令
和

2
年

度
か

ら
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
防

止
の

た
め

休
止

し
て

い
る

。
【

リ
サ

イ
ク

ル
率

（
H
2
8
：

3
9
%
）

】
R
2
：

4
2
%
、

R
3
：

4
3
%
、

R
4
：

4
5
%
、

R
5
：

4
0
%

【
焼

却
ご

み
の

割
合

（
H
2
8
：

3
4
%
）

】
R
2
：

3
4
%
、

R
3
：

3
5
%
、

R
4
：

3
5
%
、

R
5
：

3
9
%

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

事
業
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

施
策
３

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

事
業
廃
棄
物
対
策
費
（
古
紙
を
中
心
と
し
た
事
業
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
）

－

目
標

－

指
標
２
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～

R
5
を

通
し

て
N
o
.
7

達
成

状
況

－

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

意
見
・
提
案
等

・
　

食
品

廃
棄

物
の

再
生

利
用

の
優

先
順

位
は

、
飼

料
化

、
た

い
肥

化
あ

る
い

は
メ

タ
ン

発
酵

、
焼

却
と

続
く

。
栄

養
素

　
の

循
環

や
窒

素
・

リ
ン

の
循

環
が

農
業

安
保

上
求

め
ら

れ
て

お
り

、
注

力
す

べ
き

。
・

　
企

業
向

け
の

デ
ィ

ス
ポ

ー
ザ

ー
の

補
助

な
ど

、
市

が
ご

み
と

し
て

処
理

す
る

量
を

減
ら

す
方

法
も

あ
る

と
思

う
。

①
市
内
飲
食
店
に
お
け
る
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
の
試
行
導
入
（
3
7
店
舗
、
2
,
7
0
5
個
）

②
会
食
等
で
の
食
べ
き
り
を
促
す
「
2
5
1
0
ス
マ
イ
ル
宴
」
の
実
施
や
、
賞
味
期
限
の
近
い
商
品
の
積
極
的

購
入
を
街
頭
放
映
に
よ
り
啓
発

③
学
校
給
食
フ
ー
ド
リ
サ
イ
ク
ル
：
2
9
5
校
、
2
,
1
9
4
ト
ン
の
生
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
啓
発

事
業
費

2
7
,
9
8
9

(
1
,
9
8
1
)

①
市

内
飲

食
店

に
お

け
る

ド
ギ

ー
バ

ッ
グ

の
試

行
導

入
（

3
0
店

舗
、

1
,
2
3
5
個

）
②

外
食

時
に

直
接

食
べ

き
り

を
啓

発
す

る
マ

ス
ク

ケ
ー

ス
を

配
布

（
2
8
店

舗
、

2
0
,
8
0
0
個

）
③

賞
味

期
限

の
近

い
商

品
の

積
極

的
購

入
を

街
頭

放
映

に
よ

り
啓

発
④

学
校

給
食

フ
ー

ド
リ

サ
イ

ク
ル

：
2
9
6
校

、
2
,
2
4
0
ト

ン
の

生
ご

み
を

リ
サ

イ
ク

ル
し

、
啓

発
⑤

食
品

衛
生

協
会

を
通

じ
て

、
市

内
飲

食
店

に
生

ご
み

リ
サ

イ
ク

ル
や

本
市

の
食

品
ロ

ス
削

減
取

組
に

関
す

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

（
9
,
0
0
0
枚

）

事
業
費

2
9
,
1
3
7

(
2
,
0
4
4
)

・
生

ご
み

リ
サ

イ
ク

ル
に

つ
い

て
は

ほ
ぼ

横
ば

い
で

推
移

し
て

お
り

、
分

別
に

手
間

が
か

か
り

、
処

理
費

用
の

軽
減

度
が

低
い

こ
と

等
か

ら
、

処
理

拡
大

が
進

ん
で

い
な

い
状

況
に

あ
る

。
・

食
品

ロ
ス

削
減

の
啓

発
と

と
も

に
、

事
業

者
の

取
組

も
広

が
り

つ
つ

あ
り

、
生

ご
み

量
の

発
生

抑
制

に
つ

な
が

っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

食
品

ロ
ス

削
減

取
組

に
対

す
る

市
民

の
認

知
度

が
低

い
こ

と
や

、
食

中
毒

の
懸

念
等

か
ら

持
ち

帰
り

に
抵

抗
感

を
持

つ
飲

食
店

も
あ

る
な

ど
の

課
題

が
あ

る
。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

3
-
1
-
(
1
)
、
4
-
4
-
(
2
)

①
食
べ
残
し
を
持
ち
帰
る
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
の
市
内
飲
食
店
で
の
試
行
導
入
（
3
4
店
舗
、
6
4
5
個
）

②
賞
味
期
限
の
近
い
商
品
の
積
極
的
購
入
を
街
頭
放
映
に
よ
り
啓
発

③
学
校
給
食
フ
ー
ド
リ
サ
イ
ク
ル
：
2
9
7
校
、
1
,
8
0
9
ト
ン
の
生
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
啓
発

事
業
費

1
9
,
2
9
3

(
1
,
1
9
0
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

・
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
は
、
引
き
続
き
民
間
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
へ
誘
導
し
、
飼
・
肥
料
へ
の
再
生
処

理
を
促
進
す
る
。
ま
た
、
令
和
７
年
度
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
増
強
更
新
（
6
8
t
/
日
⇒
1
0
0
t
/
日
）
に
合
わ
せ
、
関

係
す
る
事
業
者
と
連
携
し
て
処
理
拡
大
を
図
る
。

・
事
業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
消
費
者
で
あ
る
市
民
と
事
業
者
双
方
の
食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
意

識
の
醸
成
を
図
る
。
引
き
続
き
、
食
品
衛
生
協
会
を
通
じ
て
、
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
や
本
市
の
食
品
ロ
ス
削
減
取
組

に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
飲
食
店
に
配
布
し
、
周
知
拡
大
を
図
る
。

・
引
き
続
き
、
飲
食
店
で
の
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
の
試
行
導
入
を
行
う
。
ま
た
、
協
力
店
舗
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す

る
な
ど
、
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
利
用
拡
大
を
図
る
。

事
業
の
評
価
・
課
題

　
　
　
　
施
策
：
小

(
3
)

飲
食
店
等
と
連
携
し
た
食
品
ロ
ス
削
減
の
推
進

①
市
内
飲
食
店
に
お
け
る
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
の
試
行
導
入
（
4
6
店
舗
、
2
,
1
1
0
個
）

②
外
食
時
に
直
接
食
べ
き
り
を
啓
発
す
る
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
を
配
布
（
5
5
店
舗
、
1
0
2
,
1
5
0
個
）

③
学
校
給
食
フ
ー
ド
リ
サ
イ
ク
ル
：
2
9
7
校
、
2
,
2
0
0
ト
ン
の
生
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
啓
発

④
各
業
種
別
の
食
品
ロ
ス
削
減
策
を
事
例
集
と
し
て
ま
と
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表

事
業
費

2
4
,
9
4
5

(
7
0
3
)

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

事
業
所
か
ら
出
る
生
ご
み
に
つ
い
て
、
各
事
業
所
・
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
分
別
収
集
と
リ
サ
イ
ク
ル
処

理
へ
誘
導
す
る
と
と
も
に
、
事
業
者
を
通
じ
た
食
品
ロ
ス
削
減
の
具
体
的
な
行
動
に
つ
な
が
る
啓
発
を
行

う
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

目
標

－

　
　
　
施
策
：
中

３
－
１

事
業
者
に
よ
る
自
主
的
な
取
組
の
促
進

（
最
大
２
つ
ま
で
）

関
係
課

廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

本
事

業
に

よ
り

、
事

業
者

か
ら

排
出

さ
れ

る
生

ご
み

が
減

る
と

と
も

に
、

排
出

さ
れ

た
生

ご
み

も
一

部
が

飼
料

・
肥

料
に

リ
サ

イ
ク

ル
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
ご

み
排

出
量

・
廃

棄
ご

み
量

の
減

量
に

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
と

考
え

て
い

る
。

事
業
の
目
的
・
目
標

事
業
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
、
そ
の
３
割
を
占
め
る
生
ご
み
に
つ
い
て
、
リ
サ
イ

ク
ル
処
理
へ
の
誘
導
に
よ
る
ご
み
減
量
化
と
、
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
組
の
推
進
に
よ
る
ご
み
発
生
抑
制
を

図
る
。

事
業
の

指
標

指
標
１

事
業
系
生
ご
み
の
処
理
量

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

所
管
課

事
業
廃
棄
物
課

・
計
画
の
基
準
年
で
あ
る
平
成
2
8
年
度
か
ら
令
和
4
年
度
ま
で
の
事
業
系
生
ご
み
量
は
、
約
3
～
5
万
ト
ン
で
推
移
し

て
お
り
、
令
和
5
年
度
は
約
3
.
6
万
ト
ン
と
な
っ
た
。

【
事
業
系
生
ご
み
量
】
R
2
：
2
5
,
9
9
3
t
、
R
3
：
3
9
,
6
1
1
t
、
R
4
：
3
4
,
1
2
3
t
、
R
5
：
3
6
,
4
8
1
t

・
令
和
元
年
度
に
実
施
し
た
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
組
状
況
調
査
で
は
、
回
答
事
業
者
の
７
割
以
上
が
何
ら
か
の
食
品

ロ
ス
対
策
を
実
施
し
て
い
た
。
ま
た
、
取
組
方
法
の
例
示
を
求
め
る
声
が
多
く
あ
っ
た
た
め
、
令
和
３
年
度
に
は
食

品
ロ
ス
削
減
策
の
事
例
集
を
公
表
し
た
。

・
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
の
協
力
店
舗
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
事
業
者
の
意
識
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

・
学
校
給
食
フ
ー
ド
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
で
は
、
回
収
し
た
生
ご
み
で
で
き
た
堆
肥
の
活
用
校
も
増
え
て
お
り
、
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
生
ご
み
減
量
の
啓
発
も
効
果
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
（
平
成
2
8
年
1
7
8
校
⇒
令
和
5
年
2
0
3

校
）

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

事
業
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

施
策
３

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

事
業
廃
棄
物
対
策
費
（
事
業
系
生
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
）

－

目
標

－

指
標
２

－
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【
自
己
評
価
】
　
※
R2
～
R5
を
通
し
て

【
自

己
評

価
】

　
※

R
1
～

R
4
を

通
し

て
№

8

達
成

状
況

－

【
各

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

取
組

内
容

と
そ

の
実

績
】

　
数

値
で

示
せ

る
も

の
は

数
値

も
記

載
す

る
こ

と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千

円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千

円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇

話
会

の
意

見
等

】
　

懇
話

会
で

意
見

が
あ

っ
た

場
合

の
み

記
載

す
る

内
千

円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千

円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

３
　

そ
の

他
の

事
業

【
事

業
の

概
要

】

事
業

名
２

Ｒ
推

進
費

（
市

民
・

事
業

者
・

団
体

と
の

取
組

）
定

性
的

評
価

（
数

値
な

し
）

事
業

内
容

（
取

組
内

容
）

ご
み

の
減

量
を

進
め

る
上

で
特

に
重

要
な

リ
デ

ュ
ー

ス
と

リ
ユ

ー
ス

の
推

進
を

行
う

。
①

ご
み

減
量

実
践

活
動

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

へ
の

負
担

金
　

　
②

資
源

回
収

ボ
ッ

ク
ス

設
置

助
成

金
③

古
着

拠
点

回
収

の
周

知
　

④
ス

ー
パ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

事
業

者
・

市
民

団
体

と
連

携
し

た
レ

ジ
袋

削
減

ス
リ

ム
目

標
へ

の
貢

献
度

生
ご

み
の

減
量

・
リ

サ
イ

ク
ル

に
取

り
組

ん
で

い
る

世
帯

の
割

合
は

高
い

水
準

を
維

持
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

本
事

業
が

ご
み

の
排

出
量

や
生

ご
み

の
減

量
に

一
定

程
度

寄
与

し
て

い
る

と
考

え
る

。
事

業
の

目
的

・
目

標
２

R
に

係
る

普
及

啓
発

事
業

を
行

い
、

市
民

の
ご

み
減

量
行

動
促

進
を

図
る

。

事
業

の
指

標

指
標

１

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

生
ご

み
の

減
量

・
リ

サ
イ

ク
ル

に
取

り
組

ん
で

い
る

世
帯

の
割

合
目

標
9
5
%

指
標

２
家

庭
か

ら
出

る
生

ご
み

の
減

量
（

平
成

2
8
年

度
比

）
目

標
1
万

ｔ
以

上

事
業

の
実

施
結

果
（

目
的

・
目

標
の

達
成

状
況

な
ど

）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

所
管

課
循

環
型

社
会

推
進

課
関

係
課

－
・

ご
み

減
量

実
践

活
動

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

：
市

民
、

事
業

者
と

協
力

し
、

ス
リ

ム
ネ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ラ

ム
や

ロ
ビ

ー
展

の
実

施
な

ど
を

行
い

、
多

く
の

市
民

の
参

加
が

あ
っ

た
。

・
古

着
回

収
：

地
区

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
・

清
掃

事
務

所
等

の
ほ

か
、

札
幌

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

協
同

組
合

の
協

力
に

よ
り

、
市

内
に

多
く

の
拠

点
を

設
置

。
・

レ
ジ

袋
削

減
：

協
定

を
締

結
し

て
い

る
ス

ー
パ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

の
マ

イ
バ

ッ
グ

等
持

参
率

に
い

て
、

R
3
は

8
6
％

、
R
4
は

8
5
%
、

R
5
は

8
4
%
と

全
国

平
均

（
R
5
：

7
7
.
0
％

、
2
0
2
3
年

「
ス

ー
パ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

年
次

統
計

調
査

報
告

書
」

P
8
7
）

と
比

べ
て

も
高

い
水

準
を

維
持

し
て

い
る

。
・

指
標

１
は

、
R
2
は

9
3
.
1
％

、
R
3
は

9
3
.
0
％

、
R
4
は

9
3
.
1
％

、
R
5
は

9
4
.
8
％

と
高

い
割

合
を

維
持

し
て

お
り

、
指

標
２

に
つ

い
て

も
、

本
事

業
だ

け
の

目
標

で
は

な
い

が
、

計
画

の
基

準
年

度
で

あ
る

H
2
8
の

9
5
,
7
5
6
ト

ン
か

ら
R
5
で

8
9
,
2
3
1
ト

ン
と

減
少

傾
向

に
あ

り
、

本
事

業
の

効
果

は
出

て
い

る
と

考
え

る
。

※
指

標
１

は
「

指
標

達
成

度
調

査
業

務
（

事
業

の
効

果
に

関
す

る
市

民
意

識
調

査
）

報
告

書
」

よ
り

【
新

ス
リ

ム
計

画
と

の
関

わ
り

】

対
応

す
る

ス
リ

ム
目

標
ご

み
排

出
量

の
減

量
目

標

（
最

大
２

つ
ま

で
）

家
庭

か
ら

出
る

生
ご

み
量

の
減

量
目

標

対
応

す
る

モ
ニ

タ
ー

指
標

家
庭

か
ら

出
る

食
品

ロ
ス

量

対
応

施
策

：
大

施
策

１
２

R
を

推
進

す
る

た
め

の
し

く
み

づ
く

り

　
　

　
施

策
：

中
１

－
１

ご
み

発
生

・
排

出
抑

制
の

た
め

の
行

動
の

実
践

　
　

　
　

施
策

：
小

(
3
)

市
民

・
事

業
者

・
関

係
団

体
と

の
協

働
に

よ
る

ご
み

発
生

・
排

出
抑

制
の

推
進

事
業

の
評

価
・

課
題

・
ご

み
減

量
実

践
活

動
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
：

団
体

設
立

当
初

（
H
1
7
設

立
）

の
ご

み
減

量
施

策
は

リ
サ

イ
ク

ル
（

再
生

利
用

）
中

心
で

あ
っ

た
が

、
現

在
は

よ
り

環
境

負
荷

の
少

な
い

リ
デ

ュ
ー

ス
（

発
生

抑
制

）
、

リ
ユ

ー
ス

（
再

使
用

）
へ

シ
フ

ト
し

、
さ

ら
に

S
D
G
ｓ

の
視

点
も

求
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

現
状

に
合

っ
た

新
た

な
取

り
組

み
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
・

古
着

回
収

：
コ

ロ
ナ

前
ま

で
は

市
内

多
く

の
拠

点
で

回
収

し
て

い
た

が
、

コ
ロ

ナ
の

影
響

で
令

和
2

年
5
月

か
ら

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

店
で

の
回

収
が

停
止

し
、

回
収

可
能

な
拠

点
が

減
少

。
・

レ
ジ

袋
削

減
に

つ
い

て
は

、
協

定
を

締
結

し
て

い
る

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
の

持
参

率
は

高
い

水
準

を
維

持
し

て
お

り
、

協
定

の
効

果
が

出
て

い
る

。
更

な
る

ご
み

の
減

量
を

進
め

る
た

め
、

今
後

は
そ

の
他

の
取

組
に

つ
い

て
も

、
事

業
者

・
団

体
と

連
携

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
と

考
え

る
。

他
の

施
策

（
番

号
の

み
）

1
-
1
-
⑴

、
1
-
2
-
⑴

、
⑵

　
1
-
3
-
⑴

、
⑵

　
2
-
1
-
⑴

、
⑵

　
4
-
3
-
⑴

①
子

ど
も

向
け

環
境

教
育

出
張

講
座

を
1
4
回

実
施

し
、

2
8
0
人

の
参

加
。

ス
リ

ム
ネ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

実
施

し
、

3
7
人

の
参

加
。

簡
易

包
装

の
取

り
組

み
を

実
施

し
て

い
る

商
品

を
市

役
所

ロ
ビ

ー
展

示
で

紹
介

。
「

制
服

リ
ユ

ー
ス

活
動

」
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
周

知
。

②
資

源
回

収
ボ

ッ
ク

ス
は

新
規

設
置

１
件

、
更

新
１

件
、

マ
ー

キ
ン

グ
２

件
助

成
。

③
古

着
回

収
量

3
1
.
5
ｔ

。
子

ど
も

服
等

の
寄

付
を

受
け

る
「

福
服

ギ
フ

ト
」

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

周
知

。
④

マ
イ

バ
ッ

グ
等

持
参

率
:
8
7
%
、

レ
ジ

袋
削

減
量

（
枚

数
）

:
1
1
5
,
3
1
3
,
5
7
3
枚

事
業

費

2
8
,
4
2
3

(
5
,
4
4
2
)

今
後

の
事

業
方

針
（

課
題

へ
の

対
応

や
事

業
目

標
の

設
置

）

・
ご

み
減

量
実

践
活

動
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
：

令
和

4
年

に
新

設
し

た
、

ご
み

減
量

活
動

に
取

り
組

む
団

体
・

事
業

者
を

対
象

と
し

て
い

る
「

さ
っ

ぽ
ろ

ス
リ

ム
ネ

ッ
ト

３
Ｒ

パ
ー

ト
ナ

ー
」

の
登

録
団

体
と

も
連

携
し

な
が

ら
、

積
極

的
に

新
た

な
活

動
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

・
古

着
回

収
：

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

店
で

の
回

収
再

開
の

可
否

に
つ

い
て

適
宜

状
況

を
確

認
す

る
と

と
も

に
、

回
収

拠
点

が
減

少
し

た
際

の
代

替
案

と
し

て
、

民
間

事
業

者
が

独
自

で
行

う
古

着
回

収
の

取
組

に
つ

い
て

、
本

市
媒

体
で

周
知

す
る

こ
と

を
検

討
す

る
。

・
レ

ジ
袋

以
外

の
使

い
捨

て
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

品
や

食
品

ロ
ス

な
ど

の
リ

デ
ュ

ー
ス

や
リ

ユ
ー

ス
に

つ
い

て
も

、
事

業
者

・
団

体
と

連
携

を
し

な
が

ら
取

り
組

ん
で

い
く

。

①
子

ど
も

向
け

環
境

教
育

出
張

講
座

を
４

回
実

施
し

、
1
0
6
人

の
参

加
。

ス
リ

ム
ネ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

実
施

し
、

2
5
人

の
参

加
。

簡
易

包
装

の
取

り
組

み
を

実
施

し
て

い
る

商
品

を
市

役
所

ロ
ビ

ー
展

示
で

紹
介

。
「

制
服

リ
ユ

ー
ス

活
動

」
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
周

知
。

②
資

源
回

収
ボ

ッ
ク

ス
は

助
成

実
績

な
し

。
③

古
着

回
収

量
1
8
.
1
ｔ

。
子

ど
も

服
等

の
寄

付
を

受
け

る
「

福
服

ギ
フ

ト
」

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

周
知

。
④

マ
イ

バ
ッ

グ
等

持
参

率
:
8
6
%
、

レ
ジ

袋
削

減
量

（
枚

数
）

:
1
1
3
,
1
2
6
,
1
1
8
枚

事
業

費

2
7
,
1
9
4

(
3
,
6
0
0
)

①
子

ど
も

向
け

環
境

教
育

出
張

講
座

を
５

回
実

施
し

、
1
8
3
人

の
参

加
。

ス
リ

ム
ネ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

実
施

し
、

4
4
人

の
参

加
。

簡
易

包
装

の
取

り
組

み
を

実
施

し
て

い
る

商
品

を
市

役
所

ロ
ビ

ー
展

示
で

紹
介

。
「

制
服

リ
ユ

ー
ス

活
動

」
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
周

知
。

②
資

源
回

収
ボ

ッ
ク

ス
は

助
成

実
績

な
し

。
③

古
着

回
収

量
8
0
.
3
ｔ

。
子

ど
も

服
等

の
寄

付
を

受
け

る
「

福
服

ギ
フ

ト
」

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

周
知

。
④

マ
イ

バ
ッ

グ
等

持
参

率
:
8
5
%
、

レ
ジ

袋
削

減
量

（
枚

数
）

:
1
1
2
,
1
9
6
,
7
3
9
枚

事
業

費

2
8
,
3
1
6

(
3
,
6
0
0
)

意
見

・
提

案
等

・
　

啓
発

す
る

際
に

は
、

企
業

・
大

学
な

ど
ワ

ン
ク

ッ
シ

ョ
ン

を
置

き
、

従
業

員
・

学
生

な
ど

に
拡

散
さ

せ
る

方
法

も
あ

る
。

・
　

何
か

を
市

民
に

伝
え

る
場

合
、

行
政

か
ら

市
民

に
伝

え
る

よ
り

市
民

か
ら

市
民

に
伝

え
る

方
法

が
伝

わ
り

や
す

い
の

で
は

。

①
子

ど
も

向
け

環
境

教
育

出
張

講
座

を
1
0
回

実
施

し
、

3
0
0
人

の
参

加
。

ス
リ

ム
ネ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

実
施

し
、

4
7
人

の
参

加
。

簡
易

包
装

の
取

り
組

み
を

実
施

し
て

い
る

商
品

を
市

役
所

ロ
ビ

ー
展

示
で

紹
介

。
「

制
服

リ
ユ

ー
ス

活
動

」
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
周

知
。

衣
類

の
リ

ペ
ア

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
。

②
資

源
回

収
ボ

ッ
ク

ス
は

助
成

実
績

な
し

。
③

古
着

回
収

量
8
3
.
4
ｔ

。
子

ど
も

服
等

の
寄

付
を

受
け

る
「

福
服

ギ
フ

ト
」

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

周
知

。
④

マ
イ

バ
ッ

グ
等

持
参

率
:
8
4
%
、

レ
ジ

袋
削

減
量

（
枚

数
）

:
1
0
6
,
1
2
0
,
3
9
0
枚

事
業

費

1
5
,
8
8
6

(
3
,
6
0
0
)
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

9

達
成

状
況

－

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

２
Ｒ
推
進
費
（
子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
の
リ
ユ
ー
ス
）

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

ご
み
の
減
量
を
進
め
る
上
で
特
に
重
要
な
リ
デ
ュ
ー
ス
と
リ
ユ
ー
ス
の
推
進
を
行
う
。

・
子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
の
リ
ユ
ー
ス
促
進

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

H
3
0
年

度
は

2
5
5
.
3
4
 
k
g
お

も
ち

ゃ
を

回
収

し
、

リ
ユ

ー
ス

プ
ラ

ザ
に

お
け

る
イ

ベ
ン

ト
提

供
や

中
島

公
園

で
の

フ
リ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

な
ど

で
提

供
す

る
こ

と
で

、
ご

み
の

減
量

に
貢

献
し

た
。

リ
ユ

ー
ス

の
啓

発
に

つ
い

て
、

数
値

で
は

示
せ

な
い

が
、

廃
棄

ご
み

量
の

削
減

に
一

定
の

効
果

が
あ

っ
た

と
考

え
て

い
る

。
事
業
の
目
的
・
目
標

２
R
に
係
る
普
及
啓
発
事
業
を
行
い
、
市
民
の
ご
み
減
量
行
動
促
進
を
図
る
。

事
業
の

指
標

指
標
１

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量

目
標

1
人

一
日

あ
た

り
3
4
0
ｇ

以
下

指
標
２

目
標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

－

H
3
0
年

度
に

モ
デ

ル
事

業
と

し
て

、
市

立
幼

稚
園

９
園

、
市

立
保

育
園

３
園

、
保

健
セ

ン
タ

ー
１

カ
所

、
児

童
会

館
８

館
、

リ
ユ

ー
ス

プ
ラ

ザ
の

合
計

２
２

カ
所

で
、

１
か

月
間

お
も

ち
ゃ

（
ぬ

い
ぐ

る
み

、
知

育
玩

具
、

楽
器

、
ミ

ニ
カ

ー
、

T
V
ゲ

ー
ム

な
ど

）
の

無
料

回
収

を
実

施
。

計
2
5
5
.
3
4
 
k
g
回

収
し

、
リ

ユ
ー

ス
プ

ラ
ザ

に
お

け
る

イ
ベ

ン
ト

提
供

や
中

島
公

園
で

の
フ

リ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
な

ど
で

提
供

し
た

。

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

－

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
１

２
R
を
推
進
す
る
た
め
の
し
く
み
づ
く
り

　
　
　
施
策
：
中

１
－
３

リ
ユ
ー
ス
機
会
の
提
供

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

リ
ユ
ー
ス
の
促
進
に
向
け
た
取
組

事
業
の
評
価
・
課
題

お
も

ち
ゃ

の
無

料
回

収
は

、
リ

ユ
ー

ス
促

進
の

点
か

ら
、

啓
発

効
果

は
一

定
程

度
あ

っ
た

と
思

わ
れ

る
が

、
恒

常
的

な
事

業
と

し
て

い
く

に
は

次
の

よ
う

な
課

題
が

あ
る

。
・

H
3
0
年

度
実

施
時

事
故

の
発

生
は

無
か

っ
た

が
、

ボ
ッ

ク
ス

投
函

に
よ

る
回

収
方

法
を

採
用

し
た

た
め

、
電

池
か

ら
の

発
火

の
危

険
等

の
安

全
面

の
問

題
が

あ
り

、
品

質
管

理
の

点
か

ら
検

品
可

能
な

対
面

回
収

が
求

め
ら

れ
る

が
、

ボ
ッ

ク
ス

設
置

施
設

側
の

更
な

る
協

力
を

得
る

こ
と

は
難

し
い

。
ま

た
、

直
営

で
の

検
品

は
困

難
。

・
啓

発
を

推
し

進
め

リ
ユ

ー
ス

品
の

量
を

確
保

・
維

持
し

て
い

く
に

は
、

回
収

・
提

供
と

も
に

全
市

的
に

事
業

展
開

す
る

必
要

が
あ

る
が

、
現

状
の

直
営

方
式

で
は

マ
ン

パ
ワ

ー
的

に
困

難
。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

1
-
1
⑴
、
⑶
　
4
-
3
-
⑴

平
成
3
0
年
度
の
お
も
ち
ゃ
等
回
収
量
が
少
量
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
安
全
面
（
電
池
の
発
火
や
ぬ
い
ぐ
る
み

か
ら
の
ア
レ
ル
ギ
ー
発
症
等
）
、
衛
生
面
の
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
お
も

ち
ゃ
等
の
回
収
・
提
供
事
業
を
終
了
す
る
こ
と
と
し
た
。

事
業
費

- -

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

お
も

ち
ゃ

を
含

め
、

各
家

庭
で

使
わ

ず
に

た
め

こ
ん

で
し

ま
っ

て
い

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
リ

ユ
ー

ス
シ

ョ
ッ

プ
や

フ
リ

マ
ア

プ
リ

、
リ

サ
イ

ク
ル

プ
ラ

ザ
等

を
活

用
し

て
、

ま
だ

使
え

る
う

ち
に

リ
ユ

ー
ス

す
る

こ
と

を
促

す
ポ

ス
タ

ー
や

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
乳

幼
児

向
け

施
設

な
ど

に
掲

示
・

配
架

し
、

リ
ユ

ー
ス

の
促

進
を

行
っ

て
い

く
。

-
事
業
費

- -

-
事
業
費

- -

意
見
・
提
案
等

-
事
業
費

- -
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【
自

己
評

価
】

　
※

R
2
～

R
5
を

通
し

て
№

1
0

達
成

状
況

－

【
各

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

取
組

内
容

と
そ

の
実

績
】

　
数

値
で

示
せ

る
も

の
は

数
値

も
記

載
す

る
こ

と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千

円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千

円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇

話
会

の
意

見
等

】
　

懇
話

会
で

意
見

が
あ

っ
た

場
合

の
み

記
載

す
る

内
千

円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千

円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

拡
大

生
産

者
責

任
の

原
則

に
基

づ
き

、
市

町
村

と
事

業
者

の
費

用
負

担
及

び
役

割
分

担
に

つ
い

て
明

確
に

す
る

こ
と

や
、

事
業

者
責

任
の

強
化

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。

－

国
や

製
造

・
販

売
業

界
へ

の
働

き
か

け

― 循
環

型
社

会
推

進
課

－ 施
策

１
２

R
を

推
進

す
る

た
め

の
し

く
み

づ
く

り

・
R
6
.
4
か

ら
有

機
Ｅ

Ｌ
テ

レ
ビ

も
家

電
リ

サ
イ

ク
ル

法
に

よ
る

家
電

回
収

の
対

象
と

な
っ

た
。

目
標

－

【
事

業
の

概
要

】

事
業

名
清

掃
計

画
費

　
（

要
望

活
動

）

事
業

の
目

的
・

目
標

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）
定

性
的

評
価

（
数

値
な

し
）

事
業

内
容

（
取

組
内

容
）

全
国

都
市

清
掃

会
議

、
大

都
市

清
掃

事
業

協
議

会
を

通
じ

て
、

循
環

型
社

会
形

成
推

進
交

付
金

や
容

器
包

装
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
、

排
出

禁
止

物
に

関
す

る
事

業
等

に
関

し
て

、
国

へ
の

要
望

を
行

っ
て

い
る

。

ス
リ

ム
目

標
へ

の
貢

献
度

目
標

―

2
4
,
4
3
0

(
0
)

事
業

の
評

価
・

課
題

拡
大

生
産

者
責

任
（

E
P
R
）

の
徹

底

所
管

課

事
業

の
実

施
結

果
（

目
的

・
目

標
の

達
成

状
況

な
ど

）

－

（
最

大
２

つ
ま

で
）

対
応

す
る

モ
ニ

タ
ー

指
標

関
係

課
－

【
新

ス
リ

ム
計

画
と

の
関

わ
り

】

対
応

す
る

ス
リ

ム
目

標

事
業

の
指

標

指
標

１

国
へ

要
望

し
た

主
な

内
容

・
容

プ
ラ

の
事

業
者

責
任

の
拡

大
・

家
電

リ
サ

イ
ク

ル
法

に
お

け
る

リ
サ

イ
ク

ル
料

金
の

前
払

い
制

度
や

電
子

レ
ン

ジ
な

ど
品

目
の

拡
大

・
適

正
処

理
困

難
物

の
指

定
の

拡
大

や
事

業
者

に
よ

る
自

主
回

収
の

推
進

・
プ

ラ
資

源
循

環
促

進
法

に
係

る
拡

大
生

産
者

責
任

の
促

進

事
業

費

指
標

２

　
　

　
　

施
策

：
小

(
1
)

　
　

　
施

策
：

中
１

－
４

他
の

施
策

（
番

号
の

み
）

1
-
4
-
(
2
)

国
へ

要
望

し
た

主
な

内
容

・
容

プ
ラ

の
事

業
者

責
任

の
拡

大
・

家
電

リ
サ

イ
ク

ル
法

に
お

け
る

リ
サ

イ
ク

ル
料

金
の

前
払

い
制

度
や

電
子

レ
ン

ジ
な

ど
品

目
の

拡
大

・
適

正
処

理
困

難
物

の
指

定
の

拡
大

や
事

業
者

に
よ

る
自

主
回

収
の

推
進

（
加

熱
式

た
ば

こ
を

追
加

）

対
応

施
策

：
大

1
0
,
6
2
1

・
成

果
が

出
て

い
な

い
状

況
だ

が
、

国
や

事
業

者
等

が
一

体
と

な
り

制
度

設
計

す
る

も
の

で
あ

る
た

め
、

簡
単

に
成

果
が

で
な

い
の

は
や

む
を

得
な

い
と

考
え

る
。

・
引

き
続

き
継

続
し

て
要

望
を

行
っ

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

(
0
)

意
見

・
提

案
等

国
へ

要
望

し
た

主
な

内
容

・
容

プ
ラ

の
事

業
者

責
任

の
拡

大
・

家
電

リ
サ

イ
ク

ル
法

に
お

け
る

リ
サ

イ
ク

ル
料

金
の

前
払

い
制

度
や

電
子

レ
ン

ジ
な

ど
品

目
の

拡
大

・
適

正
処

理
困

難
物

の
指

定
の

拡
大

や
事

業
者

に
よ

る
自

主
回

収
の

推
進

・
プ

ラ
資

源
循

環
促

進
法

に
係

る
拡

大
生

産
者

責
任

の
促

進

事
業

費

2
5
,
1
2
3

(
0
)

国
へ

要
望

し
た

主
な

内
容

・
容

プ
ラ

の
事

業
者

責
任

の
拡

大
・

家
電

リ
サ

イ
ク

ル
法

に
お

け
る

リ
サ

イ
ク

ル
料

金
の

前
払

い
制

度
や

電
子

レ
ン

ジ
な

ど
品

目
の

拡
大

・
適

正
処

理
困

難
物

の
指

定
の

拡
大

や
事

業
者

に
よ

る
自

主
回

収
の

推
進

・
プ

ラ
資

源
循

環
促

進
法

に
係

る
拡

大
生

産
者

責
任

の
促

進

事
業

費

事
業

費

2
5
,
6
8
3

今
後

の
事

業
方

針
（

課
題

へ
の

対
応

や
事

業
目

標
の

設
置

）
他

都
市

と
協

力
し

な
が

ら
、

継
続

し
て

要
望

を
行

っ
て

い
く

。

(
0
)
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

1
1

達
成

状
況

○

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

意
見
・
提
案
等

環
境
広
場
ほ
っ
か
い
ど
う
に
て
パ
ネ
ル
等
の
展
示
や
ご
み
減
量
に
か
か
る
ク
イ
ズ
・
ゲ
ー
ム
を
実
施

イ
ベ
ン
ト
実
施
回
数
1
回
、
参
加
者
数
2
,
4
8
7
人

事
業
費

6
,
6
4
1

(
4
7
)

環
境
広
場
さ
っ
ぽ
ろ
に
て
パ
ネ
ル
等
の
展
示
や
ご
み
減
量
に
か
か
る
ク
イ
ズ
を
実
施

イ
ベ
ン
ト
実
施
回
数
1
回
、
参
加
者
数
1
,
7
0
7
人

事
業
費

4
,
2
2
1

(
6
7
)

事
業
の
評
価
・
課
題

子
ど

も
向

け
ク

イ
ズ

な
ど

、
来

場
者

の
年

齢
層

を
意

識
し

た
ブ

ー
ス

内
容

と
す

る
こ

と
に

よ
り

、
多

く
の

参
加

者
を

集
め

、
効

果
的

な
普

及
啓

発
活

動
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
市

民
の

ご
み

減
量

へ
の

意
識

が
高

ま
り

、
ご

み
減

量
の

取
組

も
多

岐
に

渡
る

こ
と

か
ら

、
そ

れ
ぞ

れ
に

応
じ

た
適

切
な

情
報

提
供

に
つ

い
て

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

1
-
1
-
(
3
)

環
境
広
場
さ
っ
ぽ
ろ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
）
に
て
パ
ネ
ル
・
動
画
を
展
示

イ
ベ
ン
ト
実
施
回
数
1
回
、
参
加
者
数
2
4
6
人
（
重
複
を
含
む
ブ
ー
ス
ア
ク
セ
ス
数
）

事
業
費

1
,
9
7
3

(
0
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

ご
み

の
減

量
・

資
源

化
を

推
進

し
、

市
民

が
主

体
的

に
取

り
組

め
る

よ
う

、
適

宜
、

市
民

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
て

内
容

・
広

報
手

法
を

見
直

し
な

が
ら

、
継

続
し

て
普

及
・

啓
発

を
行

っ
て

い
く

。

　
　
　
　
施
策
：
小

(
4
)

イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

環
境
広
場
さ
っ
ぽ
ろ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
）
に
て
パ
ネ
ル
・
動
画
の
展
示
や
ご
み
減
量
に
か
か
る
ク
イ

ズ
を
実
施

イ
ベ
ン
ト
実
施
回
数
1
回
、
参
加
者
数
4
9
9
人
（
重
複
を
含
む
2
ブ
ー
ス
分
の
ア
ク
セ
ス
数
）

事
業
費

3
,
2
9
2

(
0
)

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

環
境
政
策
課

年
1
回

開
催

さ
れ

る
環

境
広

場
に

お
い

て
ブ

ー
ス

を
出

展
し

、
パ

ネ
ル

展
示

や
ク

イ
ズ

、
啓

発
品

の
配

布
を

通
し

て
普

及
啓

発
を

行
っ

た
。

来
場

者
数

に
つ

い
て

は
、

R
2
・

R
3
年

度
に

お
い

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
イ

ベ
ン

ト
が

バ
ー

チ
ャ

ル
開

催
と

な
っ

た
こ

と
が

主
な

要
因

と
な

り
、

著
し

く
目

標
を

下
回

っ
て

し
ま

っ
た

。
R
4
年

度
は

3
年

ぶ
り

の
会

場
開

催
と

な
り

、
環

境
広

場
全

体
の

来
場

者
数

が
減

少
す

る
な

か
、

当
課

の
出

展
ブ

ー
ス

の
参

加
者

数
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

前
と

同
水

準
と

な
っ

た
。

R
5

年
度

は
「

G
7
札

幌
 
気

候
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

環
境

大
臣

会
合

」
の

記
念

イ
ベ

ン
ト

と
し

て
、

通
常

よ
り

も
規

模
を

拡
大

し
て

の
開

催
と

な
っ

た
こ

と
か

ら
、

大
き

く
目

標
を

上
回

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

対
応
施
策
：
大

施
策
４

市
民
に
対
す
る
支
援
と
普
及
啓
発

－

　
　
　
施
策
：
中

４
－
３

具
体
的
な
行
動
に
つ
な
げ
る
普
及
啓
発
の
実
施

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

普
及
啓
発
費
（
環
境
広
場
出
展
）

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）
定

性
的

評
価

（
数

値
な

し
）

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

環
境
広
場
さ
っ
ぽ
ろ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
、
家
庭
系
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
関
す

る
普
及
啓
発
を
行
う
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

本
事

業
の

普
及

啓
発

を
通

し
て

、
イ

ベ
ン

ト
来

場
者

の
行

動
変

容
に

よ
り

、
ご

み
排

出
量

や
家

庭
か

ら
出

る
廃

棄
ご

み
量

の
減

量
に

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
と

考
え

て
い

る
。

事
業
の
目
的
・
目
標

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
市
民
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
市
民
の
ご
み
減
量
行
動
を
促
進
し
、
家

庭
か
ら
出
る
ご
み
量
を
減
量
す
る
。

事
業
の

指
標

指
標
１

ご
み
減
量
啓
発
イ
ベ
ン
ト
来
場
者
数

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

目
標

2
,
0
0
0
人

指
標
２

ご
み
減
量
啓
発
イ
ベ
ン
ト
実
施
回
数

目
標

1
回
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

1
2

達
成

状
況

－

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

市
有
施
設
へ
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
や
市
民
へ
の
広
報
に
よ
り
廃
食
油
資
源
化
事
業
者
の
廃
食
油
回
収

を
支
援
す
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

指
標
１

廃
食
油
回
収
量

目
標

－

指
標
２

廃
食
油
回
収
拠
点
数

目
標

普
及
啓
発
費
（
家
庭
系
廃
食
油
資
源
化
促
進
事
業
）

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

回
収
拠
点
数
は
増
加
し
て
お
り
、
主
要
な
ス
ー
パ
ー
や
市
有
施
設
は
回
収
拠
点
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
利
便
性
が
確

保
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
市
民
の
更
な
る
協
力
を
促
す
た
め
、
各
種
広
報
媒
体
（
ご
み
分
け
ガ
イ
ド
、
ご
み
分
別
ア
プ
リ
、
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
で
広
報
す
る
ほ
か
、
市
有
施
設
に
お
け
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
活
用
状
況
を
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
ご
み
収
集
車
両
で
の
B
5
軽
油
の
試
験
使
用
を
行
っ
て
き
た
が
、
燃

料
と
し
て
の
有
用
性
を
評
価
で
き
た
一
方
で
、
貯
蔵
・
給
油
施
設
の
整
備
や
危
険
物
取
扱
者
の
配
置
が
困
難
な
た
め

正
式
導
入
は
断
念
し
、
R
1
か
ら
は
環
境
局
所
管
施
設
（
山
本
処
理
場
）
の
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
と
し
て
B
1
0
重
油
の
試
験

使
用
と
検
証
を
進
め
て
い
る
（
R
4
、
R
5
に
つ
い
て
は
ボ
イ
ラ
ー
故
障
の
た
め
未
実
施
、
R
6
は
ボ
イ
ラ
ー
が
復
旧
し
た

た
め
実
施
予
定
）
。

な
お
、
民
間
事
業
者
の
回
収
量
は
、
事
業
者
か
ら
定
期
的
な
報
告
を
受
け
て
い
る
。
（
２
－
２
－
(
5
)
）

一
部
回
収
拠
点
に
て
、
よ
り
大
き
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
回
収
で
き
る
ボ
ッ
ク
ス
に
交
換
し
た
（
C
方
式
の
導
入
）
。

事
業
の
目
的
・
目
標

ご
み
の
減
量
と
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
普
及
に
よ
る
資
源
の
有
効
活
用
の
促
進

事
業
の

指
標

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
施
策
：
大

施
策
２

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

廃
食

油
回

収
量

の
増

加
に

よ
り

、
ご

み
排

出
量

及
び

廃
棄

ご
み

量
が

減
少

し
て

い
る

。
・

H
2
8
 
 
2
0
9
,
6
8
3
.
5
Ｌ

(
1
8
8
.
7
ｔ

)
・

R
2
　

 
2
4
2
,
9
3
2
.
0
Ｌ

(
2
1
8
.
6
ｔ

)
・

R
3
　

 
2
4
1
,
1
6
2
.
5
Ｌ

(
2
1
7
.
0
ｔ

)
・

R
4
　

 
1
9
2
,
1
8
1
.
5
Ｌ

(
1
7
2
.
9
ｔ

)
・

R
5
　

 
1
9
2
,
8
7
9
.
0
Ｌ

(
1
7
3
.
6
ｔ

)

－

資
源
回
収
の
促
進
に
向
け
た
取
組

(
0
)

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

3
,
2
9
2

　
　
　
　
施
策
：
小

(
2
)

廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

リ
サ
イ
ク
ル
率

所
管
課

廃
食
油
回
収
量
は
、
本
計
画
基
準
年
（
H
2
8
）
の
回
収
量
と
比
較
し
て
増
加
し
て
お
り
、
ご
み
排
出
量
及
び
廃
棄
ご

み
量
の
減
量
に
一
定
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
言
え
る
。
一
方
で
、
札
幌
市
の
家
庭
か
ら
出
る
再
生
利
用
可
能
な
食

用
油
は
、
全
体
で
約
1
5
0
万
Ｌ
程
度
と
推
計
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る
回
収
量
増
加
に
向
け
た
取
組
み
の
余
地
が

あ
る
。

ま
た
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
使
用
に
よ
る
機
器
故

障
に
対
し
て
は
機
器
メ
ー
カ
ー
の
保
証
対
象
外
と
な
る
こ
と
か
ら
、
活
用
拡
大
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

2
-
2
-
(
5
)

・
廃
食
油
回
収
量
　
2
4
2
,
9
3
2
.
0
Ｌ
(
2
1
8
.
6
ｔ
)

・
廃
食
油
回
収
拠
点
数
　
3
6
8
カ
所

事
業
費

1
,
9
7
3

(
0
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

更
な
る
回
収
促
進
に
向
け
た
市
民
へ
の
周
知
・
啓
発
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
「
燃
や
せ
る
ご
み
に
出
す
」
人
の
割
合

を
減
ら
し
、
廃
棄
ご
み
の
減
量
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
試
験
使
用
に
よ
る
機
器
へ
の

影
響
の
検
証
を
継
続
し
、
活
用
の
状
況
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
排
出
意
欲
を
促
し
、
事
業
者
に
利
用
に
向
け

た
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
進
め
る
。

Ｃ
方
式
対
応
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
の
交
換
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
適
宜
実
施
予
定
。

２
－
２

事
業
の
評
価
・
課
題

回
収
拠
点
等
の
利
便
性
の
向
上

・
廃
食
油
回
収
量
　
2
4
1
,
1
6
2
.
5
Ｌ
(
2
1
7
.
0
ｔ
)

・
廃
食
油
回
収
拠
点
数
　
3
6
8
カ
所

　
　
　
施
策
：
中

事
業
費

意
見
・
提
案
等

・
廃
食
油
回
収
量
　
1
9
2
,
8
7
9
.
0
Ｌ
(
1
7
3
.
6
ｔ
)

・
廃
食
油
回
収
拠
点
数
　
4
0
6
カ
所

事
業
費

3
,
9
7
2

(
2
0
0
)

・
廃
食
油
回
収
量
　
1
9
2
,
1
8
1
.
5
Ｌ
(
1
7
2
.
9
ｔ
)

・
廃
食
油
回
収
拠
点
数
　
3
8
7
カ
所

事
業
費

4
,
2
2
1

(
2
0
0
)

53



【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

1
3

達
成

状
況

○

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）
定

性
的

評
価

（
数

値
な

し
）

目
標

-

古
紙
回
収
ボ
ッ
ク
ス
や
エ
コ
ボ
ッ
ク
ス
、
古
紙
回
収
協
力
店
等
の
古
紙
回
収
拠
点
に
お
い
て
、
主
要
古
紙

（
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
）
を
回
収
し
再
資
源
化
す
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

古
紙

回
収

拠
点

に
排

出
さ

れ
た

古
紙

の
総

量
が

、
ご

み
排

出
量

の
減

量
と

な
っ

て
い

る
。

古
紙

回
収

拠
点

に
お

け
る

回
収

実
績

H
2
8
 
1
,
1
8
2
,
1
6
3
k
g
、

H
2
9
 
1
,
0
6
5
,
3
3
7
k
g
、

H
3
0
 
1
,
0
3
8
,
0
6
4
k
g
、

R
0
1
 
9
7
9
,
7
4
8
k
g
、

R
0
2
 
9
6
7
,
2
4
5
k
g
、

R
0
3
 
9
2
1
,
9
5
4
k
g
、

R
0
4
 
9
7
3
,
7
0
7
㎏

、
8
8
5
,
8
8
9
k
g

集
団
資
源
回
収
が
行
わ
れ
て
い
な
い
地
域
の
住
民
の
古
紙
排
出
機
会
の
創
出
や
、
市
民
の
利
便
性
向
上
の

た
め
に
、
無
料
で
古
紙
を
持
ち
込
む
こ
と
が
出
来
る
“
古
紙
回
収
拠
点
”
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

古
紙
回
収
拠
点
数

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

対
応
施
策
：
大

施
策
２

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

普
及
啓
発
費
（
古
紙
回
収
拠
点
関
連
）

指
標
２

古
紙
回
収
量

目
標

-

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

事
業
の
目
的
・
目
標

事
業
の

指
標

指
標
１

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
紙
の
量

　
　
　
施
策
：
中

２
－
１

分
別
・
排
出
ル
ー
ル
の
周
知
・
徹
底

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

古
紙

回
収

拠
点

は
横

ば
い

で
あ

る
が

、
相

当
数

設
置

さ
れ

て
お

り
、

市
民

の
利

便
性

は
十

分
確

保
さ

れ
て

い
る

と
言

え
る

。
古

紙
回

収
量

は
減

少
傾

向
だ

が
、

新
聞

の
購

読
数

減
等

を
要

因
と

し
た

古
紙

の
全

体
量

が
減

少
し

て
い

る
こ

と
が

影
響

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
な

お
、

民
間

の
回

収
協

力
店

に
お

け
る

回
収

量
の

把
握

に
は

至
っ

て
い

な
い

。

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

　
　
　
　
施
策
：
小

(
2
)

紙
類
と
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
適
正
排
出
の
促
進

事
業
の
評
価
・
課
題

古
紙

回
収

拠
点

へ
の

古
紙

排
出

は
ご

み
排

出
量

の
減

量
に

直
接

結
び

つ
く

た
め

、
本

施
策

は
ご

み
減

量
に

有
効

で
あ

る
と

言
え

る
。

ま
た

、
主

要
古

紙
は

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

へ
の

排
出

が
で

き
な

い
も

の
で

あ
り

、
市

民
の

利
便

性
確

保
の

た
め

に
も

古
紙

回
収

拠
点

を
維

持
し

て
い

く
こ

と
は

必
要

で
あ

る
が

、
民

間
の

回
収

協
力

店
の

数
は

、
古

紙
の

保
管

場
所

や
採

算
性

等
の

問
題

も
あ

り
、

大
幅

な
増

加
の

見
通

し
は

無
い

。
一

方
、

主
要

古
紙

は
燃

や
せ

る
ご

み
や

雑
が

み
に

一
定

量
排

出
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
更

な
る

適
正

排
出

の
促

進
の

余
地

が
残

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

課
題

で
あ

る
（

“
令

和
３

年
度

「
ご

み
減

量
・

資
源

化
に

対
す

る
行

動
・

意
識

等
」

に
関

す
る

市
民

意
識

調
査

”
に

よ
る

と
、

新
聞

・
雑

誌
を

「
雑

が
み

」
の

日
に

出
す

人
が

全
体

の
4
分

の
1
程

度
）

。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

2
-
2
-
(
2
)
、
2
-
2
-
(
5
)

回
収
量
・
拠
点
数

　
古
紙
回
収
ボ
ッ
ク
ス
・
・
・
・
・
5
2
7
,
1
8
0
k
g
　
1
9
箇
所

　
エ
コ
ボ
ッ
ク
ス
・
・
・
・
・
・
・
2
5
8
,
2
4
5
k
g
　
3
8
箇
所

　
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
・
・
1
8
1
,
8
2
0
k
g
　
4
箇
所

　
そ
の
他
古
紙
回
収
協
力
店
等
・
・
・
・
・
・
・
4
9
2
箇
所

事
業
費

1
,
9
7
3

(
1
4
6
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

古
紙

の
適

正
排

出
を

促
す

べ
く

、
古

紙
回

収
拠

点
の

認
知

度
向

上
、

市
民

理
解

の
促

進
を

図
る

た
め

、
ご

み
分

け
ガ

イ
ド

や
市

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
ご

み
分

別
ア

プ
リ

等
の

媒
体

を
活

用
す

る
と

と
も

に
、

効
果

的
な

普
及

啓
発

方
法

を
引

き
続

き
検

討
し

て
い

く
。

回
収
量
・
拠
点
数

　
古
紙
回
収
ボ
ッ
ク
ス
・
・
・
・
・
4
8
8
,
9
3
0
k
g
　
1
9
箇
所

　
エ
コ
ボ
ッ
ク
ス
・
・
・
・
・
・
・
2
5
7
,
1
2
7
k
g
　
3
8
箇
所

　
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
・
・
1
7
5
,
8
9
7
k
g
　
 
4
箇
所

　
そ
の
他
古
紙
回
収
協
力
店
等
・
・
・
・
・
・
・
4
9
5
箇
所

事
業
費

3
,
2
9
2

(
1
3
8
)

回
収
量
・
拠
点
数

　
古
紙
回
収
ボ
ッ
ク
ス
・
・
・
・
・
4
9
2
,
5
3
0
k
g
　
1
9
箇
所

　
エ
コ
ボ
ッ
ク
ス
・
・
・
・
・
・
・
2
9
3
,
8
1
0
k
g
　
3
8
箇
所

　
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
・
・
1
8
7
,
3
6
7
k
g
　
 
4
箇
所

　
そ
の
他
古
紙
回
収
協
力
店
等
・
・
・
・
・
・
・
4
9
7
箇
所

事
業
費

4
,
2
2
1

(
0
)

(
5
4
8
)

意
見
・
提
案
等

・
　

マ
ン

シ
ョ

ン
に

投
函

さ
れ

る
チ

ラ
シ

が
各

家
庭

の
燃

や
せ

る
ご

み
に

入
れ

ら
れ

が
ち

だ
と

思
う

の
で

、
マ

　
ン

シ
ョ

ン
の

管
理

会
社

な
ど

が
共

用
部

分
に

回
収

ボ
ッ

ク
ス

を
設

置
す

る
こ

と
を

促
す

施
策

も
考

え
ら

れ
る

・
　

集
団

資
源

回
収

は
回

収
頻

度
が

低
く

利
用

し
に

く
い

た
め

、
回

収
拠

点
に

持
ち

込
む

人
が

い
る

。
回

収
拠

　
点

が
増

え
れ

ば
い

い
と

い
う

声
も

聞
こ

え
る

。
回

収
拠

点
の

広
報

に
も

っ
と

力
を

入
れ

て
い

い
と

思
う

。
・

　
町

内
会

未
加

入
の

方
や

、
マ

ン
シ

ョ
ン

で
集

団
資

源
回

収
体

を
行

っ
て

い
な

い
場

合
な

ど
、

個
々

で
集

団
　

資
源

回
収

を
利

用
し

づ
ら

い
場

合
の

方
法

と
し

て
、

コ
ン

ビ
ニ

な
ど

と
連

携
し

回
収

拠
点

と
す

る
と

い
い

。
・

　
古

紙
を

車
な

ど
で

自
分

で
運

べ
る

間
は

い
い

が
、

高
齢

な
ど

で
自

分
で

回
収

拠
点

に
行

け
な

く
な

っ
た

と
　

き
に

ど
う

す
る

か
と

い
う

問
題

が
出

て
く

る
と

思
う

。

回
収
量
・
拠
点
数

　
古
紙
回
収
ボ
ッ
ク
ス
・
・
・
・
・
4
4
8
,
3
9
0
k
g
　
1
9
箇
所

　
エ
コ
ボ
ッ
ク
ス
・
・
・
・
・
・
・
2
3
7
,
9
0
3
k
g
　
3
9
箇
所

　
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
・
・
1
9
9
,
5
9
6
k
g
　
 
4
箇
所

　
そ
の
他
古
紙
回
収
協
力
店
等
・
・
・
・
・
・
・
4
9
4
箇
所

事
業
費

6
,
6
4
1
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

1
4

達
成

状
況

○

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）
定

性
的

評
価

（
数

値
な

し
）

目
標

4
2
,
1
0
9
t

集
団
資
源
回
収
が
よ
り
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
情
報
提
供
環
境
を
整
備
す
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

集
団

資
源

回
収

に
出

す
こ

と
で

、
ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
排

出
が

減
少

す
る

た
め

、
市

の
ご

み
排

出
量

減
に

つ
な

が
る

。
H
2
8
年

5
4
,
1
0
2
t
、

H
2
9
年

5
1
,
9
9
0
t
、

H
3
0
年

4
8
,
5
8
7
t
、

R
0
1
年

4
5
,
3
9
0
t
、

R
0
2
年

4
1
,
2
5
5
t
、

R
0
3
年

3
9
,
7
6
0
t
、

R
0
4
年

3
7
,
7
2
6
t
、

R
0
5
年

3
4
,
4
1
9
t

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
排
出
さ
れ
て
い
る
資
源
物
を
集
団
資
源
回
収
に
排
出
す
る
よ
う
促
し
、
更
な
る
ご

み
の
減
量
・
資
源
化
を
図
る
。

回
収
量

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

対
応
施
策
：
大

施
策
２

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

集
団
資
源
回
収
奨
励
費
（
周
知
関
係
）

指
標
２

支
給
団
体
数

目
標

4
,
3
3
8
団
体

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

事
業
の
目
的
・
目
標

事
業
の

指
標

指
標
１

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
紙
の
量

　
　
　
施
策
：
中

２
－
２

資
源
回
収
の
促
進
に
向
け
た
取
組

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

業
務
課

町
内

会
へ

の
未

加
入

者
が

多
く

、
集

団
資

源
回

収
の

情
報

が
行

き
届

き
づ

ら
い

共
同

住
宅

入
居

者
や

、
市

の
ご

み
出

し
ル

ー
ル

に
不

案
内

な
市

外
転

入
者

を
主

な
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し

た
啓

発
の

実
施

や
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
ア

プ
リ

の
改

修
に

よ
り

、
集

団
資

源
回

収
を

利
用

す
る

市
民

が
情

報
を

取
得

し
や

す
い

環
境

を
整

備
し

た
。

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

集
団
資
源
回
収
の
更
な
る
促
進

事
業
の
評
価
・
課
題

集
団

資
源

回
収

は
ご

み
排

出
量

の
減

少
に

直
結

す
る

た
め

、
ご

み
減

量
目

標
を

達
成

す
る

た
め

重
要

な
取

組
で

あ
る

。
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
絞

っ
た

周
知

啓
発

や
、

情
報

を
取

得
し

や
す

い
環

境
の

整
備

は
、

集
団

資
源

回
収

の
促

進
に

向
け

て
は

不
可

欠
な

取
組

で
あ

る
。

“
令

和
３

年
度

「
ご

み
減

量
・

資
源

化
に

対
す

る
行

動
・

意
識

等
」

に
関

す
る

市
民

意
識

調
査

”
に

よ
る

と
、

地
域

で
回

収
が

行
わ

れ
て

い
る

が
利

用
し

て
い

な
い

人
（

1
7
.
5
％

）
や

、
そ

も
そ

も
回

収
が

行
わ

れ
て

い
る

か
把

握
し

て
い

な
い

人
（

2
4
.
2
％

）
が

い
る

た
め

、
そ

う
い

っ
た

人
た

ち
の

利
用

を
促

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

・
清

掃
事

務
所

に
よ

る
町

内
会

と
共

同
住

宅
入

居
者

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

を
実

施
　

（
実

施
町

内
会

数
：

1
7
団

体
）

・
不

動
産

管
理

仲
介

業
者

に
賃

貸
物

件
へ

の
ポ

ス
タ

ー
掲

示
を

依
頼

し
、

ポ
ス

タ
ー

約
１

万
枚

を
配

布

事
業
費

1
7
0
,
5
7
3

(
3
,
9
6
0
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

利
用

し
て

い
な

い
市

民
、

回
収

が
行

わ
れ

て
い

る
か

把
握

し
て

い
な

い
市

民
が

一
定

数
い

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

絞
っ

た
周

知
啓

発
や

、
清

掃
事

務
所

に
よ

る
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

事
業

を
行

い
、

集
団

資
源

回
収

の
浸

透
を

図
っ

て
い

く
。

・
清
掃
事
務
所
に
よ
る
町
内
会
と
共
同
住
宅
入
居
者
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
実
施

　
（
実
施
町
内
会
数
：
1
2
団
体
）

事
業
費

1
7
2
,
8
9
2

(
0
)

・
清
掃
事
務
所
に
よ
る
町
内
会
と
共
同
住
宅
入
居
者
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
実
施

　
（
実
施
町
内
会
数
：
1
団
体
）

事
業
費

1
5
8
,
5
8
9

(
0
)

意
見
・
提
案
等

・
清
掃
事
務
所
に
よ
る
町
内
会
と
共
同
住
宅
入
居
者
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
実
施

　
（
実
施
町
内
会
数
：
4
団
体
）

事
業
費

1
7
3
,
6
7
4

(
0
)
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

1
5

3
,
7
0
0
個
、
1
6
,
8
0
0
人

達
成

状
況

○

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

意
見
・
提
案
等

・
　

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
の

収
納

ケ
ー

ス
な

ど
も

リ
ユ

ー
ス

品
に

加
え

る
な

ど
、

市
が

収
集

す
る

リ
ユ

ー
ス

品
に

　
つ

い
て

も
市

民
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

る
必

要
が

あ
る

。

・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
：
来
館
者
数
7
4
,
7
1
6
人
、
家
具

等
の

販
売

数
8
5
3
点

、
教

室
・

講
座

等
の

参
加

者
数

1
8
,
4
0
5

人
、
情
報
紙
発
行
部
数
3
9
,
7
0
0
部

・
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
：
来
館
者
数
4
9
,
2
5
4
人
、
家
具
等

の
販

売
数

2
,
5
6
7
点

、
教

室
・

講
座

等
の

参
加

者
数

7
7
9
人

、
イ

ベ
ン
ト
参
加
者
数
1
,
7
4
2
人

・
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
：
回
収
量
1
,
0
8
2
ｔ

・
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
貸
し
出
し
（
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
事

業
）

：
4
件

事
業
費

1
0
1
,
6
9
2

(
1
0
1
,
6
9
2
)

(
9
3
,
8
2
8
)

・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
：
来
館
者
数
7
5
,
9
6
8
人
、
家
具

等
の

販
売

数
8
4
8
点

、
教

室
・

講
座

等
の

参
加

者
数

1
6
,
5
3
2

人
、
情
報
紙
発
行
部
数
3
7
,
9
0
0
部

・
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
：
来
館
者
数
3
8
,
9
2
1
人
、
家
具
等

の
販

売
数

2
,
9
1
5
点

、
教

室
・

講
座

等
の

参
加

者
数

2
6
8
人

、
イ

ベ
ン
ト
参
加
者
数
1
,
3
7
0
人

・
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
：
回
収
量
1
,
0
9
5
ｔ

・
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
貸
し
出
し
（
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
事

業
）

：
0
件

事
業
費

9
6
,
6
9
4

(
9
6
,
6
9
4
)

(
8
6
,
8
2
4
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

リ
サ

イ
ク

ル
プ

ラ
ザ

・
リ

ユ
ー

ス
プ

ラ
ザ

に
お

い
て

は
、

特
に

若
年

層
の

来
館

促
進

に
向

け
て

、
来

館
者

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
教

室
等

を
実

施
す

る
ほ

か
、

S
N
S
を

活
用

す
る

な
ど

広
報

手
法

の
見

直
し

や
、

動
画

を
活

用
す

る
な

ど
教

室
イ

ベ
ン

ト
等

の
実

施
方

法
の

検
討

を
行

う
。

ま
た

、
地

区
リ

サ
イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

も
、

引
き

続
き

、
認

知
度

向
上

に
努

め
な

が
ら

、
資

源
物

の
受

け
入

れ
を

行
う

と
と

も
に

、
正

し
い

分
別

方
法

な
ど

の
周

知
を

図
る

。

　
　
　
　
施
策
：
小

(
3
)

普
及
啓
発
施
設
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信

事
業
の
評
価
・
課
題

リ
サ

イ
ク

ル
プ

ラ
ザ

・
リ

ユ
ー

ス
プ

ラ
ザ

に
お

い
て

は
、

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
施

設
や

接
遇

の
満

足
度

に
お

い
て

7
割

以
上

の
高

評
価

を
得

て
い

る
が

、
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

普
及

啓
発

活
動

と
な

る
よ

う
、

事
業

内
容

を
適

宜
見

直
し

て
い

る
と

こ
ろ

。
R
5
年

度
は

来
館

者
数

や
イ

ベ
ン

ト
等

の
参

加
者

数
が

目
標

値
を

大
き

く
上

回
っ

て
お

り
、

ご
み

排
出

量
や

廃
棄

ご
み

量
の

減
量

に
効

果
が

あ
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

一
方

、
3
R
（

リ
デ

ュ
ー

ス
「

発
生

・
排

出
抑

制
」

、
リ

ユ
ー

ス
「

再
使

用
」

、
リ

サ
イ

ク
ル

「
再

生
利

用
」

）
の

中
で

も
特

に
2
R
（

リ
デ

ュ
ー

ス
・

リ
ユ

ー
ス

）
を

推
進

す
る

た
め

に
、

施
設

に
お

け
る

展
示

手
法

の
見

直
し

な
ど

、
有

効
な

事
業

の
検

討
が

必
要

で
あ

り
、

ま
た

、
若

年
層

の
来

館
促

進
に

向
け

て
、

子
供

向
け

の
事

業
を

積
極

的
に

実
施

し
、

広
報

手
法

や
教

室
イ

ベ
ン

ト
等

の
内

容
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
地

区
リ

サ
イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー

に
つ

い
て

、
市

民
意

識
調

査
（

R
5
）

で
は

、
地

区
リ

サ
イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー

に
つ

い
て

知
ら

な
い

市
民

が
4
割

程
度

で
あ

り
、

認
知

度
向

上
が

課
題

で
あ

る
。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

1
-
3
-
(
1
)
、
2
-
2
-
(
2
)
、
4
-
3
-
(
4
)

・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
：
来
館
者
数
3
5
,
1
4
5
人
、
家
具

等
の

販
売

数
7
3
7
点

、
教

室
・

講
座

等
の

参
加

者
数

7
,
1
3
1
人

、
情

報
紙
発
行
部
数
3
5
,
3
0
0
部

・
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
：
来
館
者
数
3
6
,
0
3
1
人
、
家
具
等

の
販

売
数

3
,
2
3
0
点

、
教

室
・

講
座

等
の

参
加

者
数

5
5
人

、
イ

ベ
ン
ト
参
加
者
数
9
5
5
人

・
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
：
回
収
量
7
6
5
ｔ

・
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
貸
し
出
し
（
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
事

業
）

：
0
件

事
業
費

8
6
,
8
2
4

・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
：
来
館
者
数
1
4
,
3
4
7
人
、
家
具

等
の

販
売

数
4
3
7
点

、
教

室
・

講
座

等
の

参
加

者
数

4
,
3
9
2
人

、
情

報
紙
発
行
部
数
3
6
,
1
0
0
部

・
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
：
来
館
者
数
2
9
,
5
9
9
人
、
家
具
等

の
販

売
数

2
,
0
8
0
点

、
教

室
・

講
座

等
の

参
加

者
数

3
1
人

、
イ

ベ
ン
ト
参
加
者
数
9
1
7
人

・
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
：
回
収
量
7
9
9
ｔ

・
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
貸
し
出
し
（
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
事

業
）

：
1
件

事
業
費

9
3
,
8
2
8

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

　
　
　
施
策
：
中

４
－
３

具
体
的
な
行
動
に
つ
な
げ
る
普
及
啓
発
の
実
施

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

リ
サ
イ
ク
ル
率

対
応
施
策
：
大

施
策
４

市
民
に
対
す
る
支
援
と
普
及
啓
発

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

－

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
運
営
管
理
費

指
標
２

リ
ユ
ー
ス
家
具
等
の
販
売
数
、
教
室
イ
ベ
ン
ト
等
の
参
加
者
数

目
標

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

事
業
の
目
的
・
目
標

事
業
の

指
標

指
標
１

来
館
者
数
や
教
室
イ
ベ
ン
ト
等
の
参
加
者
数
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
前
は
概
ね
目
標
を
達

成
し
て
い
た
が
、
R
2
・
R
3
年
度
は
感
染
症
対
策
に
よ
る
施
設
の
休
館
や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
に
よ
り
目
標
を
下

回
っ
た
。
R
4
年
度
以
降
は
基
本
的
な
感
染
症
対
策
を
実
施
し
つ
つ
通
常
通
り
開
館
し
、
イ
ベ
ン
ト
等
が
再
開
し
た
こ

と
も
あ
り
、
目
標
を
達
成
し
た
。

リ
ユ
ー
ス
家
具
等
の
販
売
数
に
つ
い
て
も
、
R
4
年
度
は
感
染
症
拡
大
前
と
同
水
準
の
販
売
数
と
な
っ
た
と
こ
ろ
、
R
5

年
度
は
家
具
の
展
示
数
が
例
年
よ
り
も
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
目
標
を
下
回
っ
た
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
で
は
家
庭
の
不
用
品
の
持
ち
込
み
・
無
償
提
供
を
行
う
リ
ユ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
お
り
、
R
5
年
度
で
は

1
0
2
,
5
2
8
点
を
提
供
し
た
。

地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
来
館
者
数
や
回
収
量
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
R
2
・
R
3
年
度
は
感
染
症
対

策
に
よ
る
臨
時
休
館
や
古
着
・
古
布
の
回
収
停
止
期
間
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
通
常
通
り
の
運
営
と
な
っ
て
い
る
。

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）
定

性
的

評
価

（
数

値
な

し
）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
宮
の
沢
、
発
寒
工
房
・
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
で
、
①
リ
ユ
ー
ス
家
具
等
の
清
掃
・
整

備
・
保
管
・
展
示
提
供
②
教
室
・
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
る
普
及
啓
発
を
行
う
。

地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
、
新
聞
・
雑
誌
や
古
着
な
ど
、
2
2
品
目
の
資
源
物
等
を
持
ち
込
め
る
回
収

拠
点
の
運
営
を
行
う
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

本
事

業
の

普
及

啓
発

を
通

し
て

、
来

館
者

や
イ

ベ
ン

ト
等

の
参

加
者

の
行

動
変

容
に

よ
り

、
ご

み
排

出
量

や
家

庭
か

ら
出

る
廃

棄
ご

み
量

の
減

量
に

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
と

考
え

て
い

る
。

市
民
が
廃
棄
物
の
減
量
及
び
資
源
の
有
効
活
用
に
関
す
る
知
識
と
理
解
を
深
め
、
自
主
的
に
活
動
す
る
こ

と
に
よ
り
、
家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
を
減
量
す
る
。

来
館
者
数
（
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
）

目
標

1
0
0
,
0
0
0
人

（
最
大
２
つ
ま
で
）
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

1
6

達
成

状
況

▲

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）
定

性
的

評
価

（
数

値
な

し
）

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

燃
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
排
出
さ
れ
た
廃
棄
ご
み
か
ら

の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
回
収
を
除
く
回
収
量
が
、
ご
み
排
出

量
及
び
家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
と
な
っ
て

い
る
。

・
H
2
8
　
 
 
7
7
4
.
2
ｔ
/
年

・
R
2
 
 
 
1
,
4
3
4
.
1
ｔ
/
年

・
R
3
　
 
1
,
3
6
3
.
5
ｔ
/
年

・
R
4
 
　
1
,
4
0
0
.
0
ｔ
/
年

・
R
5
 
　
1
,
2
3
4
.
6
ｔ
/
年

小
型
家
電
回
収
量

目
標

1
.
0
k
g
/
人
･
年

廃
棄
ご
み
の
減
量
と
有
用
金
属
の
循
環
利
用

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

市
有
施
設
6
カ
所
に
て
対
面
回
収
を
行
う
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
、
及
び
破
砕
工
場
で
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

に
よ
り
回
収
し
た
小
型
家
電
を
、
国
の
認
定
を
受
け
た
再
資
源
化
事
業
者
に
引
き
渡
し
、
有
用
金
属
を
再

資
源
化
す
る
。

指
標
２

事
業
の
目
的
・
目
標

事
業
の

指
標

指
標
１

所
管
課

事
業
の
評
価
・
課
題

（
最
大
２
つ
ま
で
）

　
　
　
　
施
策
：
小

　
　
　
施
策
：
中

２
－
２

資
源
回
収
の
促
進
に
向
け
た
取
組

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

対
応
施
策
：
大

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

本
計

画
基

準
年

（
H
2
8
）

の
回

収
量

と
比

較
し

て
、

R
5
実

績
で

6
割

近
く

増
加

し
て

い
る

と
と

も
に

、
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

（
R
1
）

に
お

い
て

、
小

型
家

電
回

収
の

認
知

率
は

約
7
5
％

に
達

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
小

型
家

電
リ

サ
イ

ク
ル

を
推

進
で

き
て

い
る

と
言

え
る

。
一

方
、

事
業

開
始

以
来

、
回

収
し

た
小

型
家

電
は

有
償

で
リ

サ
イ

ク
ル

事
業

者
に

引
き

渡
し

て
き

た
が

、
処

理
施

設
な

ど
で

火
災

の
原

因
と

な
る

リ
チ

ウ
ム

イ
オ

ン
電

池
等

の
小

型
充

電
式

電
池

を
内

蔵
す

る
小

型
家

電
が

大
幅

に
増

加
し

て
お

り
、

回
収

ボ
ッ

ク
ス

内
や

運
搬

途
中

で
の

発
煙

・
発

火
事

故
の

危
険

性
の

増
大

へ
の

対
応

や
、

リ
サ

イ
ク

ル
事

業
者

か
ら

分
別

後
の

引
渡

し
や

引
渡

し
単

価
の

値
上

げ
の

要
請

へ
の

対
応

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

目
標

－
（

◎
：

達
成

　
○

：
7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

令
和

4
年

1
0
月

か
ら

の
回

収
ボ

ッ
ク

ス
集

約
に

よ
る

対
面

回
収

を
活

か
し

、
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

電
池

等
を

内
蔵

す
る

小
型

家
電

を
安

全
に

回
収

し
、

適
切

な
分

別
の

も
と

リ
サ

イ
ク

ル
事

業
者

に
引

き
渡

す
よ

う
努

め
る

。
事

業
開

始
当

初
に

比
べ

民
間

事
業

者
の

回
収

拠
点

が
2
倍

に
増

え
る

な
ど

民
間

事
業

者
の

取
組

み
が

拡
大

し
て

お
り

、
本

市
に

お
け

る
回

収
量

の
8
割

以
上

を
民

間
事

業
者

に
よ

る
回

収
が

占
め

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

チ
ラ

シ
配

布
や

札
幌

市
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

ご
み

分
別

ア
プ

リ
な

ど
を

活
用

し
て

、
民

間
事

業
者

の
回

収
拠

点
の

利
用

を
促

す
と

と
も

に
、

市
有

施
設

の
回

収
ボ

ッ
ク

ス
に

つ
い

て
も

同
様

に
情

報
発

信
す

る
。

令
和

4
年

1
0
月

か
ら

対
面

で
受

渡
し

が
可

能
な

市
有

施
設

6
カ

所
（

地
区

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
、

リ
サ

イ
ク

ル
プ

ラ
ザ

宮
の

沢
、

市
役

所
本

庁
舎

）
に

小
型

家
電

回
収

ボ
ッ

ク
ス

を
集

約
し

た
た

め
、

民
間

事
業

者
が

実
施

す
る

拠
点

回
収

や
家

電
量

販
店

で
の

対
面

回
収

・
商

品
配

送
時

回
収

、
宅

配
便

に
よ

る
回

収
を

積
極

的
に

周
知

す
る

こ
と

で
回

収
量

の
増

加
を

図
っ

た
。

一
方

で
、

指
標

１
（

国
の

基
本

方
針

：
R
5
ま

で
に

一
人

一
年

当
た

り
の

約
1
k
g
）

に
つ

い
て

は
、

R
5
実

績
で

0
.
6
3
k
g
に

と
ど

ま
っ

て
お

り
、

目
標

達
成

の
た

め
に

は
回

収
量

増
加

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

民
間

事
業

者
の

回
収

量
は

、
事

業
者

か
ら

定
期

的
な

報
告

を
受

け
て

い
る

。
（

施
策

２
－

２
－

(
5
)
）

施
策
２

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

(
3
)

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
更
な
る
推
進

リ
サ
イ
ク
ル
率

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

施
設
管
理
課

1
0
,
0
7
5

(
1
0
,
0
7
5
)

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

2
-
2
-
(
5
)

【
回
収
量
】
1
,
4
5
6
.
6
ｔ
（
0
.
7
4
k
g
/
人
･
年
）

・
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
：
 
 
1
6
3
.
4
ｔ

・
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
回
収
　
　
：
 
 
 
2
2
.
5
ｔ

・
民
間
事
業
者
に
よ
る
回
収
：
1
,
2
7
0
.
7
ｔ

事
業
費

【
回
収
量
】
1
,
4
1
4
.
0
ｔ
（
0
.
7
2
k
g
/
人
･
年
）

・
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
：
 
 
1
1
7
.
3
ｔ
※
1
0
月
か
ら
回
収
ボ
ッ
ク
ス
集
約

・
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
回
収
　
　
：
 
 
 
1
4
.
0
ｔ

・
民
間
事
業
者
に
よ
る
回
収
：
1
,
2
8
2
.
7
ｔ

事
業
費

※
R
3
か
ら
小
事
業
化

【
回
収
量
】
1
,
3
7
1
.
6
ｔ
（
0
.
7
0
k
g
/
人
･
年
）

・
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
：
 
 
1
4
8
.
7
ｔ

・
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
回
収
　
　
：
 
 
 
 
8
.
1
ｔ

・
民
間
事
業
者
に
よ
る
回
収
：
1
,
2
1
4
.
8
ｔ

事
業
費

3
,
9
6
8

(
3
,
9
6
8
)

意
見
・
提
案
等

【
回
収
量
】
1
,
2
4
6
.
7
ｔ
（
0
.
6
3
k
g
/
人
･
年
）

・
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
：
 
 
 
6
1
.
8
ｔ

・
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
回
収
　
　
：
 
 
 
1
2
.
1
ｔ

・
民
間
事
業
者
に
よ
る
回
収
：
1
,
1
7
2
.
8
ｔ

事
業
費

1
0
,
6
3
4

(
1
0
,
6
3
4
)
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

1
7

達
成

状
況

○

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

意
見
・
提
案
等

・
蛍
光
管
回
収
量
　
1
0
6
ｔ

・
乾
電
池
回
収
量
　
3
6
6
ｔ

事
業
費

7
0
,
6
6
3

(
7
0
,
6
6
3
)

・
蛍
光
管
回
収
量
　
1
1
7
ｔ

・
乾
電
池
回
収
量
　
3
5
9
ｔ

事
業
費

6
9
,
1
7
4

(
6
9
,
1
7
4
)

事
業
の
評
価
・
課
題

本
計

画
基

準
年

（
H
2
8
）

の
回

収
量

と
比

較
し

て
、

蛍
光

管
・

乾
電

池
の

回
収

量
は

増
加

し
て

お
り

、
ご

み
の

減
量

と
水

銀
含

有
製

品
の

適
正

処
理

・
リ

サ
イ

ク
ル

の
促

進
が

図
ら

れ
て

い
る

。
特

に
乾

電
池

に
つ

い
て

は
、

令
和

3
年

1
0
月

に
排

出
機

会
を

拡
大

し
市

民
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

を
図

っ
た

こ
と

が
、

回
収

量
の

増
加

に
対

し
大

き
な

効
果

が
あ

っ
た

と
言

え
る

。
一

方
で

、
回

収
量

の
増

加
に

よ
る

選
別

費
用

や
処

理
費

用
の

増
嵩

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
電

池
の

種
類

に
よ

っ
て

排
出

方
法

が
異

な
り

市
民

に
と

っ
て

わ
か

り
づ

ら
い

こ
と

や
、

小
型

充
電

式
電

池
が

ご
み

や
資

源
物

に
混

入
す

る
と

、
収

集
車

両
や

選
別

施
設

、
リ

サ
イ

ク
ル

工
場

等
で

の
火

災
事

故
の

原
因

と
な

る
こ

と
か

ら
、

適
切

な
排

出
を

促
す

周
知

啓
発

が
必

要
で

あ
る

。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

・
蛍
光
管
回
収
量
　
1
4
1
ｔ

・
乾
電
池
回
収
量
　
 
9
6
ｔ

事
業
費

3
9
,
4
2
6

(
3
9
,
4
2
6
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

現
在

処
理

さ
れ

て
い

る
乾

電
池

か
ら

は
一

定
量

の
水

銀
が

回
収

さ
れ

て
い

る
た

め
、

引
き

続
き

適
正

処
理

の
促

進
を

図
る

が
、

水
銀

含
有

の
乾

電
池

は
今

後
減

少
す

る
と

見
込

ま
れ

る
こ

と
か

ら
、

状
況

の
変

化
が

あ
れ

ば
乾

電
池

処
理

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く

。
ま

た
、

特
に

容
器

包
装

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

へ
の

リ
チ

ウ
ム

イ
オ

ン
電

池
混

入
に

よ
る

発
煙

・
発

火
事

故
が

増
加

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
市

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
ツ

イ
ッ

タ
ー

、
L
I
N
E
で

の
啓

発
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
不

動
産

業
者

と
連

携
し

た
市

内
転

入
者

へ
の

チ
ラ

シ
配

布
や

、
よ

り
安

全
な

リ
チ

ウ
ム

イ
オ

ン
電

池
の

回
収

方
法

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く

。

　
　
　
　
施
策
：
小

(
2
)

回
収
拠
点
等
の
利
便
性
の
向
上

・
蛍
光
管
回
収
量
　
1
2
9
ｔ

・
乾
電
池
回
収
量
　
2
2
0
ｔ

事
業
費

4
8
,
5
5
1

(
4
8
,
5
5
1
)

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

業
務
課

蛍
光

管
は

、
L
E
D
照

明
の

普
及

に
よ

り
回

収
量

は
減

少
傾

向
に

あ
る

も
の

の
1
0
0
ｔ

超
で

推
移

し
て

お
り

、
ま

た
、

乾
電

池
に

つ
い

て
は

、
適

正
処

理
促

進
の

た
め

に
令

和
3
年

1
0
月

か
ら

、
こ

れ
ま

で
の

4
週

1
回

か
ら

週
1
回

に
排

出
機

会
を

拡
大

し
た

こ
と

で
大

幅
に

回
収

量
が

増
加

し
て

い
る

。
ま

た
、

蛍
光

管
回

収
協

力
店

に
つ

い
て

は
、

小
規

模
電

器
店

の
閉

店
な

ど
に

よ
り

本
計

画
当

初
よ

り
減

少
し

て
い

る
も

の
の

、
新

規
開

店
し

た
ス

ー
パ

ー
や

ホ
ー

ム
セ

ン
タ

ー
は

回
収

協
力

店
と

な
っ

て
お

り
、

市
民

意
識

調
査

(
R
5
)
で

は
、

蛍
光

管
を

回
収

拠
点

に
出

し
て

い
る

人
の

割
合

は
約

6
割

に
上

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
一

定
の

利
便

性
は

確
保

さ
れ

て
い

る
と

言
え

る
。

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

対
応
施
策
：
大

施
策
２

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

リ
サ
イ
ク
ル
率

　
　
　
施
策
：
中

２
－
２

資
源
回
収
の
促
進
に
向
け
た
取
組

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

蛍
光
管
・
乾
電
池
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
費

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）
定

性
的

評
価

（
数

値
な

し
）

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

家
庭
で
使
用
済
み
と
な
っ
た
蛍
光
管
・
水
銀
使
用
廃
製
品
（
水
銀
体
温
計
・
温
度
計
・
湿
度
計
）
の
拠
点

回
収
及
び
筒
型
乾
電
池
の
分
別
収
集
を
実
施
し
、
こ
れ
ら
の
製
品
に
含
ま
れ
る
水
銀
の
適
正
処
理
及
び
金

属
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
す
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

蛍
光

管
及

び
乾

電
池

の
回

収
量

の
増

加
に

よ
り

、
家

庭
ご

み
か

ら
出

る
廃

棄
ご

み
量

が
減

少
し

て
い

る
。

・
H
2
8
　

1
6
6
ｔ

（
蛍

:
1
5
3
ｔ

、
電

:
1
3
ｔ

）
・

R
2
　

 
2
3
7
ｔ

（
蛍

:
1
4
1
ｔ

、
電

:
9
6
ｔ

）
・

R
3
　

 
3
4
9
ｔ

（
蛍

:
1
2
9
ｔ

、
電

:
2
2
0
ｔ

）
・

R
4
　

 
4
7
6
ｔ

（
蛍

:
1
1
7
ｔ

、
電

:
3
5
9
ｔ

）
・

R
5
　

 
4
7
2
ｔ

（
蛍

:
1
0
6
ｔ

、
電

:
3
6
6
ｔ

）
事
業
の
目
的
・
目
標

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
の
減
量
と
水
銀
含
有
製
品
の
適
正
処
理
に
よ
る
環
境
負
荷
の
低
減

事
業
の

指
標

指
標
１

蛍
光
管
回
収
量

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

目
標

1
3
9
ｔ

指
標
２

乾
電
池
回
収
量

目
標

1
4
7
ｔ

58



【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

1
8

達
成

状
況

◎

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

「
札
幌
市
産
業
廃
棄
物
処
理
指
導
計
画
」
に
基
づ
き
、
主
に
次
の
施
策
事
業
を
実
施
す
る
。

①
排
出
事
業
者
へ
の
立
入
指
導
、
②
処
理
業
者
へ
の
立
入
指
導
、
③
適
正
処
理
等
に
係
る
普
及
啓
発
、
④

指
導
計
画
の
策
定
と
推
進
、
⑤
札
幌
市
が
受
け
入
れ
て
い
る
産
業
廃
棄
物
の
見
直
し

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

事
業
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

指
標
１

市
埋
立
地
に
お
け
る
産
業
廃
棄
物
処
分
量
の
削
減

目
標

－

指
標
２

指
導
計
画
の
策
定
及
び
推
進

目
標

産
業
廃
棄
物
処
理
指
導
計
画
推
進
費

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

　
産

業
廃

棄
物

の
廃

石
膏

ボ
ー

ド
に

つ
い

て
は

、
民

間
施

設
で

処
理

す
る

こ
と

が
困

難
な

も
の

と
し

て
、

山
口

処
理

場
で

受
け

入
れ

て
埋

立
処

分
を

し
て

き
た

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

平
成

3
0
年

に
市

内
で

民
間

の
リ

サ
イ

ク
ル

施
設

が
稼

働
し

た
。

　
こ

れ
を

受
け

て
、

札
幌

市
と

し
て

は
再

生
利

用
に

資
す

る
た

め
に

令
和

２
年

度
末

を
も

っ
て

山
口

処
理

場
で

の
廃

石
膏

ボ
ー

ド
の

受
入

を
停

止
し

た
。

こ
の

結
果

、
山

口
処

理
場

で
の

埋
立

処
分

量
は

年
間

約
1
.
7
万

ト
ン

（
総

埋
立

量
の

3
3
％

）
削

減
さ

れ
た

。
　

し
た

が
っ

て
、

産
業

廃
棄

物
の

リ
サ

イ
ク

ル
の

更
な

る
推

進
の

た
め

、
市

の
処

理
施

設
に

お
け

る
受

入
品

目
を

縮
小

す
る

と
い

う
事

業
の

目
標

は
達

成
し

て
い

る
と

考
え

る
。

　
さ

ら
に

ご
み

排
出

量
と

廃
棄

ご
み

量
に

つ
い

て
も

年
間

約
1
.
7
万

ト
ン

の
減

量
と

な
っ

た
。

事
業
の
目
的
・
目
標

市
内
で
発
生
す
る
産
業
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
、
リ
サ
イ
ク
ル
等
の
推
進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
循
環
型
社

会
の
構
築
を
目
指
す
。
産
業
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
更
な
る
推
進
の
た
め
、
民
間
処
理
施
設
の
受
入
状

況
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
市
の
処
理
施
設
に
お
け
る
受
入
品
目
を
縮
小
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

事
業
の

指
標

事
業
廃
棄
物
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
施
策
：
大

施
策
３

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

埋
立

処
分

量
2
.
2
万

ト
ン

以
上

減
量

と
い

う
目

標
に

対
し

、
こ

の
事

業
で

約
1
.
2
万

ト
ン

（
約

5
5
％

）
の

削
減

に
貢

献
し

て
い

る
。

ま
た

、
ご

み
排

出
量

6
.
8
万

ト
ン

、
廃

棄
ご

み
量

6
.
0
万

ト
ン

以
上

減
量

と
い

う
目

標
に

対
し

、
同

じ
く

こ
の

事
業

で
約

1
.
7
万

ト
ン

の
削

減
に

貢
献

し
て

い
る

。

－

事
業
者
に
よ
る
自
主
的
な
取
組
の
促
進

(
2
,
9
7
7
)

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

2
,
9
7
7

　
　
　
　
施
策
：
小

(
4
)

埋
立
処
分
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

所
管
課

　
埋

立
処

分
量

2
.
2
万

ト
ン

以
上

減
量

と
い

う
ス

リ
ム

目
標

に
対

し
、

こ
の

事
業

で
約

1
.
2
万

ト
ン

（
約

5
5
％

）
の

削
減

に
繋

が
っ

て
お

り
、

十
分

な
効

果
を

上
げ

て
い

る
と

評
価

で
き

る
。

　
ま

た
、

ご
み

排
出

量
6
.
8
万

ト
ン

、
廃

棄
ご

み
量

6
.
0
万

ト
ン

以
上

減
量

と
い

う
目

標
に

対
し

、
同

じ
く

こ
の

事
業

で
約

1
.
7
万

ト
ン

の
削

減
と

な
っ

た
た

め
、

十
分

な
効

果
を

上
げ

て
い

る
と

評
価

で
き

る
。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

3
-
1
-
1

①
建
設
系
廃
棄
物
排
出
事
業
場
等
へ
の
立
入
指
導
を

実
施

し
た

。
（

R
2
年

度
実

績
:
　

2
9
件

）
②

産
業
廃
棄
物
処
理
業
許
可
施
設
へ
の
立
入
指
導
を

実
施

し
た

。
（

R
2
年

度
実

績
:
　

7
8
件

）
③

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
排
出
事
業
者
へ
の
配
布
や
本
市

H
P
へ

の
掲

載
等

を
通

じ
て

、
事

業
ご

み
の

適
正

処
理

等
に

つ
い

て
広

く
周
知
を
図
っ
た
。

④
第
5
次
産
業
廃
棄
物
処
理
指
導
計
画
を
策
定
し
た
。

⑤
山
口
処
理
場
で
の
廃
石
膏
ボ
ー
ド
受
入
停
止
を
事

業
者

に
事

前
周

知
し

た
。

(
8
団

体
、

1
8
7
6
業

者
)

事
業
費

8
3
1

(
8
3
1
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

　
市

内
で

発
生

す
る

産
業

廃
棄

物
の

排
出

抑
制

、
リ

サ
イ

ク
ル

、
適

正
処

理
等

の
推

進
に

向
け

た
事

業
者

へ
の

指
導

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

民
間

処
理

施
設

の
受

入
可

能
状

況
等

を
考

慮
し

な
が

ら
、

引
き

続
き

、
市

の
処

理
施

設
に

お
け

る
受

入
品

目
の

縮
小

を
検

討
し

て
い

く
。

３
－
１

事
業
の
評
価
・
課
題

市
で
受
け
入
れ
て
い
る
産
業
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
更
な
る
推
進

①
建
設
系
廃
棄
物
排
出
事
業
場
等
へ
の
立
入
指
導
を

実
施

し
た

。
（

R
3
年

度
実

績
:
　

５
件

）
②

産
業
廃
棄
物
処
理
業
許
可
施
設
へ
の
立
入
指
導
を

実
施

し
た

。
（

R
3
年

度
実

績
:
　

4
2
件

）
③

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
排
出
事
業
者
へ
の
配
布
や
本
市

H
P
へ

の
掲

載
等

を
通

じ
て

、
事

業
ご

み
の

適
正

処
理

等
に

つ
い

て
広

く
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

④
第
5
次
産
業
廃
棄
物
処
理
指
導
計
画
を
推
進
し
て
い

る
。

⑤
山
口
処
理
場
で
廃
石
膏
ボ
ー
ド
の
受
入
れ
を
停
止

し
た

。
（

年
間

約
1
.
8
万

ト
ン

の
埋

立
削

減
）

　
　
　
施
策
：
中

事
業
費

意
見
・
提
案
等

①
建
設
系
廃
棄
物
排
出
事
業
場
等
へ
の
立
入
指
導
を
実
施
し
た
。
（
R
4
年
度
実
績
:
　
５
件
）

②
産
業
廃
棄
物
処
理
業
許
可
施
設
へ
の
立
入
指
導
を
実
施
し
た
。
（
R
4
年
度
実
績
:
　
7
4
件
）

③
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
排
出
事
業
者
へ
の
配
布
や
本
市
H
P
へ
の
掲
載
等
を
通
じ
て
、
事
業
ご
み
の
適
正
処
理

等
に
つ
い
て
広
く
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

④
第
5
次
産
業
廃
棄
物
処
理
指
導
計
画
を
推
進
し
て
い
る
。

事
業
費

4
3
4

(
4
3
4
)

①
建
設
系
廃
棄
物
排
出
事
業
場
等
へ
の
立
入
指
導
を

実
施

し
た

。
（

R
4
年

度
実

績
:
　

５
件

）
②

産
業
廃
棄
物
処
理
業
許
可
施
設
へ
の
立
入
指
導
を

実
施

し
た

。
（

R
4
年

度
実

績
:
　

7
4
件

）
③

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
排
出
事
業
者
へ
の
配
布
や
本
市

H
P
へ

の
掲

載
等

を
通

じ
て

、
事

業
ご

み
の

適
正

処
理

等
に

つ
い

て
広

く
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

④
第
5
次
産
業
廃
棄
物
処
理
指
導
計
画
を
推
進
し
て
い

る
。

⑤
産
業
廃
棄
物
ガ
イ
ド
の
全
面
的
な
改
訂
を
実
施
し

た
。

事
業
費

4
2
3

(
4
2
3
)
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

1
9

達
成

状
況

○

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

５
－
５

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

本
事

業
に

よ
り

不
法

投
棄

が
未

然
に

防
止

さ
れ

、
ご

み
の

分
別

や
適

正
処

理
が

推
進

さ
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
廃

棄
ご

み
量

の
減

量
に

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
と

考
え

て
い

る
。

廃
棄
物
に
よ
る
生
活
環
境
保
全
上
の
支
障
を
生
ず
る
事
態
を
未
然
に
防
止
し
、
適
正
処
理
を
確
保
す
る
。

3
7
0
日

不
法
投
棄
対
策
の
強
化

本
市

職
員

に
よ

る
パ

ト
ロ

ー
ル

、
委

託
業

者
に

よ
る

休
日

を
含

め
た

夜
間

パ
ト

ロ
ー

ル
、

市
民

に
よ

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
監

視
、

事
業

者
と

の
不

法
投

棄
監

視
協

定
等

に
よ

り
、

不
法

投
棄

の
早

期
発

見
に

取
り

組
ん

だ
こ

と
で

、
5
6
5
件

の
不

法
投

棄
を

発
見

し
た

。
例

年
と

比
べ

て
、

お
よ

そ
半

減
し

て
い

る
が

、
ま

だ
多

く
の

不
法

投
棄

が
発

見
さ

れ
て

い
る

。
・

不
法

投
棄

発
見

件
数

　
H
2
8
：

7
9
3
件

、
H
2
9
：

9
0
8
件

、
H
3
0
：

8
6
9
件

、
R
1
：

9
9
9
件

、
R
2
：

1
,
1
5
7
件

、
R
3
：

8
8
4
件

、
R
4
：

5
2
3
件

、
R
5
：

5
6
5
件

目
標

関
係
課

－

5
0
0
件

施
策
５

廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

不
法
投
棄
発
見
件
数

対
応
施
策
：
大

所
管
課

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

　
　
　
施
策
：
中

事
業
廃
棄
物
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

指
標
２

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
未
然
に
防
止
し
、
良
好
な
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
、
監
視
カ

メ
ラ
の
設
置
、
市
民
や
事
業
者
等
の
協
働
に
よ
る
監
視
等
を
実
施
。
ま
た
、
不
法
投
棄
の
通
報
が
寄
せ
ら

れ
た
際
の
現
場
対
応
や
土
地
管
理
者
等
へ
の
連
絡
、
行
為
者
へ
の
指
導
等
を
実
施
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
日
数
（
延
べ
）

目
標

事
業
の

指
標

指
標
１

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

不
法
投
棄
防
止
事
業
費

事
業
の
目
的
・
目
標

基
準

年
度

で
あ

る
平

成
2
8
年

度
と

比
較

す
る

と
、

不
法

投
棄

さ
れ

た
家

電
リ

サ
イ

ク
ル

法
対

象
家

電
の

台
数

が
減

少
し

て
お

り
、

事
業

に
よ

る
一

定
の

効
果

は
あ

っ
た

と
評

価
で

き
る

が
、

毎
年

1
,
0
0
0
件

程
度

の
不

法
投

棄
が

発
見

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

不
法

投
棄

を
減

少
さ

せ
る

対
策

を
引

き
続

き
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。
・

不
法

投
棄

さ
れ

た
家

電
リ

サ
イ

ク
ル

法
対

象
家

電
台

数
　

H
2
8
：

9
3
8
台

、
H
2
9
：

7
2
3
台

、
H
3
0
：

6
5
2
台

、
R
1
：

4
5
3
台

、
R
2
：

4
8
3
台

、
R
3
：

5
3
1
台

、
R
4
：

2
3
5

台
、

R
5
：

1
9
4
台

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

5
-
5
-
(
2
)

①
専
任
の
指
導
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
：
延
べ
3
7
0
日

②
委
託
に
よ
る
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
：
2
7
2
日

③
不
法
投
棄
の
通
報
等
対
応
件
数
：
3
0
2
件

④
不
法
投
棄
防
止
啓
発
用
ス
テ
ッ
カ
ー
配
布
数
：
3
9
8
枚

⑤
不
法
投
棄
防
止
啓
発
用
の
ぼ
り
旗
配
布
数
：
7
3
2
枚

事
業
費

2
8
,
9
1
4

(
2
8
,
9
1
4
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

現
状

の
パ

ト
ロ

ー
ル

体
制

、
市

民
に

よ
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

監
視

員
、

事
業

者
と

の
不

法
投

棄
監

視
協

定
に

よ
る

監
視

等
に

よ
り

不
法

投
棄

が
さ

れ
に

く
い

環
境

づ
く

り
を

継
続

し
て

実
施

す
る

こ
と

に
加

え
、

適
正

処
理

に
関

す
る

啓
発

活
動

を
実

施
し

て
い

く
。

(
4
3
,
8
2
9
)

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

事
業
の
評
価
・
課
題

不
法
投
棄
の
監
視

①
専
任
の
指
導
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
：
延
べ
3
8
4
日

②
委
託
に
よ
る
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
：
2
7
2
日

③
不
法
投
棄
の
通
報
等
対
応
件
数
：
2
7
6
件

④
不
法
投
棄
防
止
啓
発
用
ス
テ
ッ
カ
ー
配
布
数
：
2
4
0
枚

⑤
不
法
投
棄
防
止
啓
発
用
の
ぼ
り
旗
配
布
数
：
7
2
7
枚

事
業
費

意
見
・
提
案
等

①
専
任
の
指
導
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
：
延
べ
3
6
2
日

②
委
託
に
よ
る
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
：
2
7
2
日

③
不
法
投
棄
の
通
報
等
対
応
件
数
：
2
1
9
件

④
不
法
投
棄
防
止
啓
発
用
ス
テ
ッ
カ
ー
配
布
数
：
2
3
6
枚

⑤
不
法
投
棄
防
止
啓
発
用
の
ぼ
り
旗
配
布
数
：
7
7
7
枚

事
業
費

4
3
,
8
2
9

3
1
,
4
4
8

(
3
1
,
4
4
8
)

①
専
任
の
指
導
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
：
延
べ
3
5
1
日

②
委
託
に
よ
る
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
：
2
7
2
日

③
不
法
投
棄
の
通
報
等
対
応
件
数
：
2
1
6
件

④
不
法
投
棄
防
止
啓
発
用
ス
テ
ッ
カ
ー
配
布
数
：
2
7
1
枚

⑤
不
法
投
棄
防
止
啓
発
用
の
ぼ
り
旗
配
布
数
：
6
7
1
枚

事
業
費

4
4
,
1
8
5

(
4
4
,
1
8
5
)
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

2
0

達
成

状
況

◎

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

地
域
で
取
り
組
む
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
支
援
、
管
理
す
る
市
民
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
器
材
（
ご
み
飛
散
防
止
ネ
ッ
ト
、
カ
ラ
ス
よ
け
サ
ー
ク
ル
、
折
り
た
た
み
式
箱
型
器

材
）
の
購
入
助
成
及
び
敷
地
内
箱
型
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
費
助
成
を
行
う
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

市
民
に
対
す
る
支
援
と
普
及
啓
発

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

指
標
１

管
理
器
材
の
購
入
助
成
件
数

目
標

5
,
0
7
9

指
標
２

清
掃
事
務
所
が
清
掃
を
行
っ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
延
べ
箇
所
数

目
標

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
器
材
等
助
成
費

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

・
ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
風

・
小

動
物

に
よ

る
ご

み
の

散
乱

等
の

問
題

の
改

善
に

向
け

、
「

管
理

器
材

等
購

入
費

助
成

事
業

」
を

行
っ

た
結

果
、

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

数
は

年
々

増
加

し
て

い
る

が
、

指
標

２
に

あ
る

、
清

掃
事

務
所

が
清

掃
を

行
っ

た
ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

延
べ

箇
所

数
は

減
少

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
十

分
な

効
果

を
上

げ
て

い
る

と
言

え
る

。
・

指
標

１
に

あ
る

管
理

器
材

の
購

入
助

成
件

数
に

つ
い

て
は

、
目

標
値

を
下

回
っ

て
い

る
が

、
目

標
値

と
は

当
該

年
度

に
購

入
さ

れ
る

で
あ

ろ
う

器
材

の
予

測
数

で
あ

り
、

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

数
等

を
考

慮
し

た
購

買
予

測
を

実
購

買
数

が
下

回
っ

た
結

果
で

あ
る

。

事
業
の
目
的
・
目
標

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

管
理

器
材

及
び

箱
型

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
購

入
費

用
の

一
部

を
助

成
し

、
風

や
小

動
物

に
よ

る
ご

み
の

散
乱

防
止

及
び

共
同

住
宅

の
敷

地
内

専
用

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

設
置

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

環
境

美
化

を
推

進
し

、
ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
を

管
理

す
る

市
民

の
負

担
を

軽
減

す
る

。

事
業
の

指
標

業
務
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
施
策
：
大

施
策
４

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

1
3
8
,
0
0
0

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
問
題
の
改
善

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

3
5
,
8
1
7

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

所
管
課

管
理

器
材

は
ご

み
の

散
乱

防
止

及
び

地
域

の
環

境
美

化
に

寄
与

し
て

お
り

、
適

切
な

時
期

に
適

切
な

も
の

に
更

新
（

変
更

）
さ

れ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
り

、
地

域
で

取
り

組
む

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
管

理
支

援
、

管
理

す
る

市
民

の
負

担
軽

減
に

寄
与

し
て

い
る

。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
器
材
購
入
費
助
成
件
数
　
4
,
4
7
6
件

箱
型
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
敷
地
内
設
置
費
助
成
件
数
　
7
1
5
件

清
掃
事
務
所
が
清
掃
を
行
っ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
延
べ
箇
所
数
　
1
6
4
,
5
9
3
件

（
参
考
）
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
　
5
5
,
7
3
7
か
所

事
業
費

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

　
ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
は

小
規

模
化

の
推

進
に

伴
い

、
毎

年
一

定
数

が
新

規
に

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
や

、
管

理
器

材
は

定
期

的
に

更
新

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

を
管

理
す

る
市

民
の

経
済

的
・

人
的

な
負

担
を

軽
減

す
る

よ
う

、
今

後
も

事
業

を
行

っ
て

い
く

。
　

令
和

４
年

度
よ

り
、

一
般

的
な

物
品

に
お

い
て

実
勢

価
格

の
1
/
2
の

助
成

と
な

る
よ

う
ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
管

理
器

材
等

購
入

費
助

成
の

限
度

額
を

ネ
ッ

ト
5
千

円
→

1
1
千

円
、

サ
ー

ク
ル

7
千

円
→

1
6
千

円
、

折
り

た
た

み
式

箱
型

1
2
千

円
→

3
0
千

円
へ

見
直

し
、

箱
型

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

敷
地

内
設

置
費

助
成

の
限

度
額

に
つ

い
て

も
、

箱
型

・
物

置
型

1
2
千

円
→

5
0
千

円
、

一
部

開
放

型
7
千

円
→

1
6
千

円
へ

見
直

し
た

。
　

令
和

５
年

度
に

は
、

箱
型

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

敷
地

内
設

置
費

助
成

の
う

ち
、

町
内

会
が

民
有

地
等

に
共

用
の

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

器
材

を
設

置
す

る
場

合
に

つ
い

て
、

助
成

率
を

本
体

価
格

の
1
/
2
か

ら
3
/
4
へ

、
限

度
額

を
5
0
千

円
か

ら
7
5
千

円
に

引
き

上
げ

た
。

4
6
,
9
7
1

４
－
１

事
業
の
評
価
・
課
題

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
支
援

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
器
材
購
入
費
助
成
件
数
　
3
,
5
2
7
件

箱
型
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
敷
地
内
設
置
費
助
成
件
数
　
3
5
5
件

清
掃
事
務
所
が
清
掃
を
行
っ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
延
べ
箇
所
数
　
1
0
6
,
6
5
2
件

（
参
考
）
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
　
5
6
,
7
6
7
か
所

　
　
　
施
策
：
中

事
業
費

意
見
・
提
案
等

町
内

会
未

加
入

の
人

は
、

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
管

理
器

材
の

費
用

を
負

担
せ

ず
に

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

を
利

用
す

る
た

め
、

少
し

違
和

感
が

あ
る

。
市

が
そ

の
あ

た
り

の
フ

ォ
ロ

ー
、

調
整

を
す

る
負

担
も

考
慮

し
て

、
よ

り
良

い
収

集
方

法
を

検
討

し
て

ほ
し

い
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
器
材
購
入
費
助
成
件
数
　
2
,
0
0
0
件

箱
型
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
敷
地
内
設
置
費
助
成
件
数
　
3
0
5
件

清
掃
事
務
所
が
清
掃
を
行
っ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
延
べ
箇
所
数
　
8
1
,
6
4
2
件

（
参
考
）
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
　
5
8
,
3
7
0
か
所

事
業
費

4
8
,
9
7
4

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
器
材
購
入
費
助
成
件
数
　
3
,
1
7
3
件

箱
型
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
敷
地
内
設
置
費
助
成
件
数
　
4
4
0
件

清
掃
事
務
所
が
清
掃
を
行
っ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
延
べ
箇
所
数
　
9
2
,
4
9
3
件

（
参
考
）
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
　
5
7
,
6
7
4
か
所

事
業
費

7
1
,
3
3
9

61



【
自

己
評

価
】

　
※

R
2
～

R
5
を

通
し

て
№

2
1

達
成

状
況

◎

【
各

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

取
組

内
容

と
そ

の
実

績
】

　
数

値
で

示
せ

る
も

の
は

数
値

も
記

載
す

る
こ

と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千

円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千

円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇

話
会

の
意

見
等

】
　

懇
話

会
で

意
見

が
あ

っ
た

場
合

の
み

記
載

す
る

内
千

円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千

円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

事
業

内
容

（
取

組
内

容
）

「
さ

っ
ぽ

ろ
ご

み
パ

ト
隊

」
に

よ
る

ご
み

の
適

正
排

出
指

導
に

よ
り

不
適

正
排

出
の

防
止

を
図

り
、

指
導

に
よ

り
改

善
し

な
い

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

問
題

に
つ

い
て

は
、

地
域

と
の

協
議

を
行

い
、

「
共

同
住

宅
の

敷
地

内
専

用
ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
化

」
や

「
共

用
ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

分
散

化
」

な
ど

の
対

策
を

講
じ

て
改

善
を

図
る

。
ま

た
、

さ
わ

や
か

収
集

に
よ

り
、

要
介

護
者

等
の

ご
み

排
出

困
難

者
の

支
援

及
び

希
望

者
へ

の
安

否
確

認
を

行
う

と
と

も
に

、
地

域
清

掃
ご

み
の

収
集

な
ど

、
地

域
の

美
化

活
動

の
支

援
を

行
う

。
ス

リ
ム

目
標

へ
の

貢
献

度

市
民

に
対

す
る

支
援

と
普

及
啓

発

【
事

業
の

概
要

】

事
業

名

指
標

１
清

掃
事

務
所

が
清

掃
を

行
っ

た
ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

延
べ

箇
所

数
目

標
1
3
8
,
0
0
0

指
標

２
不

適
正

排
出

開
封

調
査

実
施

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

数
目

標

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

管
理

支
援

費

事
業

の
実

施
結

果
（

目
的

・
目

標
の

達
成

状
況

な
ど

）

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

・
ご

み
の

適
正

排
出

指
導

に
よ

り
不

適
正

排
出

の
防

止
を

図
っ

た
結

果
、

不
適

正
排

出
件

数
や

個
別

指
導

実
施

件
数

が
年

々
減

少
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

十
分

な
効

果
を

上
げ

て
い

る
と

言
え

る
。

・
共

同
住

宅
の

専
用

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

化
や

共
用

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
分

散
化

の
推

進
に

よ
り

、
ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
総

数
は

増
加

し
て

お
り

、
こ

れ
に

伴
い

、
ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
１

か
所

当
た

り
の

平
均

利
用

世
帯

数
が

減
少

し
た

こ
と

で
、

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

利
用

者
の

排
出

者
責

任
の

意
識

が
高

ま
り

、
不

適
正

排
出

件
数

の
減

少
に

つ
な

が
っ

た
と

考
え

る
。

・
さ

わ
や

か
収

集
に

つ
い

て
は

、
年

々
収

集
件

数
が

増
加

す
る

傾
向

に
あ

る
が

、
要

望
に

応
じ

た
対

応
が

で
き

て
い

る
。

事
業

の
目

的
・

目
標

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

を
管

理
す

る
方

々
の

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

高
齢

化
社

会
に

対
応

し
た

、
持

続
可

能
な

市
民

に
よ

る
管

理
の

仕
組

み
づ

く
り

を
支

援
す

る
。

事
業

の
指

標

業
務

課
関

係
課

－

【
新

ス
リ

ム
計

画
と

の
関

わ
り

】

対
応

施
策

：
大

施
策

４

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

1
9
,
2
8
7

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

問
題

の
改

善

(
8
9
,
8
1
7
)

対
応

す
る

ス
リ

ム
目

標

8
9
,
8
1
7

　
　

　
　

施
策

：
小

(
1
)

－

（
最

大
２

つ
ま

で
）

対
応

す
る

モ
ニ

タ
ー

指
標

－

所
管

課

・
不

適
正

排
出

件
数

や
個

別
指

導
実

施
件

数
は

年
々

減
少

傾
向

だ
が

、
依

然
と

し
て

一
定

数
生

じ
て

い
る

。
不

適
正

排
出

件
数

を
減

少
さ

せ
る

た
め

に
は

、
継

続
的

に
ご

み
の

適
正

排
出

指
導

の
取

組
を

行
う

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
・

高
齢

化
の

進
行

に
伴

い
、

さ
わ

や
か

収
集

の
対

象
者

は
今

後
も

増
加

す
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

な
か

、
収

集
作

業
を

行
う

ご
み

パ
ト

隊
の

業
務

量
が

増
加

す
る

た
め

、
対

象
者

の
増

に
対

し
て

ど
の

よ
う

に
対

応
し

て
い

く
か

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

他
の

施
策

（
番

号
の

み
）

4
-
1
-
(
2
)
、

4
-
1
-
(
3
)
、

4
-
1
-
(
4
)
、

4
-
1
-
(
5
)
、

4
-
2
-
(
2
)

清
掃

事
務

所
が

清
掃

を
行

っ
た

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
延

べ
箇

所
数

　
　

1
6
4
,
5
9
3
か

所
不

適
正

排
出

開
封

調
査

実
施

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

数
　

　
6
,
2
3
1
件

個
別

指
導

実
施

件
数

　
　

1
,
6
8
2
件

早
期

啓
発

件
数

　
　

3
5
件

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

設
置

数
　

　
5
5
,
7
3
7
か

所
（

う
ち

共
同

住
宅

専
用

の
も

の
　

3
0
,
0
7
1
か

所
）

さ
わ

や
か

収
集

件
数

　
　

4
,
7
1
3
件

事
業

費

7
1
,
2
1
6

(
7
1
,
2
1
6
)

「
さ

っ
ぽ

ろ
ご

み
パ

ト
隊

」
に

よ
る

ご
み

の
適

正
排

出
指

導
に

よ
り

不
適

正
排

出
の

防
止

を
図

っ
て

い
く

。
ま

た
、

さ
わ

や
か

収
集

の
対

象
者

の
増

加
に

対
応

す
る

た
め

、
他

都
市

状
況

等
を

調
査

す
る

な
ど

、
効

率
的

な
運

用
や

手
法

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

４
－

１

事
業

の
評

価
・

課
題

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
管

理
支

援

清
掃

事
務

所
が

清
掃

を
行

っ
た

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
延

べ
箇

所
数

　
　

1
0
6
,
6
5
2
か

所
不

適
正

排
出

開
封

調
査

実
施

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

数
　

　
4
,
5
9
1
件

個
別

指
導

実
施

件
数

　
　

1
,
4
0
1
件

早
期

啓
発

件
数

　
2
2
件

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

設
置

数
　

　
5
6
,
7
6
7
か

所
（

う
ち

共
同

住
宅

専
用

の
も

の
　

3
0
,
8
0
7
か

所
）

さ
わ

や
か

収
集

件
数

　
　

5
,
0
6
2
件

　
　

　
施

策
：

中

事
業

費

意
見

・
提

案
等

清
掃

事
務

所
が

清
掃

を
行

っ
た

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
延

べ
箇

所
数

　
　

8
1
,
6
4
2
か

所
不

適
正

排
出

開
封

調
査

実
施

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

数
　

　
6
,
0
8
6
件

個
別

指
導

実
施

件
数

　
　

1
,
3
5
5
件

早
期

啓
発

件
数

　
　

6
5
件

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

設
置

数
　

　
5
8
,
3
7
0
か

所
（

う
ち

共
同

住
宅

専
用

の
も

の
　

3
2
,
1
1
0
か

所
）

さ
わ

や
か

収
集

件
数

　
　

5
,
0
6
0
件

事
業

費

5
2
,
3
0
5

(
5
2
,
3
0
5
)

清
掃

事
務

所
が

清
掃

を
行

っ
た

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
延

べ
箇

所
数

　
　

9
2
,
4
9
3
か

所
不

適
正

排
出

開
封

調
査

実
施

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

数
　

　
5
,
4
9
4
件

個
別

指
導

実
施

件
数

　
　

1
,
5
4
7
件

早
期

啓
発

件
数

　
　

4
4
件

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

設
置

数
　

　
5
7
,
6
7
4
か

所
（

う
ち

共
同

住
宅

専
用

の
も

の
　

3
1
,
5
2
8
か

所
）

さ
わ

や
か

収
集

件
数

　
　

5
,
1
7
6
件

事
業

費

5
5
,
3
1
0

(
5
5
,
3
1
0
)
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【
自

己
評

価
】

　
※

R
2
～

R
5
を

通
し

て
№

2
2

達
成

状
況

◎

【
各

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

取
組

内
容

と
そ

の
実

績
】

　
数

値
で

示
せ

る
も

の
は

数
値

も
記

載
す

る
こ

と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千

円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千

円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇

話
会

の
意

見
等

】
　

懇
話

会
で

意
見

が
あ

っ
た

場
合

の
み

記
載

す
る

内
千

円

Ｒ
5 全

千
円

内
千

円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

事
業

内
容

（
取

組
内

容
）

家
庭

系
ご
み
の
分
別
・
排
出
ル
ー
ル
等
の
普
及
啓
発
を
行
う
た

め
「

ご
み

収
集

日
カ

レ
ン

ダ
ー

」
や

「
ご

み
分

け
ガ

イ
ド
」

の
作
成
・
配
布
、
「
ご
み
分
別
ア
プ
リ
」
の
配
信
、
出
前

講
座

「
さ

っ
ぽ

ろ
ク

リ
ー

ン
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
」

な
ど

を
実

施
し

て
い
る
。
外
国
人
に
対
し
て
は
外
国
語
の
ご
み
分
け
ガ
イ

ド
の

作
成

及
び

ご
み

分
別

ア
プ

リ
の

配
信

等
を

行
っ

て
い

る
。

ス
リ

ム
目

標
へ

の
貢

献
度

市
民

に
対

す
る

支
援

と
普

及
啓

発

【
事

業
の

概
要

】

事
業

名

指
標

１
清

掃
に

関
す

る
問

い
合

わ
せ

件
数

目
標

6
6
,
0
0
0

指
標

２
不

適
正

排
出

開
封

調
査

実
施

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

数
目

標

ご
み

収
集

計
画

費
（

分
別

・
排

出
ル

ー
ル

の
普

及
啓

発
）

事
業

の
実

施
結

果
（

目
的

・
目

標
の

達
成

状
況

な
ど

）

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

・
ご
み
の
適
正
排
出
及

び
減

量
・

リ
サ

イ
ク

ル
の

推
進

を
図

る
た

め
、

ご
み

分
け

ガ
イ

ド
、

ご
み

収
集

日
カ

レ
ン

ダ
ー

、
ク

リ
ー

ン
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
、
ご
み
分
別
ア
プ
リ

な
ど

様
々

な
媒

体
や

施
策

を
通

じ
て

、
普

及
啓

発
を

行
っ

た
。

・
若
い
世
代
に
向
け
て

は
、

令
和

元
年

度
に

、
ご

み
分

別
ア

プ
リ

に
お

い
て

、
集

団
資

源
回

収
の

検
索

画
面

追
加

や
、

分
別

の
検

索
機

能
を

充
実

す
る
改
善
を
行
っ
た
ほ

か
、

外
国

人
市

民
へ

対
応

と
し

て
、

既
存

の
英

語
、

中
国

語
、

韓
国

語
に

加
え

て
、

令
和

元
年

度
に

新
た

に
ベ

ト
ナ

ム
語

対
応
の
ご
み
分
け
ガ
イ

ド
を

作
成

し
た

。
・
令
和
３
年
度
に
は
、

令
和

３
年

1
0
月

か
ら

加
熱

式
た

ば
こ

・
電

子
た

ば
こ

の
排

出
ル

ー
ル

の
変

更
に

伴
い

、
ご

み
分

け
ガ

イ
ド

の
改

訂
、

分
か

り
や
す
い
ご
み
分
け
ガ

イ
ド

の
改

訂
、

ご
み

分
別

ア
プ

リ
（

英
語

、
中

国
語

、
韓

国
語

対
応

）
の

改
修

を
行

っ
た

。
・
令
和
４
年
度
に
は
、

令
和

４
年

1
0
月

か
ら

小
型

家
電

回
収

ボ
ッ

ク
ス

の
回

収
方

法
の

変
更

に
伴

い
、

ご
み

分
け

ガ
イ

ド
の

改
訂

、
ご

み
分

別
ア

プ
リ
（
英
語
、
中
国
語

、
韓

国
語

対
応

）
の

改
修

を
行

っ
た

と
こ

ろ
で

あ
る

。
・
令
和
５
年
度
に
は
大

型
ご

み
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
受

付
開

始
に

伴
う

ガ
イ

ド
の

改
訂

、
ア

プ
リ

の
回

収
等

を
行

っ
た

。
・
こ
の
よ
う
な
啓
発
を

続
け

た
結

果
、

家
庭

ご
み

の
不

適
正

排
出

開
封

調
査

実
施

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

数
が

減
少

し
て

お
り

、
本

事
業

の
効

果
は

出
て

い
る
と
考
え
る
。

事
業

の
目

的
・

目
標

ご
み

の
減

量
・

リ
サ

イ
ク

ル
の

推
進

に
は

、
ご

み
を

排
出

す
る

市
民

の
協

力
が

必
要

不
可

欠
で

あ
る

た
め

、
市

民
に

対
し

ご
み

の
分

け
方

・
出

し
方

等
の

周
知

を
図

っ
て

い
く

。

事
業

の
指

標

業
務

課
関

係
課

循
環

型
社

会
推

進
課

【
新

ス
リ

ム
計

画
と

の
関

わ
り

】

対
応

施
策

：
大

施
策

４

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

啓
発

に
よ

り
正

し
い

ご
み

分
別

が
行

わ
れ

る
こ

と
で

、
分

別
誤

り
に

よ
り

廃
棄

ご
み

と
し

て
排

出
さ

れ
て

い
た

ご
み

が
資

源
ご

み
や

集
団

資
源

回
収

に
排

出
さ

れ
る

た
め

、
本

事
業

に
よ

り
、

ご
み

排
出

量
や

廃
棄

ご
み

量
の

減
量

に
一

定
の

効
果

が
あ

っ
た

と
考

え
て

い
る

。

1
9
,
2
8
7

具
体

的
な

行
動

に
つ

な
げ

る
普

及
啓

発
の

実
施

(
5
1
,
3
8
5
)

対
応

す
る

ス
リ

ム
目

標

5
1
,
3
8
5

　
　

　
　

施
策

：
小

(
1
)

ご
み

排
出

量
の

減
量

目
標

（
最

大
２

つ
ま

で
）

廃
棄

ご
み

量
の

減
量

目
標

対
応

す
る

モ
ニ

タ
ー

指
標

－

所
管

課

ご
み

排
出

マ
ナ

ー
改

善
に

向
け

て
市

の
取

組
の

一
つ

で
あ

る
出

前
講

座
（

ｸ
ﾘ
ｰ
ﾝ
ﾐ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
）

に
お

い
て

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

に
よ

り
、

多
人

数
が

集
ま

る
形

式
で

開
催

す
る

こ
と

を
避

け
る

町
内

会
が

多
く

、
開

催
回

数
が

減
少

し
て

い
た

と
考

え
ら

れ
、

徐
々

に
回

復
傾

向
に

は
あ

る
が

、
コ

ロ
ナ

禍
以

前
に

比
べ

る
と

開
催

回
数

が
少

な
い

。

他
の

施
策

（
番

号
の

み
）

4
-
2
-
(
1
)
、

4
-
3
-
(
5
)

清
掃

に
関

す
る

問
い

合
わ

せ
件

数
　

6
9
,
5
0
3
件

（
主

な
問

い
合

わ
せ

内
容

及
び

件
数

：
分

別
に

関
す

る
こ

と
　

3
4
,
1
6
1
件

、
大

型
ご

み
に

関
す

る
こ

と
7
,
7
4
6
件

、
収

集
日

の
問

い
合

わ
せ

　
5
,
9
2
6
件

）
不

適
正

排
出

開
封

調
査

実
施

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

数
　

6
,
2
3
1
箇

所
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾝ
ﾐ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
開

催
回

数
　

8
0
回

（
参

加
者

数
：

　
4
,
2
7
9
人

）
※

令
和

元
年

度
か

ら
数

値
が

減
少

し
た

理
由

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
に

伴
う

措
置

に
よ

る
も

の
。

事
業

費

4
2
,
1
5
1

(
4
2
,
1
5
1
)

今
後

の
事

業
方

針
（

課
題

へ
の

対
応

や
事

業
目

標
の

設
置

）

・
引

き
続

き
、

市
民

に
分

か
り

や
す

い
ご

み
の

分
け

方
・

出
し

方
等

の
周

知
方

法
の

検
討

を
行

い
、

現
在

の
事

業
内

容
を

継
続

す
る

。
・

ま
た

、
出

前
講

座
に

お
い

て
は

、
開

催
出

来
な

い
場

合
で

も
ご

み
排

出
マ

ナ
ー

が
認

知
さ

れ
る

よ
う

な
別

の
啓

発
手

法
を

検
討

し
て

ま
い

り
た

い
。

４
－

３

事
業

の
評

価
・

課
題

様
々

な
媒

体
を

活
用

し
た

普
及

啓
発

清
掃

に
関

す
る

問
い

合
わ

せ
件

数
　

6
7
,
4
0
4
件

（
主

な
問

い
合

わ
せ

内
容

及
び

件
数

：
分

別
に

関
す

る
こ

と
　

2
8
,
5
8
2
件

、
大

型
ご

み
に

関
す

る
こ

と
7
,
1
0
8
件

、
収

集
日

の
問

い
合

わ
せ

　
6
,
9
6
4
件

）
不

適
正

排
出

開
封

調
査

実
施

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

数
　

4
,
5
9
1
箇

所
（

※
）

ｸ
ﾘ
ｰ
ﾝ
ﾐ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
開

催
回

数
　

8
5
回

（
※

）
（

参
加

者
数

：
　

5
,
5
5
6
人

）
※

令
和

元
年

度
か

ら
数

値
が

減
少

し
た

理
由

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
に

伴
う

措
置

に
よ

る
も

の
。

　
　

　
施

策
：

中

事
業

費

意
見

・
提

案
等

・
　

多
様

な
価

値
観

を
有

す
る

人
々

と
ご

み
出

し
マ

ナ
ー

と
い

う
問

題
は

、
終

わ
り

の
な

い
問

題
と

　
言

え
る

。
だ

か
ら

こ
そ

、
継

続
的

に
、

我
慢

強
く

対
策

を
行

っ
て

い
く

他
、

若
者

の
意

見
を

反
映

　
さ

せ
た

よ
う

な
新

た
な

や
り

方
が

な
い

か
と

思
う

。
・

　
賃

貸
が

多
い

地
域

は
ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
管

理
が

行
き

届
い

て
い

な
い

印
象

が
あ

り
、

引
き

続
　

き
重

点
的

に
取

り
組

ん
で

い
く

必
要

が
あ

る
と

思
う

。
・

　
ご

み
出

し
ル

ー
ル

の
向

上
の

た
め

に
、

見
ら

れ
て

い
る

と
い

う
意

識
を

持
た

せ
る

メ
ッ

セ
ー

ジ
　

や
人

の
顔

、
目

の
よ

う
な

も
の

を
掲

示
す

る
よ

う
な

方
法

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

こ
れ

ら
の

ご
み

ス
　

テ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
掲

示
は

、
比

較
的

安
価

で
で

き
る

と
思

う
の

で
、

試
し

て
み

て
は

。

清
掃

に
関

す
る

問
い

合
わ

せ
件

数
　

5
5
,
0
3
9
件

（
主

な
問

い
合

わ
せ

内
容

及
び

件
数

：
分

別
に

関
す

る
こ

と
　

2
4
,
6
1
6
件

、
大

型
ご

み
に

関
す

る
こ

と
5
,
9
7
3
件

、
収

集
日

の
問

い
合

わ
せ

　
5
,
1
8
2
件

）
不

適
正

排
出

開
封

調
査

実
施

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

数
　

6
,
0
8
6
箇

所
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾝ
ﾐ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
開

催
回

数
　

2
0
0
回

（
参

加
者

数
：

　
1
1
,
7
3
8
人

）

事
業

費

4
9
,
0
8
8

(
4
9
,
0
8
8
)

清
掃

に
関

す
る

問
い

合
わ

せ
件

数
　

6
6
,
3
4
0
件

（
主

な
問

い
合

わ
せ

内
容

及
び

件
数

：
分

別
に

関
す

る
こ

と
　

3
0
,
9
3
9
件

、
大

型
ご

み
に

関
す

る
こ

と
7
,
5
3
1
件

、
収

集
日

の
問

い
合

わ
せ

　
6
,
8
6
7
件

）
不

適
正

排
出

開
封

調
査

実
施

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

数
　

5
,
4
9
4
箇

所
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾝ
ﾐ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
開

催
回

数
　

1
3
4
回

（
参

加
者

数
：

　
7
,
7
6
5
人

）

事
業

費

4
8
,
0
8
4

(
4
8
,
0
4
8
)
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を
通
し
て

№
2
3

達
成
状
況

－

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載

す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

市
外
や
区
外
か
ら
転
入
す
る
市
民
へ
の
ご
み
排
出
ル
ー
ル
及
び
収
集
日
の
周
知
な
ど
の
た
め
、
各
区
役
所
に
相
談
窓
口
を

開
設
を
し
た
。
な
お
、
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
か
ら
、
「
転

入
者
向
け
家
庭
ご
み
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
」
の
開
設
を
中
止
し
、
各
区
役
所
に
転
入
者
向
け
の
家
庭
ご
み
普
及
啓
発
ポ
ス
タ
ー

の
掲
出
を
行
い
、
啓
発
に
努
め
た
。

ま
た
、
転
出
入
者
の
多
い
共
同
住
宅
等
へ
の
対
応
と
し
て
、
集
団
資
源
回
収
に
共
同
住
宅
入
居
者
が
参
加
で
き
る
よ
う
、

平
成
3
0
年
度
か
ら
清
掃
事
務
所
が
町
内
会
と
共
同
住
宅
所
有
者
等
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
中
で
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
違
反
排
出
抑
制
や
分
別
意
識
の
向
上
へ
つ
な
げ
る
取
組
を
始
め
た
こ
と
で
、
ご
み
の
排
出
マ
ナ
ー
改
善
に
寄
与
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

目
標

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

啓
発
に
よ
り
正
し
い
ご
み
分
別
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
分
別
誤
り

に
よ
り
廃
棄
ご
み
と
し
て
排
出
さ
れ
て
い
た
ご
み
が
資
源
ご
み
や

集
団
資
源
回
収
に
排
出
さ
れ
る
た
め
、
本
事
業
に
よ
り
、
ご
み
排

出
量
や
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。

区
役
所
で
の
ご
み
分
け
ガ
イ
ド
の
配
架
や
市
外
や
区
外
か
ら
転
入
す
る
市
民
向
け
に
臨
時
の
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
な
ど

の
取
組
を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
ご
み
排
出
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
ず
不
適
正
排
出
と
な
ら
な
い
よ
う
、
大
学
や
専
門
学

校
、
不
動
産
関
係
団
体
等
（
マ
ナ
ー
協
議
会
）
と
連
携
し
、
ご
み
排
出
マ
ナ
ー
改
善
に
向
け
た
取
組
も
継
続
し
て
い
く
。

－

具
体
的
な
行
動
に
つ
な
げ
る
普
及
啓
発
の
実
施

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

ご
み
収
集
計
画
費
（
市
外
か
ら
の
転
入
者
等
へ
の
啓
発
）

事
業
の
目
的
・
目
標

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

5
1
,
3
8
5

－

対
応
施
策
：
大

施
策
４

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

市
外
や
区
外
か
ら
転
入
す
る
市
民
へ
の
ご
み
排
出
ル
ー
ル
及
び
収
集
日
の
周
知
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
転
入
手
続
が
繁
忙

期
を
迎
え
る
３
月
末
に
、
各
区
役
所
に
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
。
ま
た
、
大
学
お
よ
び
専
門
学
校
の
新
入
学
時
期
に
合
わ

せ
て
、
ご
み
出
し
ル
ー
ル
等
の
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
う
。
併
せ
て
、
不
動
産
関
係
団
体
等
で
構
成
す
る
札
幌
市
共
同

住
宅
ご
み
排
出
マ
ナ
ー
改
善
対
策
連
絡
協
議
会
（
マ
ナ
ー
協
議
会
）
の
関
係
団
体
と
連
携
し
た
取
組
も
行
っ
て
い
く
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

市
民
に
対
す
る
支
援
と
普
及
啓
発

－ 業
務
課

事
業
の
指

標

指
標
１

－
目
標

所
管
課

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

　
　
　
施
策
：
中

４
－
３

関
係
課

循
環
型

社
会
推
進
課

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

指
標
２

　
　
　
　
施
策
：
小

(
2
)

上
記
の
と
お
り
、
通
常
の
広
報
に
加
え
て
、
周
知
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
定
の
効
果
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
も
、
転
入
者
へ
の
普
及
啓
発
を
停
滞
さ
せ
な
い
効
果
的
な
手
法
を
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

4
-
1
-
(
3
)

1
2
月
に

第
1
1
回

協
議

会
を

開
催

し
、

外
国

語
版

ご
み

分
け

ガ
イ

ド
に

係
る
周
知
、
ご
み
排
出
マ
ナ
ー
改
善
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
配
布

協
力

を
依

頼
し

た
。

情
報

提
供

の
内

容
と

し
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
る
マ
ス
ク
の
捨
て
方
、
集
団
資
源
回
収

の
利

用
促

進
、

ベ
ト

ナ
ム

語
版

ご
み

分
け

ガ
イ

ド
等

に
つ

い
て

周
知

し
た
。

新
入

生
チ

ラ
シ

配
布

実
績

：
大

学
2
3
校

　
専

門
学

校
7
5
校

　
配

布
枚

数
1
6
,
6
0
0
枚

事
業
費

4
2
,
1
5
1

(
4
2
,
1
5
1
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

毎
年
６
万
人
を
超
え
る
転
入
者
が
い
る
中
で
、
転
入
者
に
対
し
本
市
の
正
し
い
分
別
ル
ー
ル
を
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。

引
き
続
き
効
果
的
な
周
知
方
法
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
不
動
産
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
正
し
い
分
別
ル
ー
ル

の
周
知
、
ご
み
の
排
出
マ
ナ
ー
の
改
善
を
図
り
た
い
。

(
5
1
,
3
8
5
)

事
業
の
評
価
・
課
題

市
外
か
ら
の
転
入
者
に
対
す
る
普
及
啓
発

９
月

に
第

1
2
回

協
議

会
を

開
催

。
た

だ
し

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
郵
送
や
メ
ー
ル
に
て

情
報

を
提

供
す

る
非

対
面

式
で

の
書

面
開

催
。

情
報

提
供

の
内

容
と

し
て
、
1
0
月
か
ら
の
排
出
ル
ー
ル
の
変
更
（
筒
形
乾
電
池
、
加

熱
式

・
電

子
た

ば
こ

等
）

に
つ

い
て

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
る
マ
ス
ク
の
捨
て
方
に
関
す
る
資

料
等

に
つ

い
て

周
知

し
た

。

新
入

生
チ

ラ
シ

配
布

実
績

：
大

学
2
4
校

　
専

門
学

校
7
5
校

　
配

布
枚

数
1
7
,
1
7
5
枚

事
業
費

意
見
・
提
案
等

令
和

６
年

３
月

に
第

１
４

回
協

議
会

を
開

催
。

昨
年

度
に

引
き

続
き

、
書
面
開
催
。

集
団

資
源

回
収

の
利

用
方

法
等

に
係

る
資

料
、

共
同

住
宅

専
用

ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
状
況
な
ど
を
メ
ー
ル
に
て
情
報
提
供
し

た
。

新
入

生
チ

ラ
シ

配
布

実
績

：
大

学
2
4
校

（
※

）
　

専
門

学
校

6
9
校

（
※
）
　
配
布
枚
数
1
5
,
9
2
0
枚

※
う

ち
デ

ー
タ

で
の

提
供

大
学

2
校

、
専

門
学

校
2
校

事
業
費

4
9
,
0
8
8

(
4
9
,
0
8
8
)

３
月

に
第

1
3
回

協
議

会
を

開
催

。
昨

年
度

に
引

き
続

き
、

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
メ
ー
ル

に
て

情
報

を
提

供
す

る
非

対
面

式
で

の
書

面
開

催
。

情
報

提
供

の
内

容
と
し
て
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
使
用
し
た
家
電
製
品
の

排
出

方
法

、
集

団
資

源
回

収
の

利
用

促
進

等
に

つ
い

て
周

知
し

た
。

新
入

生
チ

ラ
シ

配
布

実
績

：
大

学
2
4
校

　
専

門
学

校
7
5
校

　
配

布
枚

数
1
7
,
2
6
5
枚

事
業
費

4
8
,
0
4
8

(
4
8
,
0
4
8
)
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を
通

し
て

№
2
4

達
成

状
況

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取

組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

第

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

分
別

区
分

に
従

っ
て

排
出

さ
れ

る
燃

や
せ

る
ご

み
、

燃
や

せ
な

い
ご

み
、

び
ん

・
缶

・
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
、

容
器

包
装

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

、
雑

が
み

、
枝
・

葉
・

草
、

大
型

ご
み

を
収

集
す

る
。

ま
た

、
「

×
シ

ー
ル

」
が

貼
ら

れ
た

ま
ま

持
ち

帰
ら

れ
な

い
ご

み
や

町
内

清
掃

に
よ

っ
て

集
め

ら
れ

た
ご

み
等

（
地

域
清

掃
ご

み
）

を
収

集
す

る
。

燃
や

せ
る

ご
み

等
は

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

収
集

を
実

施
し

て
い

る
が

、
「

大
型

ご
み

」
は

事
前

申
し

込
み

制
に

よ
る

戸
別

収
集

を
実

施
し

て
い

る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

清
掃
事
業
の
最
適
化
と
安
全
・
安
心
な
体
制
の
構
築

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

指
標
１

目
標

－

指
標
２

目
標

家
庭
ご
み
収
集
費

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

収
集

作
業

の
効

率
化

を
図

る
た

め
に

半
年

ご
と

に
、

経
常

的
に

配
車

し
て

い
る

車
両

に
つ

い
て

台
数

の
見

直
し

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

ご
み

量
や

処
理

施
設

へ
の

搬
入

時
間

を
考

慮
し

て
臨

時
に

委
託

の
車

両
を

借
り

上
げ

る
等

、
市

民
生

活
に

影
響

が
出

な
い

よ
う

に
収

集
体

制
を

整
備

し
て

い
る

。

事
業
の
目
的
・
目
標

市
民

の
生

活
環

境
を

維
持

す
る

た
め

、
一

般
家

庭
か

ら
排

出
さ

れ
る

ご
み

を
分

別
区

分
に

応
じ

て
収

集
し

、
清

掃
工

場
や

選
別

施
設

に
搬

入
す

る
。

ま
た

、
災

害
時

の
収

集
体

制
も

踏
ま

え
た

安
定

的
な

収
集

体
制

を
確

保
す

る
一

方
で

、
よ

り
効

率
的

な
収

集
体

制
に

つ
い

て
も

検
討

し
て

い
く

。

事
業
の

指
標

業
務
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
施
策
：
大

施
策
６

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

－

収
集
・
処
理
業
務
の
最
適
化

(
4
,
1
2
4
,
3
3
7
)

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

4
,
1
2
4
,
3
3
7

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

所
管
課

ご
み

量
や

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

数
の

変
動

に
応

じ
て

収
集

効
率

が
変

化
す

る
た

め
、

経
常

配
車

の
見

直
し

に
お

い
て

は
、

各
エ

リ
ア

の
分

別
区

分
ご

と
に

収
集

作
業

の
完

了
時

刻
等

を
参

考
に

し
な

が
ら

、
効

率
的

な
配

車
台

数
に

な
る

よ
う

に
増

車
や

減
車

を
検

討
し

て
い

る
。

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
小

規
模

化
に

よ
る

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
増

加
や

狭
隘

路
に

面
し

た
ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

増
加

に
よ

り
、

収
集

効
率

が
低

下
す

る
た

め
、

よ
り

一
層

の
効

率
化

が
必

要
と

な
る

。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

収
集

ご
み

量
：

3
9
7
,
3
8
6
.
2
4
ｔ

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

数
：

5
5
,
7
3
7
ヵ

所
大

型
ご

み
収

集
件

数
（

収
集

世
帯

数
）

：
3
4
9
,
1
1
8
件

年
間

延
べ

稼
働

台
数

5
8
,
5
2
6
台

（
年

間
総

稼
働

日
数

2
5
8
日

、
一

日
あ

た
り

2
2
6
.
8
台

/
日

）
※

経
常

配
車

の
み

事
業
費

4
,
0
7
2
,
0
4
5

(
4
,
0
7
2
,
0
4
5
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

ご
み

量
や

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

数
の

変
動

な
ど

、
家

庭
ご

み
の

状
況

の
変

化
に

応
じ

た
効

率
的

な
収

集
を

行
う

た
め

に
、

定
期

的
な

配
車

台
数

の
見

直
し

等
の

取
り

組
み

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

よ
り

良
い

方
法

を
目

指
す

た
め

に
、

今
後

の
技

術
革

新
や

他
都

市
の

事
例

に
関

す
る

情
報

収
集

を
行

う
な

ど
の

調
査

研
究

を
進

め
て

い
く

。

６
－
１

事
業
の
評
価
・
課
題

効
率
的
な
収
集
業
務
の
推
進

収
集

ご
み

量
：

3
8
9
,
3
8
4
.
0
5
ｔ

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

数
：

5
6
,
7
6
7
ヵ

所
大

型
ご

み
収

集
件

数
（

収
集

世
帯

数
）

：
3
5
3
,
1
6
7
件

年
間

延
べ

稼
働

台
数

5
8
,
6
4
6
台

（
年

間
総

稼
働

日
数

2
5
9
日

、
一

日
あ

た
り

2
2
6
.
4
台

/
日

）
※

経
常

配
車

の
み

　
　
　
施
策
：
中

事
業
費

意
見
・
提
案
等

収
集

ご
み

量
：

3
6
6
,
8
9
6
.
2
5
ｔ

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

数
：

5
8
,
3
7
0
ヵ

所
大

型
ご

み
収

集
件

数
（

収
集

世
帯

数
）

：
3
5
9
,
9
5
5
件

年
間

延
べ

稼
働

台
数

5
8
,
4
3
3
台

（
年

間
総

稼
働

日
数

2
5
9
日

、
一

日
あ

た
り

2
2
5
.
6
台

/
日

）
※

経
常

配
車

の
み

事
業
費

4
,
3
3
6
,
1
0
5

(
4
,
3
3
6
,
1
0
5
)

収
集

ご
み

量
：

3
8
1
,
2
1
6
.
0
7
ｔ

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

数
：

5
7
,
6
7
4
ヵ

所
大

型
ご

み
収

集
件

数
（

収
集

世
帯

数
）

：
3
6
9
,
2
4
0
件

年
間

延
べ

稼
働

台
数

5
8
,
2
1
6
台

（
年

間
総

稼
働

日
数

2
5
9
日

、
一

日
あ

た
り

2
2
4
.
7
台

/
日

）
※

経
常

配
車

の
み

事
業
費

4
,
2
8
8
,
2
6
9

(
4
,
2
8
8
,
2
6
9
)
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

2
5

達
成

状
況

◎

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 事

業
費

全
千
円

内
千
円

Ｒ
３ 事

業
費

全
千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

ご
み
収
集
作
業
の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
円
滑
な
作
業
を
推
進
す
る
た
め
、
ご
み
収
集
車
両
等
の

計
画
的
な
更
新
を
実
施
す
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

【
事
業
の
概
要
】

事
業
の
目
的
・
目
標

ご
み

収
集

作
業

を
安

全
か

つ
円

滑
に

行
う

た
め

に
、

清
掃

車
両

の
老

朽
化

の
度

合
い

や
購

入
費

用
の

平
準

化
を

勘
案

し
な

が
ら

安
定

的
か

つ
計

画
的

に
車

両
更

新
を

行
う

と
と

も
に

、
環

境
に

も
配

慮
し

た
車

両
選

定
を

進
め

て
い

く
。

事
業
の

指
標

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

指
標
１

ご
み
収
集
車
両
更
新
台
数

目
標

事
業
名

清
掃
車
両
等
購
入
費

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

事
業
の
評
価
・
課
題

ご
み
収
集
作
業
に
お
け
る
環
境
負
荷
の
低
減

収
集
・
処
理
に
お
け
る
環
境
へ
の
配
慮

清
掃

車
両

の
老

朽
化

の
度

合
い

や
購

入
費

用
の

平
準

化
を

勘
案

し
な

が
ら

、
安

定
的

か
つ

計
画

的
に

車
両

更
新

を
行

う
と

と
も

に
、

環
境

に
配

慮
し

た
車

両
の

更
新

を
進

め
て

い
る

。

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

計
画

的
な

車
両

更
新

の
実

施
に

よ
り

、
安

定
し

た
収

集
体

制
の

確
保

と
併

せ
て

環
境

に
配

慮
し

た
次

世
代

自
動

車
の

導
入

に
努

め
た

。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

車
両
更
新
計
画
の
と
お
り
、
ご
み
収
集
車
６
台
（
4
W
D
車
３
台
、
2
W
D
車
３
台
）
、
そ
の
他
車
両
１
台
に
つ

い
て
更
新
を
行
っ
た
。

次
世
代
車
両
：
7
台
　
　
全
体
に
占
め
る
割
合
（
％
）
：
6
1

1
0
6
,
0
0
0

(
1
0
6
,
0
0
0
)

－

指
標
２

そ
の
他
車
両
更
新
台
数

目
標

－

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

1
1
6
,
0
0
0

所
管
課

業
務
課

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

　
　
　
施
策
：
中

５
－
４

対
応
施
策
：
大

施
策
５

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

関
係
課

－

意
見
・
提
案
等

納
期
の
長
期
化
に
伴
い
、
年
度
内
に
納
車
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
り
、
車
両
更
新
計
画
の
と
お
り
更
新

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
、
ご
み
収
集
車
０
台
、
そ
の
他
車
両
１
台
に
つ
い
て
更
新
を
行
っ
た
。

次
世
代
車
両
：
１
台
　
　
全
体
に
占
め
る
割
合
（
％
）
：
7
0

事
業
費

1
2
5
,
0
0
0

(
1
2
5
,
0
0
0
)

(
1
2
5
,
0
0
0
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

今
後

も
引

き
続

き
、

収
集

体
制

の
確

保
及

び
環

境
に

配
慮

し
た

次
世

代
自

動
車

の
導

入
等

、
安

定
的

か
つ

計
画

的
に

車
両

更
新

を
進

め
て

い
く

。

(
1
1
6
,
0
0
0
)

車
両
更
新
計
画
の
と
お
り
、
ご
み
収
集
車
６
台
（
4
W
D
車
６
台
）
、
そ
の
他
車
両
５
台
に
つ
い
て
更
新
を

行
っ
た
。

次
世
代
車
両
：
1
1
台
　
　
全
体
に
占
め
る
割
合
（
％
）
：
7
0

車
両
更
新
計
画
の
と
お
り
、
ご
み
収
集
車
６
台
（
4
W
D
車
３
台
、
2
W
D
車
３
台
）
、
そ
の
他
車
両
１
台
に
つ

い
て
更
新
を
行
っ
た
。

次
世
代
車
両
：
7
台
　
　
全
体
に
占
め
る
割
合
（
％
）
：
6
5

事
業
費

1
2
5
,
0
0
0
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

2
6

達
成

状
況

－

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

意
見
・
提
案
等

・
件
数
増
加
の
た
め
、
令
和
４
年
1
2
月
に
収
集
車
を
増
車
（
約
4
台
→
約
5
台
/
平
日
）

・
公
社
対
応
件
数
　
4
,
0
4
9
件
/
年

・
ス
リ
ム
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
「
元
気
な
う
ち
に
３
Ｒ
で
お
片
付
け
」
を
開
催

　
※
別
の
事
業
（
２
Ｒ
推
進
費
）
で
実
施

事
業
費

2
5
,
1
2
3

(
0
)

・
一

時
多

量
ご

み
の

件
数

は
、

年
々

増
加

し
て

い
る

が
、

公
社

も
そ

れ
に

合
わ

せ
て

体
制

を
強

化
し

て
お

り
、

ま
た

、
す

で
に

片
付

け
業

者
な

ど
が

間
に

入
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
十

分
機

能
し

て
い

る
と

判
断

で
き

る
。

・
公

社
で

は
対

応
で

き
な

い
件

数
の

依
頼

が
集

中
し

た
場

合
の

収
集

体
制

を
ど

う
す

る
か

が
課

題
。

・
高

齢
者

に
対

す
る

２
Ｒ

の
啓

発
は

、
継

続
的

に
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

・
収
集
業
者
（
札
幌
市
環
境
事
業
公
社
）
の
状
況
調
査

・
公
社
対
応
件
数
　
4
,
6
7
1
件
/
年

・
ス
リ
ム
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
「
元
気
な
う
ち
に
３
Ｒ
で
お
片
付
け
」
を
開
催

　
※
別
の
事
業
（
２
Ｒ
推
進
費
）
で
実
施

事
業
費

2
,
4
4
3

(
0
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

・
公

社
の

対
応

状
況

を
毎

年
確

認
し

、
必

要
に

応
じ

て
公

社
に

体
制

強
化

を
依

頼
す

る
。

・
公

社
か

ら
体

制
強

化
が

難
し

い
と

の
申

出
が

あ
っ

た
場

合
は

、
他

の
収

集
方

法
な

ど
対

策
を

検
討

す
る

。
・

高
齢

者
の

ご
み

に
係

る
情

報
取

得
手

段
に

つ
い

て
は

、
収

集
日

カ
レ

ン
ダ

ー
・

ご
み

分
け

ガ
イ

ド
の

他
に

も
、

広
報

さ
っ

ぽ
ろ

・
ご

み
分

別
ア

プ
リ

を
用

い
て

い
る

場
合

が
比

較
的

多
い

と
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
他

の
広

報
手

段
も

含
め

て
活

用
を

検
討

し
て

い
く

。

(
0
)

・
件
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
公
社
に
収
集
体
制
の
強
化
と
市
民
に
分
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

作
成
を
依
頼
。

・
公
社
対
応
件
数
　
3
,
1
1
3
件
/
年

・
ス
リ
ム
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
「
元
気
な
う
ち
に
３
Ｒ
で
お
片
付
け
」
を
開
催

　
※
別
の
事
業
（
２
Ｒ
推
進
費
）
で
実
施

事
業
費

2
5
,
6
8
3

(
0
)

　
　
　
　
施
策
：
小

(
3
)

1
0
,
6
2
1

事
業
の
評
価
・
課
題

大
量
に
排
出
さ
れ
る
ご
み
へ
の
対
応

・
状
況
を
踏
ま
え
た
実
現
可
能
策
の
検
討

・
公
社
対
応
件
数
　
2
,
3
8
0
件
/
年

・
ス
リ
ム
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
「
元
気
な
う
ち
に
お
片
付
け
～
モ
ノ
を
手
放
す
コ
ツ
」
を
開
催

　
※
別
の
事
業
（
２
Ｒ
推
進
費
）
で
実
施

事
業
費

高
齢
者
等
へ
の
対
応

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

　
　
　
施
策
：
中

４
－
２

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

・
家
庭
系
の
一
時
多
量
ご
み
の
収
集
運
搬
は
、
本
市

に
お

い
て

は
唯

一
の

許
可

業
者

で
あ

る
札

幌
市

環
境

事
業

公
社

（
以
下
「
公
社
」
と
い
う
）
し
か
行
え
な
い
。
今
後

、
超

高
齢

化
社

会
が

進
行

す
る

中
で

の
生

前
整

理
・

遺
品

整
理

に
伴

う
一
時
多
量
ご
み
の
件
数
増
が
想
定
さ
れ
る
た
め

、
そ

の
対

応
を

調
査

・
研

究
す

る
。

・
高
齢
者
に
対
す
る
効
果
的
な
２
Ｒ
の
啓
発
方
法
を

検
討

す
る

。
ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

市
民
に
対
す
る
支
援
と
普
及
啓
発

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

事
業
廃
棄
物
課

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

－

清
掃
計
画
費
　
（
一
時
多
量
ご
み
の
対
応
）

大
量
ご
み
に
関
す
る
市
民
か
ら
の
苦
情
件
数
（
件
/
年
）

目
標

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

・
公

社
か

ら
の

聞
き

取
り

で
は

、
公

社
へ

の
依

頼
主

は
片

付
け

業
者

が
多

く
、

生
活

保
護

世
帯

分
も

含
め

る
と

約
8
割

強
と

な
っ

て
い

る
。

片
付

け
業

者
が

間
に

入
る

こ
と

に
よ

り
、

ス
ム

ー
ズ

に
収

集
運

搬
が

で
き

て
お

り
、

引
越

し
シ

ー
ズ

ン
な

ど
の

繁
忙

期
を

除
き

、
収

集
日

が
特

別
に

遅
く

な
る

こ
と

は
な

い
状

況
。

・
公

社
も

依
頼

件
数

に
応

じ
て

、
収

集
体

制
を

強
化

し
て

お
り

、
ま

た
、

片
付

け
業

者
な

ど
の

紹
介

を
求

め
ら

れ
た

場
合

は
、

対
応

で
き

る
業

者
を

紹
介

し
て

い
る

。
・

市
民

か
ら

の
苦

情
も

ほ
と

ん
ど

な
い

状
況

。
・

高
齢

者
に

対
す

る
２

Ｒ
の

啓
発

は
、

別
な

事
業

（
２

Ｒ
推

進
費

）
で

実
施

。

事
業
の
目
的
・
目
標

・
整
理
を
す
る
物
が
必
要
以
上
に
増
え
な
い
よ
う
、
高
齢
者
の
２
Ｒ
の
意
識
向
上
を
図
る
。

・
一
時
多
量
ご
み
の
件
数
が
増
え
た
場
合
に
も
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
お
く
。

事
業
の

指
標

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

指
標
１

対
応
施
策
：
大

施
策
４

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

札
幌
市
環
境
事
業
公
社
に
お
け
る
対
応
件
数
（
件
/
年
）

目
標

－

指
標
２
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

2
7

達
成

状
況

○

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）
定

性
的

評
価

（
数

値
な

し
）

目
標

－

市
役
所
も
１
つ
の
事
業
者
と
し
て
、
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
む
た
め
の
活
動
を
行
う
。

①
市
役
所
本
庁
舎
の
ご
み
量
の
公
表
を
検
討

②
市
役
所
事
務
室
に
お
け
る
ご
み
減
量
に
つ
い
て
検
討

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
市
が
率
先
し
て
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め

－

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

対
応
施
策
：
大

施
策
３

事
業
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

清
掃
計
画
費
（
市
役
所
に
お
け
る
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
）

指
標
２

－
目
標

－

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

事
業
の
目
的
・
目
標

事
業
の

指
標

指
標
１

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

　
　
　
施
策
：
中

３
－
３

市
に
よ
る
率
先
し
た
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
行
動

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

－

・
エ

コ
バ

ッ
グ

シ
ェ

ア
コ

ー
ナ

ー
の

設
置

に
よ

り
、

職
員

の
レ

ジ
袋

の
削

減
に

つ
な

が
っ

た
が

、
そ

れ
以

外
に

は
大

き
な

取
組

は
で

き
て

い
な

い
。

・
市

役
所

の
多

く
の

部
署

で
紙

製
の

窓
付

き
封

筒
を

利
用

す
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

削
減

に
つ

な
が

っ
た

。

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

市
庁
舎
等
に
お
け
る
ご
み
減
量
化
運
動
の
推
進

事
業
の
評
価
・
課
題

・
事

務
室

に
お

け
る

ご
み

減
量

の
取

組
は

難
し

い
が

、
エ

コ
バ

ッ
グ

シ
ェ

ア
コ

ー
ナ

ー
の

設
置

や
紙

製
の

窓
付

き
封

筒
の

利
用

は
、

そ
の

第
一

歩
に

な
っ

た
と

考
え

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
そ

れ
以

外
の

取
組

が
出

来
て

い
な

い
状

況
で

あ
り

、
さ

ら
な

る
取

組
が

課
題

で
あ

る
。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

・
市
役
所
本
庁
舎
の
ご
み
量
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
開
始
。

・
市
役
所
職
員
に
対
し
、
レ
ジ
袋
削
減
を
呼
び
か
け
、
か
つ
、
本
庁
舎
に
職
員
が
誰
で
も
利
用
で
き
る
エ

コ
バ
ッ
グ
シ
ェ
ア
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
た
。

・
窓
部
分
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
は
な
く
紙
製
の
窓
付
き
封
筒
の
利
用
を
推
進
。

事
業
費

1
0
,
6
2
1

(
0
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

・
市

役
所

本
庁

舎
の

ご
み

量
に

つ
い

て
は

、
毎

年
、

確
認

す
る

と
と

も
に

、
デ

ー
タ

の
更

新
を

行
っ

て
い

く
。

・
事

務
室

に
お

け
る

ご
み

減
量

の
取

組
を

検
討

し
て

実
施

に
つ

な
げ

る
。

－
事
業
費

2
5
,
6
8
3

(
0
)

－
事
業
費

2
5
,
1
2
3

(
0
)

意
見
・
提
案
等

・
紙

の
使

用
量

削
減

を
事

業
所

に
示

す
に

あ
た

り
、

市
役

所
が

率
先

し
て

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

－
事
業
費

2
4
,
4
3
0

(
0
)
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

2
8

達
成

状
況

－

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 事

業
費

全
千
円

内
千
円

Ｒ
３ 事

業
費

全
千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

意
見
・
提
案
等

○
市

民
意

識
調

査
・

家
庭

の
１

か
月

あ
た

り
の

ご
み

処
理

手
数

料
　

約
9
0
％

が
5
0
0
円

未
満

・
公

平
な

ル
ー

ル
か

ど
う

か
　

　
　

　
　

　
　

　
約

8
0
％

が
公

平
な

ル
ー

ル
と

思
う

・
指

定
ご

み
に

つ
い

て
不

便
を

感
じ

る
点

　
　

　
料

金
が

高
い

　
約

3
0
％

　
不

便
な

し
　

約
5
5
％

○
他

自
治

体
の

調
査

（
R
6
.
1
0
か

ら
変

更
予

定
自

治
体

）
　

江
別

市
　

可
燃

・
不

燃
　

2
円

→
3
円

/
L

事
業
費

6
9
8
,
9
2
0

(
6
9
8
,
9
2
0
)

・
指

定
ご

み
袋

の
安

定
供

給
は

出
来

た
が

、
今

後
、

石
油

価
格

の
高

騰
な

ど
に

よ
る

製
造

価
格

の
上

昇
に

よ
り

、
経

費
が

増
大

す
る

可
能

性
が

あ
る

。
・

H
2
1
に

開
始

し
た

家
庭

ご
み

有
料

化
制

度
に

よ
り

、
ご

み
減

量
が

進
み

、
そ

れ
以

後
、

H
2
2
か

ら
R
5
ま

で
の

1
人

1
日

当
た

り
の

廃
棄

ご
み

量
は

、
大

き
く

増
え

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
有

料
化

に
よ

る
減

量
の

効
果

は
持

続
し

て
い

る
と

考
え

る
。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

○
他
自
治
体
の
調
査

　
近
隣
市
（
小
樽
、
石
狩
、
江
別
、
北
広
島
）
2
円
/
L

6
0
2
,
0
8
8

(
6
0
2
,
0
8
8
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

・
引

き
続

き
指

定
ご

み
袋

の
安

定
供

給
に

努
め

る
。

・
道

内
他

自
治

体
に

お
い

て
は

、
Ｒ

6
.
1
0
に

指
定

ご
み

袋
の

料
金

改
定

を
行

う
自

治
体

や
、

従
前

か
ら

札
幌

市
よ

り
も

高
い

料
金

を
設

定
し

て
い

る
自

治
体

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

2
円

/
Ｌ

の
ご

み
減

量
効

果
に

つ
い

て
検

証
し

て
い

く
。

○
市
民
意
識
調
査

・
家
庭
の
１
か
月
あ
た
り
の
ご
み
処
理
手
数
料
　
約
9
0
％
が
5
0
0
円
未
満

・
公
平
な
ル
ー
ル
か
ど
う
か
　
　
　
　
　
　
　
　
約
8
0
％
が
公
平
な
ル
ー
ル
と
思
う

・
指
定
ご
み
に
つ
い
て
不
便
を
感
じ
る
点
　
　
　
料
金
が
高
い
　
約
3
1
％
　
不
便
な
し
　
約
5
0
％

○
他
自
治
体
の
調
査
（
R
4
.
4
か
ら
）

　
恵
庭
市
　
燃
や
せ
る
ご
み
　
　
2
円
→
3
円
/
L
　
室
蘭
市
可
燃
・
不
燃
共
通
　
2
円
→
3
円
/
L

○
他
自
治
体
の
調
査
（
R
6
.
4
か
ら
変
更
予
定
自
治
体

）
　

北
広
島
市
　
可
燃
・
不
燃
　
2
円
→
3
円
/
L

（
R
6
に
収
集
を
週
2
回
→
5
回
へ
変
更
等
と
同
時
に
生

ご
み

以
外

の
可

燃
ご

み
を

3
円

に
値

上
げ

予
定

）

事
業
費

6
2
6
,
9
3
3

(
6
2
6
,
9
3
3
)

事
業
の
評
価
・
課
題

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

家
庭
ご
み
処
理
手
数
料

6
3
7
,
8
6
2

(
6
3
7
,
8
6
2
)

・
指

定
ご

み
袋

及
び

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

袋
の

安
定

供
給

は
、

問
題

な
く

実
施

で
き

た
。

・
家

庭
ご

み
有

料
化

（
H
2
1
）

で
減

量
し

た
ご

み
量

に
つ

い
て

、
大

き
く

増
え

る
こ

と
な

く
、

R
5
ま

で
ほ

ぼ
横

ば
い

で
推

移
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

有
料

化
の

効
果

は
持

続
し

て
い

る
と

判
断

で
き

る
。

・
市

民
意

識
調

査
の

結
果

か
ら

、
指

定
ご

み
袋

に
つ

い
て

は
半

数
以

上
が

不
便

な
し

と
の

回
答

。
ま

た
、

１
か

月
あ

た
り

の
負

担
額

に
つ

い
て

も
制

度
開

始
当

初
に

想
定

し
て

い
た

金
額

（
5
0
0
円

未
満

）
と

な
っ

て
お

り
、

市
民

に
と

っ
て

過
度

な
負

担
と

な
っ

て
い

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
た

。
・

定
期

的
に

他
自

治
体

の
状

況
を

調
査

し
、

近
隣

市
と

の
均

衡
が

図
ら

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

対
応
施
策
：
大

施
策
６

清
掃
事
業
の
最
適
化
と
安
全
・
安
心
な
体
制
の
構
築

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

　
　
　
施
策
：
中

６
－
２

ご
み
処
理
費
手
数
料
の
効
率
的
な
運
用

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

業
務
課

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

家
庭
ご
み
処
理
手
数
料
管
理
費

事
業
の

指
標

指
標
１

指
標
２

減
免
ご
み
袋
引
換
券
の
発
行
件
数

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

目
標

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

①
有
料
指
定
ご
み
袋
の
管
理
と
家
庭
ご
み
処
理
手
数
料
の
収
納
管
理

②
家
庭
ご
み
処
理
手
数
料
減
免
事
務

③
公
共
の
場
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
な
ど
で
使
用
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
の
管
理

④
家
庭
ご
み
処
理
手
数
料
の
調
査
研
究

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

燃
や

せ
る

ご
み

と
燃

や
せ

な
い

ご
み

は
有

料
で

あ
り

、
そ

の
他

資
源

物
は

無
料

に
な

る
こ

と
か

ら
、

ご
み

の
分

別
の

動
機

付
け

と
な

り
、

廃
棄

ご
み

量
の

減
量

に
寄

与
し

て
い

る
。

事
業
の
目
的
・
目
標

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
や
ご
み
排
出
量
に
応
じ
た
手
数
料
負
担
の
公
平
化
を
目
的
に
導
入
さ
れ

た
家
庭
ご
み
有
料
化
制
度
の
安
定
的
な
運
営

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

家
庭
用
指
定
ご
み
袋
製
造
枚
数
（
供
給
状
況
の
安
定
性
）

－

目
標

－
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

2
9

達
成

状
況

◎

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ

全
千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

４
年
に
１
度
、
事
業
ご
み
処
理
手
数
料
が
適
正
な
額
に
な
っ
て
い
る
か
検
証
を
行
っ
て
い
る
。
処
理
原
価

及
び
受
益
者
負
担
率
を
も
と
に
現
在
の
手
数
料
額
と
乖
離
が
あ
る
場
合
は
手
数
料
の
改
定
を
行
う
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

清
掃
事
業
の
最
適
化
と
安
全
・
安
心
な
体
制
の
構
築

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

清
掃
計
画
費
（
事
業
ご
み
処
理
手
数
料
）

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

Ｒ
１

年
度

の
検

討
の

結
果

、
事

業
ご

み
処

理
手

数
料

に
つ

い
て

は
、

受
益

者
負

担
率

が
適

正
な

水
準

に
保

た
れ

て
い

る
と

判
断

さ
れ

、
手

数
料

の
改

定
は

行
わ

れ
な

か
っ

た
。

事
業
の
目
的
・
目
標

事
業
ご
み
処
理
手
数
料
を
適
切
な
水
準
に
保
つ
た
め
。

事
業
の

指
標

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
施
策
：
大

施
策
６

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

－

ご
み
処
理
費
手
数
料
の
効
率
的
な
運
用

(
0
)

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

2
5
,
6
8
3

　
　
　
　
施
策
：
小

(
2
)

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

所
管
課

今
後

は
、

新
駒

岡
清

掃
工

場
の

建
設

等
に

よ
り

処
理

原
価

の
増

嵩
が

想
定

さ
れ

る
た

め
、

次
回

（
Ｒ

５
年

度
）

の
検

討
の

際
に

留
意

す
る

。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

事
業
ご
み
処
理
手
数
料
が
適
正
な
額
に
な
っ
て
い
る
か
、
処
理
原
価
及
び
受
益
者
負
担
率
を
算
出
し
手
数

料
改
定
の
検
討
を
行
い
、
改
定
を
見
送
っ
た
。

事
業
費

1
0
,
6
2
1

(
0
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

次
回

は
Ｒ

６
年

度
に

手
数

料
改

定
の

検
討

予
定

。

６
－
２

事
業
の
評
価
・
課
題

事
業
ご
み
処
分
手
数
料

－

　
　
　
施
策
：
中

事
業
費

意
見
・
提
案
等

－
事
業
費

2
4
,
4
3
0

(
0
)

－
事
業
費

2
5
,
1
2
3

(
0
)
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

3
0

達
成

状
況

◎

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

5
1
5
,
3
5
0

(
5
1
5
,
3
5
0
)

意
見
・
提
案
等

計
画
1
9
,
0
0
0
ト
ン
に
対
し
1
7
,
5
2
5
ト
ン
　
約
9
2
.
2
％
を
達
成

白
石
及
び
駒
岡
清
掃
工
場
の
焼
却
灰
を
セ
メ
ン
ト
の
原
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
た
。

　
駒
岡
　
4
,
6
5
5
ト
ン

　
白
石
 
1
2
,
8
6
9
ト
ン

事
業
費

5
6
3
,
3
4
4

(
5
6
3
,
3
4
4
)

事
業
の
評
価
・
課
題

順
調

に
推

移
し

て
い

る
と

評
価

で
き

る
。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

－ 計
画
1
9
,
0
0
0
ト
ン
に
対
し
1
8
,
5
0
5
ト
ン
　
約
9
7
.
4
％
を
達
成

白
石
及
び
駒
岡
清
掃
工
場
の
焼
却
灰
を
セ
メ
ン
ト
の
原
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
た
。

　
駒
岡
　
5
,
7
9
9
ト
ン

　
白
石
 
1
2
,
7
0
6
ト
ン

事
業
費

5
4
0
,
9
9
8

(
5
4
0
,
9
9
8
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

事
業

を
継

続
拡

大
し

、
更

な
る

資
源

の
有

効
利

用
と

埋
立

地
の

延
命

化
に

寄
与

し
た

い
。

計
画
1
8
,
1
0
0
ト
ン
に
対
し
1
7
,
5
1
2
ト
ン
　
約
9
6
.
8
％
を
達
成

白
石
及
び
駒
岡
清
掃
工
場
の
焼
却
灰
を
セ
メ
ン
ト
の
原
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
た
。

　
駒
岡
　
4
,
3
7
7
ト
ン

　
白
石
 
1
3
,
1
3
5
ト
ン

事
業
費

5
0
2
,
5
9
8

(
5
0
2
,
5
9
8
)

計
画
1
9
,
0
0
0
ト
ン
に
対
し
1
7
,
9
3
7
ト
ン
　
約
9
4
.
4
％
を
達
成

白
石
及
び
駒
岡
清
掃
工
場
の
焼
却
灰
を
セ
メ
ン
ト
の
原
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
た
。

　
駒
岡
　
4
,
5
2
5
ト
ン

　
白
石
 
1
3
,
4
1
2
ト
ン

事
業
費

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
１

資
源
循
環
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
　
施
策
：
小

(
2
)

焼
却
灰
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

所
管
課

施
設
管
理
課

関
係
課

－

焼
却

灰
リ

サ
イ

ク
ル

量
の

実
績

と
し

て
、

R
4
は

1
7
,
9
3
7
ト

ン
、

R
5
は

1
7
,
5
2
5
ト

ン
と

な
り

、
目

標
を

達
成

し
た

。

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

埋
立
処
分
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

白
石
・
駒
岡
清
掃
工
場
か
ら
発
生
し
た
焼
却
灰
を
セ
メ
ン
ト
材
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

埋
立

処
分

量
の

基
準

年
度

H
2
8
が

8
7
,
1
5
1
ｔ

R
5
が

6
6
,
4
8
1
ｔ

と
2
0
,
6
7
0
ｔ

の
減

量
と

な
っ

て
お

り
、

こ
の

事
業

が
減

量
に

貢
献

し
て

い
る

。
事
業
の
目
的
・
目
標

最
終
処
分
場
の
延
命
化
及
び
循
環
型
社
会
の
構
築
を
図
る
た
め
。

（
リ
サ
イ
ク
ル
量
を
1
5
,
0
0
0
ｔ
か
ら
拡
大
す
る
）

事
業
の

指
標

指
標
１

焼
却
灰
セ
メ
ン
ト
リ
サ
イ
ク
ル
量

目
標

1
5
,
0
0
0
ｔ

以
上

指
標
２

－
目
標

－

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

焼
却
灰
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

3
1

達
成

状
況

◎

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

3
,
9
3
7
,
3
8
1

(
3
,
9
3
7
,
3
8
1
)

意
見
・
提
案
等

・
　

冬
の

熱
源

の
確

保
と

い
う

観
点

で
、

清
掃

工
場

で
発

生
し

た
熱

を
地

域
供

給
し

て
い

る
こ

と
自

体
に

非
常

に
価

値
　

が
あ

る
と

思
う

。
そ

の
一

方
、

そ
の

価
値

を
外

に
見

せ
ら

れ
る

も
の

に
な

っ
て

い
な

い
。

駒
岡

清
掃

工
場

、
熱

供
給

　
公

社
、

地
域

ま
で

を
つ

な
ぐ

視
察

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

見
せ

て
い

け
れ

ば
非

常
に

価
値

が
あ

る
と

思
う

。
・

　
駒

岡
清

掃
工

場
は

ア
ク

セ
ス

良
く

プ
ロ

グ
ラ

ム
も

魅
力

的
。

修
学

旅
行

の
受

入
な

ど
色

々
な

方
面

に
期

待
で

き
る

。
・

　
最

新
の

清
掃

工
場

は
啓

発
に

も
の

す
ご

く
力

を
入

れ
て

い
る

。
熱

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

利
用

し
た

温
水

プ
ー

ル
・

温
浴

　
施

設
を

併
設

し
て

い
る

な
ど

、
市

民
が

集
う

場
所

と
な

っ
て

き
て

い
る

イ
メ

ー
ジ

が
あ

る
。

札
幌

市
の

清
掃

工
場

も
、

　
そ

う
い

っ
た

市
民

が
集

う
、

ご
み

減
量

を
啓

発
す

る
場

所
と

し
て

活
躍

し
て

ほ
し

い
。

・
　

新
型

コ
ロ

ナ
に

よ
る

施
設

見
学

中
止

が
続

く
よ

う
で

あ
れ

ば
、

動
画

を
活

用
し

た
見

学
を

導
入

し
て

ほ
し

い
。

紙
　

な
ど

の
資

料
か

ら
見

た
だ

け
で

は
わ

か
ら

な
い

こ
と

が
あ

り
、

目
で

見
て

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
大

事
だ

と
思

う
。

・
新
工
場
の
建
設
工
事

・
周
辺
道
路
の
整
備

・
自
営
線
敷
設
工
事

事
業
費

1
8
,
3
0
2
,
4
8
3

(
1
8
,
3
0
2
,
4
8
3
)

事
業
の
評
価
・
課
題

事
業

手
法

に
つ

い
て

は
、

民
間

活
力

を
活

用
し

た
施

設
整

備
手

法
の

採
用

を
検

討
し

、
Ｄ

Ｂ
Ｏ

方
式

を
採

用
し

た
。

建
設

工
事

に
つ

い
て

は
、

令
和

３
年

度
に

土
木

建
築

工
事

に
着

工
、

令
和

４
年

度
に

プ
ラ

ン
ト

工
事

に
着

工
し

て
い

る
。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

6
-
1
-
(
2
)

・
特
定
事
業
契
約
締
結
（
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
）

・
敷
地
造
成
工
事
（
整
地
・
法
面
整
備
）

・
環
境
影
響
評
価
事
後
調
査
（
工
事
中
）

・
周
辺
道
路
の
整
備

事
業
費

4
9
7
,
7
7
2

(
4
9
7
,
7
7
2
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

引
き

続
き

、
令

和
７

年
度

の
稼

働
に

向
け

て
、

新
工

場
の

建
設

工
事

を
進

め
て

い
く

。
・
新
工
場
の
建
設
工
事

・
周
辺
道
路
の
整
備

事
業
費

6
6
7
,
7
8
2

(
6
6
7
,
7
8
2
)

・
新
工
場
の
建
設
工
事

・
周
辺
道
路
の
整
備

・
自
営
線
敷
設
工
事

事
業
費

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
１

資
源
循
環
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
　
施
策
：
小

(
4
)

駒
岡
清
掃
工
場
更
新
計
画

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

所
管
課

施
設
管
理
課

関
係
課

－

施
設

の
設

計
・

建
設

及
び

維
持

管
理

を
民

間
事

業
者

に
包

括
的

に
委

託
す

る
Ｄ

Ｂ
Ｏ

方
式

に
て

実
施

し
て

お
り

、
令

和
７

年
度

の
稼

働
に

向
け

て
新

工
場

の
建

設
工

事
を

進
め

て
い

る
。

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

埋
立
処
分
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

安
定
し
た
ご
み
処
理
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
駒
岡
清
掃
工
場
の
建
て
替
え
を
行
う
と
と
も

に
、
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
焼
却
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
更
な

る
活
用
を
図
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
事
業
の
目
的
・
目
標

老
朽
化
し
た
工
場
の
更
新
及
び
３
工
場
体
制
の
維
持
に
よ
る
効
率
的
な
収
集
体
制
や
安
定
的
な
ご
み
処
理

体
制
の
維
持
を
図
る
。

事
業
の

指
標

指
標
１

駒
岡
清
掃
工
場
の
更
新

目
標

－

指
標
２

－
目
標

－

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

駒
岡
清
掃
工
場
更
新
事
業

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

3
2

達
成

状
況

◎

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

0
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

6
7
,
3
4
7

(
6
7
,
3
4
7
)

意
見
・
提
案
等

①
載
荷
盛
土
工
事
（
5
.
2
万

㎥
）

②
盛
土
動
態
観
測
業
務

事
業
費

7
1
,
9
6
6

(
7
1
,
9
6
6
)

事
業
の
評
価
・
課
題

盛
土

工
事

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

本
市

発
注

工
事

の
建

設
発

生
土

を
盛

土
材

と
し

て
使

用
す

る
こ

と
で

経
費

の
削

減
に

努
め

た
。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

－ ①
載
荷
盛
土
工
事
（
8
.
6
万

㎥
）

②
盛
土
動
態
観
測
業
務

事
業
費

6
8
,
4
8
5

(
6
8
,
4
8
5
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

引
き

続
き

、
本

市
発

注
工

事
の

建
設

発
生

土
の

受
入

れ
を

行
い

、
貯

留
施

設
造

成
に

向
け

て
計

画
的

に
盛

土
工

事
を

実
施

す
る

。
①
載
荷
盛
土
工
事
（
5
.
6
万

㎥
）

②
盛
土
動
態
観
測
業
務

事
業
費

6
6
,
9
6
3

(
6
6
,
9
6
3
)

①
載
荷
盛
土
工
事
（
5
.
4
2
万
㎥

）
②
盛
土
動
態
観
測
業
務

事
業
費

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
２

埋
立
地
の
容
量
確
保

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

埋
立
地
の
容
量
確
保

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

所
管
課

施
設
管
理
課

関
係
課

－

本
市

発
注

工
事

の
建

設
発

生
土

を
盛

土
材

と
し

て
使

用
し

、
盛

土
工

事
を

進
め

た
。

周
辺

の
動

態
観

測
を

行
う

こ
と

で
、

工
事

に
よ

る
影

響
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

ご
み
貯
留
施
設
造
成
の
基
盤
整
備
を
行
う
た
め
の
載
荷
盛
土
、
動
態
観
測
を
実
施
す
る
。

①
載
荷
盛
土
工
事

②
盛
土
動
態
観
測
業
務

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
事
業
の
目
的
・
目
標

廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
維
持
す
る
た
め
埋
立
地
容
量
を
確
保
す
る
。

事
業
の

指
標

指
標
１

盛
土
量

目
標

－

指
標
２

－
目
標

－

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

東
米
里
西
処
理
場
造
成
事
業

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

3
3

達
成

状
況

◎

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

2
5
,
0
4
4

(
2
5
,
0
4
4
)

意
見
・
提
案
等

・
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務

事
業
費

1
7
,
3
8
0

(
1
7
,
3
8
0
)

事
業
の
評
価
・
課
題

建
設

工
事

に
つ

い
て

は
、

令
和

６
年

度
末

に
土

木
建

築
工

事
に

着
工

、
令

和
１

０
年

度
の

供
用

開
始

を
予

定
し

て
お

り
、

進
捗

と
し

て
は

計
画

通
り

で
あ

る
。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

6
-
1
-
(
2
)

・
地
歴
調
査

・
基
本
計
画
策
定

事
業
費

7
,
8
8
7

(
7
,
8
8
7
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

引
き

続
き

、
令

和
１

０
年

度
の

供
用

開
始

に
向

け
て

、
計

画
を

進
め

て
い

く
。

・
生
活
環
境
影
響
調
査

・
P
P
P
/
P
F
I
導
入
可
能
性
調
査

事
業
費

6
,
4
9
0

(
6
,
4
9
0
)

・
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務

・
測
量
業
務

事
業
費

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
１

資
源
循
環
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
　
施
策
：
小

(
3
)

計
画
的
な
処
理
施
設
の
整
備
等
の
検
討

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

所
管
課

施
設
管
理
課

関
係
課

－

施
設

の
設

計
・

建
設

及
び

維
持

管
理

を
民

間
事

業
者

に
包

括
的

に
委

託
す

る
Ｄ

Ｂ
Ｏ

方
式

を
採

用
し

、
令

和
６

年
２

月
に

特
定

事
業

契
約

を
締

結
し

た
。

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

埋
立
処
分
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

安
定
し
た
ご
み
処
理
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
昭
和
5
5
年
度
か
ら
稼
働
開
始
し
老
朽
化
し
た
篠
路
破
砕
工

場
を
白
石
清
掃
工
場
敷
地
内
に
白
石
破
砕
工
場
と
し
て
更
新
す
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
事
業
の
目
的
・
目
標

篠
路
破
砕
工
場
を
更
新
し
、
適
正
な
ご
み
処
理
体
制
を
維
持
す
る
。

事
業
の

指
標

指
標
１

白
石
破
砕
工
場
の
更
新

目
標

－

指
標
２

－
目
標

－

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

白
石
破
砕
工
場
更
新
事
業

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

3
4

達
成

状
況

◎

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

1
8
,
0
0
5

(
1
8
,
0
0
5
)

意
見
・
提
案
等

山
本
処
理
場
の
下
記
の
整
備
を
実
施
。

・
伝
送
設
備
更
新
　
　
・
調
整
槽
防
水
塗
装
　
・
真
空
温
水
器
更
新

事
業
費

2
9
,
9
4
9

(
2
9
,
9
4
9
)

事
業
の
評
価
・
課
題

山
本

処
理

場
の

埋
立

処
理

が
滞

り
な

く
受

け
入

れ
で

き
て

い
る

こ
と

か
ら

、
埋

立
容

量
の

確
保

及
び

処
理

場
で

稼
働

す
る

機
器

の
計

画
的

な
整

備
が

行
え

た
と

考
え

る
。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

5
-
4
-
(
3
)

山
本
処
理
場
の
下
記
の
整
備
を
実
施
。

・
汚
泥
脱
水
機
整
備

事
業
費

2
6
,
3
1
0

(
2
6
,
3
1
0
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

引
き

続
き

、
埋

立
地

の
容

量
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
処

理
場

で
稼

働
す

る
機

器
を

維
持

す
る

た
め

の
計

画
的

な
整

備
を

進
め

て
い

く
。

山
本
処
理
場
の
下
記
の
整
備
を
実
施
。

・
築
堤
造
成
整
備

事
業
費

4
4
,
3
3
0

(
4
4
,
3
3
0
)

山
本
処
理
場
の
下
記
の
整
備
を
実
施
。

・
築
堤
造
成
整
備

事
業
費

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
２

埋
立
地
の
容
量
確
保

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

埋
立
地
の
容
量
確
保

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

所
管
課

施
設
整
備
課

関
係
課

施
設
管
理
課
・
処
理
場
管
理
事
務
所

埋
立

地
の

容
量

に
つ

い
て

は
、

常
に

必
要

量
を

確
保

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

た
め

、
堰

堤
の

か
さ

上
げ

（
築

堤
）

を
計

画
的

に
実

施
し

た
。

ま
た

、
「

廃
棄

物
の

処
理

及
び

清
掃

に
関

す
る

法
律

」
に

基
づ

い
た

運
転

が
で

き
る

よ
う

に
、

処
理

場
で

稼
働

す
る

機
器

の
計

画
的

な
整

備
を

実
施

し
た

。

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

山
本
処
理
場
の
機
能
維
持
及
び
埋
立
容
量
を
確
保
す
る
た
め
、
処
理
場
で
稼
働
す
る
機
器
の
整
備
や
築
堤

造
成
整
備
な
ど
を
行
う
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
事
業
の
目
的
・
目
標

山
本
処
理
場
の
廃
棄
物
の
適
正
処
理
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
処
理
場
で
稼
働
す
る
機
器
を
維
持
す
る
と
と

も
に
、
埋
立
地
の
容
量
を
確
保
す
る
。

事
業
の

指
標

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

－

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

山
本
処
理
場
整
備
費

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

3
5

達
成

状
況

◎

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

7
,
8
8
7

(
7
,
8
8
7
)

意
見
・
提
案
等

山
口
処
理
場
の
下
記
の
整
備
を
実
施
。

・
受
電
盤
改
修
　
・
C
ブ
ロ
ッ
ク
集
水
ポ
ン
プ
現
場
盤
更
　
・
撹
拌
機
設
備
更

・
放
流
ゲ
ー
ト
更
新
　
・
１
系
N
o
.
１
・
２
回
転
円
盤
軸
受
改
修
　
・
築
堤
造
成

事
業
費

2
7
,
4
8
1

(
2
7
,
4
8
1
)

事
業
の
評
価
・
課
題

山
口

処
理

場
の

埋
立

処
理

が
滞

り
な

く
受

け
入

れ
で

き
て

い
る

こ
と

か
ら

、
埋

立
容

量
の

確
保

及
び

処
理

場
で

稼
働

す
る

機
器

の
計

画
的

な
整

備
が

行
え

た
と

考
え

る
。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

5
-
4
-
(
3
)

山
口
処
理
場
の
下
記
の
整
備
を
実
施
。

・
給
水
経
路
切
替

・
飛
散
防
止
柵
補
修

・
築
堤
造
成
整
備

事
業
費

8
2
,
2
5
2

(
8
2
,
2
5
2
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

引
き

続
き

、
埋

立
地

の
容

量
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
処

理
場

で
稼

働
す

る
機

器
を

維
持

す
る

た
め

の
計

画
的

な
整

備
を

進
め

て
い

く
。

山
口
処
理
場
の
下
記
の
整
備
を
実
施
。

・
陸
橋
橋
梁
補
修

事
業
費

1
5
0
,
9
8
2

(
1
5
0
,
9
8
2
)

山
口
処
理
場
の
下
記
の
整
備
を
実
施
。

・
受
電
盤
改
修

・
空
調
機
設
置

・
プ
ラ
ン
ト
設
備
改
修

事
業
費

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
２

埋
立
地
の
容
量
確
保

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

埋
立
地
の
容
量
確
保

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

所
管
課

施
設
整
備
課

関
係
課

施
設
管
理
課
・
処
理
場
管
理
事
務
所

埋
立

地
の

容
量

に
つ

い
て

は
、

常
に

必
要

量
を

確
保

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

た
め

、
堰

堤
の

か
さ

上
げ

（
築

堤
）

を
計

画
的

に
実

施
し

た
。

ま
た

、
「

廃
棄

物
の

処
理

及
び

清
掃

に
関

す
る

法
律

」
に

基
づ

い
て

運
転

が
で

き
る

よ
う

に
、

処
理

場
で

稼
働

す
る

機
器

の
計

画
的

な
整

備
を

実
施

し
た

。

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

山
口
処
理
場
の
機
能
維
持
及
び
埋
立
容
量
を
確
保
す
る
た
め
、
処
理
場
で
稼
働
す
る
機
器
の
更
新
や
築
堤

造
成
整
備
な
ど
を
行
う
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
事
業
の
目
的
・
目
標

山
口
処
理
場
の
廃
棄
物
の
適
正
処
理
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
処
理
場
で
稼
働
す
る
機
器
を
維
持
す
る
と
と

も
に
、
埋
立
地
の
容
量
を
確
保
す
る
。

事
業
の

指
標

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

－

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

山
口
処
理
場
整
備
費

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

3
6

達
成

状
況

－

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

1
9
9
,
3
7
6

(
1
9
9
,
3
7
6
)

意
見
・
提
案
等

枝
・
葉
・
草
資
源
化
処
理
に
係
る
施
設
搬
入
量

①
山
本
北
地
区
枝
・
葉
・
草
資
源
化
ヤ
ー
ド
　
1
8
,
3
5
4
t

②
定
山
渓
の
堆
肥
化
施
設
　
1
,
6
5
9
t

事
業
費

2
1
3
,
9
2
7

(
2
1
3
,
9
2
7
)

事
業
の
評
価
・
課
題

　
こ

れ
ま

で
の

山
本

北
地

区
で

の
試

験
運

用
に

お
い

て
、

当
初

の
課

題
で

あ
っ

た
堆

肥
の

品
質

不
安

定
、

排
出

時
に

使
用

さ
れ

る
ビ

ニ
ー

ル
片

の
堆

肥
へ

の
混

入
に

つ
い

て
、

機
器

導
入

や
処

理
工

程
の

見
直

し
に

よ
り

、
堆

肥
の

品
質

改
善

を
行

っ
て

き
た

。
そ

の
結

果
、

堆
肥

の
外

部
利

活
用

が
可

能
に

な
り

、
平

成
2
8
年

か
ら

市
民

や
市

内
農

家
へ

試
験

配
布

を
実

施
し

て
い

る
。

　
し

か
し

な
が

ら
、

堆
肥

中
の

除
去

し
き

れ
な

い
ビ

ニ
ー

ル
片

、
葉

・
草

と
異

な
る

組
成

の
た

め
堆

肥
化

に
長

期
時

間
要

す
る

枝
の

処
理

等
、

現
シ

ス
テ

ム
が

抱
え

て
い

る
課

題
が

判
明

し
て

い
る

。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

－ 枝
・
葉
・
草
資
源
化
処
理
に
係
る
施
設
搬
入
量

①
山
本
北
地
区
枝
・
葉
・
草
資
源
化
ヤ
ー
ド
　
1
9
,
7
6
0
t

②
定
山
渓
の
堆
肥
化
施
設
　
1
,
4
7
3
t

事
業
費

1
7
0
,
1
5
1

(
1
7
0
,
1
5
1
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

　
当

事
業

は
今

後
も

継
続

す
る

が
、

こ
れ

ま
で

の
試

行
運

用
で

得
ら

れ
た

知
見

や
現

在
の

課
題

点
を

基
に

評
価

・
検

証
を

行
い

、
よ

り
効

果
的

な
資

源
循

環
を

実
現

で
き

る
よ

う
事

業
再

構
築

を
予

定
し

て
い

る
。

枝
・
葉
・
草
資
源
化
処
理
に
係
る
施
設
搬
入
量

①
山
本
北
地
区
枝
・
葉
・
草
資
源
化
ヤ
ー
ド
　
1
7
,
9
6
9
t

②
定
山
渓
の
堆
肥
化
施
設
　
1
,
4
6
8
t

事
業
費

1
9
4
,
9
2
9

(
1
9
4
,
9
2
9
)

枝
・
葉
・
草
資
源
化
処
理
に
係
る
施
設
搬
入
量

①
山
本
北
地
区
枝
・
葉
・
草
資
源
化
ヤ
ー
ド
　
1
7
,
6
4
1
t

②
定
山
渓
の
堆
肥
化
施
設
　
1
,
5
0
2
t

事
業
費

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
３

未
利
用
資
源
の
活
用
の
検
討

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

廃
棄
物
の
資
源
化
等
に
向
け
た
調
査
・
研
究

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

所
管
課

施
設
管
理
課

関
係
課

循
環
型
社
会
推
進
課

 
山

本
北

地
区

枝
・

葉
・

草
資

源
化

ヤ
ー

ド
及

び
定

山
渓

の
堆

肥
化

施
設

で
、

札
幌

市
内

の
家

庭
か

ら
排

出
さ

れ
る

枝
・

葉
・

草
全

量
を

受
け

入
れ

て
い

る
。

　
こ

れ
ま

で
山

本
北

地
区

に
お

け
る

堆
肥

化
試

験
運

用
で

は
、

ご
み

減
量

に
関

す
る

定
性

的
評

価
を

実
施

し
て

い
た

が
、

今
後

は
事

業
再

構
築

を
行

い
目

標
を

数
値

化
し

た
上

で
定

量
的

評
価

を
行

う
こ

と
と

し
た

い
。

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

埋
立
処
分
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
枝
・
葉
・
草
を
原
料
に
資
源
化
を
行
い
、
ご
み
減
量
と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
を
図
る
。

　
①
山
本
北
地
区
で
の
枝
・
葉
・
草
堆
肥
化
試
験
運
用
　
②
定
山
渓
堆
肥
化
施
設
で
の
資
源
化

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

　
家

庭
か

ら
排

出
さ

れ
る

枝
・

葉
・

草
を

資
源

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
焼

却
ご

み
の

減
量

に
一

定
の

効
果

が
あ

っ
た

と
考

え
て

い
る

。
事
業
の
目
的
・
目
標

　
①
②
市
域
内
一
般
家
庭
か
ら
発
生
す
る
枝
・
葉
・
草
を
原
料
と
し
て
堆
肥
等
を
生
産
し
、
市
域
内
に
還

元
す
る
こ
と
に
よ
り
循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
。

事
業
の

指
標

指
標
１

枝
・
葉
・
草
処
理
量

目
標

－

指
標
２

－
目
標

－

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

枝
・
葉
・
草
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

3
7

達
成

状
況

◎

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

8
0
6
,
7
0
3

(
8
0
6
,
7
0
3
)

意
見
・
提
案
等

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金

そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費

事
業
費

8
1
6
,
8
4
2

(
8
1
6
,
8
4
2
)

事
業
の
評
価
・
課
題

工
場

の
し

ゅ
ん

功
か

ら
約

3
0
年

が
経

過
し

、
老

朽
化

が
進

行
し

て
い

る
機

器
が

増
加

し
て

き
て

い
る

。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

5
-
4
-
(
2
)

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金

そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費

事
業
費

6
9
5
,
7
2
7

(
6
9
5
,
7
2
7
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

安
定

的
な

廃
棄

物
の

処
理

体
制

を
維

持
す

る
た

め
、

点
検

整
備

や
保

守
を

継
続

し
て

行
っ

て
い

く
。

老
朽

化
し

て
き

て
い

る
機

器
に

つ
い

て
は

、
適

宜
更

新
を

実
施

し
て

い
く

。

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金

そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費

事
業
費

7
2
0
,
5
7
9

(
7
2
0
,
5
7
9
)

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金

そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費

事
業
費

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
１

資
源
循
環
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

廃
棄
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

所
管
課

施
設
管
理
課

関
係
課

・
廃

棄
物

の
燃

焼
に

伴
う

排
ガ

ス
等

に
つ

い
て

は
排

出
基

準
値

内
で

適
切

に
処

理
を

し
た

。

・
安

定
的

に
廃

棄
物

の
処

理
を

実
施

し
た

。
　

年
間

焼
却

量
　

R
2
:
1
2
8
,
7
2
1
t
、

R
3
:
1
2
8
,
4
7
8
t
、

R
4
:
1
3
6
,
2
1
9
t
、

R
5
:
1
3
2
,
3
6
8
t

※
R
5
は

暫
定

数
値

・
廃

棄
物

焼
却

時
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

活
用

し
、

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

で
発

電
し

て
工

場
の

運
転

に
使

用
す

る
と

と
も

に
、

余
剰

電
力

を
売

却
し

た
。

　
年

間
発

電
量

　
R
2
:
2
8
,
9
5
8
M
W
h
、

R
3
:
2
8
,
5
3
2
M
W
h
、

R
4
:
2
9
,
1
1
0
M
W
h
、

R
5
:
2
9
,
9
3
1
M
W
h

　
余

剰
電

力
量

　
R
2
:
1
4
,
5
2
8
M
W
h
、

R
3
:
1
4
,
1
0
0
M
W
h
、

R
4
:
1
4
,
6
0
2
M
W
h
、

R
5
:
1
5
,
0
0
1
M
W
h

※
R
5
は

暫
定

数
値

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

　
市
域
内
か
ら
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物
（
可
燃
ご
み
）
及
び
告
示
で
定
め
る
可
燃
性
産
業
廃
棄
物
を
焼
却

処
理
す
る
施
設
で
あ
り
、
当
該
事
業
は
関
係
法
令
等
に
基
づ
き
適
正
に
運
営
管
理
す
る
事
業
で
あ
る
。
最

新
の
清
掃
工
場
と
し
て
設
備
の
自
動
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
信
頼
性
・
安
定
性
の
あ
る
焼
却
、
効
率

の
良
い
運
営
管
理
を
目
指
し
て
い
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
事
業
の
目
的
・
目
標

　
市
域
内
か
ら
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物
（
可
燃
ご
み
）
及
び
告
示
で
定
め
る
可
燃
性
産
業
廃
棄
物
を
関
係

法
令
に
基
づ
き
適
正
に
処
理
す
る
た
め
、
設
備
の
維
持
管
理
、
保
守
点
検
、
修
繕
を
行
う
。

事
業
の

指
標

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

－

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

発
寒
清
掃
工
場
運
営
管
理
費

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

78



【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

3
8

達
成

状
況

◎

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

1
,
0
0
8
,
8
4
5

(
1
,
0
0
8
,
8
4
5
)

意
見
・
提
案
等

・
運
転
委
託
費
用

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金
　
　
そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費

事
業
費

1
,
1
0
6
,
2
6
2

(
1
,
1
0
6
,
2
6
2
)

事
業
の
評
価
・
課
題

工
場

の
し

ゅ
ん

功
か

ら
約

4
0
年

が
経

過
し

、
老

朽
化

が
進

行
し

て
い

る
機

器
が

増
加

し
て

き
て

い
る

。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

5
-
4
-
(
2
)

・
運
転
委
託
費
用

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金
　
　
そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費

事
業
費

8
9
1
,
8
7
8

(
8
9
1
,
8
7
8
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

安
定

的
な

廃
棄

物
の

処
理

体
制

を
維

持
す

る
た

め
、

点
検

整
備

や
保

守
を

継
続

し
て

行
っ

て
い

く
。

老
朽

化
し

て
き

て
い

る
機

器
に

つ
い

て
は

、
適

宜
更

新
を

実
施

し
て

い
く

。

・
運
転
委
託
費
用

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金
　
　
そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費

事
業
費

9
3
5
,
7
3
4

(
9
3
5
,
7
3
4
)

・
運
転
委
託
費
用

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金
　
　
そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費

事
業
費

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
１

資
源
循
環
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

廃
棄
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

所
管
課

施
設
管
理
課

関
係
課

・
廃

棄
物

の
燃

焼
に

伴
う

排
ガ

ス
等

に
つ

い
て

は
排

出
基

準
値

内
で

適
切

に
処

理
を

し
た

。

・
安

定
的

に
廃

棄
物

の
処

理
を

実
施

し
た

。
　

年
間

焼
却

量
　

R
2
:
1
2
3
,
2
0
1
t
、

R
3
:
1
1
5
,
3
3
4
t
、

R
4
:
1
1
7
,
9
2
1
t
、

R
5
:
1
1
6
,
9
2
7
t

※
R
5
は

暫
定

数
値

・
廃

棄
物

焼
却

時
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

活
用

し
、

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

で
発

電
し

て
工

場
の

運
転

に
使

用
す

る
と

と
も

に
、

余
剰

電
力

を
売

却
し

た
。

　
年

間
発

電
量

　
R
2
:
2
2
,
7
7
1
M
W
h
、

R
3
:
2
2
,
1
3
6
M
W
h
、

R
4
:
2
1
,
1
4
5
M
W
h
、

R
5
:
2
1
,
2
4
8
M
W
h

　
余

剰
電

力
量

　
R
2
:
9
,
0
0
1
M
W
h
、

R
3
:
8
,
6
0
3
M
W
h
、

R
4
:
7
,
7
8
6
M
W
h
、

R
5
:
8
,
0
2
6
M
W
h

※
R
5
は

暫
定

数
値

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

　
市
域
内
か
ら
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物
（
可
燃
ご
み
）
及
び
告
示
で
定
め
る
可
燃
性
産
業
廃
棄
物
を
焼
却

処
理
す
る
施
設
で
あ
り
、
当
該
事
業
は
関
係
法
令
等
に
基
づ
き
適
正
に
運
営
管
理
す
る
事
業
で
あ
る
。
最

新
の
清
掃
工
場
と
し
て
設
備
の
自
動
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
信
頼
性
・
安
定
性
の
あ
る
焼
却
、
効
率

の
良
い
運
営
管
理
を
目
指
し
て
い
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
事
業
の
目
的
・
目
標

　
市
域
内
か
ら
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物
（
可
燃
ご
み
）
及
び
告
示
で
定
め
る
可
燃
性
産
業
廃
棄
物
を
関
係

法
令
に
基
づ
き
適
正
に
処
理
す
る
た
め
、
設
備
の
維
持
管
理
、
保
守
点
検
、
修
繕
を
行
う
。

事
業
の

指
標

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

－

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

駒
岡
清
掃
工
場
運
営
管
理
費

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

3
9

達
成

状
況

◎

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

1
,
4
3
7
,
5
1
2

(
1
,
4
3
7
,
5
1
2
)

意
見
・
提
案
等

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金

そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費

事
業
費

1
,
4
4
7
,
9
7
7

(
1
,
4
4
7
,
9
7
7
)

事
業
の
評
価
・
課
題

工
場

の
し

ゅ
ん

功
か

ら
約

2
0
年

が
経

過
し

、
老

朽
化

が
進

行
し

て
い

る
機

器
が

増
加

し
て

き
て

い
る

。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

5
-
4
-
(
2
)

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金

そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費

事
業
費

1
,
1
1
2
,
4
2
3

(
1
,
1
1
2
,
4
2
3
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

安
定

的
な

廃
棄

物
の

処
理

体
制

を
維

持
す

る
た

め
、

点
検

整
備

や
保

守
を

継
続

し
て

行
っ

て
い

く
。

老
朽

化
し

て
き

て
い

る
機

器
に

つ
い

て
は

、
適

宜
更

新
を

実
施

し
て

い
く

。

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金

そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費

事
業
費

1
,
1
6
6
,
5
2
3

(
1
,
1
6
6
,
5
2
3
)

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金

そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費

事
業
費

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
１

資
源
循
環
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

廃
棄
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

所
管
課

施
設
管
理
課

関
係
課

・
廃

棄
物

の
燃

焼
に

伴
う

排
ガ

ス
等

に
つ

い
て

は
排

出
基

準
値

内
で

適
切

に
処

理
を

し
た

。

・
安

定
的

に
廃

棄
物

の
処

理
を

実
施

し
た

。
　

年
間

焼
却

量
　

R
2
:
1
8
3
,
3
3
9
t
、

R
3
:
1
8
9
,
4
4
8
t
、

R
4
:
1
8
1
,
4
7
5
t
、

R
5
:
1
8
8
,
0
0
0
t

※
R
5
は

暫
定

数
値

・
廃

棄
物

焼
却

時
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

活
用

し
、

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

で
発

電
し

て
工

場
の

運
転

に
使

用
す

る
と

と
も

に
、

余
剰

電
力

を
売

却
し

た
。

　
年

間
発

電
量

　
R
2
:
8
8
,
8
0
0
M
W
h
、

R
3
:
9
1
,
3
1
9
M
W
h
、

R
4
:
8
9
,
9
8
0
M
W
h
、

R
5
:
9
9
,
9
7
2
M
W
h

　
余

剰
電

力
量

　
R
2
:
6
0
,
2
6
5
M
W
h
、

R
3
:
6
4
,
3
7
9
M
W
h
、

R
4
:
6
3
,
9
6
7
M
W
h
、

R
5
:
6
2
,
6
5
7
M
W
h

※
R
5
は

暫
定

数
値

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

　
市
域
内
か
ら
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物
（
可
燃
ご
み
）
及
び
告
示
で
定
め
る
可
燃
性
産
業
廃
棄
物
を
焼
却

処
理
す
る
施
設
で
あ
り
、
当
該
事
業
は
関
係
法
令
等
に
基
づ
き
適
正
に
運
営
管
理
す
る
事
業
で
あ
る
。
最

新
の
清
掃
工
場
と
し
て
設
備
の
自
動
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
信
頼
性
・
安
定
性
の
あ
る
焼
却
、
効
率

の
良
い
運
営
管
理
を
目
指
し
て
い
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
事
業
の
目
的
・
目
標

　
市
域
内
か
ら
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物
（
可
燃
ご
み
）
及
び
告
示
で
定
め
る
可
燃
性
産
業
廃
棄
物
を
関
係

法
令
に
基
づ
き
適
正
に
処
理
す
る
た
め
、
設
備
の
維
持
管
理
、
保
守
点
検
、
修
繕
を
行
う
。

事
業
の

指
標

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

－

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

白
石
清
掃
工
場
運
営
管
理
費

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

80



【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～

R
5
を

通
し

て
№

4
0

達
成

状
況

◎

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

1
,
4
0
8
,
3
9
6

(
1
,
4
0
8
,
3
9
6
)

意
見
・
提
案
等

発
寒
清
掃
工
場
並
び
に
破
砕
工
場
の
下
記
設
備
に
つ
い
て
更
新
及
び
整
備
を
実
施
。

・
電
気
設
備
　
　
　
・
建
築
設
備
　
　
・
燃
焼
ガ
ス
冷
却
設
備

・
灰
出
し
設
備
　
　
・
破
砕
設
備
　
　
・
搬
送
設
備
　
　
　
　
・
空
調
設
備

・
選
別
設
備

事
業
費

1
,
5
0
2
,
2
7
6

(
1
,
5
0
2
,
2
7
6
)

事
業
の
評
価
・
課
題

計
画

的
な

整
備

に
よ

り
、

焼
却

処
理

及
び

破
砕

処
理

を
継

続
で

き
て

い
る

こ
と

か
ら

、
発

寒
清

掃
工

場
及

び
破

砕
工

場
の

効
果

的
な

整
備

が
行

え
た

と
考

え
る

。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

－ 発
寒
清
掃
工
場
の
下
記
設
備
に
つ
い
て
更
新
及
び
整
備
を
実
施
。

・
電
気
設
備
　
　
　
・
建
築
設
備
　
　
・
燃
焼
ガ
ス
冷
却
設
備

・
排
ガ
ス
設
備
　
　
・
発
電
設
備
　
　
・
ご
み
受
け
入
れ
設
備

・
ク
レ
ー
ン
設
備

事
業
費

1
,
4
0
7
,
0
0
5

(
1
,
4
0
7
,
0
0
5
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

引
き

続
き

、
発

寒
清

掃
工

場
及

び
破

砕
工

場
の

安
定

し
た

運
転

を
継

続
す

る
た

め
、

計
画

的
な

整
備

を
進

め
て

い
く

。

発
寒
清
掃
工
場
並
び
に
破
砕
工
場
の
下
記
設
備
に
つ
い
て
更
新
及
び
整
備
を
実
施
。

・
電
気
設
備
　
　
　
・
建
築
設
備
　
　
・
燃
焼
ガ
ス
冷
却
設
備

・
排
ガ
ス
設
備
　
　
・
灰
出
し
設
備
　
・
ご
み
受
け
入
れ
設
備

・
破
砕
設
備
　
　
　
・
搬
出
設
備

事
業
費

1
,
4
5
1
,
0
8
6

(
1
,
4
5
1
,
0
8
6
)

発
寒
清
掃
工
場
並
び
に
破
砕
工
場
の
下
記
設
備
に
つ
い
て
更
新
及
び
整
備
を
実
施
。

・
電
気
設
備
　
　
　
・
建
築
設
備
　
　
・
燃
焼
ガ
ス
冷
却
設
備

・
灰
出
し
設
備
　
　
・
破
砕
設
備

事
業
費

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
１

資
源
循
環
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
　
施
策
：
小

(
3
)

計
画
的
な
処
理
施
設
の
整
備
等
の
検
討

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

所
管
課

施
設
整
備
課

関
係
課

発
寒
清
掃
工
場

発
寒

清
掃

工
場

の
焼

却
処

理
及

び
破

砕
工

場
の

破
砕

処
理

に
よ

り
、

廃
棄

物
の

容
量

が
減

量
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
発

寒
清

掃
工

場
及

び
破

砕
工

場
の

安
定

し
た

運
転

が
維

持
で

き
る

計
画

的
な

整
備

を
実

施
し

た
。

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

埋
立
処
分
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

　
　

対
応
施
策
：
大

施
策
５

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

発
寒
清
掃
工
場
並
び
に
破
砕
工
場
の
処
理
能
力
を
維
持
す
る
た
め
の
整
備
を
行
う
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

数
値

で
は

示
せ

な
い

が
、

本
事

業
に

よ
り

、
埋

立
処

分
量

の
減

量
に

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
と

考
え

て
い

る
。

事
業
の
目
的
・
目
標

発
寒
清
掃
工
場
並
び
に
破
砕
工
場
の
処
理
能
力
を
よ
り
一
層
効
果
的
・
効
率
的
に
維
持
す
る
。

事
業
の

指
標

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

－

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

発
寒
清
掃
工
場
整
備
費

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

81



【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

4
1

達
成

状
況

◎

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

－ －

意
見
・
提
案
等

(
令
和
元
年
で
事
業
終
了
)

事
業
費

－ －

事
業
の
評
価
・
課
題

計
画

的
な

整
備

に
よ

り
、

焼
却

処
理

及
び

破
砕

処
理

を
継

続
で

き
て

い
る

が
、

全
体

的
な

設
備

の
老

朽
化

は
避

け
ら

れ
な

い
こ

と
か

ら
、

事
業

終
了

後
、

設
備

保
全

の
た

め
の

予
算

確
保

が
課

題
と

考
え

る
。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

－ (
令
和
元
年
で
事
業
終
了
)

事
業
費

－ －

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

令
和

元
年

度
で

事
業

終
了

。
(
令
和
元
年
で
事
業
終
了
)

事
業
費

－ －

(
令
和
元
年
で
事
業
終
了
)

事
業
費

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
１

資
源
循
環
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
　
施
策
：
小

(
3
)

計
画
的
な
処
理
施
設
の
整
備
等
の
検
討

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

所
管
課

施
設
整
備
課

関
係
課

駒
岡
清
掃
工
場

駒
岡

清
掃

工
場

の
焼

却
処

理
及

び
破

砕
工

場
の

破
砕

処
理

に
よ

り
、

廃
棄

物
の

容
量

が
減

量
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
令

和
６

年
の

稼
働

停
止

ま
で

駒
岡

清
掃

工
場

及
び

破
砕

工
場

の
安

定
し

た
運

転
が

維
持

で
き

る
計

画
的

な
整

備
を

実
施

し
た

。

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

埋
立
処
分
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

駒
岡
清
掃
工
場
並
び
に
破
砕
工
場
の
処
理
能
力
を
維
持
す
る
た
め
の
整
備
を
行
う
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

数
値

で
は

示
せ

な
い

が
、

本
事

業
に

よ
り

、
埋

立
処

分
量

の
減

量
に

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
と

考
え

て
い

る
。

事
業
の
目
的
・
目
標

稼
働
停
止
ま
で
、
駒
岡
清
掃
工
場
並
び
に
破
砕
工
場
の
処
理
能
力
を
よ
り
一
層
効
果
的
・
効
率
的
に
維
持

す
る
。

事
業
の

指
標

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

－

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

駒
岡
清
掃
工
場
整
備
費

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

4
2

達
成

状
況

◎

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

7
0
2
,
6
5
6

(
7
0
2
,
6
5
6
)

意
見
・
提
案
等

白
石
清
掃
工
場
の
下
記
設
備
に
つ
い
て
更
新
及
び
整
備
を
実
施
。

・
焼
却
設
備
　
　
　
　
　
　
・
搬
送
設
備
　
　
　
　
　
　
・
電
気
設
備

・
建
築
設
備
　
　
　
　
　
　
・
土
木
設
備

事
業
費

4
2
6
,
4
5
6

(
4
2
6
,
4
5
6
)

事
業
の
評
価
・
課
題

計
画

的
な

整
備

に
よ

り
、

焼
却

処
理

及
び

破
砕

処
理

を
継

続
で

き
て

い
る

が
、

白
石

清
掃

工
場

に
つ

い
て

は
、

施
設

の
稼

働
か

ら
2
1
年

が
経

過
し

、
全

体
的

に
老

朽
化

が
進

ん
で

い
る

う
え

、
他

の
工

場
に

は
な

い
特

殊
設

備
が

多
数

あ
る

こ
と

か
ら

、
設

備
更

新
の

た
め

の
更

な
る

予
算

の
確

保
が

必
要

と
考

え
る

。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

－ 白
石
清
掃
工
場
の
下
記
設
備
に
つ
い
て
更
新
及
び
整
備
を
実
施
。

・
燃
焼
ガ
ス
冷
却
設
備
　
・
建
築
設
備
　
　
　
　
　
・
燃
焼
設
備

・
排
ガ
ス
処
理
設
備
　
　
・
ご
み
供
給
設
備
　
　
　
・
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
設
備

・
破
砕
設
備

事
業
費

5
7
1
,
3
0
1

(
5
7
1
,
3
0
1
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

白
石

清
掃

工
場

の
建

替
え

は
多

大
な

経
費

を
要

す
る

た
め

、
可

能
な

限
り

延
命

化
す

る
必

要
が

あ
る

。
引

き
続

き
、

白
石

清
掃

工
場

の
安

定
し

た
運

転
の

継
続

と
延

命
化

の
た

め
、

特
殊

設
備

の
更

新
等

に
つ

い
て

、
計

画
的

な
整

備
を

進
め

て
い

く
。

ま
た

、
篠

路
破

砕
工

場
は

令
和

２
年

度
で

事
業

終
了

。

白
石
清
掃
工
場
の
下
記
設
備
に
つ
い
て
更
新
及
び
整
備
を
実
施
。

・
燃
焼
設
備
　
　
　
　
　
・
ご
み
受
け
入
れ
却
設
備
　
・
建
築
設
備

・
計
量
設
備
　
　
　
　
　
・
空
調
設
備
　
　
　
　
　
　
・
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
設
備

事
業
費

5
2
4
,
7
9
7

(
5
2
4
,
7
9
7
)

白
石
清
掃
工
場
の
下
記
設
備
に
つ
い
て
更
新
及
び
整
備
を
実
施
。

・
灰
出
し
設
備
　
　
　
　
　
　
・
焼
却
設
備
　
　
　
　
　
　
・
空
調
設
備

・
ご
み
受
け
入
れ
設
備
　
　
　
・
建
築
設
備
　
　
　
　
　
　
・
土
木
設
備

・
ガ
ス
設
備

事
業
費

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
１

資
源
循
環
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
　
施
策
：
小

(
3
)

計
画
的
な
処
理
施
設
の
整
備
等
の
検
討

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

所
管
課

施
設
整
備
課

関
係
課

白
石
清
掃
工
場

白
石

清
掃

工
場

の
焼

却
処

理
及

び
篠

路
破

砕
工

場
の

破
砕

処
理

に
よ

り
、

廃
棄

物
の

容
量

が
減

量
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
白

石
清

掃
工

場
の

安
定

し
た

運
転

が
維

持
で

き
る

計
画

的
な

整
備

を
実

施
し

た
。

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

埋
立
処
分
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

白
石
清
掃
工
場
並
び
に
篠
路
破
砕
工
場
の
処
理
能
力
を
維
持
す
る
た
め
の
整
備
を
行
う
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

数
値

で
は

示
せ

な
い

が
、

本
事

業
に

よ
り

、
埋

立
処

分
量

の
減

量
に

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
と

考
え

て
い

る
。

事
業
の
目
的
・
目
標

白
石
清
掃
工
場
並
び
に
篠
路
破
砕
工
場
の
処
理
能
力
を
よ
り
一
層
効
果
的
・
効
率
的
に
維
持
す
る
。

事
業
の

指
標

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

－

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

白
石
清
掃
工
場
整
備
費

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

83



【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

4
3

達
成

状
況

◎

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

4
1
1
,
8
3
7

(
4
1
1
,
8
3
7
)

意
見
・
提
案
等

用
地
の
所
属
替
・
所
管
換
を
計
画
的
に
実
施

事
業
費

4
0
9
,
9
3
2

(
4
0
9
,
9
3
2
)

事
業
の
評
価
・
課
題

埋
立

用
地

の
取

得
及

び
環

境
保

全
措

置
方

法
の

検
討

を
進

め
る

こ
と

で
、

将
来

の
ご

み
埋

立
容

量
の

確
保

が
計

画
的

に
行

え
た

と
考

え
る

。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

－ 用
地
の
所
属
替
・
所
管
換
を
計
画
的
に
実
施

環
境
保
全
措
置
検
討
業
務
（
猛
禽
類
調
査
）
を
実
施

事
業
費

4
1
1
,
6
5
9

(
4
1
1
,
6
5
9
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

今
後

も
、

仮
称

）
北

部
事

業
予

定
地

の
用

地
の

取
得

を
計

画
的

に
進

め
、

ご
み

埋
立

用
地

の
確

保
に

努
め

る
。

用
地
の
所
属
替
・
所
管
換
を
計
画
的
に
実
施

環
境
保
全
措
置
検
討
業
務
（
猛
禽
類
調
査
）
を
実
施

事
業
費

1
2
1
,
9
2
1

(
1
2
1
,
9
2
1
)

用
地
の
所
属
替
・
所
管
換
を
計
画
的
に
実
施

環
境
保
全
措
置
検
討
業
務
（
猛
禽
類
調
査
）
を
実
施

事
業
費

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
２

埋
立
地
の
容
量
確
保

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

埋
立
地
の
容
量
確
保

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

所
管
課

施
設
管
理
課

関
係
課

仮
称

）
北

部
事

業
予

定
地

の
将

来
の

造
成

に
備

え
て

、
予

定
地

内
の

他
部

局
が

所
管

す
る

用
地

に
つ

い
て

、
所

属
替

・
所

管
換

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

環
境

保
全

措
置

方
法

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

①
基
金
地
の
所
管
替

②
水
道
局
所
管
地
の
所
属
替

③
建
設
局
所
管
地
の
所
管
換

④
環
境
保
全
措
置
等

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
事
業
の
目
的
・
目
標

仮
称
）
北
部
事
業
予
定
地
の
将
来
の
造
成
に
備
え
て
、
予
定
地
内
の
他
部
局
が
所
管
す
る
用
地
に
つ
い
て

所
属
替
・
所
管
換
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
環
境
影
響
評
価
書
の
結
果
に
基
づ
き
仮
称
）
北
部
事
業
予
定
地
に
お
け
る
環
境
保
全
措
置
方
法
の

検
討
を
進
め
、
最
終
処
分
場
の
造
成
を
進
め
る
。

事
業
の

指
標

指
標
１

-
目
標

－

指
標
２

-
目
標

－

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

仮
称
）
北
部
事
業
予
定
地
・
公
有
財
産
購
入
費
（
用
地
取
得
費
及
び
調
査
・
対
策
費
含
む
）

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

84



【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

4
4

達
成

状
況

◎

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

3
5
6
,
3
4
9

(
3
5
6
,
3
4
9
)

意
見
・
提
案
等

①
基
盤
整
備
工
事

②
搬
入
道
路
整
備
工
事

③
環
境
保
全
措
置
検
討
業
務
（
猛
禽
類
調
査
）

事
業
費

2
2
1
,
6
7
2

(
2
2
1
,
6
7
2
)

事
業
の
評
価
・
課
題

今
後

盛
土

工
事

を
行

う
う

え
で

必
要

な
基

盤
整

備
及

び
搬

入
路

工
事

を
を

進
め

る
こ

と
で

、
将

来
の

ご
み

埋
立

容
量

の
確

保
が

計
画

的
に

行
え

た
と

考
え

る
。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

－ －
事
業
費

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

今
後

も
、

仮
称

）
北

部
事

業
予

定
地

の
基

盤
整

備
等

工
事

を
計

画
的

に
進

め
、

ご
み

埋
立

用
地

の
確

保
に

努
め

る
。

－
事
業
費

①
基
盤
整
備
工
事

②
搬
入
道
路
整
備
工
事

事
業
費

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
２

埋
立
地
の
容
量
確
保

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

埋
立
地
の
容
量
確
保

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

所
管
課

施
設
管
理
課

関
係
課

仮
称

）
北

部
事

業
予

定
地

の
将

来
の

造
成

に
備

え
て

、
予

定
地

内
の

基
盤

整
備

等
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

環
境
保
全
措
置
検
討
業
務
（
猛
禽
類
調
査
）
を
実
施

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

ご
み
貯
留
施
設
造
成
を
行
う
た
め
の
基
盤
整
備
、
載
荷
盛
土
、
動
態
観
測
を
実
施
す
る
。

①
基
盤
整
備
等
工
事

②
載
荷
盛
土
工
事

③
盛
土
動
態
観
測
業
務

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
事
業
の
目
的
・
目
標

廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
維
持
す
る
た
め
埋
立
地
容
量
を
確
保
す
る
。

事
業
の

指
標

指
標
１

-
目
標

－

指
標
２

-
目
標

－

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

仮
称
）
仮
称
）
北
部
事
業
予
定
地
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
造
成
費

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

85



【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

4
5

達
成

状
況

◎

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

1
0
,
0
1
4

(
1
0
,
0
1
4
)

意
見
・
提
案
等

埋
立
用
地
の
適
正
な
管
理
の
た
め
草
刈
業
務
等
を
実
施

事
業
費

2
,
7
9
5

(
2
,
7
9
5
)

事
業
の
評
価
・
課
題

ご
み

埋
立

地
の

造
成

着
手

ま
で

の
期

間
、

用
地

の
適

正
な

維
持

管
理

を
行

う
こ

と
で

円
滑

な
埋

立
地

造
成

に
つ

な
が

る
も

の
で

あ
る

。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

－ 埋
立
用
地
の
適
正
な
管
理
の
た
め
草
刈
業
務
を
実
施

事
業
費

3
,
1
1
7

(
3
,
1
1
7
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

今
後

も
、

埋
立

用
地

の
適

正
な

維
持

管
理

を
行

う
。

埋
立
用
地
の
適
正
な
管
理
の
た
め
草
刈
業
務
を
実
施

事
業
費

1
,
7
0
8

(
1
,
7
0
8
)

埋
立
用
地
の
適
正
な
管
理
の
た
め
草
刈
業
務
等
を
実
施

事
業
費

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
２

埋
立
地
の
容
量
確
保

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

埋
立
地
の
容
量
確
保

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

所
管
課

施
設
管
理
課

関
係
課

ご
み

埋
立

用
地

と
し

て
取

得
済

の
用

地
に

つ
い

て
、

将
来

造
成

に
着

手
す

る
ま

で
の

維
持

管
理

（
草

刈
り

）
を

行
っ

た
。

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

ご
み
埋
立
用
地
と
し
て
取
得
済
の
用
地
に
つ
い
て
、
将
来
造
成
に
着
手
す
る
ま
で
の
維
持
管
理
（
草
刈
り

等
）
を
行
う
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
事
業
の
目
的
・
目
標

造
成
に
着
手
す
る
ま
で
の
期
間
、
用
地
の
適
正
管
理
を
行
う
。

事
業
の

指
標

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

－

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

埋
立
用
地
管
理
費

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

4
6

達
成

状
況

－

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話

会
で

意
見

が
あ

っ
た

場
合

の
み

記
載

す
る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

環
境
に
配
慮
し
た
取
組
を
自
主
的
に
行
っ
て
い
る
事
業
所
を
本
市
独
自
の
基
準
に
よ
り
、
レ
ベ
ル
１
～
３

の
３
段
階
で
登
録
し
、
そ
の
取
組
内
容
を
広
く
市
民
等
に
市
H
P
な
ど
を
通
じ
て
紹
介
す
る
「
さ
っ
ぽ
ろ
エ

コ
メ
ン
バ
ー
登
録
制
度
」
を
実
施
し
て
い
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

２
R
を
推
進
す
る
た
め
の
し
く
み
づ
く
り

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

事
業
者
の
脱
炭
素
活
動
推
進
費

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

登
録

件
数

は
年

に
よ

っ
て

増
減

が
あ

る
が

、
毎

年
2
,
0
0
0
件

程
度

（
R
1
～

R
5
登

録
事

業
所

数
平

均
：

2
,
0
0
7
件

）
で

推
移

し
て

い
る

。
R
1
年

度
:
 
2
,
1
8
2
件

（
レ

ベ
ル

1
：

9
7
9
件

、
レ

ベ
ル

2
：

6
9
4
件

、
レ

ベ
ル

3
：

5
0
9
件

）
R
2
年

度
:
 
1
,
8
2
4
件

（
レ

ベ
ル

1
：

8
1
6
件

、
レ

ベ
ル

2
：

5
4
2
件

、
レ

ベ
ル

3
：

4
6
6
件

）
R
3
年

度
:
 
1
,
9
3
6
件

（
レ

ベ
ル

1
：

7
6
9
件

、
レ

ベ
ル

2
：

7
0
3
件

、
レ

ベ
ル

3
：

4
6
4
件

）
R
4
年

度
:
 
2
,
0
7
4
件

（
レ

ベ
ル

1
：

7
6
7
件

、
レ

ベ
ル

2
：

7
3
0
件

、
レ

ベ
ル

3
：

5
7
7
件

）
R
5
年

度
:
 
2
,
0
1
9
件

（
レ

ベ
ル

1
：

7
6
5
件

、
レ

ベ
ル

2
：

7
2
5
件

、
レ

ベ
ル

3
：

5
2
9
件

）

事
業
の
目
的
・
目
標

「
さ
っ
ぽ
ろ
エ
コ
メ
ン
バ
ー
」
の
登
録
及
び
そ
の
取
組
の
市
民
等
へ
の
周
知
に
よ
り
、
廃
棄
物
の
排
出
抑

制
等
、
事
業
者
の
環
境
に
配
慮
し
た
取
組
を
促
進
す
る
。

事
業
の

指
標

環
境
政
策
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
施
策
：
大

施
策
１

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

「
さ

っ
ぽ

ろ
エ

コ
メ

ン
バ

ー
」

に
登

録
す

る
こ

と
で

、
事

業
所

か
ら

の
ご

み
の

排
出

抑
制

等
の

取
組

が
進

む
な

ど
、

環
境

に
配

慮
し

た
取

組
へ

の
動

機
づ

け
と

な
り

、
「

ス
リ

ム
目

標
（

ご
み

排
出

量
の

減
量

等
）

」
に

一
定

程
度

寄
与

し
て

い
る

と
考

え
る

。

－

ご
み
発
生
・
排
出
抑
制
の
た
め
の
行
動
の
実
践

(
1
5
3
)

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

4
,
4
9
7

　
　
　
　
施
策
：
小

(
2
)

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

所
管
課

さ
っ

ぽ
ろ

エ
コ

メ
ン

バ
ー

に
は

３
年

間
の

登
録

有
効

期
限

が
あ

る
中

、
近

年
の

登
録

事
業

所
数

は
2
,
0
0
0

件
程

度
を

維
持

し
て

お
り

、
環

境
配

慮
に

係
る

取
組

が
一

定
程

度
継

続
し

て
実

施
さ

れ
て

い
る

。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

－ ・
「
さ
っ
ぽ
ろ
エ
コ
メ
ン
バ
ー
」
登
録
事
業
所
数
：
1
,
8
2
4
件
。

・
取
組
実
施
項
目
「
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
」
ま
た
は
「
廃
棄
物
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
施
」
を
選
択

                  
し
た
登
録
事
業
所
数
：
1
,
0
7
2
件
。

                  
事
業
費

3
,
8
1
6

(
1
1
3
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

事
業

を
継

続
し

、
未

登
録

事
業

者
へ

の
周

知
・

P
R
方

法
の

改
善

を
検

討
し

て
い

く
こ

と
で

、
環

境
に

配
慮

し
た

事
業

者
の

取
組

の
輪

を
さ

ら
に

広
げ

て
い

く
。

１
－
１

事
業
の
評
価
・
課
題

事
業
者
と
連
携
し
た
簡
易
包
装
等
の
推
進

・
「
さ
っ
ぽ
ろ
エ
コ
メ
ン
バ
ー
」
登
録
事
業
所
数
：
1
,
9
3
6
件
。

・
取
組
実
施
項
目
「
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
」
ま
た
は
「
廃
棄
物
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
施
」
を
選
択

        
し
た
登
録
事
業
所
数
：
1
,
1
2
0
件
。

                  

　
　
　
施
策
：
中

事
業
費

意
見
・
提
案
等

・
「
さ
っ
ぽ
ろ
エ
コ
メ
ン
バ
ー
」
登
録
事
業
所
数
：
2
,
0
1
9
件
。

・
取
組
実
施
項
目
「
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
」
ま
た
は
「
廃
棄
物
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
施
」
を
選
択

        
し
た
登
録
事
業
所
数
：
1
,
3
6
0
件
。

                  
事
業
費

3
,
9
3
6

(
2
0
0
)

・
「
さ
っ
ぽ
ろ
エ
コ
メ
ン
バ
ー
」
登
録
事
業
所
数
：
2
,
0
7
4
件
。

・
取
組
実
施
項
目
「
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
」
ま
た
は
「
廃
棄
物
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
施
」
を
選
択

        
し
た
登
録
事
業
所
数
：
1
,
4
1
2
件
。

                  
事
業
費

4
,
5
2
9

(
2
0
6
)
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

4
7

達
成

状
況

◎

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３
 

全
千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

意
見
・
提
案
等

国
が
定
め
る
環
境
物
品
等
の
調
達
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
の
改
定
内
容
を
参
考
に
、
「
札
幌
市
グ

リ
ー
ン
購
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
対
象
品
目
、
判
断
基
準
等
の
見
直
し
を
実
施
し
た
。

Ｅ
Ｍ
Ｓ
規
定
に
基
づ
く
調
達
率
の
集
計
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
業
務
縮
小
の
一
環
と

し
て
中
止
し
た
。

事
業
費

1
7
,
1
5
8

(
0
)

国
が
定
め
る
環
境
物
品
等
の
調
達
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
の
改
定
内
容
を
参
考
に
、
「
札
幌
市
グ

リ
ー
ン
購
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
対
象
品
目
、
判
断
基
準
等
の
見
直
し
を
実
施
し
た
。

Ｅ
Ｍ
Ｓ
規
定
に
基
づ
く
調
達
率
の
集
計
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
業
務
縮
小
の
一
環
と

し
て
中
止
し
た
。

事
業
費

1
4
,
7
3
8

今
後

も
継

続
し

て
取

組
に

努
め

る
。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

－ 国
が
定
め
る
環
境
物
品
等
の
調
達
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
の
改
定
内
容
を
参
考
に
、
「
札
幌
市
グ

リ
ー
ン
購
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
対
象
品
目
、
判
断
基
準
等
の
見
直
し
を
実
施
し
た
。

一
部
の
対
象
品
目
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
規
定
に
基
づ
き
前
年
度
の
調
達
率
を
集
計
し
た
。

（
前
年
度
（
2
0
1
9
年
度
）
調
達
率
集
計
値
：
9
3
.
5
％
）

事
業
費

1
3
,
2
0
0

(
0
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

今
後

も
継

続
し

て
取

組
に

努
め

る
。

(
0
)

事
業
の
評
価
・
課
題

環
境
配
慮
型
製
品
購
入
な
ど
の
促
進
に
向
け
た
取
組

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

施
策
１

(
0
)

　
　
　
　
施
策
：
小

(
4
)

1
4
,
8
1
8

国
が
定
め
る
環
境
物
品
等
の
調
達
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
の
改
定
内
容
を
参
考
に
、
「
札
幌
市
グ

リ
ー
ン
購
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
対
象
品
目
、
判
断
基
準
等
の
見
直
し
を
実
施
し
た
。

Ｅ
Ｍ
Ｓ
規
定
に
基
づ
く
調
達
率
の
集
計
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
業
務
縮
小
の
一
環
と

し
て
中
止
し
た
。

事
業
費

ご
み
発
生
・
排
出
抑
制
の
た
め
の
行
動
の
実
践

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

本
市
が
率
先
し
て
環
境
負
荷
の
低
減
に
資
す
る
物
品
及
び
役
務
の
優
先
的
な
調
達
を
推
進
す
る
た
め
「
札

幌
市
グ
リ
ー
ン
購
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
定
め
、
毎
年
度
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
一
部
の
対
象
品
目
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
規
定
に
基
づ
き
前
年
度
の
調
達
率
の
実
績
を
収
集
す
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

市
有
施
設
の
省
エ
ネ

 化
等
推
進
費

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

事
業
の
目
的
・
目
標

環
境
方
針
に
「
環
境
負
荷
の
少
な
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
」
す
る
こ
と
を
掲
げ
、
本
市
に
お
け
る
物

品
お
よ
び
役
務
の
調
達
に
お
い
て
、
グ
リ
ー
ン
購
入
を
推
進
す
る

事
業
の

指
標

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

指
標
１

－
目
標

－－

指
標
２

－
目
標

「
札

幌
市

グ
リ

ー
ン

購
入

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
対

象
品

目
、

判
断

基
準

等
の

見
直

し
を

毎
年

度
実

施
し

、
取

組
を

推
進

し
た

。
各

局
区

は
、

物
品

お
よ

び
役

務
の

調
達

時
の

仕
様

書
に

「
札

幌
市

グ
リ

ー
ン

購
入

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
の

記
載

を
入

れ
る

こ
と

で
、

グ
リ

ー
ン

物
品

の
調

達
を

実
施

し
て

い
る

。

２
R
を
推
進
す
る
た
め
の
し
く
み
づ
く
り

所
管
課

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

　
　
　
施
策
：
中

１
－
１

対
応
施
策
：
大

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）
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【
自

己
評

価
】

　
※

R
2
～

R
5
を

通
し

て
№

4
8

達
成

状
況

▲

【
各

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

取
組

内
容

と
そ

の
実

績
】

　
数

値
で

示
せ

る
も

の
は

数
値

も
記

載
す

る
こ

と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千

円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千

円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇

話
会

の
意

見
等

】
　

懇
話

会
で

意
見

が
あ

っ
た

場
合

の
み

記
載

す
る

内
千

円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千

円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）
定

性
的

評
価

（
数

値
な

し
）

目
標

3
,
0
0
0
t

定
山

渓
バ

イ
オ

マ
ス

タ
ウ

ン
構

想
に

基
づ

き
、

主
に

定
山

渓
地

域
か

ら
排

出
さ

れ
た

枝
・

葉
・

草
を

同
地

域
内

で
堆

肥
と

し
て

資
源

化
し

、
バ

イ
オ

マ
ス

の
地

域
内

循
環

を
図

る
。

ス
リ

ム
目

標
へ

の
貢

献
度

搬
入

さ
れ

た
枝

・
葉

・
草

は
堆

肥
と

な
り

適
切

に
リ

サ
イ

ク
ル

さ
れ

て
お

り
、

廃
棄

ご
み

の
減

量
に

貢
献

し
て

い
る

。
H
2
8
家

庭
系

　
2
,
4
1
6
.
9
t
　

事
業

系
　

9
6
9
.
6
t

H
2
9
家

庭
系

　
1
,
5
3
5
.
9
t
　

事
業

系
　

2
2
2
.
9
t

H
3
0
家

庭
系

　
1
,
5
7
5
.
5
t
　

事
業

系
　

1
1
8
.
1
t

R
0
1
家

庭
系

　
1
,
4
9
0
.
4
t
　

事
業

系
　

6
0
.
2
t

R
0
2
家

庭
系

　
1
,
4
7
3
.
0
t
　

事
業

系
　

6
7
.
3
t

R
0
3
家

庭
系

　
1
,
4
6
8
.
5
t
　

事
業

系
　

1
1
.
7
t

R
0
4
家

庭
系

　
1
,
5
0
2
.
4
t
　

事
業

系
　

1
1
.
8
t

R
0
5
家

庭
系

　
1
,
6
5
8
.
9
t
　

事
業

系
　

 
6
.
0
t

市
域

内
一

般
家

庭
か

ら
発

生
す

る
枝

・
葉

・
草

を
原

料
と

し
て

、
た

い
肥

を
製

造
し

、
市

域
内

に
還

元
す

る
こ

と
に

よ
り

循
環

型
リ

サ
イ

ク
ル

を
推

進
す

る
。

枝
・

葉
・

草
搬

入
量

対
応

す
る

ス
リ

ム
目

標

対
応

施
策

：
大

施
策

３
事

業
ご

み
の

減
量

・
リ

サ
イ

ク
ル

の
取

組
促

進

【
事

業
の

概
要

】

事
業

名
枝

・
葉

・
草

リ
サ

イ
ク

ル
事

業
（

定
山

渓
地

域
）

指
標

２
目

標
－

事
業

内
容

（
取

組
内

容
）

事
業

の
目

的
・

目
標

事
業

の
指

標

指
標

１

事
業

の
実

施
結

果
（

目
的

・
目

標
の

達
成

状
況

な
ど

）

廃
棄

ご
み

量
の

減
量

目
標

（
最

大
２

つ
ま

で
）

家
庭

か
ら

出
る

廃
棄

ご
み

量
の

減
量

目
標

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

対
応

す
る

モ
ニ

タ
ー

指
標

リ
サ

イ
ク

ル
率

　
　

　
施

策
：

中
３

－
１

事
業

者
に

よ
る

自
主

的
な

取
組

の
促

進

所
管

課
循

環
型

社
会

推
進

課
関

係
課

施
設

管
理

課

搬
入

さ
れ

た
枝

・
葉

・
草

は
リ

サ
イ

ク
ル

さ
れ

て
い

る
。

施
設

の
処

理
能

力
は

9
,
0
0
0
t
/
年

で
あ

り
、

そ
の

う
ち

定
山

渓
バ

イ
オ

マ
ス

タ
ウ

ン
構

想
に

基
づ

く
枝

・
葉

・
草

の
処

理
量

が
3
,
0
0
0
t
／

年
で

あ
る

が
、

悪
臭

へ
の

対
応

の
た

め
、

計
画

期
間

の
搬

入
量

は
半

分
程

度
に

留
ま

っ
て

い
る

。

【
新

ス
リ

ム
計

画
と

の
関

わ
り

】

　
　

　
　

施
策

：
小

(
5
)

定
山

渓
地

区
に

お
け

る
地

域
内

循
環

の
取

組
促

進

事
業

の
評

価
・

課
題

枝
葉

草
と

し
て

の
排

出
は

廃
棄

ご
み

量
の

減
量

に
貢

献
し

て
い

る
こ

と
に

加
え

、
リ

サ
イ

ク
ル

さ
れ

た
堆

肥
は

札
幌

市
内

外
の

農
家

等
に

出
荷

さ
れ

て
お

り
、

バ
イ

オ
マ

ス
の

循
環

に
寄

与
し

て
い

る
。

ま
た

、
事

業
系

生
ご

み
の

減
量

に
も

寄
与

し
て

い
る

。
処

理
量

に
つ

い
て

は
、

従
来

、
破

袋
機

で
枝

葉
草

の
破

袋
を

行
っ

て
い

た
と

こ
ろ

、
ビ

ニ
ー

ル
残

渣
が

原
因

と
な

り
不

良
発

酵
に

よ
り

悪
臭

が
発

生
し

、
以

降
対

応
策

と
し

て
手

作
業

で
の

破
袋

を
行

っ
て

い
る

た
め

に
計

画
量

が
処

理
で

き
な

い
状

況
で

あ
る

。

他
の

施
策

（
番

号
の

み
）

・
枝

・
葉

・
草

搬
入

量
　

家
庭

系
　

1
,
4
7
3
.
0
t
　

事
業

系
　

6
7
.
3
t

・
事

業
系

生
ご

み
搬

入
量

　
3
,
5
3
5
.
8
t

・
堆

肥
生

産
量

　
1
,
0
1
2
㎥

事
業

費

1
6
9
,
0
6
5

(
3
2
,
4
0
6
)

今
後

の
事

業
方

針
（

課
題

へ
の

対
応

や
事

業
目

標
の

設
置

）

引
き

続
き

定
期

的
に

施
設

を
視

察
、

処
理

業
者

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

う
こ

と
で

搬
入

量
増

加
に

向
け

た
対

応
を

検
討

す
る

。
ま

た
、

断
続

的
に

発
生

し
て

い
る

悪
臭

問
題

に
対

し
て

、
処

理
業

者
と

連
携

の
上

、
対

策
を

検
討

す
る

。

・
枝

・
葉

・
草

搬
入

量
　

家
庭

系
　

1
,
4
6
8
.
5
t
　

事
業

系
　

1
1
.
7
t

・
事

業
系

生
ご

み
搬

入
量

　
3
,
3
6
2
.
0
t

・
堆

肥
生

産
量

　
7
6
5
㎥

事
業

費

1
8
0
,
4
8
0

(
3
2
,
3
0
7
)

・
枝

・
葉

・
草

搬
入

量
　

家
庭

系
　

1
,
5
0
2
.
4
t
　

事
業

系
　

1
1
.
8
t

・
事

業
系

生
ご

み
搬

入
量

　
3
,
3
1
1
.
0
t

・
堆

肥
生

産
量

　
1
,
3
7
3
㎥

事
業

費

1
9
9
,
3
7
6

(
3
3
,
0
5
2
)

意
見

・
提

案
等

・
枝

・
葉

・
草

搬
入

量
　

家
庭

系
　

1
,
6
5
8
.
9
t
　

事
業

系
　

6
.
0
t

・
事

業
系

生
ご

み
搬

入
量

　
2
,
8
9
2
.
4
t

・
堆

肥
生

産
量

　
1
,
1
6
6
㎥

事
業

費

2
1
3
,
9
2
7

(
3
6
,
4
9
6
)
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【
自
己
評
価
】
　
※
R
2
～
R
5
を

通
し

て
№

4
9

達
成

状
況

－

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
２ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
３ 全

千
円

内
千
円

Ｒ
４ 全

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇

話
会

で
意

見
が

あ
っ

た
場

合
の

み
記

載
す

る

内
千
円

Ｒ
５ 全

千
円

内
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

定
性

的
評

価
（

数
値

な
し

）

【
事
業
の
概
要
】

事
業
名

清
掃
計
画
費
　
（
未
利
用
資
源
の
活
用
・
災
害
処
理
・
広
域
処
理
の
検
討
）

定
量

的
評

価
（

数
値

あ
り

）

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

①
廃

棄
物

資
源

化
等

に
向

け
た

調
査

・
研

究
②

廃
棄

物
系

バ
イ

オ
マ

ス
な

ど
の

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

し
て

の
活

用
の

検
討

③
民

間
施

設
を

活
用

し
た

ご
み

処
理

の
調

査
・

研
究

④
災

害
廃

棄
物

処
理

計
画

の
策

定
⑤

広
域

処
理

に
関

す
る

他
自

治
体

と
の

検
討

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
廃

棄
ご

み
の

減
量

に
つ

な
が

る
新

た
な

資
源

化
手

法
の

導
入

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
事
業
の
目
的
・
目
標

・
廃
棄
物
の
新
た
な
資
源
化
に
よ
り
、
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
に
繋
げ
る

・
災
害
廃
棄
物
の
処
理
を
適
正
、
迅
速
に
行
え
る
よ
う
計
画
を
策
定
す
る

・
広
域
処
理
の
検
討

事
業
の

指
標

指
標
１

未
利
用
の
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

目
標

－

指
標
２

目
標

－

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎

：
達

成
　

○
：

7
5
％

以
上

　
▲

：
5
0
％

以
上

　
×

：
5
0
％

未
満

　
－

：
他

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

－

・
災

害
廃

棄
物

処
理

計
画

の
見

直
し

を
行

っ
て

い
る

・
令

和
４

年
４

月
か

ら
施

行
さ

れ
る

「
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
に

係
る

資
源

循
環

の
促

進
等

に
関

す
る

法
律

」
に

伴
い

、
製

品
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

リ
サ

イ
ク

ル
が

促
進

さ
れ

て
い

る
が

、
不

確
定

要
素

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

国
か

ら
の

情
報

収
集

を
行

っ
て

い
る

（
①

廃
棄

物
資

源
化

等
に

向
け

た
調

査
・

研
究

）
・

可
燃

ご
み

の
広

域
処

理
へ

向
け

て
、

調
整

を
行

っ
て

い
る

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

リ
サ
イ
ク
ル
率

対
応
施
策
：
大

施
策
５

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
３

未
利
用
資
源
の
活
用
の
検
討

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

廃
棄
物
の
資
源
化
等
に
向
け
た
調
査
・
研
究

事
業
の
評
価
・
課
題

ス
リ

ム
目

標
の

目
標

値
に

近
づ

い
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

新
た

な
廃

棄
物

の
資

源
化

の
検

討
も

必
要

。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

5
-
3
-
(
2
)
、
5
-
3
-
(
3
)
、
6
-
3
-
(
1
)
、
6
-
4
-
(
1
)

-
事
業
費

1
0
,
6
2
1

(
0
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課

題
へ

の
対

応
や

事
業

目
標

の
設

置
）

廃
棄

物
の

資
源

化
等

や
廃

棄
物

の
活

用
に

つ
い

て
調

査
・

研
究

を
継

続
す

る
。

よ
り
実
効
性
を
持
た
せ
る
た
め
、
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
見
直
し
を
行
う
（
計
画
の
改
訂
）

令
和
４
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
伴

い
、
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
促
進
さ
れ
て
い
る
が
、
不
確
定
要
素
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
国

の
動
向
を
見
て
い
る
（
①
廃
棄
物
資
源
化
等
に
向
け
た
調
査
・
研
究
）

事
業
費

2
9
,
0
9
5

(
0
)

よ
り
実
効
性
を
持
た
せ
る
た
め
、
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
見
直
し
を
行
う
（
計
画
の
改
訂
）

令
和
４
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
伴

い
、
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
促
進
さ
れ
て
い
る
が
、
不
確
定
要
素
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
国

の
動
向
を
見
て
い
る
（
①
廃
棄
物
資
源
化
等
に
向
け
た
調
査
・
研
究
）

石
狩
市
・
当
別
町
と
の
可
燃
ご
み
の
広
域
処
理
に
つ
い
て
、
受
入
れ
に
つ
い
て
今
後
協
議
し
て
い
く
趣
旨

の
覚
書
を
締
結

事
業
費

2
9
,
9
7
8

(
0
)

意
見
・
提
案
等

よ
り
実
効
性
を
持
た
せ
る
た
め
、
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
見
直
し
を
行
う
（
計
画
の
改
訂
）

令
和
４
年
４
月
に
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
促
進
さ
れ
て
い
る
が
、
不
確
定
要
素
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
の
動
向
を
見
て
い
る
（
①
廃
棄
物
資
源
化
等
に
向
け
た
調
査
・
研
究
）

石
狩
市
・
当
別
町
と
の
可
燃
ご
み
の
広
域
処
理
に
つ
い
て
、
受
入
れ
に
つ
い
て
の
協
議
を
実
施

事
業
費

2
4
,
4
2
6

(
0
)
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